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ロ．再処理施設の一般構造

(７) その他の主要な構造

  (ⅰ) 安全機能を有する施設 

  (ⅱ) 重大事故等対処施設（再処理施設への人の不法な侵入等の防止，

安全避難通路等，制御室，監視測定設備，緊急時対策所及び通信連絡

を行うために必要な設備は(ⅰ)安全機能を有する施設に記載） 

 (ｅ) 放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための設

備 

セル内において放射線分解によって発生する水素が再処理設備

の内部に滞留することを防止する機能を有する施設のうち，水素爆

発の発生を想定する機器には，重大事故の発生又は拡大を防止する

ために必要な次に掲げる重大事故等対処設備を設ける設計とする。 

セル内において放射線分解によって発生する水素が再処理設備

の内部に滞留することを防止する機能を有する施設には，水素爆発

の発生を未然に防止するとともに，水素爆発が発生した場合におい

て，水素爆発が続けて生じるおそれがない状態を維持し，水素爆発

が発生した設備に接続する換気系統の配管の流路を遮断するために

必要な設備及び換気系統の配管内が加圧状態になった場合にセル内

に設置された配管の外部へ放射性物質を排出できるようにし，射性

物質の放出による影響を緩和するために必要な重大事故等対処設備

を設置及び保管する。 

水素爆発に対処するための設備は，代替安全圧縮空気系及び代替

換気設備で構成する。 
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リ．その他再処理設備の附属施設の構造及び設備 

  (１) 動力装置及び非常用動力装置の構造及び設備 

  (ⅱ) 圧縮空気設備 

   (ａ) 構  造 

   (イ) 設計基準対象の施設 

   (ロ) 重大事故等対処設備 

   １） 代替安全圧縮空気系 

     代替安全圧縮空気系は，水素爆発を未然に防止するための空気の

供給に使用する設備及び水素爆発の再発を防止するための空気の供

給に使用する設備で構成する。 

     安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失した場合において，水素爆

発の発生を想定する対象機器に圧縮空気を供給し，水素爆発の発生

を未然に防止するために必要な水素爆発を未然に防止するための空

気の供給に使用する設備を設置及び保管する。 

     水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する設備は，

圧縮自動供給貯槽，圧縮空気自動供給ユニット，機器圧縮空気自動

供給ユニット，建屋内空気中継配管，可搬型空気圧縮機，可搬型建

屋外ホース，可搬型建屋内ホース等で構成する。 

     補機駆動用燃料補給設備の一部である軽油貯槽を常設重大事故等

対処設備として設置する。 

     補機駆動用燃料補給設備の一部である軽油用タンクローリ並びに

計装設備の一部である可搬型圧縮空気自動供給貯槽圧力計，可搬型

機器圧縮空気自動供給ユニット圧力計，可搬型貯槽掃気圧縮空気流

量計，可搬型水素掃気系統圧縮空気圧力計，可搬型セル導出ユニッ

ト流量計，可搬型水素濃度計及び可搬型貯槽温度計を可搬型重大事
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故等対処設備として配備する。 

     水素爆発を未然に防止するための対策が機能しなかった場合に備

え，水素爆発の発生を想定する対象機器に水素爆発を未然に防止す

るための対策に使用する系統とは異なる系統から圧縮空気を供給し，

水素爆発が続けて生じるおそれがない状態を維持するために必要な

水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用する設備を設置

及び保管する。 

     水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用する設備は，

圧縮空気手動供給ユニット，建屋内空気中継配管，可搬型空気圧縮

機，可搬型建屋外ホース，可搬型建屋内ホース等で構成する。 

補機駆動用燃料補給設備の一部である軽油貯槽を常設重大事故等

対処設備として設置する。 

補機駆動用燃料補給設備の一部である軽油用タンクローリ並びに

計装設備の一部である可搬型圧縮空気手動供給ユニット圧力系，可

搬型貯槽掃気圧縮空気流量計，可搬型かくはん系統圧縮空気圧力計，

可搬型セル導出ユニット流量計，可搬型水素濃度計及び可搬型貯槽

温度計を可搬型重大事故等対処設備として配備する。 

設計基準対象の施設と兼用する圧縮空気設備の安全圧縮空気系の

一部，清澄・計量設備の一部，分離設備の一部，分配設備の一部，

分離建屋一時貯留処理設備の一部，高レベル廃液濃縮設備の高レベ

ル廃液濃縮系の一部，プルトニウム精製設備の一部，精製建屋一時

貯留処理設備の一部，ウラン・プルトニウム混合脱硝設備の溶液系

の一部，高レベル廃液貯蔵設備の高レベル濃縮廃液貯蔵系の一部，

高レベル廃液貯蔵設備の共用貯蔵系の一部及び高レベル廃液ガラス

固化設備の一部を重大事故等対処設備の代替安全圧縮空気系の水素
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掃気配管・弁として位置付け，清澄・計量設備の一部，分離設備の

一部，分配設備の一部，分離建屋一時貯留処理設備の一部，高レベ

ル廃液濃縮設備の高レベル廃液濃縮系の一部，プルトニウム精製設

備の一部，精製建屋一時貯留処理設備の一部，圧縮空気設備の安全

圧縮空気系の一部，ウラン・プルトニウム混合脱硝設備の溶液系の

一部，高レベル廃液貯蔵設備の高レベル濃縮廃液貯蔵系の一部，高

レベル廃液貯蔵設備の共用貯蔵系の一部，高レベル廃液ガラス固化

設備の一部，分析設備の一部及び計測制御設備の一部を重大事故等

対処設備の代替安全圧縮空気系の機器圧縮空気供給配管・弁として

位置付ける。また，重大事故の水素爆発を想定する対象機器（第４

表(１)）を常設重大事故等対処設備として位置付ける。 

補機駆動用燃料補給設備については「 リ．(４) (ⅶ) 補機駆動用燃料補

給設備」に，計装設備については「ヘ．(３)(ⅱ)(ａ) 計装設備」に示す。 

代替安全圧縮空気系は，圧縮空気設備の安全圧縮空気系の水素掃

気機能が喪失し，系統内の圧力が低下した場合，溶液の性状ごとに

水素掃気機能喪失から重大事故対策の準備に使用することができる

時間（以下「許容空白時間」という。）が短い分離建屋，精製建屋及

びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の水素掃気配管・弁に圧縮空

気自動供給貯槽及び圧縮空気自動供給ユニットから機器圧縮空気自

動供給ユニットに切り替えるまでの間，自動で水素燃焼時において

も貯槽等に影響を与えないドライ換算８ｖｏｌ％（以下「未然防止

濃度」という。）未満を維持するために必要な圧縮空気を供給できる

設計とする。 

代替安全圧縮空気系は，水素発生量の増加が想定される時間の前

に，圧縮空気自動供給貯槽及び圧縮空気自動供給ユニットから機器
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圧縮空気自動供給ユニットへの切り替えを行い，可搬型空気圧縮機

により圧縮空気を供給するまでの間，未然防止濃度に維持するため

に十分な量の圧縮空気を供給できる設計とする。 

代替安全圧縮空気系は，分離建屋，精製建屋及びウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋の重大事故の水素爆発を想定する対象機器のう

ち，許容空白時間が短く，可搬型空気圧縮機からの空気の供給開始

前に未然防止濃度に至る可能性のある機器の圧縮空気自動供給系よ

りも機器に近い位置に機器圧縮空気自動供給ユニットを設置し，水

素掃気配管・弁に圧縮空気を供給できる設計とする。 

代替安全圧縮空気系は，分離建屋，精製建屋及びウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋の重大事故の水素爆発を想定する対象機器のう

ち，許容空白時間が短く，可搬型空気圧縮機からの圧縮空気の供給

開始前に未然防止濃度に至る可能性のある機器へ圧縮空気手動供給

ユニットを速やかに接続できる設計とする。 

圧縮空気手動供給ユニットは，可搬型空気圧縮機に切り替えるま

での間，貯槽等内の水素濃度を未然防止濃度未満に維持するために

必要な量の圧縮空気を供給できる設計とする。 

代替安全圧縮空気系は，発生防止対策が機能しない場合に備え，

圧縮空気手動供給ユニットにより圧縮空気を供給し，機器内の水素

濃度をドライ換算で８ｖｏｌ％未満に維持している期間中に，発生

防止対策で敷設する可搬型建屋外ホース，可搬型建屋外ホースの下

流側に，機器に圧縮空気を供給するための建屋内空気中継配管及び

可搬型建屋内ホースを設置し，可搬型建屋内ホースと機器圧縮空気

供給配管・弁を接続した上で，代替安全圧縮空気系の機器圧縮空気

供給配管・弁に圧縮空気を供給できる設計とする。 
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分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋に設

置する代替安全圧縮空気系の圧縮空気自動供給系の圧縮空気自動供

給貯槽及び圧縮空気自動供給ユニットは，代替安全圧縮空気系の可

搬型空気圧縮機による圧縮空気の供給を行うための許容空白時間を

確保する必要があるため，設計基準で設置した圧縮空気設備の安全

圧縮空気系が停止した場合においても自動で圧縮空気を供給できる

設計とする。 

分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋に設

置する代替安全圧縮空気系の機器圧縮空気自動供給ユニットは，圧

縮空気の供給がない場合の許容空白時間が短く，可搬型空気圧縮機

からの空気の供給開始前に未然防止濃度に至る可能性のある重大事

故の水素爆発を想定する対象機器に設置し，圧縮空気自動供給貯槽

及び圧縮自動供給空気ユニットよりも貯槽等に近い位置から代替安

全圧縮空気系の水素掃気配管に圧縮空気を供給できる設計とする。 

分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋に設

置する代替安全圧縮空気系の圧縮空気手動供給ユニットは，圧縮空

気の供給がない場合の許容空白時間が短く，可搬型空気圧縮機から

の空気の供給開始前に未然防止濃度に至る可能性のある重大事故の

水素爆発を想定する対象機器に対して設置し，圧縮空気自動供給系

及び機器圧縮空気自動供給ユニットに接続する系統とは異なる系統

から圧縮空気を供給し，可搬型空気圧縮機からの圧縮空気の供給開

始までの許容空白時間を確保できる設計とする。 

代替安全圧縮空気系の可搬型空気圧縮機は軽油を燃料とし，対処

のために必要な燃料は，補機駆動用燃料供給設備から補給が可能な

設計とする。 
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代替安全圧縮空気系の建屋内空気中継配管は，常設の建屋内の圧

縮空気供給用の配管であり，可搬型建屋外ホースの接続口から，「放

射線分解により発生する水素による爆発」の発生を想定する対象機

器に圧縮空気を供給するための接続口を設置する部屋まで圧縮空気

を分配する設計とする。 

可搬型空気圧縮機は，安全圧縮空気系の安全空気圧縮機と共通要

因によって同時にその機能を損なわれるおそれがないよう，可搬型

空気圧縮機をディーゼルエンジンにより駆動し，必要な燃料は，補

機駆動用燃料補給設備からの補給が可能な設計とすることで，電動

往復式圧縮装置により構成する安全圧縮空気系の安全空気圧縮機に

対して多様性を有する設計とする。 

代替安全圧縮空気系の可搬型建屋内ホース等は，外部からの衝撃

による損傷の防止が図られた前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウ

ラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋

内の，安全圧縮空気系又は代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対

処設備と同時にその機能が損なわれるおそれがないよう，安全圧縮

空気系又は代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備と異なる

場所に保管する設計とする。 

また，溢水，化学薬品の漏えい，内部飛散物及び配管の全周破断

に対して代替安全圧縮空気系の可搬型建屋内ホース等は，安全圧縮

空気系又は代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備と同時に

その機能が損なわれるおそれがないようにするため，可能な限り位

置的分散を図る。 

可搬型空気圧縮機は，転倒しないことを確認する，又は必要によ

り固縛等の処置をするとともに，基準地震動による地震力により生
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じる敷地下斜面のすべり等の影響を受けない場所に，前処理建屋内

の安全圧縮空気系の空気圧縮機と同時にその機能が損なわれるおそ

れがないように，前処理建屋内の安全圧縮空気系の空気圧縮機が設

置される建屋から 100ｍ以上の離隔距離を確保した場所に保管する

とともに外部保管エリアにも保管することで位置的分散を図る。 

前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋の外から空気を供給する代

替安全圧縮空気系のうち，可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホ

ースと常設重大事故等対処設備との接続口は，複数のアクセスルー

トを踏まえて自然現象，外部人為事象及び故意による大型航空機の

衝突その他のテロリズムに対して前処理建屋，分離建屋，精製建屋，

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建

屋内の適切に離隔した隣接しない位置の異なる複数の場所に設置す

る。また，溢水，化学薬品漏えい及び火災によって同時にその機能

が損なわれるおそれがないよう，前処理建屋，分離建屋，精製建屋，

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建

屋内のそれぞれ互いに異なる複数の場所に設置する設計とする。 

一つの接続口で「放射線分解により発生する水素による爆発」の

発生を想定する対象機器の水素掃気機能及び液位計測機能を兼用し

て使用する場合には，それぞれの機能に必要な容量が確保できる接

続口を設ける設計とする。 

代替安全圧縮空気系は，圧縮空気自動供給貯槽を隔離することに

より機器圧縮空気自動供給ユニットから圧縮空気を供給し，貯槽等

の水素濃度を未然防止濃度未満に維持するための機能へ悪影響を及

ぼさない設計とする。 
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代替安全圧縮空気系の圧縮空気自動供給貯槽，圧縮空気自動供給

ユニット，機器圧縮空気自動供給ユニット及び圧縮空気手動供給ユ

ニットは，弁等の操作によって安全機能を有する施設として使用す

る系統構成から重大事故等対処設備としての系統構成とすることに

より，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

代替安全圧縮空気系の建屋内空気中継配管，水素掃気配管・弁及

び機器圧縮空気供給配管・弁は，弁等の操作によって安全機能を有

する施設として使用する系統構成から重大事故等対処設備としての

系統構成とすることにより，他の設備に悪影響を及ぼさない設計と

する。 

代替安全圧縮空気系の建屋内空気中継配管，水素掃気配管・弁及

び機器圧縮空気供給配管・弁は，重大事故等発生前（通常時）の離

隔若しくは分離された状態から弁等の操作や接続により重大事故等

対処設備としての系統構成とすることにより，他の設備に悪影響を

及ぼさない設計とする。 

屋外に保管する可搬型空気圧縮機は，竜巻により飛来物とならな

いよう必要に応じて固縛等の措置をとることで他の設備に悪影響を

及ぼさない設計とする。 

圧縮空気自動供給系，機器圧縮空気自動供給ユニット及び圧縮空

気手動供給ユニットは，想定される重大事故等時において，可搬型

空気圧縮機からの圧縮空気の供給開始までに，「放射線分解により

発生する水素による爆発」の発生を想定する対象機器の気相部にお

ける水素濃度をドライ換算８ｖｏｌ％未満に維持するために必要な

空気を供給できる設計とする。 

圧縮空気自動供給系，機器圧縮空気自動供給ユニット及び圧縮空

13



気手動供給ユニットは，操作の時間を考慮し、必要な圧縮空気流量

を確保するために必要な容量を確保する設計とする。 

可搬型空気圧縮機は，想定される重大事故等時において，「放射

線分解により発生する水素による爆発」の発生を想定する対象機器

が水素爆発に至ることを防止するために必要な圧縮空気供給量を有

する設計とするとともに，保有数は，必要数として３台，予備とし

て故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップを６台の合

計９台を確保する。 

可搬型空気圧縮機は，「放射線分解により発生する水素による爆

発」の発生を想定する対象機器へ圧縮空気を供給するとともに，計

装設備への圧縮空気を供給する場合に必要な容量を有する設計とし，

兼用できる設計とする。 

可搬型空気圧縮機は、同時に発生する可能性のある事故への対処

を含めて，事象進展に応じた使用の状態を踏まえた，必要な容量を

確保した設計とする。 

可搬型建屋内ホースは，複数の敷設ルートで対処できるよう必要

数を複数の敷設ルートに確保するとともに，建屋内に保管するホー

スについては１本以上の予備を含めた個数を必要数として確保する。 

代替安全圧縮空気系は，安全圧縮空気系に対して，重大事故等へ

の対処に必要な設備を１セット確保する。 

代替安全圧縮空気系は，重大事故等時に想定される温度，圧力，

湿度，放射線の影響を考慮しても機能を喪失することはなく，必要

な機能を有効に発揮することができる設計とする。 

代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備は，「放射線分

解により発生する水素による爆発」の発生を想定する対象機器の気
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相部における水素濃度 12ｖｏｌ％未満での水素爆発に伴う瞬間的

に上昇する温度及び圧力の影響を考慮しても，機能を維持できる設

計とする。 

代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備は，同時に発生す

るおそれがある冷却機能の喪失による蒸発乾固及び放射線分解によ

り発生する水素による爆発による温度，圧力及び湿度に対して，機

能を損なわない設計とする。 

代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備は，外部からの衝

撃による損傷を防止できる前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラ

ン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋に

設置し，風（台風）等により機能を損なわない設計とする。 

代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備は，「ロ．(７)(ⅱ)(ｂ)(ホ) 

地震を要因とする重大事故等に対する施設の耐震設計」に基づく設

計とすることでその機能を損なわない設計とする。 

代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備及び常設重大事故

等対処設備と可搬型重大事故等対処設備の接続口は，溢水量及びを

化学薬品の漏えい量を考慮し，影響を受けない高さへの設置及び被

水，被液防護する設計とする。 

代替安全圧縮空気系の水素掃気配管・弁及び機器圧縮空気供給配

管・弁は，配管の全周破断に対して，適切な材料を使用することに

より，漏えいした放射性物質を含む腐食性の液体（溶液，有機溶媒

等）により機能を損なわない設計とする。 

可搬型空気圧縮機は，風（台風）及び竜巻に対して，風（台風）

及び竜巻による風荷重を考慮し，必要により当該設備の転倒防止，

固縛等の措置を講じて保管する設計とする。 
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可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースは，前処理建屋，分

離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベ

ル廃液ガラス固化建屋及び屋外エリアに保管する。屋外エリアに保

管する場合は，風（台風）及び竜巻に対して，風（台風）及び竜巻

による風荷重を考慮し，必要により当該設備の転倒防止，固縛を図

った設計とする。屋内に保管する場合は，外部からの衝撃による損

傷を防止できる前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋に保管し，風

（台風）等により機能を損なわない設計とする。 

可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースは，内部発生飛散物

の影響を考慮し，前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プル

トニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋の内部発生

飛散物の影響を受けない場所に保管することにより，機能を損なわ

ない設計する。 

可搬型空気圧縮機は，積雪及び火山の影響に対して，積雪に対し

ては除雪する手順を，火山の影響（降下火砕物による積載荷重，フ

ィルタの目詰まり等）に対しては，可搬型空気圧縮機を屋内に配置

する手順を整備する。 

可搬型空気圧縮機は，「ロ．（７）（ⅱ）（ｂ）（ホ） 地震を要因とする重大事

故等に対する施設の耐震設計」に基づく設計とすることでその機能

を損なわない設計とする。 

可搬型空気圧縮機は，溢水量及び化学薬品の漏えい量を考慮し，

影響を受けない高さへの保管及び被水，被液防護する設計とする。 

可搬型空気圧縮機は，想定される重大事故等が発生した場合にお

いても設置及び常設設備との接続に支障がないように，線量率の高
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くなるおそれの少ない場所の選定により当該設備の設置場所で操作

可能な設計とする。 

圧縮空気自動供給系，機器圧縮空気自動供給ユニット及び圧縮空

気手動供給ユニットは，想定される重大事故等が発生した場合にお

いても操作に支障がないように，線量率の高くなるおそれの少ない

場所の選定又は当該設備の設置場所への遮蔽の設置等により当該設

備の設置場所で操作可能な設計とする。 

水素掃気配管・弁及び機器圧縮空気供給配管・弁と可搬型設備と

の接続口は，想定される重大事故等が発生した場合においても接続

に支障がないように，線量率の高くなるおそれの少ない場所の選定

又は当該設備の設置場所への遮蔽の設置等により当該設備の設置場

所で接続可能な設計とする。 

可搬型空気圧縮機を接続する接続口は，コネクタ式に統一するこ

とにより，現場での接続が可能な設計とする。 

水素掃気配管・弁，機器圧縮空気供給配管・弁及び圧縮空気手動

供給ユニットは，通常時に使用する系統から速やかに切り替えるこ

とができるよう，系統に必要な弁等を設ける設計とする。 

可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースは，容易かつ確実に

接続でき，かつ，複数の系統が相互に使用することができるよう，

口径並びに内部流体の圧力及び温度に応じたコネクタ接続又はより

簡便な接続方式を用いる設計とする。 

可搬型空気圧縮機，圧縮空気自動供給系の圧縮空気自動供給ユニ

ット，機器圧縮空気自動供給ユニット及び圧縮空気手動供給ユニッ

トは，再処理施設の運転中又は停止中に独立して機能・性能，外観

の確認，漏えいの有無の確認及び分解又は取替えが可能な設計とす
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る。 

可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースと常設設備との接続

口は，外観の確認が可能な設計とする。 

代替安全圧縮空気系は，法令要求対象に対する法定検査に加え，

維持活動としての点検（日常の運転管理の活用を含む）が実施可能

な設計とする。 

 

   (ｂ) 主要な設備 

   (イ) 設計基準対象の施設 

     安全圧縮空気系空気圧縮機      １式 

   (ロ) 重大事故等対処設備 

   １） 代替安全圧縮空気系 

ⅰ）水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する設備 

［常設重大事故等対処設備］ 

水素掃気配管・弁 

       数  量   49 系列 

（設計基準対象の施設と一部兼用（第４表(２)）） 

機器圧縮空気供給配管・弁                   

       数  量   49 系列 

       （設計基準対象の施設と一部兼用（第４表(２)）） 

圧縮空気自動供給系 圧縮空気自動供給貯槽 

       種  類   よこ置円筒形（分離建屋） 

              たて置円筒形（精製建屋） 

       基  数   ３基（分離建屋） 

              ５基（精製建屋） 
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       容  量   約 5.5ｍ３／基（分離建屋） 

              約 2.5ｍ３／基（精製建屋のうち２基） 

              約５ｍ３／基（精製建屋のうち３基） 

       主 要 材 料       ステンレス鋼 

圧縮空気自動供給系 圧縮空気自動供給ユニット 

       数  量   １式 

       容  量   約 15ｍ３［normal］ 

機器圧縮空気自動供給ユニット 

       数  量   １式 

       容  量   約 10ｍ３［normal］（分離建屋） 

             約 52ｍ３［normal］（精製建屋） 

             約 20ｍ３［normal］（ウラン・プルトニウム混 

合脱硝建屋） 

建屋内空気中継配管 

  数  量   ８系列 

重大事故の水素爆発を想定する対象機器 

  基  数   49 基 

（設計基準対象の施設と兼用） 

［可搬型重大事故等対処設備］ 

可搬型空気圧縮機 

       台  数   ９台（予備として故障時及び待機除外時のバ

ックアップを６台 ） 

       容  量   約 7.5ｍ３／min［normal］／台（前処理建屋，

分離建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋で

使用） 
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              約 3.9ｍ３／min［normal］／台（精製建屋及

びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋で使用） 

可搬型建屋外ホース 

       数  量   １式 

可搬型建屋内ホース 

       数  量   １式 

ⅱ）水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用する設備 

［常設重大事故等対処設備］ 

機器圧縮空気供給配管・弁 

       数  量   98 系列 

（設計基準対象の施設と一部兼用（第４表(２)）） 

圧縮空気手動供給ユニット 

       数  量   １式 

       容  量   約 10ｍ３［normal］（分離建屋） 

             約 62ｍ３［normal］（精製建屋） 

             約 31ｍ３［normal］（ウラン・プルトニウム混 

合脱硝建屋） 

建屋内空気中継配管 

  数  量   ８系列 

重大事故の水素爆発を想定する対象機器 

  基  数   49 基 

（設計基準対象の施設と兼用） 

［可搬型重大事故等対処設備］ 

可搬型空気圧縮機 

       台  数   ９台（予備として故障時及び待機除外時のバ
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ックアップを６台水素爆発を未然に防止する

ための空気の供給に使用する設備を兼用 ） 

       容  量   約 7.5ｍ３／min［normal］／台（前処理建屋，

分離建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋で

使用） 

              約 3.9ｍ３／min［normal］／台（精製建屋及

びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋で使用） 

可搬型建屋外ホース 

       数  量   １式（水素爆発を未然に防止するための空気

の供給に使用する設備を一部兼用） 

可搬型建屋内ホース 

       数  量   １式（水素爆発を未然に防止するための空気

の供給に使用する設備を一部兼用） 
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1.9.36 放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための設備 

（ 放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための設備） 

第三十六条 セル内において放射線分解によって発生する水素が再処理設備

の内部に滞留することを防止する機能を有する施設には、再処理規則第一条

の三第三号に規定する重大事故の発生又は拡大を防止するために必要な次に

掲げる重大事故等対処設備を設けなければならない。 

一 放射線分解により発生する水素による爆発（以下この条において「水

素爆発」という。）の発生を未然に防止するために必要な設備 

二 水素爆発が発生した場合において水素爆発が続けて生じるおそれがな

い状態を維持するために必要な設備 

三 水素爆発が発生した設備に接続する換気系統の配管の流路を遮断する

ために必要な設備及び換気系統の配管内が加圧状態になった場合にセ

ル内に設置された配管の外部へ放射性物質を排出するために必要な設

備 

四 水素爆発が発生した場合において放射性物質の放出による影響を緩和

するために必要な設備 

 

（解釈） 

１ 第１項第１号に規定する「放射線分解により発生する水素による爆発

（以下この条において「水素爆発」という。）の発生を未然に防止するた

めに必要な設備」とは設計基準の要求により措置した設備とは異なる圧縮

空気の供給設備、溶液の回収・移送設備、ボンベ等による水素掃気配管へ

の窒素の供給設備、爆発に至らせないための水素燃焼設備等をいう。 
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また、設備の必要な個数は、当該重大事故等が発生するおそれがある

安全上重要な施設の機器ごとに１セットとする。 

２ 第１項第２号に規定する「水素爆発が発生した場合において水素爆発が

続けて生じるおそれがない状態を維持するために必要な設備」とは、容器

への希釈材の注入設備等をいう。 

また、設備の必要な個数は、当該重大事故等が発生するおそれがある

安全上重要な施設の機器ごとに１セットとする。 

３ 第１項第３号に規定する「水素爆発が発生した設備に接続する換気系統

の配管の流路を遮断するために必要な設備」とは、閉止弁、密閉式ダンパ

等をいい、「換気系統の配管内が加圧状態になった場合にセル内に設置さ

れた配管の外部へ放射性物質を排出するために必要な設備」とは、水封安

全器等をいう。 

また、設備の必要な個数は、当該重大事故等が発生するおそれがある

安全上重要な施設の機器ごとに１セットとする。 

４ 第１項第４号に規定する「放射性物質の放出による影響を緩和するため

に必要な設備」とは、セル換気系統を代替するための設備等をいう。 

また、セル換気系統の放射性物質を低減する機能を代替するための設

備の必要な個数は、再処理施設に設置された排風機の台数と同数とする。 

５ 上記１、２及び３については、設備の信頼性が十分に高いと判断されな

い場合には、多様性も考慮して動作原理の異なる設備を追加すること。 

６ 同時に又は連鎖して発生する可能性のない事故の間で、設備を共用する

ことは妨げない。 

７ 上記の措置には、対策を実施するために必要となる電源、補給水、施設

の状態を監視するための設備の整備を含む。 
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適合のための設計方針 

セル内において放射線分解によって発生する水素が再処理設備の内部に

滞留することを防止する機能を有する施設において，水素爆発について評価

する機器は，重大事故の発生又は拡大を防止するために必要な次に掲げる重

大事故等対処設備を設ける設計とする。 

 

第一号について 

水素爆発の発生を未然に防止するために必要な重大事故等対処設備を

設置及び保管する設計とする。 

安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失した場合，水素爆発の発生を想

定する対象機器に圧縮空気を供給し，水素爆発の発生を未然に防止するた

めに必要な重大事故等対処設備として，代替安全圧縮空気系の水素爆発を

未然に防止するための空気の供給に使用する設備を設ける設計とする。 

 

第二号について 

水素爆発が発生した場合において水素爆発が続けて生じるおそれがな

い状態を維持するために必要な重大事故等対処設備を設置及び保管する設

計とする。 

安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失した場合，水素爆発の発生を想

定する対象機器に圧縮空気を供給し，水素爆発が続けて生じるおそれがな

い状態を維持するために必要な重大事故等対処設備として，代替安全圧縮

空気系の水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用する設備を設

ける設計とする。 

 

第三号について 
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水素爆発が発生した設備に接続する換気系統の配管の流路を遮断するた

めに必要な設備及び換気系統の配管内が加圧状態になった場合にセル内に

設置された配管の外部へ放射性物質を排出するために必要な重大事故等対

処設備を設置及び保管する設計とする。 

水素爆発の発生により気相中に移行する放射性物質を，これらの機器に

接続する塔槽類廃ガス処理設備の隔離弁を閉止し，塔槽類廃ガス処理設備

の流路を遮断することで，水素爆発の発生を想定する対象機器からの排気

をセルに導出するために必要な重大事故等対処設備として，代替換気設備

のセル導出設備を設ける設計とする。 

 

第四号について 

水素爆発が発生した場合において放射性物質の放出による影響を緩和

するために必要な重大事故等対処設備を設置及び保管する設計とする。 

水素爆発の発生を想定する対象機器からセルに導出された放射性エア

ロゾルを除去し，主排気筒を介して大気中に管理しながら放出するために

必要な重大事故等対処設備として，代替換気設備の代替セル排気系を設け

る設計とする。 

 

添付書類六の下記項目参照 

1.7.18 重大事故等対処設備に関する設計 

6. 計測制御系統施設 

7. 放射性廃棄物の廃棄施設 

9. その他再処理設備の附属施設 
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9.3.2 重大事故等対処設備 

9.3.2.1 代替安全圧縮空気系 

9.3.2.1.1 概  要 

安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失した場合において，「放射線分解

により発生する水素による爆発」（以下9.3.2.1では「水素爆発」とい

う。）の発生を想定する対象機器に圧縮空気を供給し，水素爆発の発生を

未然に防止するために必要な重大事故等対処設備を設置及び保管する。 

上記対策が機能しなかった場合に備え，水素爆発の発生を想定する対象

機器に上記対策に使用する系統とは異なる系統から圧縮空気を供給し，水

素爆発が続けて生じるおそれがない状態を維持するために必要な重大事故

等対処設備を設置及び保管する。 

安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失した場合には，水素爆発の発生を

未然に防止するため，水素爆発の発生を想定する対象機器に圧縮空気を供

給する。 

上記対策が機能せず水素爆発が発生した場合には，水素爆発が続けて生

じるおそれがない状態を維持するため，水素爆発の発生を想定する対象機

器に上記対策に使用する系統とは異なる系統から圧縮空気を供給する。 
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9.3.2.1.2 系統構成及び主要設備 

水素爆発の発生を未然に防止し，水素爆発が続けて生じるおそれがない

状態を維持するための設備として，代替安全圧縮空気系を設ける。 

(１) 系統構成 

水素爆発に対処するための重大事故等対処設備として，代替安全圧縮

空気系を使用する。代替安全圧縮空気系は，水素爆発を未然に防止する

ための空気の供給に使用する設備及び水素爆発の再発を防止するための

空気の供給に使用する設備で構成する。 

水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する設備は，圧

縮自動供給貯槽，圧縮空気自動供給ユニット，機器圧縮空気自動供給ユ

ニット，建屋内空気中継配管，可搬型空気圧縮機，可搬型建屋外ホース，

可搬型建屋内ホース等で構成する。 

補機駆動用燃料補給設備の一部である軽油貯槽を常設重大事故等対

処設備として設置する。 

補機駆動用燃料補給設備の一部である軽油用タンクローリ並びに計

装設備の一部である可搬型圧縮空気自動供給貯槽圧力計，可搬型機器

圧縮空気自動供給ユニット圧力計，可搬型貯槽掃気圧縮空気流量計，

可搬型水素掃気系統圧縮空気圧力計，可搬型セル導出ユニット流量計，

可搬型水素濃度計及び可搬型貯槽温度計を可搬型重大事故等対処設備

として配備する。 

水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用する設備は，圧

縮空気手動供給ユニット，建屋内空気中継配管，可搬型空気圧縮機，可

搬型建屋外ホース，可搬型建屋内ホース等で構成する。 

補機駆動用燃料補給設備の一部である軽油貯槽を常設重大事故等対

処設備として設置する。 
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補機駆動用燃料補給設備の一部である軽油用タンクローリ並びに計

装設備の一部である可搬型圧縮空気手動供給ユニット圧力系，可搬型

貯槽掃気圧縮空気流量計，可搬型かくはん系統圧縮空気圧力計，可搬

型セル導出ユニット流量計，可搬型水素濃度計及び可搬型貯槽温度計

を可搬型重大事故等対処設備として配備する。 

設計基準対象の施設と兼用する圧縮空気設備の安全圧縮空気系の一

部，清澄・計量設備の一部，分離設備の一部，分配設備の一部，分離

建屋一時貯留処理設備の一部，高レベル廃液濃縮設備の高レベル廃液

濃縮系の一部，プルトニウム精製設備の一部，精製建屋一時貯留処理

設備の一部，ウラン・プルトニウム混合脱硝設備の溶液系の一部，高

レベル廃液貯蔵設備の高レベル濃縮廃液貯蔵系の一部，高レベル廃液

貯蔵設備の共用貯蔵系の一部及び高レベル廃液ガラス固化設備の一部

を重大事故等対処設備の代替安全圧縮空気系の水素掃気配管・弁とし

て位置付け，清澄・計量設備の一部，分離設備の一部，分配設備の一

部，分離建屋一時貯留処理設備の一部，高レベル廃液濃縮設備の高レ

ベル廃液濃縮系の一部，プルトニウム精製設備の一部，精製建屋一時

貯留処理設備の一部，圧縮空気設備の安全圧縮空気系の一部，ウラ

ン・プルトニウム混合脱硝設備の溶液系の一部，高レベル廃液貯蔵設

備の高レベル濃縮廃液貯蔵系の一部，高レベル廃液貯蔵設備の共用貯

蔵系の一部，高レベル廃液ガラス固化設備の一部，分析設備の一部及

び計測制御設備の一部を重大事故等対処設備の代替安全圧縮空気系の

機器圧縮空気供給配管・弁として位置付ける。また，「放射線分解に

より発生する水素による爆発」の発生を想定する対象機器（第 9.3－２

表）を常設重大事故等対処設備として位置付ける。 

補機駆動用燃料補給設備については「9.14.4 系統構成」に，計装
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設備については「6.2.1.4 系統構成及び主要設備」に示す。 

(２) 主要設備 

代替安全圧縮空気系は，圧縮空気設備の安全圧縮空気系の水素掃気

機能が喪失し，系統内の圧力が低下した場合，溶液の性状ごとに水素

掃気機能喪失から重大事故対策の準備に使用することができる時間

（以下「許容空白時間」という。）が短い分離建屋，精製建屋及びウラ

ン・プルトニウム混合脱硝建屋の水素掃気配管・弁に圧縮空気自動供

給貯槽及び圧縮空気自動供給ユニットから機器圧縮空気自動供給ユニ

ットに切り替えるまでの間，自動で未然防止濃度未満を維持するため

に必要な圧縮空気を供給できる設計とする。 

代替安全圧縮空気系は，水素発生量の増加が想定される時間の前に，

圧縮空気自動供給貯槽及び圧縮空気自動供給ユニットから機器圧縮空

気自動供給ユニットへの切り替えを行い，可搬型空気圧縮機により圧

縮空気を供給するまでの間，未然防止濃度に維持するために十分な量

の圧縮空気を供給できる設計とする。 

代替安全圧縮空気系は，分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニ

ウム混合脱硝建屋の重大事故の水素爆発を想定する機器のうち，許容

空白時間が短く，可搬型空気圧縮機からの空気の供給開始前に未然防

止濃度に至る可能性のある機器の圧縮空気自動供給系よりも機器に近

い位置に機器圧縮空気自動供給ユニットを設置し，水素掃気配管・弁

に圧縮空気を供給できる設計とする。 

代替安全圧縮空気系は，分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニ

ウム混合脱硝建屋の重大事故の水素爆発を想定する機器のうち，許容

空白時間が短く，可搬型空気圧縮機からの圧縮空気の供給開始前に未然

防止濃度に至る可能性のある機器へ圧縮空気手動供給ユニットを速やか
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に接続できる設計とする。 

圧縮空気手動供給ユニットは，可搬型空気圧縮機に切り替えるまでの

間，貯槽等内の水素濃度を未然防止濃度未満に維持するために必要な量

の圧縮空気を供給できる設計とする。 

代替安全圧縮空気系は，発生防止対策が機能しない場合に備え，圧縮

空気手動供給ユニットにより圧縮空気を供給し，機器内の水素濃度をド

ライ換算で８ｖｏｌ％未満に維持している期間中に，発生防止対策で敷

設する可搬型建屋外ホース，可搬型建屋外ホースの下流側に，機器に

圧縮空気を供給するための建屋内空気中継配管及び可搬型建屋内ホー

スを設置し，可搬型建屋内ホースと機器圧縮空気供給配管・弁を接続

した上で，代替安全圧縮空気系の機器圧縮空気供給配管・弁に圧縮空

気を供給できる設計とする。 

分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋に設置

する代替安全圧縮空気系の圧縮空気自動供給系の圧縮空気自動供給貯

槽及び圧縮空気自動供給ユニットは，代替安全圧縮空気系の可搬型空

気圧縮機による圧縮空気の供給を行うための許容空白時間を確保する

必要があるため，設計基準で設置した圧縮空気設備の安全圧縮空気系

が停止した場合においても自動で圧縮空気を供給できる設計とする。 

分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋に設置す

る代替安全圧縮空気系の機器圧縮空気自動供給ユニットは，圧縮空気の

供給がない場合の許容空白時間が短く，可搬型空気圧縮機からの空気の

供給開始前に未然防止濃度に至る可能性のある重大事故の水素爆発を想

定する機器に設置し，圧縮空気自動供給貯槽及び圧縮自動供給空気ユニ

ットよりも貯槽等に近い位置から代替安全圧縮空気系の水素掃気配管に

圧縮空気を供給できる設計とする。 
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分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋に設置

する代替安全圧縮空気系の圧縮空気手動供給ユニットは，圧縮空気の

供給がない場合の許容空白時間が短く，可搬型空気圧縮機からの空気

の供給開始前に未然防止濃度に至る可能性のある重大事故の水素爆発

を想定する機器に対して設置し，圧縮空気自動供給系及び機器圧縮空

気自動供給ユニットに接続する系統とは異なる系統から圧縮空気を供

給し，可搬型空気圧縮機からの圧縮空気の供給開始までの許容空白時

間を確保できる設計とする。 

代替安全圧縮空気系の可搬型空気圧縮機は軽油を燃料とし，対処のた

めに必要な燃料は，補機駆動用燃料供給設備から補給が可能な設計とす

る。 

代替安全圧縮空気系の建屋内空気中継配管は，常設の建屋内の圧縮空

気供給用の配管であり，可搬型建屋外ホースの接続口から，「放射線分

解により発生する水素による爆発」の発生を想定する対象機器に圧縮空

気を供給するための接続口を設置する部屋まで圧縮空気を分配する設計

とする。 

 

9.3.2.1.3 設計方針 

(１) 多様性，位置的分散 

   基本方針については，「1.7.18(１)ａ．多様性，位置的分散」に示す。 

 可搬型空気圧縮機は，安全圧縮空気系の安全空気圧縮機と共通要因

によって同時にその機能を損なわれるおそれがないよう，可搬型空気

圧縮機をディーゼルエンジンにより駆動し，必要な燃料は，補機駆動

用燃料補給設備からの補給が可能な設計とすることで，電動往復式圧

縮装置により構成する安全圧縮空気系の安全空気圧縮機に対して多様
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性を有する設計とする。 

代替安全圧縮空気系の可搬型建屋内ホース等は，外部からの衝撃に

よる損傷の防止が図られた前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラ

ン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋内の，

安全圧縮空気系又は代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備と

同時にその機能が損なわれるおそれがないよう，安全圧縮空気系又は

代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備と異なる場所に保管す

る設計とする。 

また，溢水，化学薬品の漏えい，内部発生飛散物及び配管の全周破

断に対して代替安全圧縮空気系の可搬型建屋内ホース等は，安全圧縮

空気系又は代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備と同時にそ

の機能が損なわれるおそれがないようにするため，可能な限り位置的

分散を図る。 

可搬型空気圧縮機は，転倒しないことを確認する，又は必要により

固縛等の処置をするとともに，基準地震動による地震力により生じる

敷地下斜面のすべり等の影響を受けない場所に，前処理建屋内の安全

圧縮空気系の空気圧縮機と同時にその機能が損なわれるおそれがない

ように，前処理建屋内の安全圧縮空気系の空気圧縮機が設置される建

屋から 100ｍ以上の離隔距離を確保した場所に保管するとともに外部保

管エリアにも保管することで位置的分散を図る。 

前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝

建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋の外から空気を供給する代替安

全圧縮空気系のうち，可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースと

常設重大事故等対処設備との接続口は，複数のアクセスルートを踏ま

えて自然現象，外部人為事象及び故意による大型航空機の衝突その他
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のテロリズムに対して前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プ

ルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋内の適切に

離隔した隣接しない位置の異なる複数の場所に設置する。また，溢水，

化学薬品漏えい及び火災によって同時にその機能が損なわれるおそれ

がないよう，前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウ

ム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋内のそれぞれ互いに

異なる複数の場所に設置する設計とする。 

一つの接続口で「放射線分解により発生する水素による爆発」の発

生を想定する対象機器の水素掃気機能及び液位計測機能を兼用して使

用する場合には，それぞれの機能に必要な容量が確保できる接続口を

設ける設計とする。 

（２） 悪影響防止 

   基本方針については，「1.7.18 (１)ｂ．悪影響防止」に示す。 

   代替安全圧縮空気系は，圧縮空気自動供給貯槽を隔離することにより

機器圧縮空気自動供給ユニットから圧縮空気を供給し，貯槽等の水素

濃度を未然防止濃度未満に維持するための機能へ悪影響を及ぼさない

設計とする。 

   代替安全圧縮空気系の圧縮空気自動供給貯槽，圧縮空気自動供給ユニ

ット，機器圧縮空気自動供給ユニット及び圧縮空気手動供給ユニット

は，弁等の操作によって安全機能を有する施設として使用する系統構

成から重大事故等対処設備としての系統構成とすることにより，他の

設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

   代替安全圧縮空気系の建屋内空気中継配管，水素掃気配管・弁及び機

器圧縮空気供給配管・弁は，重大事故等発生前（通常時）の離隔若し

くは分離された状態から弁等の操作や接続により重大事故等対処設備
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としての系統構成とすることにより，他の設備に悪影響を及ぼさない

設計とする。 

   可搬型空気圧縮機は，回転体が飛散することを防ぐことで他の設備に

悪影響を及ぼさない設計とする。 

   屋外に保管する可搬型空気圧縮機は，竜巻により飛来物とならないよ

う必要に応じて固縛等の措置をとることで他の設備に悪影響を及ぼさ

ない設計とする。 

（３） 個数及び容量等 

   基本方針については，「1.7.18 (２) 個数及び容量等」に示す。 

 圧縮空気自動供給系，機器圧縮空気自動供給ユニット及び圧縮空気

手動供給ユニットは，想定される重大事故等時において，可搬型空気

圧縮機からの圧縮空気の供給開始までに，「放射線分解により発生す

る水素による爆発」の発生を想定する対象機器の気相部における水素

濃度をドライ換算８ｖｏｌ％未満に維持するために必要な空気を供給

できる設計とする。 

 圧縮空気自動供給系，機器圧縮空気自動供給ユニット及び圧縮空気

手動供給ユニットは，操作の時間を考慮し、必要な圧縮空気流量を確

保するために必要な容量を確保する設計とする。 

可搬型空気圧縮機は，想定される重大事故等時において，「放射線分

解により発生する水素による爆発」の発生を想定する対象機器が水素

爆発に至ることを防止するために必要な圧縮空気供給量を有する設計

とするとともに，保有数は，必要数として３台，予備として故障時及

び保守点検による待機除外時のバックアップを６台の合計９台を確保

する。 

可搬型空気圧縮機は，「放射線分解により発生する水素による爆発」
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の発生を想定する対象機器へ圧縮空気を供給するとともに，計装設備

への圧縮空気を供給する場合に必要な容量を有する設計とし，兼用で

きる設計とする。 

可搬型空気圧縮機は、同時に発生する可能性のある事故への対処を

含めて，事象進展に応じた使用の状態を踏まえた，必要な容量を確保

した設計とする。 

   可搬型建屋内ホースは，複数の敷設ルートで対処できるよう必要数を

複数の敷設ルートに確保するとともに，建屋内に保管するホースにつ

いては１本以上の予備を含めた個数を必要数として確保する。 

   代替安全圧縮空気系は，安全圧縮空気系に対して，重大事故等への対

処に必要な設備を１セット確保する。 

（４） 環境条件等 

   基本方針については，「1.7.18 (３) 環境条件等」に示す。 

   代替安全圧縮空気系は，重大事故等時に想定される温度，圧力，湿度，

放射線の影響を考慮しても機能を喪失することはなく，必要な機能を

有効に発揮することができる設計とする。 

代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備は，「放射線分解に

より発生する水素による爆発」の発生を想定する対象機器の気相部に

おける水素濃度 12ｖｏｌ％未満での水素燃焼に伴う瞬間的に上昇する

温度及び圧力の影響を考慮しても，機能を維持できる設計とする。 

代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備は，同時に発生する

おそれがある冷却機能の喪失による蒸発乾固及び放射線分解により発

生する水素による爆発による温度，圧力及び湿度に対して，機能を損

なわない設計とする。 

代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備は，外部からの衝撃
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による損傷を防止できる前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・

プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋に設置し，

風（台風）等により機能を損なわない設計とする。 

代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備は，「ロ．(７)(ⅱ)(ｂ)(ホ) 

地震を要因とする重大事故等に対する施設の耐震設計」に基づく設計

とすることでその機能を損なわない設計とする。 

代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備及び常設重大事故等

対処設備と可搬型重大事故等対処設備の接続口は，溢水量及びを化学

薬品の漏えい量を考慮し，影響を受けない高さへの設置及び被水，被

液防護する設計とする。 

代替安全圧縮空気系の水素掃気配管・弁及び機器圧縮空気供給配

管・弁は，配管の全周破断に対して，適切な材料を使用することによ

り，漏えいした放射性物質を含む腐食性の液体（溶液，有機溶媒等）

により機能を損なわない設計とする。 

   可搬型空気圧縮機は，風（台風）及び竜巻に対して，風（台風）及び

竜巻による風荷重を考慮し，必要により当該設備の転倒防止，固縛等

の措置を講じて保管する設計とする。 

可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースは，前処理建屋，分離

建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋，高レベル廃液

ガラス固化建屋及び屋外エリアに保管する。屋外エリアに保管する場

合は，風（台風）及び竜巻に対して，風（台風）及び竜巻による風荷

重を考慮し，必要により当該設備の転倒防止，固縛を図った設計とす

る。屋内に保管する場合は，外部からの衝撃による損傷を防止できる

前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建

屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋に保管し，風（台風）等により機
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能を損なわない設計とする。 

可搬型空気圧縮機は，積雪及び火山の影響に対して，積雪に対して

は除雪する手順を，火山の影響（降下火砕物による積載荷重，フィル

タの目詰まり等）に対しては，可搬型空気圧縮機を屋内に配置する手

順を整備する。 

   可搬型空気圧縮機は，「ロ．(７)(ⅱ)(ｂ)(ホ) 地震を要因とする重大事故等

に対する施設の耐震設計」に基づく設計とすることでその機能を損な

わない設計とする。 

可搬型空気圧縮機は，溢水量及び化学薬品の漏えい量を考慮し，影

響を受けない高さへの保管及び被水，被液防護する設計とする。 

可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースは，内部発生飛散物の

影響を考慮し，前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニ

ウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋の内部発生飛散物

の影響を受けない場所に保管することにより，機能を損なわない設計

する。 

   可搬型空気圧縮機は，想定される重大事故等が発生した場合において

も設置及び常設設備との接続に支障がないように，線量率の高くなる

おそれの少ない場所の選定により当該設備の設置場所で操作可能な設

計とする。 

圧縮空気自動供給系，機器圧縮空気自動供給ユニット及び圧縮空気

手動供給ユニットは，想定される重大事故等が発生した場合において

も操作に支障がないように，線量率の高くなるおそれの少ない場所の

選定又は当該設備の設置場所への遮蔽の設置等により当該設備の設置

場所で操作可能な設計とする。 

水素掃気配管・弁及び機器圧縮空気供給配管・弁と可搬型設備との
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接続口は，想定される重大事故等が発生した場合においても接続に支

障がないように，線量率の高くなるおそれの少ない場所の選定又は当

該設備の設置場所への遮蔽の設置等により当該設備の設置場所で接続

可能な設計とする。 

(５) 操作性の確保 

   基本方針については，「1.7.18 (４)ａ．操作性の確保」に示す。 

可搬型空気圧縮機を接続する接続口は，コネクタ式に統一すること

により，現場での接続が可能な設計とする。 

   水素掃気配管・弁及び機器圧縮空気供給配管・弁及び圧縮空気手動供

給ユニットは，通常時に使用する系統から速やかに切り替えることが

できるよう，系統に必要な弁等を設ける設計とする。 

可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースは，容易かつ確実に接

続でき，かつ，複数の系統が相互に使用することができるよう，口径

並びに内部流体の圧力及び温度に応じたコネクタ接続又はより簡便な

接続方式を用いる設計とする。 

 

40



9.3.2.1.4 主要設備の仕様 

代替安全圧縮空気系の主要設備を第 9.3－３表に示す。 

代替安全圧縮空気系の系統概要図を第 9.3－３図から第 9.3－７図に，

機器配置概要図を第 9.3－８図，接続口配置図及び接続口一覧を第 9.3－

９図に示す。 
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9.3.2.1.5 試験・検査 

  基本方針については，「1.7.18 (４)ｂ．試験・検査性」に示す。 

可搬型空気圧縮機，圧縮空気自動供給系の圧縮空気自動供給ユニット，

機器圧縮空気自動供給ユニット及び圧縮空気手動供給ユニットは，再処理

施設の運転中又は停止中に独立して機能・性能，外観の確認，漏えいの有

無の確認及び分解又は取替えが可能な設計とする。 

可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースと常設設備との接続口は，

外観の確認が可能な設計とする。 

代替安全圧縮空気系は，法令要求対象に対する法定検査に加え，維持

活動としての点検（日常の運転管理の活用を含む）が実施可能な設計とす

る。 
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第 9.3－２表 「放射線分解により発生する水素による爆発」の 

発生を想定する対象機器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建屋 機器名 

前処理建屋 

中継槽Ａ 

中継槽Ｂ 

計量前中間貯槽Ａ 

計量前中間貯槽Ｂ 

計量・調整槽 

計量補助槽 

計量後中間貯槽 

分離建屋 

溶解液中間貯槽 

溶解液供給槽 

抽出廃液受槽 

抽出廃液中間貯槽 

抽出廃液供給槽Ａ 

抽出廃液供給槽Ｂ 

プルトニウム溶液受槽 

プルトニウム溶液中間貯槽 

第２一時貯留処理槽 

第３一時貯留処理槽 

第４一時貯留処理槽 

高レベル廃液濃縮缶 ※ 

精製建屋 

プルトニウム溶液供給槽 

プルトニウム溶液受槽 

油水分離槽 

プルトニウム濃縮缶供給槽 

プルトニウム濃縮缶 

プルトニウム溶液一時貯槽 

プルトニウム濃縮液受槽 

プルトニウム濃縮液計量槽 

プルトニウム濃縮液中間貯槽 

プルトニウム濃縮液一時貯槽 

リサイクル槽 

希釈槽 

第２一時貯留処理槽 

第３一時貯留処理槽 

第７一時貯留処理槽 
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（つづき） 

建屋 機器名 

ウラン・プルトニウム

混合脱硝建屋 

硝酸プルトニウム貯槽 

混合槽Ａ 

混合槽Ｂ 

一時貯槽 

高レベル廃液ガラス 

固化建屋 

第１高レベル濃縮廃液貯槽 

第２高レベル濃縮廃液貯槽 

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽 

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽 

高レベル廃液共用貯槽 

高レベル廃液混合槽Ａ 

高レベル廃液混合槽Ｂ 

供給液槽Ａ 

供給液槽Ｂ 

供給槽Ａ 

供給槽Ｂ 

※ 長期予備は除く。 
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第 9.3－３表 代替安全圧縮空気系の主要設備の仕様 

ａ．水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する設備 

［常設重大事故等対処設備］ 

（ａ）水素掃気配管・弁（設計基準対象の施設と兼用（第 9.3－３図～７図）） 

    数  量   49 系列 

接続方式   コネクタ方式 

（ｂ）機器圧縮空気供給配管・弁（設計基準対象の施設と兼用（第 9.3－３図 

～７図） 

    数  量   49 系列 

接続方式   コネクタ方式 

（ｃ）圧縮空気自動供給系 圧縮空気自動供給貯槽 

    種  類   よこ置円筒形（分離建屋） 

           たて置円筒形（精製建屋） 

    基  数   ３基（分離建屋） 

           ５基（精製建屋） 

    容  量   約 5.5ｍ３／基（分離建屋） 

           約 2.5ｍ３／基（精製建屋のうち２基） 

           約５ｍ３／基（精製建屋のうち３基） 

    主 要 材 料       ステンレス鋼 

（ｄ）圧縮空気自動供給系 圧縮空気自動供給ユニット 

    数  量   １式 

    容  量   約 15ｍ３［normal］ 

（ｅ）機器圧縮空気自動供給ユニット 

    数  量   １式 

    容  量   約 10ｍ３［normal］（分離建屋） 
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          約 52ｍ３［normal］（精製建屋） 

          約 20ｍ３［normal］（ウラン・プルトニウム混合脱硝

建屋） 

（ｆ）建屋内空気中継配管 

数  量   ８系列 

接続方式   コネクタ方式 

（ｇ）「放射線分解により発生する水素による爆発」の発生を想定する対象 

  機器（設計基準対象の施設と兼用）（第 9.3－２表） 

（ｈ）補機駆動用燃料補給設備 

「第 9.14－１表 補機駆動用燃料補給設備の設備仕様」に記載する。 

 

［可搬型重大事故等対処設備］ 

（ａ）可搬型空気圧縮機 

    台  数   ９台（予備として故障時及び待機除外時のバックア

ップを６台） 

    容  量   約 7.5ｍ３／min［normal］／台（前処理建屋，分離 

建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋で使用） 

           約 3.9ｍ３／min［normal］／台（精製建屋及びウラ 

ン・プルトニウム混合脱硝建屋で使用） 

（ｂ）可搬型建屋外ホース 

    数  量   １式 

    接続方式   コネクタ方式 

（ｃ）可搬型建屋内ホース 

    数  量   １式 

    接続方式   コネクタ方式 
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（ｄ）補機駆動用燃料補給設備 

「第 9.14－１表 補機駆動用燃料補給設備の設備仕様」に記載する。 

（ｅ）計装設備 

「第 6.2.1－１表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様」に記載する。 

 

ｂ．水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用する設備 

［常設重大事故等対処設備］ 

（ａ）機器圧縮空気供給配管・弁（設計基準対象の施設と兼用（第 9.3－８ 

図～12 図） 

    数  量   98 系列 

接続方式   コネクタ方式 

（ｂ）圧縮空気手動供給ユニット 

    数  量   １式 

    容  量   約 10ｍ３［normal］（分離建屋） 

          約 62ｍ３［normal］（精製建屋） 

          約 31ｍ３［normal］（ウラン・プルトニウム混合脱硝

建屋） 

（ｃ）建屋内空気中継配管 

数  量   ８系列 

接続方式   コネクタ方式 

（ｇ）「放射線分解により発生する水素による爆発」の発生を想定する対象

機器（設計基準対象の施設と兼用）（第 9.3－２表） 

（ｈ）補機駆動用燃料補給設備 

「第 9.14－１表 補機駆動用燃料補給設備の設備仕様」に記載する。 
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［可搬型重大事故等対処設備］ 

（ａ）可搬型空気圧縮機 

    台  数   ９台（予備として故障時及び待機除外時のバックア

ップを６台 ，水素爆発を未然に防止するための

空気の供給に使用する設備を兼用） 

    容  量   約 7.5ｍ３／min［normal］／台（前処理建屋，分離 

建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋で使用） 

           約 3.9ｍ３／min［normal］／台（精製建屋及びウラ 

ン・プルトニウム混合脱硝建屋で使用） 

（ｂ）可搬型建屋外ホース 

    数  量   １式（水素爆発を未然に防止するための空気の供給 

に使用する設備を一部兼用） 

    接続方式   コネクタ方式 

（ｃ）可搬型建屋内ホース 

    数  量   １式（水素爆発を未然に防止するための空気の供給 

に使用する設備を一部兼用） 

    接続方式   コネクタ方式 

（ｄ）補機駆動用燃料補給設備 

「第 9.14－１表 補機駆動用燃料補給設備の設備仕様」に記載す

る。 

（ｅ）計装設備 

「第 6.2.1－１表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器

仕様」に記載する。 
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水
素
爆
発

対
象
貯
槽
等

水
封
安
全
器

※
１

※２

P

F

F
F

F

Q T

常
設

重
大

事
故
等
対

処
設
備

可
搬

型
重

大
事
故
等

対
処
設

備
（

可
搬
型

ホ
ー
ス
等

）

弁
・

ダ
ン

パ
（
開
）

弁
・

ダ
ン

パ
（
閉
止

）

排
風

機

凡
例

F
流

量
計

T
温

度
計

P
圧

力
計

Q
濃

度
計

本
対

応
で

使
用
す
る

設
備

（
太
い
実
線
）

P

F

P P

P
P

P
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※
１

　
水

素
掃

気
配

管
・

弁
※

２
　

機
器

圧
縮

空
気

供
給

配
管

・
弁

設
備

名
設

備
名

安
全

圧
縮

空
気

系
（

「
9
.
3
 
圧

縮
空

気
設

備
」

と
兼

用
）

清
澄

・
計

量
設

備
（

「
4
.
3
.
1
.
4
.
2
 
清

澄
・

計
量

設
備

」
と

兼
用

）

清
澄

・
計

量
設

備
（

「
4
.
3
.
1
.
4
.
2
 
清

澄
・

計
量

設
備

」
と

兼
用

）
計

測
制

御
設

備
（

「
ヘ

.
計

測
制

御
系

統
施

設
の

設
備

」
と

兼
用

）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第

9
.
3
－

３
図

　
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

系
統

概
要

図
（

前
処

理
建

屋
）

（
そ

の
２

）

　
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

の
設

計
基

準
対

象
の

施
設

と
兼

用
一

覧

前
処

理
建

屋
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第
9
.
3
－
４
図

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
（
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備
）
の

系
統
概
要
図
（
分
離
建
屋
）
（
そ
の
１
）

導
出
先
セ
ル

導
出
先
セ
ル

可
搬

型
フ
ィ

ル
タ

可
搬

型
排
風

機

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

（
建
屋
境
界
）

前
処
理
建
屋
の

安
全
圧
縮
空
気
系
か
ら

逆
止

弁

圧
縮

空
気
自
動

供
給

貯
槽

機
器
圧
縮
空
気

自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト

フ
ィ
ル
タ

水
素
爆
発

対
象
貯
槽
等

圧
縮
空
気
手
動

供
給
ユ
ニ
ッ
ト

常
設

重
大

事
故
等
対

処
設
備

可
搬

型
重

大
事
故
等

対
処
設

備
（

可
搬
型

ホ
ー
ス
等

）

弁
・

ダ
ン

パ
（
開
）

弁
・

ダ
ン

パ
（
閉
止

）

排
風

機

凡
例

水
封

安
全
器

可
搬

型
発
電

機
（

代
替

電
源

設
備
）

主
排

気
筒

（
第
21
条

廃
棄

施
設
）

※
１

※
２

P P

P
P

P

Q
P

P
P

F

P

P
F

F

T

F

F
流

量
計

T
温

度
計

P
圧

力
計

Q
濃

度
計

F
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※
１

　
水

素
掃

気
配

管
・

弁
※

２
　

機
器

圧
縮

空
気

供
給

配
管

・
弁

設
備

名
設

備
名

安
全

圧
縮

空
気

系
（

「
9
.
3
 
圧

縮
空

気
設

備
」

と
兼

用
）

分
離

設
備

（
「

4
.
4
.
4
.
1
 
分

離
設

備
」

と
兼

用
）

分
配

設
備

（
「

4
.
4
.
4
.
2
 
分

配
設

備
」

と
兼

用
）

分
離

建
屋

一
時

貯
留

処
理

設
備

（
「

4
.
4
.
4
.
3
 
分

離
建

屋
一

時
貯

留
処

理
設

備
」

と
兼

用
）

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

系
（

「
7
.
3
.
2
.
2
　

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

設
備

」
と

兼
用

）

　
　

　
　

第
9
.
3
－

４
図

　
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

）
の

系
統

概
要

図
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

分
離

建
屋

）
（

そ
の

２
）

　
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

の
設

計
基

準
対

象
の

施
設

と
兼

用
一

覧

分
離

建
屋

計
測

制
御

設
備

（
「

ヘ
.
計

測
制

御
系

統
施

設
の

設
備

」
と

兼
用

）
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導
出
先
セ
ル

水
封
安
全
器

第
9
.
3
－
５
図

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
（
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備
）

の
系
統
概
要
図
（
精
製
建
屋
）
（
そ
の
１
）

導
出

先
セ
ル

可
搬

型
フ
ィ

ル
タ

可
搬

型
排

風
機

（
建
屋
境
界
）

圧
縮
空
気

手
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト

機
器
圧
縮
空
気

自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

前
処
理
建
屋
の

安
全
圧
縮
空
気

系
か
ら

逆
止
弁

排
風
機

圧
縮
空
気
自
動

供
給
貯
槽

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト

フ
ィ
ル
タ

水
素

爆
発

対
象

貯
槽
等

主
排

気
筒

（
第
2
1
条

廃
棄
施
設

）

※
１

※
２

P

P P

F

F
P

F
F

P

P

F
P

P
P

P

Q T

常
設

重
大

事
故
等
対

処
設
備

可
搬

型
重

大
事
故
等

対
処
設

備
（

可
搬
型

ホ
ー
ス
等

）

弁
・

ダ
ン

パ
（
開
）

弁
・

ダ
ン

パ
（
閉
止

）

排
風

機

凡
例

F
流

量
計

T
温

度
計

P
圧

力
計

Q
濃

度
計

P

可
搬

型
発
電

機
（

代
替

電
源

設
備
）
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※
１

　
水

素
掃

気
配

管
・

弁
※

２
　

機
器

圧
縮

空
気

供
給

配
管

・
弁

設
備

名
設

備
名

安
全

圧
縮

空
気

系
（

「
9
.
3
 
圧

縮
空

気
設

備
」

と
兼

用
）

計
測

制
御

設
備

（
「

ヘ
.
計

測
制

御
系

統
施

設
の

設
備

」
と

兼
用

）

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

精
製

設
備

（
「

4
.
5
.
1
.
3
 
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
精

製
設

備
」

と
兼

用
）

－

精
製

建
屋

一
時

貯
留

処
理

設
備

（
「

4
.
5
.
1
.
4
 
精

製
建

屋
一

時
貯

留
処

理
設

備
」

と
兼

用
）

－

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第

9
.
3
－

５
図

　
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

系
統

概
要

図
（

精
製

建
屋

）
（

そ
の

２
）

　
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

の
設

計
基

準
対

象
の

施
設

と
兼

用
一

覧

精
製

建
屋
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第
9.
3
－
６
図

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
（
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備
）
の

系
統
概
要
図
（
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
）
（
そ
の
１
）

導
出

先
セ
ル

可
搬

型
フ
ィ

ル
タ

可
搬

型
排
風

機

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

（
建
屋
境
界
）

前
処

理
建
屋

の
安
全
圧
縮
空
気
系
か
ら

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

機
器

圧
縮
空

気
自

動
供

給
ユ

ニ
ッ

ト

圧
縮
空
気

手
動
供
給

ユ
ニ
ッ
ト

可
搬

型
発
電

機
（

代
替

電
源

設
備
）

排
風
機

逆
止
弁

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト

フ
ィ
ル
タ

主
排

気
筒

（
第
21
条

廃
棄

施
設
）

水
素
爆
発

対
象
貯
槽
等

※
１

※
２

常
設
重
大

事
故
等
対

処
設
備

可
搬
型
重

大
事
故
等

対
処
設

備
（

可
搬
型

ホ
ー
ス
等

）

弁
・
ダ
ン

パ
（
開
）

弁
・
ダ
ン

パ
（
閉
止

）

排
風
機

凡
例

F
流

量
計

T
温

度
計

P
圧

力
計

Q
濃

度
計

P
P

P

P

F

Q T

F
F

F

P

P

P

P

P

F
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※
１
　
水
素
掃
気
配
管
・
弁

※
２
　
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
・
弁

設
備
名

設
備
名

安
全
圧
縮
空
気
系

（
「
9
.
3
 
圧
縮
空
気
設
備
」
と
兼
用
）

溶
液
系

（
「
4
.
6
.
3
　
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設

備
」
と
兼
用
）

　
代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
設
計
基
準
対
象
の
施
設
と
兼
用

一
覧

　
　

　
　

　
　

第
9
.
3
－

６
図

　
代

替
安

全
圧

縮
空
気
系
（
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

に
使
用
す
る
設
備
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
の

系
統

概
要

図
（
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
）
（
そ
の
２
）

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

計
測
制
御
設
備

（
「
ヘ
.
計
測
制
御
系
統
施
設
の
設
備
」
と
兼
用
）
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導
出
先
セ
ル

可
搬

型
フ
ィ

ル
タ

可
搬

型
排
風

機

可
搬

型
空
気
圧

縮
機

（
建
屋
境
界
）

前
処
理
建
屋
の
安
全
圧
縮
空
気
系
か
ら

排
風
機

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト

フ
ィ
ル
タ

導
出
先

セ
ル

水
封
安
全
器

可
搬

型
発
電

機
（

代
替

電
源

設
備
）

主
排

気
筒

（
第
21
条

廃
棄

施
設

）

第
9
.
3
－
７
図

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
（
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備
）
の
系
統
概
要
図

（
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
）
（
そ
の
１
）

※
１

※
２

F

F

P

P P

P

P
P

P

P

常
設

重
大

事
故
等
対

処
設
備

可
搬

型
重

大
事
故
等

対
処
設

備
（

可
搬
型

ホ
ー
ス
等

）

弁
・

ダ
ン

パ
（
開
）

弁
・

ダ
ン

パ
（
閉
止

）

排
風

機

凡
例

F
流

量
計

T
温

度
計

P
圧

力
計

Q
濃

度
計

F

F
※

２

水
素
爆
発

対
象
貯
槽
等

Q T

F
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※
１

　
水

素
掃

気
配

管
・

弁
※

２
　

機
器

圧
縮

空
気

供
給

配
管

・
弁

設
備

名
設

備
名

安
全

圧
縮

空
気

系
（

「
9
.
3
 
圧

縮
空

気
設

備
」

と
兼

用
）

安
全

圧
縮

空
気

系
（

「
9
.
3
 
圧

縮
空

気
設

備
」

と
兼

用
）

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
蔵

系
（

「
7
.
3
.
2
.
3
 
高

レ
ベ

ル
廃

液
貯

蔵
設

備
」

と
兼

用
）

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
蔵

系
（

「
7
.
3
.
2
.
3
 
高

レ
ベ

ル
廃

液
貯

蔵
設

備
」

と
兼

用
）

共
用

貯
蔵

系
（

「
7
.
3
.
2
.
3
 
高

レ
ベ

ル
廃

液
貯

蔵
設

備
」

と
兼

用
）

共
用

貯
蔵

系
（

「
7
.
3
.
2
.
3
 
高

レ
ベ

ル
廃

液
貯

蔵
設

備
」

と
兼

用
）

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
設

備
（

「
7
.
4
.
2
 
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

設
備

」
と

兼
用

）
計

測
制

御
設

備
（

「
ヘ

.
計

測
制

御
系

統
施

設
の

設
備

」
と

兼
用

）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
第

9
.
3
－

７
図

　
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

）
の

系
統

概
要

図
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
）

（
そ

の
２

）

　
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

の
設

計
基

準
対

象
の

施
設

と
兼

用
一

覧

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
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導
出
先
セ
ル

第
9
.
3
－
８
図

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
（
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備
）
の

系
統
概
要
図
（
前
処
理
建
屋
）
（
そ
の
１
）

導
出
先
セ
ル

可
搬

型
フ
ィ

ル
タ

可
搬

型
排
風

機

可
搬
型

空
気
圧
縮
機

（
建
屋
境
界
）

安
全
圧
縮
空

気
系
の
空
気

圧
縮
機

安
全
圧
縮
空

気
系
の
空
気

圧
縮
機

安
全
圧
縮
空

気
系
の
空
気

圧
縮
機

可
搬

型
発
電

機
（

代
替

電
源

設
備
）

排
風
機

逆
止

弁

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト

フ
ィ
ル
タ

主
排

気
筒

（
第
21
条

廃
棄

施
設
）

水
素
爆
発

対
象
貯
槽
等

水
封
安
全
器

※１

※２

常
設

重
大

事
故
等
対

処
設
備

可
搬

型
重

大
事
故
等

対
処
設

備
（

可
搬
型

ホ
ー
ス
等

）

弁
・

ダ
ン

パ
（
開
）

弁
・

ダ
ン

パ
（
閉
止

）

排
風

機

凡
例

F
流

量
計

T
温

度
計

P
圧

力
計

Q
濃

度
計

本
対

応
で

使
用
す
る

設
備

（
太
い
実
線
）

P
P

P

F

P P
P

Q T

F

P

F
F

F
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※
１
　
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
・
弁

※
２

　
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・

弁

設
備
名

設
備

名

前
処
理
建
屋

清
澄
・
計
量
設
備

（
「
4
.
3
.
1
.
4
.
2
 
清
澄
・
計
量
設
備
」
と
兼
用

）
計

測
制

御
設

備
（

「
ヘ

.
計

測
制

御
系

統
施

設
の

設
備

」
と

兼
用

）

　
　
　
　
第
9
.
3
－
８
図
　
代
替
安
全
圧
縮
空

気
系
（
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

に
使

用
す

る
設

備
）

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
系
統
概
要
図
（
前

処
理
建
屋
）
（
そ
の
２
）

建
屋

　
代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
設
計
基
準
対
象
の
施
設
と

兼
用

一
覧
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第
9
.
3
－
９
図

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
（
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備
）
の

系
統
概
要
図
（
分
離
建
屋
）
（
そ
の
１
）

導
出
先
セ
ル

導
出
先
セ
ル

可
搬

型
フ
ィ

ル
タ

可
搬

型
排
風

機

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

（
建
屋
境
界
）

前
処
理
建
屋
の

安
全
圧
縮
空
気
系
か
ら

逆
止

弁

圧
縮

空
気
自
動

供
給

貯
槽

機
器
圧
縮
空
気

自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト

フ
ィ
ル
タ

水
素
爆
発

対
象
貯
槽
等

圧
縮
空
気
手
動

供
給
ユ
ニ
ッ
ト

常
設

重
大

事
故
等
対

処
設
備

可
搬

型
重

大
事
故
等

対
処
設

備
（

可
搬
型

ホ
ー
ス
等

）

弁
・

ダ
ン

パ
（
開
）

弁
・

ダ
ン

パ
（
閉
止

）

排
風

機

凡
例

水
封

安
全
器

可
搬

型
発
電

機
（

代
替

電
源

設
備
）

主
排

気
筒

（
第
21
条

廃
棄

施
設
）

※１

P P

P
P

P

Q
P

P
P

F

P

P
F

F

T

F

F
流

量
計

T
温

度
計

P
圧

力
計

Q
濃

度
計

※１

F
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※
１

　
機

器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
・
弁

設
備
名

分
離
設
備

（
「

4
.
4
.
4
.
1
 
分
離
設
備
」
と
兼
用
）

分
配
設
備

（
「

4
.
4
.
4
.
2
 
分
配
設
備
」
と
兼
用
）

分
離

建
屋

一
時
貯
留
処
理
設
備

（
「

4
.
4
.
4
.
3
 
分

離
建

屋
一
時
貯
留
処
理
設
備
」
と
兼
用
）

高
レ

ベ
ル

廃
液
濃
縮
系

（
「

7
.
3
.
2
.
2
　

高
レ

ベ
ル
廃
液
濃
縮
設
備
」
と
兼
用
）

計
測
制
御
設
備

（
「

ヘ
.
計

測
制

御
系
統
施
設
の
設
備
」
と
兼
用
）

　
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

の
設

計
基

準
対

象
の

施
設

と
兼
用
一
覧

分
離
建

屋

　
　

　
　
　
　
第
9
.
3
－
９
図
　
代
替
安
全
圧

縮
空

気
系

（
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す

る
た

め
の

空
気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備
）
の

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
系
統
概
要

図
（

分
離

建
屋

）
（

そ
の

２
）
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導
出
先
セ
ル

水
封
安
全
器

第
9
.
3
－
1
0
図

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
（
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備
）

の
系
統
概
要
図
（
精
製
建
屋
）
（
そ
の
１
）

導
出

先
セ
ル

可
搬

型
排

風
機

（
建
屋
境
界
）

圧
縮
空
気

手
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト

機
器
圧
縮
空
気

自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

前
処
理
建
屋
の

安
全
圧
縮
空
気

系
か
ら

逆
止
弁

排
風
機

圧
縮
空
気
自
動

供
給
貯
槽

水
素

爆
発

対
象

貯
槽
等※

１

※
２

P

F

F

常
設

重
大

事
故
等
対

処
設
備

可
搬

型
重

大
事
故
等

対
処
設

備
（

可
搬
型

ホ
ー
ス
等

）

弁
・

ダ
ン

パ
（
開
）

弁
・

ダ
ン

パ
（
閉
止

）

排
風

機

凡
例

F
流

量
計

T
温

度
計

P
圧

力
計

Q
濃

度
計

Q T

F
F

P
P

P

可
搬

型
フ
ィ

ル
タ

主
排

気
筒

（
第
2
1
条

廃
棄
施
設

）

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト

フ
ィ
ル
タ

F
PP

P

P

P

可
搬

型
発
電

機
（

代
替

電
源

設
備
）
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※
１
　
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
・
弁

※
２

　
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・

弁

設
備
名

設
備

名

安
全
圧
縮
空
気
系

（
「
9
.
3
 
圧
縮
空
気
設
備
」
と
兼
用
）

計
測

制
御

設
備

（
「

ヘ
.
計

測
制

御
系

統
施

設
の

設
備

」
と

兼
用

）

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
設
備

（
「
4
.
5
.
1
.
3
 
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
設
備
」
と
兼
用

）
－

精
製
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

（
「
4
.
5
.
1
.
4
 
精
製
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備
」
と

兼
用
）

－

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
9
.
3
－
1
0
図
　
代
替
安
全

圧
縮
空
気
系
（
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
系
統
概

要
図
（
精
製
建
屋
）
（
そ
の
２
）

　
代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
設
計
基
準
対
象
の
施
設

と
兼

用
一

覧

精
製
建
屋
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第
9
.
3
－
1
1
図

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
（
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備
）
の

系
統
概
要
図
（
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
）
（
そ
の
１
）

導
出

先
セ
ル

可
搬

型
フ
ィ

ル
タ

可
搬

型
排
風

機

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

（
建
屋
境
界
）

前
処

理
建
屋

の
安
全
圧
縮
空
気
系
か
ら

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

機
器

圧
縮
空

気
自

動
供

給
ユ

ニ
ッ

ト

圧
縮
空
気

手
動
供
給

ユ
ニ
ッ
ト

可
搬

型
発
電

機
（

代
替

電
源

設
備
）

排
風
機

逆
止
弁

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト

フ
ィ
ル
タ

水
素
爆
発

対
象
貯
槽
等

※
２

※
２

主
排

気
筒

（
第
21
条

廃
棄

施
設
）

P
P

F

P

Q T

F
F

P P

P

F

P

常
設
重
大

事
故
等
対

処
設
備

可
搬
型
重

大
事
故
等

対
処
設

備
（

可
搬
型

ホ
ー
ス
等

）

弁
・
ダ
ン

パ
（
開
）

弁
・
ダ
ン

パ
（
閉
止

）

排
風
機

凡
例

F
流

量
計

T
温

度
計

P
圧

力
計

Q
濃

度
計

P

F

P
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※
１

　
機

器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
・
弁

設
備
名

安
全
圧

縮
空
気
系

（
「

9
.
3
 
圧

縮
空
気
設
備
」
と
兼
用
）

溶
液
系

（
「

4
.
6
.
3
　

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備
」
と
兼
用
）

計
測

制
御
設
備

（
「

ヘ
.
計

測
制

御
系

統
施
設
の
設
備
」
と
兼
用
）

　
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

の
設

計
基

準
対

象
の

施
設

と
兼

用
一
覧

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋

　
　

　
　
　
　
第
9
.
3
－
1
1
図
　
代
替
安
全

圧
縮

空
気

系
（

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空
気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備
）
の

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
系
統
概
要

図
（

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

）
（

そ
の

２
）
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可
搬

型
フ
ィ

ル
タ

可
搬

型
排
風

機

（
建
屋
境
界
）

前
処
理
建
屋
の
安
全
圧
縮
空
気
系
か
ら

排
風
機

導
出
先

セ
ル

水
封
安
全
器

可
搬

型
発
電

機
（

代
替

電
源

設
備
）

第
9
.
3
－
1
2
図

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
（
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備
）
の
系
統
概
要
図

（
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
）
（
そ
の
１
）

導
出
先
セ
ル

可
搬

型
空
気
圧

縮
機

水
素
爆
発

対
象
貯
槽
等

Q T

P P

常
設

重
大

事
故
等
対

処
設
備

可
搬

型
重

大
事
故
等

対
処
設

備
（

可
搬
型

ホ
ー
ス
等

）

弁
・

ダ
ン

パ
（
開
）

弁
・

ダ
ン

パ
（
閉
止

）

排
風

機

凡
例

F
流

量
計

T
温

度
計

P
圧

力
計

Q
濃

度
計

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト

フ
ィ
ル
タ

P P

P
P

P

F

主
排

気
筒

（
第
21
条

廃
棄

施
設

）

F

FP

F
F

※
１
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※
１
　
機
器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・

弁

設
備

名

高
レ
ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
蔵

系
（
「
7
.
3
.
2
.
3
 
高
レ
ベ
ル

廃
液

貯
蔵

設
備

」
と

兼
用

）

共
用

貯
蔵

系
（
「
7
.
3
.
2
.
3
 
高
レ
ベ
ル

廃
液

貯
蔵

設
備

」
と

兼
用

）

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

設
備

（
「
7
.
4
.
2
 
高
レ
ベ
ル
廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
設

備
」

と
兼

用
）

分
析

設
備

（
「
9
.
8
 
分
析

設
備

」
と

兼
用

）

計
測

制
御

設
備

（
「
ヘ
.
計
測
制
御
系

統
施

設
の

設
備

」
と

兼
用

）

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固
化
建
屋

　
代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
設
計
基
準
対
象
の
施

設
と

兼
用

一
覧

　
第
9
.
3
－

1
2
図

　
代

替
安

全
圧
縮
空
気
系
（
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

　
　
　

　
　

　
　

 
設

備
）

の
系
統
概
要
図
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
）

（
そ

の
２

）
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第
9
.
3
－

1
3
図

（
１
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
前

処
理

建
屋

 
地

下
４

階
）

 

対
象
な
し
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対
象
な

 
 

第
9
.
3
－

1
3
図

（
２

）
 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
前

処
理

建
屋

 
地

下
３

階
）

 

対
象
な
し
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第
9
.
3
－

1
3
図

（
３

）
 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
前
処

理
建

屋
 

地
上

１
階

）
１

／
２
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第
9
.
3
－

1
3
図

（
３

）
 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
前

処
理

建
屋

 
地

上
１

階
）

２
／

２
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第
9
.
3
－

1
3
図

（
４
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
前

処
理

建
屋

 
地

上
２

階
）
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第
9
.
3
－

1
3
図

（
５
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
分

離
建

屋
 

地
下

３
階

）
 

対
象
な
し
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第
３
一
時
貯
留
処
理
槽

第
４
一
時
貯
留
処
理
槽

抽
出
廃
液
供
給
槽
Ｂ

抽
出
廃
液
供
給
槽

Ａ

抽
出
廃
液
中
間
貯
槽

抽
出
廃
液
受
槽

Ｐ
ｕ
溶
液
受
槽

溶
解
液
中
間
貯
槽

圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽

①

対
象
貯
槽

接
続
口

溶
解
液
中
間
貯
槽

溶
解
液
供
給
槽

Ｐ
ｕ
溶
液
受
槽

Ｐ
ｕ
溶
液
中
間
貯
槽

第
２
一
時
貯
留
処
理
槽

第
３
一
時
貯
留
処
理
槽

第
４
一
時
貯
留
処
理
槽

抽
出
廃
液
受
槽

抽
出
廃
液
中
間
貯
槽

抽
出
廃
液
供
給
槽
Ａ

抽
出
廃
液
供
給
槽
Ｂ

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
缶

①

水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

第
１
接
続
口

ホ
ー
ス
接
続
口

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
保
管
場
所

略
称

Ｐ
ｕ
：
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の

建
屋
内
空
気
中
継
配
管
の
弁

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の

水
素
掃
気
配
管
の
弁

計
装
設
備

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス

第
9
.
3
－

1
3
図

（
６
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
分

離
建

屋
 

地
下

２
階

）
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略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

機
器

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

水
素

爆
発
の

再
発
を

防
止
す

る
た
め

の
空
気

の
供
給

第
１

接
続
口

ホ
ー

ス
接
続

口

①

対
象

貯
槽

接
続

口

抽
出

廃
液
受

槽
抽

出
廃

液
中

間
貯
槽

Ｐ
ｕ

溶
液
受

槽
Ｐ

ｕ
溶

液
中

間
貯
槽

抽
出

廃
液
供

給
槽
Ａ

抽
出

廃
液
供

給
槽
Ｂ

第
２

一
時
貯

留
処
理

槽
第

３
一

時
貯

留
処
理

槽
第

４
一

時
貯

留
処
理

槽

①

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
の

機
器

圧
縮

空
気

供
給

配
管

の
弁

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
の

建
屋

内
空

気
中

継
配

管
の

弁

第
9
.
3
－

1
3
図

（
７
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
分

離
建

屋
 

地
下

１
階

）
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溶
解
液
供
給
槽

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
缶
Ａ

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
保
管
場
所

①

②

③

④

⑤

⑥

対
象
機
器

接
続
箇
所

－

④
若
し
く
は

⑤
若
し
く
は

⑥

水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気

の
供
給

ホ
ー
ス
接
続
箇
所

対
象
機
器

接
続
箇
所

－

①
若
し
く
は

②
若
し
く
は

③

水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気

の
供
給

ホ
ー
ス
接
続
箇
所

水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気

の
供
給

第
２
接
続
口

ホ
ー
ス
接
続
口

⑨
⑩

対
象
貯
槽

接
続
口

抽
出
廃
液
受
槽

抽
出
廃
液
中
間
貯
槽

Ｐ
ｕ
溶
液
受
槽

Ｐ
ｕ
溶
液
中
間
貯
槽

抽
出
廃
液
供
給
槽
Ａ

抽
出
廃
液
供
給
槽
Ｂ

第
２
一
時
貯
留
処
理
槽

第
３
一
時
貯
留
処
理
槽

第
４
一
時
貯
留
処
理
槽

⑨

対
象
貯
槽

接
続
口

抽
出
廃
液
受
槽

抽
出
廃
液
中
間
貯
槽

Ｐ
ｕ
溶
液
受
槽

Ｐ
ｕ
溶
液
中
間
貯
槽

抽
出
廃
液
供
給
槽
Ａ

抽
出
廃
液
供
給
槽
Ｂ

第
２
一
時
貯
留
処
理
槽

第
３
一
時
貯
留
処
理
槽

第
４
一
時
貯
留
処
理
槽

⑩

水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

第
２
接
続
口

ホ
ー
ス
接
続
口

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

Ｐ
ｕ
溶
液
受
槽

Ｐ
ｕ
溶
液
中
間
貯
槽

第
２
一
時
貯
留
処
理
槽

⑪

水
素
爆
発
を
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

圧
縮
空
気
手
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
供
給

ホ
ー
ス
接
続
箇
所

⑪

略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

圧
縮
空
気
手
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
缶
Ｂ

※

計
装
設
備

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の

建
屋
内
空
気
中
継
配
管
の
弁

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス

計
装
設
備

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の

建
屋
内
空
気
中
継
配
管
の
弁

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の

機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁

計
装
設
備

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の

建
屋
内
空
気
中
継
配
管
の
弁

※
：
長
期
予
備

第
9
.
3
－

1
3
図

（
８
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
分

離
建

屋
 

地
上
１

階
）
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高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
缶
Ａ

②
③

対
象

貯
槽

接
続

口

溶
解

液
中
間

貯
槽

溶
解

液
供
給

槽
②

水
素

爆
発
を

未
然
に

防
止
す

る
た
め

の
空
気

の
供
給

第
２

接
続
口

ホ
ー

ス
接
続

口

①

対
象

貯
槽

接
続

口

溶
解

液
中
間

貯
槽

溶
解

液
供
給

槽
①

水
素

爆
発
の

再
発
を

防
止
す

る
た
め

の
空
気

の
供
給

第
１

接
続
口

ホ
ー

ス
接
続

口

対
象

貯
槽

接
続

口

溶
解

液
中
間

貯
槽

溶
解

液
供
給

槽
③

水
素

爆
発
の

再
発
を

防
止
す

る
た
め

の
空
気

の
供
給

第
２

接
続
口

ホ
ー

ス
接
続

口

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備
保

管
場
所

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
缶
Ｂ
※

計
装
設
備

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス

計
装
設
備

計
装
設
備

計
装
設
備

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の

建
屋
内
空
気
中
継
配
管
の
弁

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の

機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁

※
：

長
期
予

備

第
9
.
3
－

1
3
図

（
９
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
分

離
建

屋
 

地
上

２
階

）
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①
③

対
象
貯
槽

接
続
口

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
缶

①

水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

第
２
接
続
口

ホ
ー
ス
接
続
口

対
象
貯
槽

接
続
口

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
缶

②

水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

第
１
接
続
口

ホ
ー
ス
接
続
口

対
象
貯
槽

接
続
口

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
缶

③

水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

第
２
接
続
口

ホ
ー
ス
接
続
口

②

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の

機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の

建
屋
内
空
気
中
継
配
管
の
弁

第
9
.
3
－

1
3
図

（
1
0
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
分

離
建

屋
 

地
上
３

階
）
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Ｐ
ｕ

濃
縮

液
受
槽

リ
サ
イ
ク

ル
槽

希
釈

槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
一
時

貯
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
中
間

貯
槽

Ｐ
ｕ

溶
液

受
槽

第
３
一
時

貯
留
処

理
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

缶
供
給

槽

略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
3
8
,
5
0
0

第
７
一
時

貯
留
処

理
槽

Ｐ
ｕ

溶
液

供
給
槽

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

対
象
な
し
 

第
9
.
3
－

1
3
図

（
1
1
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
精

製
建

屋
 

地
下

３
階

）
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第
２
一
時

貯
留
処

理
槽

油
水
分
離

槽

Ｐ
ｕ

溶
液

一
時
貯

槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
計
量

槽

略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
4
3
,
5
0
0

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

対
象
な
し
 

第
9
.
3
－

1
3
図

（
1
2
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
精

製
建

屋
 

地
下

２
階

）
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略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

保
管

場
所

T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
4
8
,
5
0
0

Ｐ
ｕ

濃
縮

缶

対
象

貯
槽

接
続

口

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
受

槽
リ

サ
イ

ク
ル

槽
希

釈
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
計

量
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
中

間
貯

槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
一

時
貯

槽
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽

②

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
２

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

口

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

④
③

②

機
器

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

対
象

貯
槽

接
続

箇
所

Ｐ
ｕ

溶
液

受
槽

油
水

分
離

槽
Ｐ

ｕ
濃

縮
缶

供
給

槽
Ｐ

ｕ
溶

液
一

時
貯

槽
Ｐ

ｕ
濃

縮
液

受
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
計

量
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
中

間
貯

槽
Ｐ

ｕ
濃

縮
液

一
時

貯
槽

リ
サ

イ
ク

ル
槽

希
釈

槽

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽

①

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

圧
縮

空
気

手
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

ホ
ー

ス
接

続
箇

所

①

対
象

貯
槽

接
続

箇
所

－
③

若
し

く
は

④

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
２

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

箇
所

⑦
⑥

⑤

対
象

貯
槽

接
続

箇
所

－
⑥

若
し

く
は

⑦

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
２

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

箇
所

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
２

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

口

対
象

貯
槽

接
続

口

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
受

槽
リ

サ
イ

ク
ル

槽
希

釈
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
計

量
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
中

間
貯

槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
一

時
貯

槽
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽

⑤

計
装
設
備
 

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
水
素
掃
気
配
管
の
弁
 

計
装
設
備
 

 

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁
 

 

計
装
設
備
 

 

第
9
.
3
－

1
3
図

（
1
3
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
精

製
建

屋
 

地
下

１
階

）
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③
②
①

略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

T
.
M
.
S
.
L
.
約
+
5
3
,
5
0
0

可
搬
型
重

大
事
故

等
対

処
設
備

保
管
場

所

④ ⑤ ⑥

Ｐ
ｕ
濃
縮

缶

圧
縮
空
気

自
動
供

給
貯
槽

対
象
貯
槽

接
続
口

Ｐ
ｕ
溶
液

供
給
槽

Ｐ
ｕ
溶
液

受
槽

油
水
分
離

槽
Ｐ

ｕ
濃
縮

缶
供
給

槽
Ｐ

ｕ
濃
縮

缶

Ｐ
ｕ
溶
液

一
時
貯

槽
Ｐ

ｕ
濃
縮

液
受
槽

Ｐ
ｕ
濃
縮

液
計
量

槽
Ｐ

ｕ
濃
縮

液
中
間

貯
槽

Ｐ
ｕ
濃
縮

液
一
時

貯
槽

リ
サ
イ
ク

ル
槽

希
釈
槽

第
２
一
時

貯
留
処

理
槽

第
３
一
時

貯
留
処

理
槽

第
７
一
時

貯
留
処

理
槽

①

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
１

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

口

対
象
貯
槽

接
続
口

Ｐ
ｕ
溶
液

供
給
槽

Ｐ
ｕ
溶
液

受
槽

油
水
分
離

槽
Ｐ

ｕ
濃
縮

缶
供
給

槽
Ｐ

ｕ
溶
液

一
時
貯

槽

Ｐ
ｕ
濃
縮

液
受
槽

Ｐ
ｕ
濃
縮

液
計
量

槽
Ｐ

ｕ
濃
縮

液
中
間

貯
槽

Ｐ
ｕ
濃
縮

液
一
時

貯
槽

リ
サ
イ
ク

ル
槽

希
釈
槽

第
２
一
時

貯
留
処

理
槽

第
３
一
時

貯
留
処

理
槽

④

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
１

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

口

⑦ ⑧

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
⑤

若
し
く

は
⑥

－
⑦

若
し
く

は
⑧

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

ホ
ー

ス
接

続
箇

所

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
②

若
し
く

は
③

－
⑦

若
し
く

は
⑧

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

ホ
ー

ス
接

続
箇

所

圧
縮
空
気

手
動
供

給
ユ
ニ

ッ
ト

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス
 

計
装
設
備
 

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス
 

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
 

計
装
設
備
 

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
 

計
装
設
備
 

 

計
装
設
備
 

セ
ル
導
出
設
備
の
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
か
ら
セ
ル
に
導
出
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
の
弁
 

第
9
.
3
－

1
3
図

（
1
4
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
精

製
建

屋
 

地
上

１
階

）
 

代
替
計
測
制
御
設
備
 

83



 

T
.
M
.
S
.
L
.
約
+
6
0
,
5
0
0

③
②

①

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
２

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

口

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

対
象

貯
槽

接
続

箇
所

－
②

若
し

く
は

③

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

ホ
ー

ス
接

続
箇

所

対
象

貯
槽

接
続

口

Ｐ
ｕ

溶
液

供
給

槽
Ｐ

ｕ
溶

液
受

槽
油

水
分

離
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

缶
供

給
槽

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽

①

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

保
管

場
所

略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

⑥
⑤

④

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
２

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

口

対
象

貯
槽

接
続

箇
所

－
⑤

若
し

く
は

⑥

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

ホ
ー

ス
接

続
箇

所

対
象

貯
槽

接
続

口

Ｐ
ｕ

溶
液

供
給

槽
Ｐ

ｕ
溶

液
受

槽
油

水
分

離
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

缶
供

給
槽

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽

④

計
装
設
備
 

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機

器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁
 

第
9
.
3
－

1
3
図

（
1
5
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
精

製
建

屋
 

地
上

２
階

）
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可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

保
管

場
所

T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
6
4
,
0
0
0

略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

③
②

①
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

第
２
接
続
口

ホ
ー
ス
接
続
口

対
象

貯
槽

接
続

箇
所

－
②

若
し

く
は

③

水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

ホ
ー
ス
接
続
箇
所

対
象

貯
槽

接
続

口

Ｐ
ｕ

濃
縮

缶
Ｐ

ｕ
溶

液
一

時
貯

槽
①

⑥
⑤

④

水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

第
２
接
続
口

ホ
ー
ス
接
続
口

対
象

貯
槽

接
続

箇
所

－
⑤

若
し

く
は

⑥

水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

ホ
ー
ス
接
続
箇
所

対
象

貯
槽

接
続

口

Ｐ
ｕ

濃
縮

缶
Ｐ

ｕ
溶

液
一

時
貯

槽
④

計
装
設
備
 

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配

管
の
弁
 

 

第
9
.
3
－

1
3
図

（
1
6
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
精

製
建

屋
 

地
上

３
階

）
 

85



 

T
.
M
.
S
.
L
.
約
+
6
5
,
5
0
0

可
搬
型
重

大
事
故

等
対

処
設
備

保
管
場

所

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

対
象
貯
槽

接
続
口

Ｐ
ｕ
濃
縮

缶
第

７
一
時

貯
留
処

理
槽

①

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
１

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

口

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
②

若
し
く

は
③

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

ホ
ー

ス
接

続
箇

所
① ②

③

略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁
 

第
9
.
3
－

1
3
図

（
1
7
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
精

製
建

屋
 
地

上
４

階
）

 

計
装
設
備
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第
9
.
3
－

1
3
図

（
1
8
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

 

地
下
２
階

）
 

87

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



第
9
.
3
－

1
3
図

（
1
9
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

 

地
下
１
階

）
 

88

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



第
9
.
3
－

1
3
図

（
2
0
）

 
代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

 

地
上
１
階

）
 

89

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



対
象
な
し
 

第
9
.
3
－

1
3
図

（
2
1
）

 
代

替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
高
レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

 
地

下
４

階
）
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   代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
 

機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁
 

第
9
.
3
－

1
3
図

（
2
2
）

 
代

替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
高
レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

 
地

下
３

階
）
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代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁
 

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁
 

第
9
.
3
－

1
3
図

（
2
3
）

 
代

替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
高
レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

 
地

下
２

階
）
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可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
 

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
水
素
掃
気
配
管
の
弁
 

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
 

計
装
設
備
 

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁
 

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
 

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス
 

第
9
.
3
－

1
3
図

（
2
4
）

 
代

替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
高
レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

 
地

下
１

階
）

 

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス
 

93



                       

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
圧
縮
空
気
 

供
給
配
管
の
弁
 

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス

 

計
装
設
備
 

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス
 

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
 

計
装
設
備
 

 

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
 

計
装
設
備
 

 

第
9
.
3
－

1
3
図

（
2
5
）

 
代

替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
高
レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

 
地

上
１

階
）

 

94



                      

 

計
装
設
備
 

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
 

計
装
設
備
 

第
9
.
3
－

1
3
図

（
2
6
）

 
代

替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
機
器

配
置
概

要
図

（
高
レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

 
地

上
２

階
）

 

対
象
な
し
 

95



 

第
9
.
3
－

1
4
図

（
１

）
 

代
替
安

全
圧
縮

空
気

系
の
接
続

口
配
置

図
及

び
接
続
口

一
覧

（
前

処
理

建
屋

 
地

上
１

階
）

 

（
水
素
爆

発
を
未

然
に

防
止
す
る

た
め
の

空
気

の
供
給
）

 

②
 

③
 

①
  

第
１

接
続

口
第

２
接

続
口

中
継

槽
Ａ

中
継

槽
Ｂ

計
量

前
中

間
貯

槽
Ａ

計
量

前
中

間
貯

槽
Ｂ

計
量

後
中

間
貯

槽
計

量
・

調
整

槽
計

量
補

助
槽

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

前
処

理
建

屋
水

素
爆

発
地

上
１

階
①

地
上

１
階

②

地
上

１
階

③
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第
9
.
3
－

14
図

（
２
）

 
代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
接
続
口
配
置
図
及
び
接
続
口

一
覧

（
分

離
建

屋
 

地
下

２
階

）
 

（
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

）
 

①
 

  

第
１

接
続

口
第

２
接

続
口

溶
解

液
中

間
貯

槽
溶

解
液

供
給

槽

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

中
間

貯
槽

抽
出

廃
液

受
槽

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ａ

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ｂ

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽

第
４

一
時

貯
留

処
理

槽
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

地
上

３
階

④

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

分
離

建
屋

水
素

爆
発

地
下

２
階

①

地
上

２
階

②

地
上

１
階

③

97



 
第

9.
3－

14
図

（
３
）

 
代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
接
続
口
配
置
図
及
び
接
続
口

一
覧

（
分

離
建

屋
 

地
上

１
階

）
 

（
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

）
 

③
 

第
１

接
続

口
第

２
接

続
口

溶
解

液
中

間
貯

槽
溶

解
液

供
給

槽

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

中
間

貯
槽

抽
出

廃
液

受
槽

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ａ

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ｂ

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽

第
４

一
時

貯
留

処
理

槽
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

地
上

３
階

④

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

分
離

建
屋

水
素

爆
発

地
下

２
階

①

地
上

２
階

②

地
上

１
階

③
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第
9
.
3
－

14
図

（
４
）

 
代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
接
続
口
配
置
図
及
び
接
続
口

一
覧

（
分

離
建

屋
 

地
上

２
階

）
 

（
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

）
 

②
 

第
１

接
続

口
第

２
接

続
口

溶
解

液
中

間
貯

槽
溶

解
液

供
給

槽

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

中
間

貯
槽

抽
出

廃
液

受
槽

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ａ

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ｂ

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽

第
４

一
時

貯
留

処
理

槽
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

地
上

３
階

④

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

分
離

建
屋

水
素

爆
発

地
下

２
階

①

地
上

２
階

②

地
上

１
階

③

99



 

④
 

第
9.

3－
1
4
図

（
５
）

 
代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
接
続
口
配
置
図
及
び
接
続

口
一
覧

（
分

離
建

屋
 

地
上

３
階

）
 

（
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
）
 

第
１

接
続

口
第

２
接

続
口

溶
解

液
中

間
貯

槽
溶

解
液

供
給

槽

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

中
間

貯
槽

抽
出

廃
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１章  基準適合性  
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重大事故は、再処理規則第 1 条の３において、設計上定める条

件より厳しい条件の下において発生する事故であって、次に掲げ

るものとされている。  

 

一  セル内において発生する臨界事故  

二  使用済燃料から分離されたものであつて液体状のもの又は液

体状の放射性廃棄物を冷却する機能が喪失した場合にセル内

において発生する蒸発乾固  

三  放射性分解によって発生する水素が再処理施設内部に滞留す

ることを防止する機能が喪失した場合にセル内において発生

する水素による爆発  

四  セル内において発生する有機溶媒その他の物質による火災又

は爆発（前号に掲げるものを除く。）  

五  使用済燃料貯蔵施設に貯蔵する使用済燃料の著しい損傷  

六  セル内又は建屋内における放射性物質の漏えい（前各号に掲

げる事故に係るものを除く。）  

 

このうち、「再処理施設の位置、構造及び設備の基準に関す

る規則」（以下「事業指定基準規則」という。）第三十六条では、

以下の要求がされている。  

 

 （放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための

設備）  

 第三十六条  セル内において放射線分解によって発生する水

素が再処理設備の内部に滞留することを防止する機能を有
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する施設には、再処理規則第一条の三第三号に規定する重大

事故の発生又は拡大を防止するために必要な次に掲げる重

大事故等対処設備を設けなければならない。  

  一  放射線分解により発生する水素による爆発（以下この条

において「水素爆発」という。）の発生を未然に防止す

るために必要な設備  

  二  水素爆発が発生した場合において水素爆発が続けて生

じるおそれがない状態を維持するために必要な設備  

  三  水素爆発が発生した設備に接続する換気系統の配管の

流路を遮断するために必要な設備及び換気系統の配管

内が加圧状態になった場合にセル内に設置された配管

の外部へ放射性物質を排出するために必要な設備  

  四  水素爆発が発生した場合において放射性物質の放出に

よる影響を緩和するために必要な設備  

 

【解釈】  

１  第１項第１号に規定する「放射線分解により発生する水素に

よる爆発（以下この条において「水素爆発」という。）の発生

を未然に防止するために必要な設備」とは設計基準の要求によ

り措置した設備とは異なる圧縮空気の供給設備、溶液の回収・

移送設備、ボンベ等による水素掃気配管への窒素の供給設備、

爆発に至らせないための水素燃焼設備等をいう。  

また、設備の必要な個数は、当該重大事故等が発生するおそ

れがある安全上重要な施設の機器ごとに１セットとする。  

２  第１項第２号に規定する「水素爆発が発生した場合において
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水素爆発が続けて生じるおそれがない状態を維持するために

必要な設備」とは、容器への希釈材の注入設備等をいう。  

また、設備の必要な個数は、当該重大事故等が発生するおそ

れがある安全上重要な施設の機器ごとに１セットとする。  

３  第１項第３号に規定する「水素爆発が発生した設備に接続す

る換気系統の配管の流路を遮断するために必要な設備」とは、

閉止弁、密閉式ダンパ等をいい、「換気系統の配管内が加圧状

態になった場合にセル内に設置された配管の外部へ放射性物

質を排出するために必要な設備」とは、水封安全器等をいう。 

また、設備の必要な個数は、当該重大事故等が発生するおそ

れがある安全上重要な施設の機器ごとに１セットとする。  

４  第１項第４号に規定する「放射性物質の放出による影響を緩

和するために必要な設備」とは、セル換気系統を代替するため

の設備等をいう。  

また、セル換気系統の放射性物質を低減する機能を代替する

ための設備の必要な個数は、再処理施設に設置された排風機の

台数と同数とする。  

５  上記１、２及び３については、設備の信頼性が十分に高いと

判断されない場合には、多様性も考慮して動作原理の異なる設

備を追加すること。  

６  同時に又は連鎖して発生する可能性のない事故の間で、設

備を共用することは妨げない。  

７  上記の措置には、対策を実施するために必要となる電源、

補給水、施設の状態を監視するための設備の整備を含む。  
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＜適合のための設計方針＞  

セル内において放射線分解によって発生する水素が再処理設

備の内部に滞留することを防止する機能を有する施設において，

水素爆発について評価する機器は，重大事故の発生又は拡大を防

止するために必要な次に掲げる重大事故等対処設備を設ける設

計とする。  

 

 第一号について  

水素爆発の発生を未然に防止するために必要な重大事故等対

処設備を設置及び保管する設計とする。  

全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失した場合，水素爆発の発生

を想定する対象機器に圧縮空気を供給し，水素爆発の発生を未然

に防止するために必要な重大事故等対処設備として，代替安全圧

縮空気系の水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用

する設備を設ける設計とする。  

 

第二号について  

水素爆発が発生した場合において水素爆発が続けて生じるお

それがない状態を維持するために必要な重大事故等対処設備を

設置及び保管する設計とする。  

安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失した場合，水素爆発の発

生を想定する対象機器に圧縮空気を供給し，水素爆発が続けて生

じるおそれがない状態を維持するために必要な重大事故等対処

設備として，代替安全圧縮空気系の水素爆発の再発を防止するた

めの空気の供給に使用する設備を設ける設計とする。  
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第三号について  

水素爆発が発生した設備に接続する換気系統の配管の流路を

遮断するために必要な設備及び換気系統の配管内が加圧状態に

なった場合にセル内に設置された配管の外部へ放射性物質を排

出するために必要な重大事故等対処設備を設置及び保管する設

計とする。  

水素爆発の発生により気相中に移行する放射性物質を，これら

の機器に接続する塔槽類廃ガス処理設備の隔離弁を閉止し，塔槽

類廃ガス処理設備の流路を遮断することで，水素爆発の発生を想

定する対象機器からの排気をセルに導出するために必要な重大

事故等対処設備として，代替換気設備のセル導出設備を設ける設

計とする。  

 

第四号について  

水素爆発が発生した場合において放射性物質の放出による影

響を緩和するために必要な重大事故等対処設備を設置及び保管

する設計とする。  

水素爆発の発生を想定する対象機器からセルに導出された

放射性エアロゾルを除去し，主排気筒を介して大気中に管理し

ながら放出するために必要な重大事故等対処設備として，代替

換気設備の代替セル排気系を設ける設計とする。  
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1. 概要  

1.1 放射線分解により発生する水素による爆発に対処するた

めの設備  

安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失した場合は，「放射線

分解により発生する水素による爆発」（以下 1.1 では「水素爆

発」という。）を未然に防止するための空気の供給に使用する

設備」により，安全圧縮空気系による水素掃気が必要な機器に

圧縮空気を供給できる設計とする。  

発生防止対策が機能しなかった場合は，「水素爆発の再発を

防止するための空気の供給に使用する設備」により，安全圧縮

空気系による水素掃気が必要な機器に圧縮空気を供給し，水素

爆発が続けて生じるおそれがない状態を維持する設計とする。  

安全圧縮空気系による水素掃気が必要な機器が水素爆発に至

った場合には，「セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系に

よる対応に使用する設備」により，安全圧縮空気系による水素掃

気が必要な機器に接続する換気系統の配管を遮断し，換気系統の

配管内が加圧状態になった場合にセル内に設置された配管の外

部へ放射性物質を排出し及び放射性物質の放出による影響を緩

和できる設計とする。  

 

1.1.1  水素爆発の発生を未然に防止するための設備  

圧縮空気設備の安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失し，系

統内の圧力が低下した場合，溶液の性状ごとに水素掃気機能喪

失から重大事故対策の準備に使用することができる時間（以下

「許容空白時間」という。）が短い分離建屋，精製建屋及びウ
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ラン・プルトニウム混合脱硝建屋には，代替安全圧縮空気系の

水素掃気配管・弁に圧縮空気自動供給貯槽及び圧縮空気自動供

給ユニットから機器圧縮空気自動供給ユニットに切り替える

までの間，自動で未然防止濃度未満を維持するために必要な圧

縮空気を供給する。圧縮空気自動供給系が有効に機能しなかっ

た場合であっても，水素発生量が増加する前に，圧縮空気自動

供給系から機器圧縮空気自動供給ユニットへの切り替えを行

い，未然防止濃度を維持するために十分な量の圧縮空気を供給

するため，分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合

脱硝建屋において，重大事故の水素爆発を想定する機器のうち，

許容空白時間が短く，可搬型空気圧縮機からの空気の供給開始

前に未然防止濃度に至る可能性のある機器の圧縮空気自動供

給系よりも機器に近い位置より，代替安全圧縮空気系の水素掃

気配管・弁に機器圧縮空気自動供給ユニットから圧縮空気を供

給する。  

代替安全圧縮空気系の可搬型建屋外ホース，可搬型建屋内ホ

ースを敷設し，機器に圧縮空気を供給するために，可搬型建屋

外ホースを可搬型空気圧縮機へ接続する。また，可搬型建屋内

ホースを，代替安全圧縮空気系の建屋内空気中継配管及び水素

掃気配管又は機器圧縮空気供給配管に接続することで，可搬型

空気圧縮機から圧縮空気を供給するための経路を構築する。  

可搬型空気圧縮機を運転することで，可搬型空気圧縮機から

水素掃気配管又は機器圧縮空気供給配管へ圧縮空気を供給す

る。  
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1.1.1.1  水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用

する設備  

圧縮空気設備の安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失し，系

統内の圧力が低下した場合，許容空白時間が短い分離建屋，精

製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋には代替安全圧

縮空気系の水素掃気配管・弁に圧縮空気自動供給貯槽及び圧縮

空気自動供給ユニットから機器圧縮空気自動供給ユニットに

切り替えるまでの間，自動で未然防止濃度未満を維持するため

に必要な圧縮空気を供給する。圧縮空気自動供給系が有効に機

能しなかった場合であっても，圧縮空気自動供給系から機器圧

縮空気自動供給ユニットへの切り替えを行い，未然防止濃度を

維持するために十分な量の圧縮空気を供給するため，分離建屋，

精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋において，重

大事故の水素爆発を想定する機器のうち，許容空白時間が短く，

可搬型空気圧縮機からの空気の供給開始前に未然防止濃度に

至る可能性のある機器の圧縮空気自動供給系よりも機器に近

い位置より，代替安全圧縮空気系の水素掃気配管・弁に機器圧

縮空気自動供給ユニットから圧縮空気を供給する。  

可搬型空気圧縮機を運転することで，可搬型空気圧縮機から

水素掃気配管又は機器圧縮空気供給配管へ圧縮空気を供給す

る。  

上記の空気の供給を実施するため，水素爆発を未然に防止す

るための空気の供給に使用する，設計基準対象の施設と兼用す

る代替安全圧縮空気系の水素掃気配管・弁，機器圧縮空気供給

配管・弁，水素爆発対象機器及び計装設備（第 43条  計装設備）
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の一部を常設重大事故等対処設備として位置付ける。  

代替安全圧縮空気系の圧縮空気自動供給系の圧縮空気自動

供給貯槽及び圧縮空気自動供給ユニット並びに代替安全圧縮

空気系の機器圧縮空気自動供給ユニット，建屋内空気中継配管

及び補機駆動用燃料補給設備（第 42条  電源設備）の一部を常

設重大事故等対処設備として新たに設置する。  

また，代替安全圧縮空気系の可搬型空気圧縮機，可搬型建屋

外ホース，可搬型建屋内ホース，補機駆動用燃料補給設備（第

42条  電源設備）の一部及び計装設備（第 43条  計装設備）の

一部を可搬型重大事故等対処設備として新たに配備する。  

分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋

に設置する代替安全圧縮空気系の圧縮空気自動供給系の圧縮

空気自動供給貯槽及び圧縮空気自動供給ユニットは，代替安全

圧縮空気系の可搬型空気圧縮機による圧縮空気の供給を行う

ための許容空白時間を確保する必要があるため，設計基準で設

置した圧縮空気設備の安全圧縮空気系が停止した場合におい

ても自動で圧縮空気を供給できる設計とする。  

分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋

に設置する代替安全圧縮空気系の機器圧縮空気自動供給ユニ

ットは，圧縮空気の供給がない場合の許容空白時間が短く，可

搬型空気圧縮機からの空気の供給開始前に未然防止濃度に至

る可能性のある重大事故の水素爆発を想定する機器に設置し，

圧縮空気自動供給貯槽及び圧縮自動供給空気ユニットよりも

貯槽等に近い位置から代替安全圧縮空気系の水素掃気配管に

圧縮空気を供給できる設計とする。  
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代替安全圧縮空気系の可搬型空気圧縮機は軽油を燃料とし，対

処のために必要な燃料は，補機駆動用燃料供給設備から補給が可

能な設計とする。  

代替安全圧縮空気系の建屋内空気中継配管は，常設の建屋内

の圧縮空気供給用の配管であり，可搬型建屋外ホースの接続口

から，「放射線分解により発生する水素による爆発」の発生を

想定する対象機器に圧縮空気を供給するための接続口を設置

する部屋まで圧縮空気を分配する設計とする。  

主要な設備は，以下のとおりとする。  

ⅰ ) 常設重大事故等対処設備  

ａ ) 代替安全圧縮空気系  

・水素掃気配管・弁（設計基準対象の施設と兼用）  

・機器圧縮空気供給配管・弁（設計基準対象の施設と兼  

用）  

・圧縮空気自動供給系  圧縮空気自動供給貯槽  

・圧縮空気自動供給系  圧縮空気自動供給ユニット  

・機器圧縮空気自動供給ユニット  

・建屋内空気中継配管  

ｂ ) 水素爆発対象機器（設計基準対象の施設と兼用）（第  

36.１表）  

ｃ ) 補機駆動用燃料補給設備  

・軽油貯槽（第 42 条  電気設備）  

ⅱ ) 可搬型重大事故等対処設備  

ａ ) 代替安全圧縮空気系  

・可搬型空気圧縮機  

141



・可搬型建屋外ホース  

・可搬型建屋内ホース  

ｂ ) 補機駆動用燃料補給設備                        

    ・軽油用タンクローリ（第 42 条  電気設備）  

ｃ ) 計装設備  

・可搬型圧縮空気自動供給貯槽圧力計（第 43条  計装  

設備）  

・可搬型機器圧縮空気自動供給ユニット圧力計（第 43 

条  計装設備）  

・可搬型貯槽掃気圧縮空気流量計（第 43条  計装設備） 

・可搬型水素掃気系統圧縮空気圧力計（第 43条  計装  

設備）  

・可搬型セル導出ユニット流量計（第 43条  計装設備） 

・可搬型水素濃度計（第 43条  計装設備）  

・可搬型貯槽温度計（第 43条  計装設備）  

 

1.1.2  水素爆発の再発を防止するための設備  

圧縮空気設備の安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失した場

合，代替安全圧縮空気系の機器圧縮空気供給配管・弁から機器へ

圧縮空気を供給するため，分離建屋，精製建屋及びウラン・プル

トニウム混合脱硝建屋は，圧縮空気自動供給系及び機器圧縮空気

自動供給ユニットによる圧縮空気の供給がない場合の許容空白

時間が短く，可搬型空気圧縮機からの空気の供給開始前に未然防

止濃度に至る可能性のある機器へ圧縮空気手動供給ユニットを

接続し，圧縮空気を供給する。  
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発生防止対策が機能しない場合に備え，代替安全圧縮空気系の

機器圧縮空気供給配管・弁に圧縮空気を供給するため，発生防止

対策で敷設する可搬型建屋外ホースの下流側に，機器に圧縮空気

を供給するための建屋内空気中継配管及び可搬型建屋内ホース

を設置し，可搬型建屋内ホースと機器圧縮空気供給配管・弁を接

続する。  

貯槽等内の水素濃度がドライ換算で８ｖｏｌ％に到達する前

に，可搬型空気圧縮機の圧縮空気を貯槽等内へ供給する。  

また，セル導出設備の隔離弁を閉止することで，塔槽類廃ガス

処理設備の流路を遮断し，機器からの排気をセルに導出するため

の常設の排気経路に設置する弁を開く。また，セルに導出するた

めの常設の排気経路に設置した高性能粒子フィルタにより放射

性物質を除去する。  

 

1.1.2.1 水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用す

る設備  

圧縮空気設備の安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失した場

合，分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建

屋に設置する圧縮空気自動供給系及び機器圧縮空気自動供給ユ

ニットによる圧縮空気の供給がない場合の許容空白時間が短い

貯槽等へ圧縮空気手動供給ユニットを速やかに接続する。  

代替安全圧縮空気系は，発生防止対策が機能しない場合に備

え，圧縮空気手動供給ユニットにより圧縮空気を供給し，貯槽

等内の水素濃度をドライ換算で８ｖｏｌ％未満に維持している

期間中に，代替安全圧縮空気系の機器圧縮空気供給配管・弁に
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圧縮空気を供給するため，発生防止対策で敷設する可搬型建屋

外ホースの下流側に，機器に圧縮空気を供給するための建屋内

空気中継配管及び可搬型建屋内ホースを設置し，可搬型建屋内

ホースと機器圧縮空気供給配管・弁を接続する。  

貯槽等内の水素濃度がドライ換算で８ｖｏｌ％に到達する前

に，可搬型空気圧縮機の圧縮空気を貯槽等内へ供給する。  

上記の圧縮空気の供給を実施するため，水素爆発の再発を防

止するための空気の供給に使用する，設計基準対象の施設と兼

用する代替安全圧縮空気系の機器圧縮空気供給配管・弁，水素

爆発対象機器（第 36.１表）及び計装設備（第 43 条  計装設

備）の一部を，常設重大事故等対処設備として位置付ける。  

代替安全圧縮空気系の圧縮空気手動供給ユニット，建屋内空

気中継配管及び補機駆動用燃料補給設備（第 42 条  電源設備）

の一部は常設重大事故等対処設備として新たに設置する。  

また，代替安全圧縮空気系の可搬型空気圧縮機，可搬型建屋

外ホース，可搬型建屋内ホース，補機駆動用燃料補給設備（第

42 条  電源設備）の一部及び計装設備（第 43 条  計装設備）

の一部を可搬型重大事故対処設備として新たに配備する。  

分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋

に設置する代替安全圧縮空気系の圧縮空気手動供給ユニット

は，圧縮空気の供給がない場合の許容空白時間が短く，可搬型

空気圧縮機からの空気の供給開始前に未然防止濃度に至る可能

性のある重大事故の水素爆発を想定する機器に対して設置し，

圧縮空気自動供給系及び機器圧縮空気自動供給ユニットに接続

する系統とは異なる系統から圧縮空気を供給し，可搬型空気圧
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縮機からの圧縮空気の供給開始までの許容空白時間を確保でき

る設計とする。  

圧縮空気手動供給ユニットは，可搬型空気圧縮機に切り替え

るまでの間，貯槽等内の水素濃度を未然防止濃度未満に維持す

るために必要な量の圧縮空気を供給できる設計とする。  

主要な設備は，以下のとおりとする。  

ⅰ ) 常設重大事故等対処設備  

ａ ) 代替安全圧縮空気系  

・機器圧縮空気供給配管・弁（設計基準対象の施設と兼  

用）  

・圧縮空気手動供給ユニット  

・建屋内空気中継配管  

ｂ ) 水素爆発対象機器（設計基準対象の施設と兼用）（第 36. 

１表）  

ｃ ) 補機駆動用燃料補給設備  

・軽油貯槽（第 42 条  電気設備）  

ⅱ ) 可搬型重大事故等対処設備  

ａ ) 代替安全圧縮空気系  

・可搬型空気圧縮機  

・可搬型建屋外ホース  

・可搬型建屋内ホース  

ｂ ) 補機駆動用燃料補給設備                        

    ・軽油用タンクローリ（第 42 条  電気設備）  

ｃ ) 計装設備  

・可搬型圧縮空気手動供給ユニット接続系統圧力計（第  
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43条  計装設備）  

・可搬型貯槽掃気圧縮空気流量計（第 43 条  計装設備）  

・可搬型かくはん系統圧縮空気圧力計（第 43 条  計装  

設備）  

・可搬型セル導出ユニット流量計（第 43 条  計装設備）  

・可搬型水素濃度計（第 43 条  計装設備）  

・可搬型貯槽温度計（第 43 条  計装設備）  

 

1.1.2.2 セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による  

対応に使用する設備  

重大事故の水素爆発を想定する機器が水素爆発に至った場合

には，「セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による対

応に使用する設備」により，安全圧縮空気系による水素掃気が

必要な機器に接続する換気系統の配管を遮断し，換気系統の配

管内が加圧状態になった場合にセル内に設置された配管の外部

へ放射性物質を排出し及び放射性物質の放出による影響を緩和

できる設計とする。  

セルへの導出経路の構築において，セル導出設備の隔離弁を

閉止することで，塔槽類廃ガス処理設備の流路を遮断し，機器

からの排気をセルに導出するための常設の排気経路に設置する

弁を開く。また，セルに導出するための常設の排気経路に設置

した高性能粒子フィルタにより放射性物質を除去する。圧縮空

気設備の安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失し，水素爆発が

発生する場合に備え，上記のセルへの導出経路を構築するた

め，設計基準対象の施設と兼用するセル導出設備の配管・弁，
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隔離弁，水封安全器，ダクト・ダンパ及び水素爆発対象機器（第

36.１表）及び計装設備の一部を，常設重大事故等対処設備として

位置付ける。  

セル導出設備の塔槽類廃ガス処理設備からセルに導出するユ

ニット及びセル導出ユニットフィルタは，常設重大事故等対処

設備として新たに設置する。  

また，セル導出設備の可搬型ダクト及び計装設備（第43条 計装

設備）の一部を可搬型重大事故等対処設備として配備する。  

代替セル排気系による対応において，水素爆発が発生した場

合に，セル内へ導出された放射性エアロゾルを大気中へ放出す

る前に除去することにより，大気中への放射性物質の異常な水

準の放出を防止できるようにするため，設計基準対象の施設と

兼用する代替セル排気系のダクト・ダンパ及び主排気筒は，常

設重大事故等対処設備として位置付ける。  

代替セル排気系の主排気筒へ排出するユニット，補機駆動用

燃料補給設備の一部及び代替所内電気設備の一部は，常設重大

事故等対処設備として新たに設置する。  

また，代替セル排気系の可搬型フィルタ，可搬型ダクト，可

搬型排風機，補機駆動用燃料補給設備の一部，代替電源設備の

一部，代替所内電気設備の一部及び計装設備の一部を可搬型重

大事故等対処設備として配備する。  

主要な設備は，以下のとおりとする。  

ⅰ ) 常設重大事故等対処設備  

ａ ) セル導出設備  

・配管・弁（設計基準対象の施設と兼用）  
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・隔離弁（設計基準対象の施設と兼用）  

・水封安全器（設計基準対象の施設と兼用）  

・槽類廃ガス処理設備からセルに導出するユニット  

・セル導出ユニットフィルタ   

・ダクト・ダンパ（設計基準対象の施設と兼用）  

ｂ ) 代替セル排気系  

・ダクト・ダンパ（設計基準対象の施設と兼用）  

・主排気筒へ排出するユニット  

ｃ ) 水素爆発対象機器（設計基準対象の施設と兼用）（第 36. 

１表）  

ｄ ) 補機駆動用燃料補給設備  

・軽油貯槽（第 42条  電気設備）  

ｅ ) 代替所内電気設備  

・重大事故対処用母線及び電路（第 42条  電気設備） 

ⅱ ) 可搬型重大事故等対処設備  

ａ ) セル導出設備  

・可搬型ダクト  

ｂ ) 代替セル排気系  

・可搬型フィルタ  

・可搬型ダクト  

・可搬型排風機  

ｃ ) 補機駆動用燃料補給設備  

・軽油用タンクローリ（第 42 条  電気設備）  

ｄ ) 代替電源設備  

・可搬型発電機（第 42 条  電気設備）  
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ｅ ) 代替所内電気設備  

・可搬型ケーブル（第 42 条  電気設備）  

ｆ ) 計装設備  

・可搬型水素濃度計（第 43 条  計装設備）  

・可搬型廃ガス洗浄塔入口圧力計（第 43 条  計装設備） 

・可搬型セル導出ユニットフィルタ差圧計（第 43 条   

計装設備）  

・可搬型導出先セル圧力計（第 43 条  計装設備）  

・可搬型フィルタ差圧計（第 43 条  計装設備）  

ｇ ) 主排気筒  

・主排気筒（設計基準対象の施設と兼用）  
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1.2 放射線分解により発生する水素による爆発に対処するた

めの設備の主な設計方針  

1.2.1 水素爆発の発生を未然に防止するための設備  

1.2.1.1 水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用

する設備  

重大事故等対処施設は基準地震動の 1.2 倍の地震力を考慮し

ても機能を維持できる設計とする。  

分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋に

設置する代替安全圧縮空気系の圧縮空気自動供給系の圧縮空気

自動供給貯槽及び圧縮空気自動供給ユニットは，代替安全圧縮空

気系の可搬型空気圧縮機による圧縮空気の供給を行うための許

容空白時間を確保する必要があるため，設計基準で設置した圧縮

空気設備の安全圧縮空気系が停止した場合においても，自動で圧

縮空気を供給できる設計とする。  

分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋に

設置する代替安全圧縮空気系の機器圧縮空気自動供給ユニット

は，圧縮空気自動供給貯槽及び圧縮空気自動供給ユニットによる

圧縮空気の供給がない場合の許容空白時間が短く，可搬型空気圧

縮機からの空気の供給開始前に未然防止濃度に至る可能性のあ

る重大事故の水素爆発を想定する機器に対して設置し，圧縮空気

自動供給貯槽及び圧縮空気自動供給ユニットよりも機器に近い

位置から代替安全圧縮空気系の水素掃気配管・弁に圧縮空気を供

給できる設計とする。  

代替安全圧縮空気系の建屋内空気中継配管は，常設の建屋内の

圧縮空気供給用の配管であり，可搬型建屋外ホースの接続口から，
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「放射線分解により発生する水素による爆発」の発生を想定する

対象機器に圧縮空気を供給するための接続口を設置する部屋ま

で圧縮空気を分配する設計とする。  

可搬型空気圧縮機は，安全圧縮空気系の安全空気圧縮機と共通

要因によって同時にその機能を損なわれるおそれがないよう，可

搬型空気圧縮機をディーゼルエンジンにより駆動し，必要な燃料

は，補機駆動用燃料補給設備からの補給が可能な設計とすること

で，電動往復式圧縮装置により構成する安全圧縮空気系の安全空

気圧縮機に対して多様性を有する設計とする。  

可搬型空気圧縮機は，転倒しないことを確認する，又は必要に

より固縛等の処置をするとともに，基準地震動による地震力によ

り生じる敷地下斜面のすべり等の影響を受けない場所に，前処理

建屋内の安全圧縮空気系の空気圧縮機と同時にその機能が損な

われるおそれがないように，前処理建屋内の安全圧縮空気系の空

気圧縮機が設置される建屋から 100ｍ以上の離隔距離を確保し

た場所に保管するとともに第２保管庫にも保管することで位置

的分散を図る。  

前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合

脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋の外から空気を供給

する代替安全圧縮空気系のうち，可搬型建屋内ホース及び可搬型

建屋外ホースと常設重大事故等対処設備との接続口は，複数のア

クセスルートを踏まえて自然現象，外部人為事象及び故意による

大型航空機の衝突その他のテロリズムに対して前処理建屋，分離

建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベ

ル廃液ガラス固化建屋内の適切に離隔した隣接しない位置の異
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なる複数の場所に設置する。また，溢水，化学薬品漏えい及び火

災によって同時にその機能が損なわれるおそれがないよう，前処

理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建

屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋内のそれぞれ互いに異なる

複数の場所に設置する設計とする。  

一つの接続口で「放射線分解により発生する水素による爆発」

の発生を想定する対象機器の水素掃気機能及び液位計測機能を

兼用して使用する場合には，それぞれの機能に必要な容量が確保

できる接続口を設ける設計とする。  

代替安全圧縮空気系の可搬型空気圧縮機は軽油を燃料とし，対

処のために必要な燃料は，補機駆動用燃料供給設備から補給が可

能な設計とする。  

代替安全圧縮空気系の可搬型空気圧縮機及び補機駆動用燃料

補給設備の軽油貯槽（第 42条  電気設備）は，事象進展に応じた

使用状況を踏まえて，必用な容量を確保した設計とする。  

代替安全圧縮空気系の可搬型空気圧縮機，可搬型建屋外ホース，

可搬型建屋内ホース及び補機駆動用燃料補給設備の軽油用タン

クローリ（第 42条  電気設備）は，重大事故等対策を実施する建

屋から離れた外部保管エリアに保管することで，安全圧縮空気系

と共通要因によって，同時に機能を損なわないよう，位置的分散

を図る。  

代替安全圧縮空気系の可搬型空気圧縮機は建屋近傍に必要な

台数及び故障時バックアップを考慮した台数を分散配置すると

ともに，外部保管エリアにも故障時バックアップを保管する。  

代替安全圧縮空気系の水素掃気配管・弁及び機器圧縮空気供給
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配管・弁に圧縮空気を供給するために，建屋外に敷設する可搬型

建屋外ホースは，本重大事故への対処を行う各建屋で，異なる複

数の場所に接続口を設けて，複数の敷設経路を設定し，故障時バ

ックアップを考慮した必要な個数を建屋内に保管するとともに，

建屋外に設ける可搬型重大事故等対処設備の保管庫等を設置す

るエリアにも，建屋内に保管するものと同数を保管する。  

建屋内に敷設する可搬型建屋内ホースは，本重大事故への対処

を行う各建屋で，異なる複数の場所に接続口を設けて，複数の敷

設経路を設定し，敷設経路又はその近傍で内部火災，溢水及び化

学薬品の漏えいの影響を考慮した場所に，それぞれの故障時バッ

クアップを考慮した必要な個数を保管するとともに，建屋外に設

ける可搬型重大事故等対処設備の保管庫等を設置するエリアに

も，建屋内に保管するものと同数を保管する。  

計装設備の可搬型圧縮空気自動供給貯槽圧力計（第 43条  計

装設備），可搬型圧縮空気自動供給ユニット圧力計（第 43条  計

装設備），可搬型機器圧縮空気自動供給ユニット圧力計（第 43

条  計装設備），可搬型貯槽掃気圧縮空気流量計（第 43条  計

装設備），可搬型水素掃気系統圧縮空気圧力計（第 43条  計装

設備），可搬型かくはん系統圧縮空気圧力計（第 43条  計装設

備），可搬型水素濃度計（第 43条  計装設備），可搬型セル導出

ユニット流量計（第 43条  計装設備）及び可搬型貯槽温度計（第

43条  計装設備）は，本重大事故への対処を行う各建屋の必要

な場所に接続口を設けて，複数の設置経路を設定し，設置経路

又はその近傍で内部火災，溢水及び化学薬品の漏えいの影響を

考慮した場所に，必要な個数を保管するとともに，建屋外に設
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ける可搬型重大事故等対処設備の保管庫等を設置するエリア

にも，建屋内に保管するものと同数を保管する。  

対策を実施するために必用となる燃料は，補機駆動用燃料補給

設備の軽油貯槽（第 42条  電気設備）で十分な量を確保する。  

対策を実施する際の各種の判断や操作のために必要な監視項

目に対して，必要な計測範囲及び精度を持った計測装置を設置す

る。  

代替安全圧縮空気系の水素掃気配管・弁及び機器圧縮空気供給

配管・弁は，重大事故発生時において，通常時の系統構成から隔

離又は分離された状態から，弁の操作や接続により，速やかに系

統構成の切り替えが可能な設計とし可搬型建屋外ホース及び可

搬型建屋内ホースを接続する常設重大事故等対処設備の接続口

については，コネクタによる接続により，可搬型建屋外ホース及

び可搬型建屋内ホースを速やかに，かつ，確実に接続することが

できる設計とする。  

代替安全圧縮空気系は，安全圧縮空気系から速やかに切り替え

られるものとする。  

 

1.2.2 水素爆発の再発を防止するための空気の供給による対応  

1.2.2.1 水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用  

する設備  

重大事故等対処施設は基準地震動の 1.2 倍の地震力を考慮し

ても機能を維持できる設計とする。  

分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋に

設置する代替安全圧縮空気系の圧縮空気手動供給ユニットは，圧
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縮空気自動供給系及び機器圧縮空気自動供給ユニットによる圧

縮空気の供給がない場合の許容空白時間が短く，可搬型空気圧縮

機からの空気の供給開始前に未然防止濃度に至る可能性のある

重大事故の水素爆発を想定する機器に対して設置し，圧縮空気自

動供給系及び機器圧縮空気自動供給ユニットに接続する系統と

は異なる系統から圧縮空気を供給することにより，可搬型空気圧

縮機からの圧縮空気の供給開始前に未然防止濃度に至るまでの

許容空白時間を確保できる設計とする。  

代替安全圧縮空気系の可搬型空気圧縮機及び補機駆動用燃料

補給設備の軽油貯槽（第 42条  電気設備）は，事象進展に応じた

使用状況を踏まえて，必用な容量を確保した設計とする。  

代替安全圧縮空気系の可搬型空気圧縮機，可搬型建屋外ホース，

可搬型建屋内ホース及び補機駆動用燃料補給設備の軽油用タン

クローリ（第 42条  電気設備）は，重大事故等対策を実施する建

屋から離れた外部保管エリアに保管することで，安全圧縮空気系

と共通要因によって，同時に機能を損なわないよう，位置的分散

を図る。  

代替安全圧縮空気系の可搬型空気圧縮機は建屋近傍に必要な

台数及び故障時バックアップを考慮した台数を分散配置すると

ともに，外部保管エリアにも故障時バックアップを保管する。  

代替安全圧縮空気系の機器圧縮空気供給配管・弁に圧縮空気を

供給するために，建屋外に敷設する可搬型建屋外ホースは，本重

大事故への対処を行う各建屋で，異なる複数の場所に接続口を設

けて，複数の敷設経路を設定し，故障時のバックアップを考慮し

た必要な個数を建屋内に保管するとともに，建屋外に設ける可搬
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型重大事故等対処設備の保管庫等を設置するエリアにも，建屋内

に保管するものと同数を保管する。  

建屋内に敷設する可搬型建屋内ホースは，本重大事故への対処

を行う各建屋で，異なる複数の場所に接続口を設けて，複数の敷

設経路を設定し，敷設経路又はその近傍で内部火災，溢水及び化

学薬品の漏えいの影響を考慮した場所に，それぞれの故障時バッ

クアップを考慮した必要な個数を保管するとともに，建屋外に設

ける可搬型重大事故等対処設備の保管庫等を設置するエリアに

も，建屋内に保管するものと同数を保管する。  

計装設備の可搬型圧縮空気手動供給ユニット接続系統圧力計

（第 43条  計装設備），可搬型貯槽掃気圧縮空気流量計（第 43条  

計装設備），可搬型セル導出ユニット流量計（第 43条  計装設備），

可搬型水素濃度計（第 43条  計装設備）及び可搬型貯槽温度計（第

43条  計装設備）は，本重大事故への対処を行う各建屋の必要な

場所に接続口を設けて，複数の設置経路を設定し，設置経路又は

その近傍で内部火災，溢水及び化学薬品の漏えいの影響を考慮し

た場所に，必要な個数を保管するとともに，建屋外に設ける可搬

型重大事故等対処設備の保管庫等を設置するエリアにも，建屋内

に保管するものと同数を保管する。  

代替安全圧縮空気系の建屋内空気中継配管は，常設の建屋内の

圧縮空気供給用の配管であり，可搬型建屋外ホースの接続口から，

「放射線分解により発生する水素による爆発」の発生を想定する

対象機器に圧縮空気を供給するための接続口を設置する部屋ま

で圧縮空気を分配する設計とする。  

可搬型空気圧縮機は，安全圧縮空気系の安全空気圧縮機と共通
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要因によって同時にその機能を損なわれるおそれがないよう，可

搬型空気圧縮機をディーゼルエンジンにより駆動し，必要な燃料

は，補機駆動用燃料補給設備からの補給が可能な設計とすること

で，電動往復式圧縮装置により構成する安全圧縮空気系の安全空

気圧縮機に対して多様性を有する設計とする。  

可搬型空気圧縮機は，転倒しないことを確認する，又は必要に

より固縛等の処置をするとともに，基準地震動による地震力によ

り生じる敷地下斜面のすべり等の影響を受けない場所に，前処理

建屋内の安全圧縮空気系の空気圧縮機と同時にその機能が損な

われるおそれがないように，前処理建屋内の安全圧縮空気系の空

気圧縮機が設置される建屋から 100ｍ以上の離隔距離を確保し

た場所に保管するとともに第２保管庫にも保管することで位置

的分散を図る。  

前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合

脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋の外から空気を供給

する代替安全圧縮空気系のうち，可搬型建屋内ホース及び可搬型

建屋外ホースと常設重大事故等対処設備との接続口は，複数のア

クセスルートを踏まえて自然現象，外部人為事象及び故意による

大型航空機の衝突その他のテロリズムに対して前処理建屋，分離

建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベ

ル廃液ガラス固化建屋内の適切に離隔した隣接しない位置の異

なる複数の場所に設置する。また，溢水，化学薬品漏えい及び火

災によって同時にその機能が損なわれるおそれがないよう，前処

理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建

屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋内のそれぞれ互いに異なる
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複数の場所に設置する設計とする。  

一つの接続口で「放射線分解により発生する水素による爆発」

の発生を想定する対象機器の水素掃気機能及び液位計測機能を

兼用して使用する場合には，それぞれの機能に必要な容量が確保

できる接続口を設ける設計とする。  

代替安全圧縮空気系の可搬型空気圧縮機は軽油を燃料とし，対

処のために必要な燃料は，補機駆動用燃料供給設備から補給が可

能な設計とする。  

対策を実施するために必用となる燃料は，補機駆動用燃料補給

設備の軽油貯槽（第 42条  電気設備）で十分な量を確保する。  

対策を実施する際の各種の判断や操作のために必要な監視項

目に対して，必要な計測範囲及び精度を持った計測装置を設置す

る。  

代替安全圧縮空気系の機器圧縮空気供給配管・弁は，重大事故

発生時において，通常時の系統構成から隔離又は分離された状態

から，弁の操作や接続により，速やかに系統構成の切り替えが可

能な設計とし可搬型建屋内ホースを接続する常設重大事故等対

処設備の接続口については，コネクタによる接続により，可搬型

建屋内ホースを速やかに，かつ，確実に接続することができる設

計とする。  

代替安全圧縮空気系は，安全圧縮空気系から速やかに切り替え

られるものとする。  

 

1.2.2.2 セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による

対応に使用する設備  
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重大事故等対処施設は基準地震動の 1.2 倍の地震力を考慮し

ても機能を維持できる設計とする。  

セルへの導出経路を構築するために，建屋内に敷設する可搬型

ダクトは，本重大事故への対処を行う前処理建屋で敷設経路又は

その近傍で内部火災，溢水及び化学薬品の漏えいの影響を考慮し

た場所に，必要な個数を保管するとともに，建屋外に設ける可搬

型重大事故等対処設備の保管庫等を設置するエリアにも，建屋内

に保管するものと同数を保管する。  

計装設備の可搬型廃ガス洗浄塔入口圧力計（第 43 条  計装設

備），可搬型導出先セル圧力計（第 43 条  計装設備）及び可搬型

水素濃度計（第 43 条  計装設備）は，本重大事故への対処を行

う各建屋の必要な場所に接続口を設けて，複数の設置経路を設定

し，設置経路又はその近傍で内部火災，溢水及び化学薬品の漏え

いの影響を考慮した場所に，必要な個数を保管するとともに，建

屋外に設ける可搬型重大事故等対処設備の保管庫等を設置する

エリアにも，建屋内に保管するものと同数を保管する。  

対策を実施する際の各種の判断や操作のために必要な監視項

目に対して，必要な計測範囲及び精度を持った計測装置を設置す

る。  

セル導出設備の配管・弁，塔槽類廃ガス処理設備からセルに導

出するユニットは，重大事故等発生時において，通常時の系統構

成から隔離又は分離された状態から，弁の操作や接続により，速

やかに系統構成の切り替えが可能な設計とし，本重大事故への対

処を行う前処理建屋のセル導出設備の可搬型ダクトを接続する

常設重大事故等対処設備の接続口については，フランジによる接
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続により，可搬型ダクトを速やかに，かつ，確実に接続すること

ができる設計とする。  

セルへの導出経路は，塔槽類廃ガス処理設備から速やかに切り

替えられるものとする。  

セル導出設備のセル導出ユニットフィルタの系統構成の切り

替えは，確実に操作することができる設計とする。  

補機駆動用燃料補給設備の軽油貯槽（第 42 条  電気設備）及

び代替電源設備の可搬型発電機（第 42 条  電気設備）は，事象

進展に応じた使用状況を踏まえて，必要な容量を確保した設計と

する。  

補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリ（第 42 条  電

気設備）は，重大事故等対策を実施する建屋から離れた外部保管

エリアに保管することで，安全冷却水系と共通要因によって，同

時に機能を損なわないよう，位置的分散を図る。  

可搬型排風機の電源である，代替電源設備の可搬型発電機（第

42 条  電気設備）は建屋近傍に必要な台数及び故障時バックア

ップを考慮した台数を分散配置するとともに，外部保管エリアに

も故障時バックアップを保管する。  

代替セル排気系の可搬型排風機の運転のために，建屋外に敷設

する代替所内電気設備の可搬型ケーブルは，本重大事故への対処

を行う各建屋で，異なる複数の場所に接続口を設けて，複数の敷

設経路を設定し，敷設経路又はその近傍で内部火災，溢水及び化

学薬品の漏えいの影響を考慮した場所に，それぞれの故障時バッ

クアップを考慮した必要な個数を保管するとともに，建屋外に設
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ける可搬型重大事故等対処設備の保管庫等を設置するエリアに

も，建屋内に保管するものと同数を保管する。  

代替セル排気系の可搬型フィルタ，可搬型ダクト，可搬型排風

機，計装設備の可搬型フィルタ差圧計（第 43 条  計装設備）及

び可搬型セル導出ユニットフィルタ差圧計（第 43 条  計装設備）

は，本重大事故への対処を行う各建屋の必要な場所に接続口を設

けて，複数の設置経路を設定し，設置経路又はその近傍で内部火

災，溢水及び化学薬品の漏えいの影響を考慮した場所に，必要な

個数を保管するとともに，建屋外に設ける可搬型重大事故等対処

設備の保管庫等を設置するエリアにも，建屋内に保管するものと

同数を保管する。  

代替セル排気系の可搬型排風機は，重大事故等の対処を行う建

屋内でセル排風機と位置的分散を考慮した位置に保管する。可搬

型排風機は，同時又は，連鎖して発生する可能性のある事故への

対処も含めて，必要な容量を確保した設計とする。  

対策を実施するために必要となる燃料及び電源は，補機駆動用

燃料補給設備の軽油貯槽（第 42 条  電源設備）及び代替電源設

備の可搬型発電機（第 42 条  電源設備）で十分な量を確保する。  

対策を実施する際の各種の判断や操作のために必要な監視項

目に対して，必要な計測範囲及び精度を持った計測装置を設置す

る。  

代替セル排気系のダクト・ダンパは，重大事故等発生時におい

て，通常時の系統構成から隔離又は分離された状態から，弁の操

作や接続により，速やかに系統構成の切り替えが可能な設計とし，

代替セル排気系の可搬型ダクトを接続する常設重大事故等対処
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設備の接続口については，フランジ等による接続により，可搬型

ダクトを速やかに，かつ，確実に接続することができる設計とす

る。  

代替セル排気系は，建屋排気設備から速やかに切り替えられる

ものとする。  
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2. 設計方針 

2.1 水素爆発に対処するための設備 

セル内において放射線分解によって発生する水素が再処理

設備の内部に滞留することを防止する機能を有する施設には、

再処理規則第一条の三第三号に規定する重大事故の発生又は

拡大を防止するために必要な重大事故等対処設備を設置及び

保管する。 

水素爆発に対処するための設備は，水素爆発の発生の防止の

ための設備及び水素爆発の拡大の防止のための設備で構成する。 

また，水素爆発の発生の防止のための設備は，水素爆発を未然

に防止するための空気の供給に使用する設備で構成し，水素爆

発の拡大を防止するための設備は，水素爆発の再発を防止する

ための空気の供給に使用する設備及びセルへの導出経路の構築

及び代替セル排気系による対応に使用する設備で構成する。 

 

2.1.1 水素爆発の発生を未然に防止するための設備 

 圧縮空気設備の安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失し，

系統内の圧力が低下した場合，圧縮空気の供給がない場合の

許容空白時間が短い分離建屋，精製建屋及びウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋には代替安全圧縮空気系の水素掃気配

管・弁に圧縮空気自動供給系から自動で圧縮空気を供給する。

圧縮空気自動供給系が有効に機能しなかった場合であって

も，水素発生量が増加する前に，圧縮空気自動供給系から機

器圧縮空気自動供給ユニットへの切り替えを行い，未然防止

濃度に維持するために十分な量の圧縮空気を供給するため，

163



分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋

において，重大事故の水素爆発を想定する貯槽等のうち，圧

縮空気の供給がない場合の許容空白時間が短く，可搬型空気

圧縮機からの空気の供給開始前に未然防止濃度に至る可能

性のある貯槽等の圧縮空気自動供給系よりも貯槽等に近い

位置より，代替安全圧縮空気系の水素掃気配管に機器圧縮空

気自動供給ユニットから圧縮空気を供給する。 

代替安全圧縮空気系の可搬型建屋外ホース及び可搬型建

屋内ホースを敷設し，貯槽等に圧縮空気を供給するために，

可搬型建屋外ホースを可搬型空気圧縮機へ接続する。また，

可搬型建屋内ホースを，代替安全圧縮空気系の建屋内空気中

継配管及び水素掃気配管又は機器圧縮空気供給配管に接続

することで，可搬型空気圧縮機から圧縮空気を供給するため

の経路を構築する。 

 可搬型空気圧縮機を運転することで，可搬型空気圧縮機か

ら水素掃気配管又は機器圧縮空気供給配管へ圧縮空気を供

給する。 

 水 素 爆 発 の 発 生 を 未 然 に 防 止 す る た め の 設 備 は ， 2.1.1.1 

水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する設備

で構成する。 

 

2.1.1.1 水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用す 

る設備 

圧縮空気設備の安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失した

場合，水素掃気対象貯槽等へ圧縮空気を供給するため，代替安

164



全圧縮空気系，補機駆動用燃料補給設備（第42条  電源設備）

の一部及び計装設備（第43条 計装設備）の一部を設置及び保

管する。 

水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する設

備の系統図を第36.１図に示す。 

 

2.1.1.1.1 代替安全圧縮空気系 

圧縮空気設備の安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失した

場合，水素掃気対象貯槽等へ圧縮空気を供給するため，設計基

準対象の施設と兼用する圧縮空気設備の安全圧縮空気系の一

部，清澄・計量設備の一部，分離設備の一部，分配設備の一部，

分離建屋一時貯留処理設備の一部，高レベル廃液濃縮設備の高

レベル廃液濃縮系の一部，プルトニウム精製設備の一部，精製

建屋一時貯留処理設備の一部，ウラン・プルトニウム混合脱硝

設備の溶液系の一部，高レベル廃液貯蔵設備の高レベル濃縮廃

液貯蔵系の一部，高レベル廃液貯蔵設備の共用貯蔵系の一部及

び高レベル廃液ガラス固化設備の一部を重大事故等対処設備

の代替安全圧縮空気系の水素掃気配管・弁として位置付け，清

澄・計量設備の一部，分離設備の一部，分配設備の一部，分離

建屋一時貯留処理設備の一部，高レベル廃液濃縮設備の高レベ

ル廃液濃縮系の一部，プルトニウム精製設備の一部，精製建屋

一時貯留処理設備の一部，圧縮空気設備の安全圧縮空気系の一

部，ウラン・プルトニウム混合脱硝設備の溶液系の一部，高レ

ベル廃液貯蔵設備の高レベル濃縮廃液貯蔵系の一部，高レベル

廃液貯蔵設備の共用貯蔵系の一部，高レベル廃液ガラス固化設
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備の一部，分析設備の一部及び計測制御設備の一部を重大事故

等対処設備の代替安全圧縮空気系の機器圧縮空気供給配管・弁

を常設重大事故等対処設備として位置付ける。 

圧縮空気自動供給系の圧縮空気自動供給貯槽，圧縮空気自動

供給系の圧縮空気自動供給ユニット，機器圧縮空気自動供給ユ

ニット及び建屋内空気中継配管を常設重大事故等対処設備と

して新たに設置する。 

また，可搬型空気圧縮機，可搬型建屋外ホース及び可搬型建

屋内ホースを可搬型重大事故等対処設備として新たに配備す

る。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

（ １ ）  常設重大事故等対処設備 

ａ．水素掃気配管・弁（設計基準対象の施設と兼用） 

ｂ．機器圧縮空気供給配管・弁（設計基準対象の施設と兼用） 

ｃ．圧縮空気自動供給系 圧縮空気自動供給貯槽 

ｄ．圧縮空気自動供給系 圧縮空気自動供給ユニット 

ｅ．機器圧縮空気自動供給ユニット 

ｆ．建屋内空気中継配管 

（ ２ ）  可搬型重大事故等対処設備 

ａ．可搬型空気圧縮機 

ｂ．可搬型建屋外ホース 

ｃ．可搬型建屋内ホース 

 

2.1.1.1.2 水素爆発対象貯槽等 

  圧縮空気設備の安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失した
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場合，水素爆発対象機器へ圧縮空気を供給するため，設計基準

対象の施設と兼用する水素爆発対象貯槽等を常設重大事故等

対処設備として位置付ける。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

（ １ ）  常設重大事故等対処設備 

ａ．水素爆発対象貯槽等（設計基準対象の施設と兼用） 

（第36.１表） 

 

2.1.1.1.3 補機駆動用燃料補給設備 

  水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する設

備の代替安全圧縮空気系の可搬型空気圧縮機で使用する軽油

を補給するため，補機駆動用燃料補給設備の一部である軽油貯

槽（第42条  電源設備）を常設重大事故等対処設備として新た

に設置する。 

また，補機駆動用燃料補給設備の一部である軽油用タンクロ

ーリ（第42条  電源設備）を可搬型重大事故等対処設備として

新たに配備する。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

（ １ ）  常設重大事故等対処設備 

ａ．軽油貯槽（第42条  電源設備） 

（ ２ ）  可搬型重大事故等対処設備 

ａ．軽油用タンクローリ（第 42 条 電源設備） 

 

2.1.1.1.4 計装設備 

  重大事故等が発生し，計測機器（非常用のものを含む。）の
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直流電源の喪失，その他の故障により当該重大事故等に対処す

るために監視が困難となり，必要な情報を把握することができ

なくなった場合において，可搬型の計測機器により重大事故等

の対処に有効な情報を計測できるよう，計装設備の一部である

可搬型圧縮空気自動供給貯槽圧力計（第43条  計装設備），可

搬型圧縮空気自動供給ユニット圧力計（第43条  計装設備），

可搬型機器圧縮空気自動供給ユニット圧力計（第43条  計装設

備），可搬型貯槽掃気圧縮空気流量計（第43条  計装設備），可

搬型水素掃気系統圧縮空気圧力計（第43条  計装設備），可搬

型かくはん系統圧縮空気圧力計（第43条  計装設備），可搬型

水素濃度計（第43条  計装設備），可搬型セル導出ユニット流

量計（第43条  計装設備）及び可搬型貯槽温度計（第43条  計

装設備）を新たに配備する。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

（ １ ）  可搬型重大事故等対処設備 

ａ．可搬型圧縮空気自動供給貯槽圧力計（第43条  計装設備） 

ｂ．可搬型圧縮空気自動供給ユニット圧力計（第43条  計装 

設備） 

ｃ．可搬型機器圧縮空気自動供給ユニット圧力計（第43条   

計装設備） 

ｄ．可搬型貯槽掃気圧縮空気流量計（第43条  計装設備） 

ｅ．可搬型水素掃気系統圧縮空気圧力計（第43条  計装設備） 

ｆ．可搬型かくはん系統圧縮空気圧力計（第43条  計装設備） 

ｇ．可搬型セル導出ユニット流量計（第43条  計装設備） 

ｈ．可搬型水素濃度計（第43条  計装設備） 
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ｉ．可搬型貯槽温度計（第43条  計装設備） 

 

2.1.2 水素爆発の拡大を防止するための設備 

圧縮空気設備の安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失した

場合，代替安全圧縮空気系の機器圧縮空気供給配管・弁から貯

槽等へ圧縮空気を供給するため，分離建屋，精製建屋及びウラ

ン・プルトニウム混合脱硝建屋は，圧縮空気自動供給系及び機

器圧縮空気自動供給ユニットによる圧縮空気の供給がない場

合の許容空白時間が短く，可搬型空気圧縮機からの空気の供給

開始前に未然防止濃度に至る可能性のある貯槽等へ圧縮空気

手動供給ユニットを接続し，圧縮空気を供給する。 

発生防止対策が機能しなかった場合に備え，代替安全圧縮空

気系の機器圧縮空気供給配管・弁に圧縮空気を供給するため，

発生防止対策で敷設する可搬型建屋外ホースの下流側に，貯槽

等に圧縮空気を供給するための建屋内空気中継配管及び可搬

型建屋内ホースを設置し，可搬型建屋内ホースと機器圧縮空気

供給配管・弁を接続する。 

貯槽内の水素濃度がドライ換算で８ｖｏｌ％に到達する前

に，可搬型空気圧縮機の圧縮空気を貯槽等内へ供給する。 

また，セル導出設備の隔離弁を閉止することで，塔槽類廃ガ

ス処理設備の流路を遮断し，貯槽等からの排気をセルに導出す

るための常設の排気経路に設置する弁を開く。また，セルに導

出するための常設の排気経路に設置した高性能粒子フィルタ

により放射性物質を除去する。 

セルへの放射性物質の導出後においては，セル排気系の高性
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能粒子フィルタは１段であることから，代替セル排気系として，

可搬型排風機，可搬型発電機，可搬型ダクト，可搬型フィルタ

を２段敷設し，主排気筒へつながるよう，可搬型排風機，可搬

型ダクト及び可搬型フィルタを接続し，可搬型ダクト及びセル

排気系を接続した後，可搬型排風機を運転することで，放射性

エアロゾルを可搬型フィルタで除去しつつ主排気筒から大気

中に放出する。 

水 素 爆 発 の 拡 大 の 防 止 の た め の 設 備 は 以 下 の 2.1.2.1か ら

2.1.2.2で構成する。 

 

2.1.2.1 水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用 

する設備 

発生防止対策が機能しなかった場合に備え，水素爆発対象貯

槽等へ圧縮空気を供給するため，代替安全圧縮空気系，水素爆

発対象貯槽等，補機駆動用燃料補給設備（第42条 電源設備）の

一部及び計装設備（第43条  計装設備）の一部を設置及び保管

する。 

水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用する設

備の系統図を第36.１図に示す。 

 

2.1.2.1.1 代替安全圧縮空気系 

水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用する，設

計基準対象の施設と兼用と兼用する機器圧縮空気供給配管・弁

は，常設重大事故等対処設備として位置付ける。 

圧縮空気手動供給ユニット，建屋内空気中継配管は常設重大
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事故等対処設備として新たに設置する。 

また，可搬型空気圧縮機，可搬型建屋外ホース及び可搬型建

屋内ホースを可搬型重大事故対処設備として新たに配備する。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

(１ ) 常設重大事故等対処設備 

ａ．機器圧縮空気供給配管・弁（設計基準対象の施設と兼用） 

ｂ．圧縮空気手動供給ユニット 

ｃ．建屋内空気中継配管 

ｄ．水素爆発対象貯槽等（設計基準対象の施設と兼用）（第36. 

１表） 

(２ ) 可搬型重大事故等対処設備 

ａ．可搬型空気圧縮機 

ｂ．可搬型建屋外ホース 

ｃ．可搬型建屋内ホース 

 

2.1.2.1.2 水素爆発対象機器 

  圧縮空気設備の安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失した

場合，水素爆発対象機器へ圧縮空気を供給するため，設計基準

対象の施設と兼用する水素爆発対象機器を常設重大事故等対

処設備として位置付ける。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

(１ ) 常設重大事故等対処設備 

ａ．水素爆発対象機器（設計基準対象の施設と兼用）（第36. 

１表） 
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2.1.2.1.3 補機駆動用燃料補給設備 

水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用する設

備の代替安全圧縮空気系の可搬型空気圧縮機で使用する軽油

を補給するため，補機駆動用燃料補給設備の一部である軽油

貯槽（第42条  電源設備）を常設重大事故等対処設備として

新たに設置する。また，補機駆動用燃料補給設備の一部であ

る軽油用タンクローリ（第42条  電源設備）を可搬型重大事

故等対処設備として新たに配備する。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

(１ ) 常設重大事故等対処設備 

ａ．軽油貯槽（第42条  電源設備） 

(２ ) 可搬型重大事故等対処設備 

ａ．軽油用タンクローリ（第42条 電源設備） 

 

2.1.2.1.4 計装設備 

  重大事故等が発生し，計測機器（非常用のものを含む。）

の直流電源の喪失，その他の故障により当該重大事故等に対

処するために監視が困難となり，必要な情報を把握すること

ができなくなった場合において，可搬型の計測機器により重

大事故等の対処に有効な情報を計測できるよう，計装設備の

一部である可搬型圧縮空気手動供給ユニット接続系統圧力

計（第43条  計装設備），可搬型貯槽掃気圧縮空気流量計（第

43条  計装設備），可搬型かくはん系統圧縮空気圧力計（第

43条  計装設備），可搬型セル導出ユニット流量計（第43条  

計装設備），可搬型水素濃度計（第43条  計装設備）及び可搬
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型貯槽温度計（第43条  計装設備）を新たに配備する。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

(１ ) 可搬型重大事故等対処設備 

ａ．可搬型圧縮空気手動供給ユニット接続系統圧力計（第 

43条  計装設備） 

ｂ．可搬型貯槽掃気圧縮空気流量計（第43条  計装設備） 

ｃ．可搬型かくはん系統圧縮空気圧力計（第43条  計装設 

備） 

ｄ．可搬型セル導出ユニット流量計（第43条  計装設備） 

ｅ．可搬型水素濃度計（第43条  計装設備） 

ｆ．可搬型貯槽温度計（第43条  計装設備） 

 

2.1.2.2 セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による 

対応に使用する設備 

圧縮空気設備の安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失し，水

素爆発が発生する場合に備え，水素爆発対象貯槽等に接続する

換気系統の配管の流路を遮断し，換気系統の配管内が加圧状態

になった場合にセル内に設置された配管の外部へ放射性物質

を排出し，放射性物質の放出による影響を緩和するため，セル

導出設備，代替セル排気系，水素爆発対象機器，補機駆動用燃

料補給設備（第42条  電源設備）の一部，代替電源設備（第42

条  電源設備）の一部，計装設備（第43条  計装設備）の一部，

及び主排気筒（第21条  廃棄施設）を設置及び保管する。 

 

2.1.2.2.1 セル導出設備 
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セルへの導出経路を構築するため，設計基準対象の施設と兼

用するセル導出設備の配管・弁，隔離弁，水封安全器及びダク

ト・ダンパを常設重大事故等対処設備として位置付ける。セル

導出設備の塔槽類廃ガス処理設備からセルに導出するユニッ

ト及びセル導出ユニットフィルタは，常設重大事故等対処設備

として新たに設置する。 

また，可搬型ダクトを可搬型重大事故等対処設備として新た

に配備する。 

セル導出設備の系統概要図を第36.１図に示す。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

(１ ) 常設重大事故等対処設備 

ａ．配管・弁（設計基準対象の施設と兼用） 

ｂ．隔離弁（設計基準対象の施設と兼用） 

ｃ．水封安全器（設計基準対象の施設と兼用） 

ｄ．塔槽類廃ガス処理設備からセルに導出するユニット 

ｅ．セル導出ユニットフィルタ   

ｆ．ダクト・ダンパ（設計基準対象の施設と兼用） 

(２ ) 可搬型重大事故等対処設備 

ａ．可搬型ダクト 

  

2.1.2.2.2 代替セル排気系 

セル内へ導出された放射性エアロゾルを大気中へ放出する

前に除去することにより，大気中への放射性物質の異常な水準

の放出を防止できるようにするため，設計基準対象の施設と兼
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用する代替セル排気系のダクト・ダンパは，常設重大事故等対

処設備として位置付ける。 

代替セル排気系の主排気筒へ排出するユニットを常設重大

事故等対処設備として新たに設置する。 

また，代替セル排気系の可搬型重大事故等対処設備の可搬型

フィルタ，可搬型ダクト及び可搬型排風機を可搬型重大事故等

対処設備として新たに配備する。 

代替セル排気系の系統概要図を第36.１図に示す。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

(１ ) 常設重大事故等対処設備 

ａ．ダクト・ダンパ（設計基準対象の施設と兼用） 

ｂ．主排気筒へ排出するユニット 

(２ ) 可搬型重大事故等対処設備 

ａ．可搬型フィルタ 

ｂ．可搬型ダクト 

ｃ．可搬型排風機 

 

2.1.2.2.3 水素爆発対象機器 

  セルへの導出経路を構築するため，設計基準対象の施設と兼

用する水素爆発対象機器を常設重大事故等対処設備として位

置付ける。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

(１ ) 常設重大事故等対処設備 

ａ．水素爆発対象機器（設計基準対象の施設と兼用）（第36. 

１表） 
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2.1.2.2.4 補機駆動用燃料補給設備 

代替セル排気系の可搬型発電機で使用する軽油を補給する

ため，補機駆動用燃料補給設備の一部である軽油貯槽（第42条  

電源設備）を常設重大事故等対処設備として新たに設置する。

また，補機駆動用燃料補給設備の一部である軽油用タンクロー

リを（第42条  電源設備）可搬型重大事故等対処設備として新

たに配備する。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

(１ )  常設重大事故等対処設備 

ａ．軽油貯槽（第 42 条  電源設備） 

(２ )  可搬型重大事故等対処設備 

ａ．軽油用タンクローリ（第 42 条 電源設備） 

 

2.1.2.2.5 代替電源設備 

代替セル排気系の可搬型排風機に給電できるよう，可搬型発

電機（第42条  電源設備）を可搬型重大事故等対処設備として

新たに配備する。 

(１ ) 可搬型重大事故等対処設備 

ａ．可搬型発電機（第 42 条 電源設備） 

 

2.1.2.2.6 代替所内電気設備 

可搬型排風機に給電できるよう，重大事故対処用母線（常設

分電盤,常設電源ケーブル）（第42条 電源設備）を常設重大事

故等対処設備として新たに設置する。 
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可搬型分電盤（第42条 電源設備）及び可搬型電源ケーブル

は（第42条  電源設備），可搬型排風機に給電できるよう可搬

型重大事故等対処設備として新たに配備する。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

(１ ) 常設重大事故等対処設備 

ａ．重大事故対処用母線（常設分電盤,常設電源ケーブル）

（第42条  電源設備） 

(２ ) 可搬型重大事故等対処設備 

ａ．可搬型分電盤（第 42 条 電源設備） 

ｂ．可搬型電源ケーブル（第 42 条 電源設備） 

 

2.1.2.2.7 計装設備 

  重大事故等が発生し，計測機器（非常用のものを含む。）

の直流電源の喪失，その他の故障により当該重大事故等に対

処するために監視が困難となり，必要な情報を把握すること

ができなくなった場合において，可搬型の計測機器により重

大事故等の対処に有効な情報を計測できるよう，計装設備の

一部である可搬型水素濃度計（第43条  計装設備），可搬型

廃ガス洗浄塔入口圧力計（第43条  計装設備），可搬型導出

先セル圧力計（第43条  計装設備），可搬型フィルタ差圧計

（第43条  計装設備）及び可搬型セル導出ユニットフィルタ

差圧計（第43条  計装設備）を新たに配備する。 

主要な設備は，以下のとおりとする。 

(１ ) 可搬型重大事故等対処設備 

ａ．可搬型水素濃度計（第 43 条  計装設備） 
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ｂ．可搬型廃ガス洗浄塔入口圧力計（第 43 条  計装設備） 

ｃ．可搬型導出先セル圧力計（第 43 条  計装設備） 

ｄ．可搬型フィルタ差圧計（第 43 条  計装設備） 

ｅ．可搬型セル導出ユニットフィルタ差圧計（第 43 条 計装 

設備） 

 

2.1.2.2.8 主排気筒 

 セル内へ導出した放射性物質を主排気筒を介して大気中へ

放出するため，設計基準対象の施設と兼用する主排気筒（第 21

条  廃棄施設）を常設重大事故等対処設備として位置付ける。 

(１ ) 常設重大事故等対処設備 

ａ．主排気筒（設計基準対象の施設と兼用）  

（第 21 条  廃棄施設）  
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2.2 多様性，位置的分散 

基本方針については，「第33条 重大事故等対処設備」の「2.1 

多様性，位置的分散，悪影響防止等（第三十三条第１項第六号，

第２項，第３項第二号，第四号，第六号）」に示す。 

(１ ) 水素爆発の発生防止に使用する設備 

ａ． 水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する

設備 

   可搬型空気圧縮機は，安全圧縮空気系と共通要因によって

同時にその機能を損なわれるおそれがないよう，可搬型空気

圧縮機をディーゼルエンジンにより駆動し，必要な燃料は，

補機駆動用燃料補給設備からの補給が可能な設計とするこ

とで，電動往復式圧縮装置により構成する安全圧縮空気系の

空気圧縮機に対して多様性を有する設計とする。 

   代替安全圧縮空気系の可搬型建屋内ホース等は，外部から

の衝撃による損傷の防止が図られた前処理建屋，分離建屋，

精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル

廃液ガラス固化建屋内の，安全圧縮空気系又は代替安全圧縮

空気系の常設重大事故等対処設備と同時にその機能が損な

われるおそれがないよう，安全圧縮空気系又は代替安全圧縮

空気系の常設重大事故等対処設備と異なる場所に保管する

設計とする。 

   また，溢水，化学薬品の漏えい，内部発生飛散物及び配管

の全周破断に対して代替安全圧縮空気系の可搬型建屋内ホ

ース等は，安全圧縮空気系又は代替安全圧縮空気系の常設重

大事故等対処設備と同時にその機能が損なわれるおそれが
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ないようにするため，可能な限り位置的分散を図る。 

可搬型空気圧縮機は，転倒しないことを確認する，又は必

要により固縛等の処置をするとともに，基準地震動による地

震力により生じる敷地下斜面のすべり等の影響を受けない場

所に，前処理建屋内の安全圧縮空気系の空気圧縮機と同時に

その機能が損なわれるおそれがないように，前処理建屋内の

安全圧縮空気系の空気圧縮機が設置される建屋から 100ｍ以

上の離隔距離を確保した場所に保管するとともに外部保管エ

リアにも保管することで位置的分散を図る。 

前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム

混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋の外から空気

を供給する代替安全圧縮空気系のうち，可搬型建屋外ホース

及び可搬型建屋内ホースと常設重大事故等対処設備との接続

口は，複数のアクセスルートを踏まえて自然現象，外部人為

事象及び故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムに

対して前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニ

ウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋内の適切

に離隔した隣接しない位置の異なる複数の場所に設置する。

また，溢水，化学薬品漏えい及び火災によって同時にその機

能が損なわれるおそれがないよう，前処理建屋，分離建屋，

精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル

廃液ガラス固化建屋内のそれぞれ互いに異なる複数の場所に

設置する設計とする。 

一つの接続口で「放射線分解により発生する水素による爆

発」の発生を想定する対象機器の水素掃気機能及び液位計測
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機能を兼用して使用する場合には，それぞれの機能に必要な

容量が確保できる接続口を設ける設計とする。 

補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリの多様性，

位置的分散については「第42条：電源設備」に記載する。 

重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第43条：計装設備」に記載する。 

 

 (２ ) 水素爆発の拡大防止に使用する設備 

 ａ．水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用する設

備 

可搬型空気圧縮機は，安全圧縮空気系と共通要因によっ

て同時にその機能を損なわれるおそれがないよう，可搬型

空気圧縮機をディーゼルエンジンにより駆動し，必要な燃

料は，補機駆動用燃料補給設備からの補給が可能な設計と

することで，電動往復式圧縮装置により構成する安全圧縮

空気系の空気圧縮機に対して多様性を有する設計とする。 

代替安全圧縮空気系の可搬型建屋内ホース等は，外部か

らの衝撃による損傷の防止が図られた前処理建屋，分離建

屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レ

ベル廃液ガラス固化建屋内の，安全圧縮空気系又は代替安

全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備と同時にその機能

が損なわれるおそれがないよう，安全圧縮空気系又は代替

安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備と異なる場所に

保管する設計とする。 

また，溢水，化学薬品の漏えい，内部発生飛散物及び配管の全周
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破断に対して代替安全圧縮空気系の可搬型建屋内ホース等

は，安全圧縮空気系又は代替安全圧縮空気系の常設重大事故

等対処設備と同時にその機能が損なわれるおそれがないよ

うにするため，可能な限り位置的分散を図る。 

可搬型空気圧縮機は，転倒しないことを確認する，又は必

要により固縛等の処置をするとともに，基準地震動による地

震力により生じる敷地下斜面のすべり等の影響を受けない場

所に，前処理建屋内の安全圧縮空気系の空気圧縮機と同時に

その機能が損なわれるおそれがないように，前処理建屋内の

安全圧縮空気系の空気圧縮機が設置される建屋から 100ｍ以

上の離隔距離を確保した場所に保管するとともに外部保管エ

リアにも保管することで位置的分散を図る。 

前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム

混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋の外から空気

を供給する代替安全圧縮空気系のうち，可搬型建屋外ホース

及び可搬型建屋内ホースと常設重大事故等対処設備との接続

口は，複数のアクセスルートを踏まえて自然現象，外部人為

事象及び故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムに

対して前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニ

ウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋内の適切

に離隔した隣接しない位置の異なる複数の場所に設置する。

また，溢水，化学薬品漏えい及び火災によって同時にその機

能が損なわれるおそれがないよう，前処理建屋，分離建屋，

精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル

廃液ガラス固化建屋内のそれぞれ互いに異なる複数の場所に
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設置する設計とする。 

一つの接続口で「放射線分解により発生する水素による爆

発」の発生を想定する対象機器の水素掃気機能及び液位計測

機能を兼用して使用する場合には，それぞれの機能に必要な

容量が確保できる接続口を設ける設計とする。 

補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリの多様性，

位置的分散については「第 42 条：電源設備」に記載する。 

重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第 43 条：計装設備」に記載する。 

 

ｂ．セル導出設備 

代替換気設備の塔槽類廃ガス処理設備からセルに導出する

ユニット，セル導出ユニットフィルタ，凝縮器等は，塔槽類

廃ガス処理設備と共通要因によって同時にその機能が損なわ

れるおそれがないよう，塔槽類廃ガス処理設備から弁等によ

り隔離することで，独立性を有する設計とする。 

上記以外の代替換気設備の常設重大事故等対処設備の配

管・弁，ダクト・ダンパ等は，可能な限り独立性又は位置的

分散を図った上で，想定される重大事故等が発生した場合に

おける温度，放射線，荷重及びその他の使用条件において，

その機能を確実に発揮できる設計とする。 

重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第43条：計装設備」に記載する。 

 

ｃ．代替セル排気系 
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代替セル排気系の可搬型排風機は，建屋換気設備の排風

機と共通要因によって同時にその機能が損なわれるおそれ

がないよう，可搬型排風機を代替電源設備の可搬型発電機

の給電により駆動し，代替電源設備の可搬型発電機の運転

に必要な燃料は，補機駆動用燃料補給設備から補給が可能

な設計とすることで，多様性を有する設計とする。 

代替換気設備の可搬型排風機，可搬型フィルタ等は，外

部からの衝撃による損傷の防止が図られた前処理建屋，分

離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及

び高レベル廃液ガラス固化建屋内の建屋換気設備又は代替

換気設備の常設重大事故等対処設備と同時にその機能が損

なわれるおそれがないよう，建屋換気設備又は代替換気設

備の常設重大事故等対処設備と異なる場所に保管する設計

とする。 

また，溢水，化学薬品の漏えい，内部発生飛散物及び配

管の全周破断に対して可搬型排風機，可搬型フィルタ等

は，建屋換気設備又は代替換気設備の常設重大事故等対処

設備と同時にその機能が損なわれるおそれがないようにす

るため，可能な限り位置的分散を図る。 

代替換気設備の可搬型排風機，可搬型フィルタ等は，転

倒しないことを確認する，又は必要により固縛等の処置を

するとともに，基準地震動による地震力により生じる敷地

下斜面のすべり等の影響を受けない場所に，建屋換気設備

又は代替換気設備の常設重大事故等対処設備と同時にその

機能が損なわれるおそれがないように，建屋換気設備又は
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代替換気設備の常設重大事故等対処設備が設置される建屋

から 100ｍ以上の離隔距離を確保した外部保管エリアにも保

管することで位置的分散を図る。 

補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリの多様性，

位置的分散については「第42条：電源設備」に記載する。 

重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第43条：計装設備」に記載する。 
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2.3 悪影響防止（第三十三条第１項第六号） 

基本方針については，「第33条 重大事故等対処設備」の「2.1 

多様性，位置的分散，悪影響防止等（第三十三条第１項第六号，

第２項，第３項第二号，第四号，第六号）」に示す。 

(１ ) 水素爆発の発生防止に使用する設備 

ａ． 水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する

設備 

   代替安全圧縮空気系は，圧縮空気自動供給貯槽を隔離するこ

とにより機器圧縮空気自動供給ユニットから圧縮空気を供給

し，貯槽等の水素濃度を未然防止濃度未満に維持するための機

能へ悪影響を及ぼさない設計とする。  

   代替安全圧縮空気系の圧縮空気自動供給貯槽，圧縮空気自動

供給ユニット及び機器圧縮空気自動供給ユニットは，弁等の操

作によって安全機能を有する施設として使用する系統構成か

ら重大事故等対処設備としての系統構成とすることにより，他

の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。  

   代替安全圧縮空気系の建屋内空気中継配管，水素掃気配管・

弁及び機器圧縮空気供給配管・弁は，重大事故等発生前（通常

時）の離隔若しくは分離された状態から弁等の操作や接続によ

り重大事故等対処設備としての系統構成とすることにより，他

の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。  

   可搬型空気圧縮機は，回転体が飛散することを防ぐことで他

の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。  

   屋外に保管する可搬型空気圧縮機は，竜巻により飛来物とな

らないよう必要に応じて固縛等の措置をとることで他の設備
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に悪影響を及ぼさない設計とする。 

補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリの多様性，

位置的分散については「第42条：電源設備」に記載する。 

重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第43条：計装設備」に記載する。 

 

 (２ ) 水素爆発の拡大防止に使用する設備 

 ａ．水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用する設

備 

   代替安全圧縮空気系の圧縮空気手動供給ユニットは，弁等の

操作によって安全機能を有する施設として使用する系統構成

から重大事故等対処設備としての系統構成とすることにより，

他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。  

   代替安全圧縮空気系の建屋内空気中継配管，水素掃気配管・

弁及び機器圧縮空気供給配管・弁は，重大事故等発生前（通常

時）の離隔若しくは分離された状態から弁等の操作や接続によ

り重大事故等対処設備としての系統構成とすることにより，他

の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。  

   可搬型空気圧縮機は，回転体が飛散することを防ぐことで他

の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。  

   屋外に保管する可搬型空気圧縮機は，竜巻により飛来物とな

らないよう必要に応じて固縛等の措置をとることで他の設備

に悪影響を及ぼさない設計とする。 

補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリの多様性，位

置的分散については「第42条：電源設備」に記載する。 
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重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第43条：計装設備」に記載する。 

 

 ｂ．セル導出設備 

塔槽類廃ガス処理設備からセルに導出するユニットは，通常

時は弁により他の系統・機器と隔離し，重大事故等時に弁操作

等により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，

他の系統・機器に悪影響を及ぼさない設計とする。 

塔槽類廃ガス処理設備からセルに導出するユニット，セル導

出ユニットフィルタ等は，重大事故等発生前（通常時）の離隔

若しくは分離された状態から弁等の操作や接続により重大事

故等対処設備としての系統構成とすることにより，他の設備に

悪影響を及ぼさない設計とする。 

セル導出設備の配管・弁，ダクト・ダンパ等は，弁等の操作

によって安全機能を有する施設として使用する系統構成から

重大事故等対処設備としての系統構成とすることにより，他の

設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第43条：計装設備」に記載する。 

 

 ｃ．代替セル排気系 

代替セル排気系のダクト・ダンパ等は，弁等の操作によって

安全機能を有する施設として使用する系統構成から重大事故

等対処設備としての系統構成とすることにより，他の設備に悪

影響を及ぼさない設計とする。 
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代替セル排気系の可搬型排風機は，回転体が飛散することを

防ぐことで他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

屋外に保管する代替換気設備の可搬型排風機，可搬型フィル

タ等は，竜巻により飛来物とならないよう必要に応じて固縛等

の措置をとることで他の設備に悪影響を及ぼさない設計とす

る。 

補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリの多様性，位

置的分散については「第42条：電源設備」に記載する。 

重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第43条：計装設備」に記載する。 
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2.4 個数及び容量（第三十三条第１項第一号） 

基本方針については，「第33条 重大事故等対処設備」の「2.2 

個数及び容量（第三十三条第１項第一号）」に示す。 

 

 (１ ) 水素爆発の発生防止に使用する設備 

ａ．水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する設

備 

   圧縮空気自動供給系及び機器圧縮空気自動供給ユニット

は，想定される重大事故等時において，可搬型空気圧縮機か

らの圧縮空気の供給開始までに，「放射線分解により発生す

る水素による爆発」の発生を想定する対象機器の気相部にお

ける水素濃度をドライ換算８ｖｏｌ％未満に維持するため

に必要な空気を供給できる設計とする。  

   圧縮空気自動供給系及び機器圧縮空気自動供給ユニット

は，操作の時間を考慮し、必要な圧縮空気流量を確保するた

めに必要な容量を確保する設計とする。  

   可搬型空気圧縮機は，想定される重大事故等時において，

「放射線分解により発生する水素による爆発」の発生を想定

する対象機器が水素爆発に至ることを防止するために必要

な圧縮空気供給量を有する設計とするとともに，保有数は，

必要数として３台，予備として故障時及び保守点検による待

機除外時のバックアップを６台の合計９台を確保する。 

   可搬型空気圧縮機は，「放射線分解により発生する水素に

よる爆発」の発生を想定する対象機器へ圧縮空気を供給する

とともに，計装設備への圧縮空気を供給する場合に必要な容
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量を有する設計とし，兼用できる設計とする。 

   可搬型空気圧縮機は、同時に発生する可能性のある事故へ

の対処を含めて，事象進展に応じた使用の状態を踏まえた，

必要な容量を確保した設計とする。 

   可搬型建屋内ホースは，複数の敷設ルートで対処できるよ

う必要数を複数の敷設ルートに確保するとともに，建屋内に

保管するホースについては１本以上の予備を含めた個数を

必要数として確保する。 

   代替安全圧縮空気系は，安全圧縮空気系に対して，重大事

故等への対処に必要な設備を１セット確保する。 

   補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリの多様性，

位置的分散については「第 42 条：電源設備」に記載する。 

重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第43条：計装設備」に記載する。 

 

 (２ ) 水素爆発の拡大防止に使用する設備 

 ａ．水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用する設

備 

   圧縮空気手動供給ユニットは，想定される重大事故等時に

おいて，可搬型空気圧縮機からの圧縮空気の供給開始までに，

「放射線分解により発生する水素による爆発」の発生を想定

する対象機器の気相部における水素濃度をドライ換算８ｖ

ｏｌ％未満に維持するために必要な空気を供給できる設計

とする。  

   圧縮空気手動供給ユニットは，操作の時間を考慮し、必要
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な圧縮空気流量を確保するために必要な容量を確保する設

計とする。  

   可搬型空気圧縮機は，想定される重大事故等時において，

「放射線分解により発生する水素による爆発」の発生を想定

する対象機器が水素爆発に至ることを防止するために必要

な圧縮空気供給量を有する設計とするとともに，保有数は，

必要数として３台，予備として故障時及び保守点検による待

機除外時のバックアップを６台の合計９台を確保する。 

   可搬型空気圧縮機は，「放射線分解により発生する水素に

よる爆発」の発生を想定する対象機器へ圧縮空気を供給する

とともに，計装設備への圧縮空気を供給する場合に必要な容

量を有する設計とし，兼用できる設計とする。 

   可搬型空気圧縮機は、同時に発生する可能性のある事故へ

の対処を含めて，事象進展に応じた使用の状態を踏まえた，

必要な容量を確保した設計とする。 

   可搬型建屋内ホースは，複数の敷設ルートで対処できるよ

う必要数を複数の敷設ルートに確保するとともに，建屋内に

保管するホースについては１本以上の予備を含めた個数を

必要数として確保する。 

   代替安全圧縮空気系は，安全圧縮空気系に対して，重大事

故等への対処に必要な設備を１セット確保する。 

重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第 43 条：計装設備」に記載する。 

 

ｂ．セル導出設備  
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セル導出ユニットフィルタの保有数は，必要数として前処

理建屋に対して１基，分離建屋に対して１基，精製建屋に対

して１基，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋に対して１基

及び高レベル廃液ガラス固化建屋に対して１基の合計５基，

予備として５基の合計 10 基以上を確保する。 

セル導出設備のセル導出ユニットフィルタは，冷却機能の

喪失による蒸発乾固及び放射線分解により発生する水素に

よる爆発で同時に要求される複数の機能に必要な処理容量

を有する設計とし，兼用できる設計とする。 

代替換気設備は，塔槽類廃ガス処理設備及び建屋換気設備

に対して，重大事故等への対処に必要な設備を１セット確保

する。 

補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリの多様性，

位置的分散については「第42条：電源設備」に記載する。 

重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第43条：計装設備」に記載する。 

 

ｃ．代替セル排気系  

代替セル排気系の可搬型フィルタの保有数は，必要数とし

て前処理建屋に対して２基，分離建屋に対して２基，精製建

屋に対して２基，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋に対し

て２基及び高レベル廃液ガラス固化建屋に対して２基の合

計 10 基，予備として 10 基の合計 20 基以上を確保する。 

代替セル排気系の可搬型排風機は，冷却機能の喪失による

蒸発乾固及び放射線分解により発生する水素による爆発の
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発生等時において，放射性エアロゾルを代替セル排気系の可

搬型フィルタで除去しつつ，主排気筒を介して，大気中に放

出するために必要な排気風量を有する設計とするとともに，

保有数は，必要数として前処理建屋に対して１台，分離建屋

に対して１台，精製建屋に対して１台，ウラン・プルトニウ

ム混合脱硝建屋に対して１台及び高レベル廃液ガラス固化

建屋に対して１台の合計５台，予備として故障時及び待機除

外時のバックアップを６台の合計 11 台以上を確保する。 

 

代替セル排気系の可搬型排風機は，冷却機能の喪失による

蒸発乾固及び放射線分解により発生する水素による爆発で

同時に要求される複数の機能に必要な排気風量を有する設

計とし，兼用できる設計とする。 

代替セル排気系の可搬型フィルタは，冷却機能の喪失によ

る蒸発乾固及び放射線分解により発生する水素による爆発

で同時に要求される複数の機能に必要な処理容量を有する

設計とし，兼用できる設計とする。 

代替セル排気系は，塔槽類廃ガス処理設備及び建屋換気設

備に対して，重大事故等への対処に必要な設備を１セット確

保する。 
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2.5 環境条件等（第三十三条第１項第二号，第七号，第３項第 

三号，第四号） 

基本方針については，「第33条 重大事故等対処設備」の「2.3 

環境条件等（第三十三条第１項第二号，第七号，第３項第三号，

第四号）」に示す。 

 

(１ ) 水素爆発の発生防止に使用する設備 

ａ． 水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する

設備 

   代替安全圧縮空気系は，重大事故等時に想定される温度，

圧力，湿度，放射線の影響を考慮しても機能を喪失すること

はなく，必要な機能を有効に発揮することができる設計とす

る。  

   代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備は，「放射

線分解により発生する水素による爆発」の発生を想定する対

象機器の気相部における水素濃度 12ｖｏｌ％未満での水素

燃焼に伴う瞬間的に上昇する温度及び圧力の影響を考慮し

ても，機能を損なわない設計とする。  

   代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備は，同時に

発生するおそれがある冷却機能の喪失による蒸発乾固及び

放射線分解により発生する水素による爆発による温度，圧力

及び湿度に対して，機能を損なわない設計とする。  

   代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備は，外部か

らの衝撃による損傷を防止できる前処理建屋，分離建屋，精

製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃
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液ガラス固化建屋に設置し，風（台風）等により機能を損な

わない設計とする。  

   代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備は，基準地

震動の 1.2 倍の地震力を考慮しても機能を維持できる設計

とすることでその機能を損なわない設計とする。  

   代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備及び常設

重大事故等対処設備と可搬型重大事故等対処設備の接続口

は，溢水量及びを化学薬品の漏えい量を考慮し，影響を受け

ない高さへの設置及び被水，被液防護する設計とする。  

   代替安全圧縮空気系の水素掃気配管・弁及び機器圧縮空気

供給配管・弁は，配管の全周破断に対して，適切な材料を使

用することにより，漏えいした放射性物質を含む腐食性の液

体（溶液，有機溶媒等）により機能を損なわない設計とする。  

   可搬型空気圧縮機は，風（台風）及び竜巻に対して，風（台

風）及び竜巻による風荷重を考慮し，必要により当該設備の

転倒防止，固縛等の措置を講じて保管する設計とする。  

   可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースは，前処理建

屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建

屋，高レベル廃液ガラス固化建屋及び屋外エリアに保管する。

屋外エリアに保管する場合は，風（台風）及び竜巻に対して，

風（台風）及び竜巻による風荷重を考慮し，必要により当該

設備の転倒防止，固縛を図った設計とする。屋内に保管する

場合は，外部からの衝撃による損傷を防止できる前処理建屋，

分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及

び高レベル廃液ガラス固化建屋に保管し，風（台風）等によ
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り機能を損なわない設計とする。  

   可搬型空気圧縮機は，積雪及び火山の影響に対して，積雪

に対しては除雪する手順を，火山の影響（降下火砕物による

積載荷重，フィルタの目詰まり等）に対しては，可搬型空気

圧縮機を屋内に配置する手順を整備する。  

   可搬型空気圧縮機は，基準地震動の 1.2 倍の地震力を考慮

しても機能を維持できる設計とすることでその機能を損な

わない設計とする。  

   可搬型空気圧縮機は，溢水量及び化学薬品の漏えい量を考

慮し，影響を受けない高さへの保管及び被水，被液防護する

設計とする。  

   可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースは，内部発生

飛散物の影響を考慮し，前処理建屋，分離建屋，精製建屋，

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス

固化建屋の内部発生飛散物の影響を受けない場所に保管す

ることにより，機能を損なわない設計する。  

   補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリの多様性，

位置的分散については「第 42 条：電源設備」に記載する。 

   重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第 43 条：計装設備」に記載する。  

 

 (２ ) 水素爆発の拡大防止に使用する設備 

 ａ．水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用する設

備 

   代替安全圧縮空気系は，重大事故等時に想定される温度，
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圧力，湿度，放射線の影響を考慮しても機能を喪失すること

はなく，必要な機能を有効に発揮することができる設計とす

る。  

   代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備は，「放射

線分解により発生する水素による爆発」の発生を想定する対

象機器の気相部における水素濃度 12ｖｏｌ％未満での水素

燃焼に伴う瞬間的に上昇する温度及び圧力の影響を考慮し

ても，機能を損なわない設計とする。  

   代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備は，同時に

発生するおそれがある冷却機能の喪失による蒸発乾固及び

放射線分解により発生する水素による爆発による温度，圧力

及び湿度に対して，機能を損なわない設計とする。  

   代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備は，外部か

らの衝撃による損傷を防止できる前処理建屋，分離建屋，精

製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃

液ガラス固化建屋に設置し，風（台風）等により機能を損な

わない設計とする。  

   代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備は，基準地

震動の 1.2 倍の地震力を考慮しても機能を維持できる設計

とすることでその機能を損なわない設計とする。  

   代替安全圧縮空気系の常設重大事故等対処設備及び常設

重大事故等対処設備と可搬型重大事故等対処設備の接続口

は，溢水量及びを化学薬品の漏えい量を考慮し，影響を受け

ない高さへの設置及び被水，被液防護する設計とする。  

   代替安全圧縮空気系の水素掃気配管・弁及び機器圧縮空気
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供給配管・弁は，配管の全周破断に対して，適切な材料を使

用することにより，漏えいした放射性物質を含む腐食性の液

体（溶液，有機溶媒等）により機能を損なわない設計とする。  

   可搬型空気圧縮機は，風（台風）及び竜巻に対して，風（台

風）及び竜巻による風荷重を考慮し，必要により当該設備の

転倒防止，固縛等の措置を講じて保管する設計とする。  

   可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースは，前処理建

屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建

屋，高レベル廃液ガラス固化建屋及び屋外エリアに保管する。

屋外エリアに保管する場合は，風（台風）及び竜巻に対して，

風（台風）及び竜巻による風荷重を考慮し，必要により当該

設備の転倒防止，固縛を図った設計とする。屋内に保管する

場合は，外部からの衝撃による損傷を防止できる前処理建屋，

分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及

び高レベル廃液ガラス固化建屋に保管し，風（台風）等によ

り機能を損なわない設計とする。  

   可搬型空気圧縮機は，積雪及び火山の影響に対して，積雪

に対しては除雪する手順を，火山の影響（降下火砕物による

積載荷重，フィルタの目詰まり等）に対しては，可搬型空気

圧縮機を屋内に配置する手順を整備する。  

   可搬型空気圧縮機は，基準地震動の 1.2 倍の地震力を考慮

しても機能を維持できる設計とすることでその機能を損な

わない設計とする。  

   可搬型空気圧縮機は，溢水量及び化学薬品の漏えい量を考

慮し，影響を受けない高さへの保管及び被水，被液防護する
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設計とする。  

   可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースは，内部発生

飛散物の影響を考慮し，前処理建屋，分離建屋，精製建屋，

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス

固化建屋の内部発生飛散物の影響を受けない場所に保管す

ることにより，機能を損なわない設計する。  

   補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリの多様性，

位置的分散については「第 42 条：電源設備」に記載する。  

   重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第 43 条：計装設備」に記載する。  

 

ｂ．セル導出設備 

   代替換気設備の常設重大事故等対処設備は，同時に発生す

るおそれがある冷却機能の喪失による蒸発乾固及び放射線

分解により発生する水素による爆発による温度，圧力及び湿

度に対して，機能を損なわない設計とする。 

   セル導出設備の常設重大事故等対処設備は，放射線分解に

より発生する水素による爆発の発生を想定する対象機器に

おける水素濃度12ｖｏｌ％未満での水素爆発に伴う瞬間的

に上昇する温度及び圧力の影響を考慮しても，機能を損なわ

ない設計とする。 

   代替換気設備の常設重大事故等対処設備は，「1.7.18(５ ) 

地震を要因とする重大事故等に対する施設の耐震設計」に基

づく設計とすることでその機能を損なわない設計とする。 

   代替換気設備の常設重大事故等対処設備は，外部からの衝
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撃による損傷を防止できる前処理建屋，分離建屋，精製建屋，

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス

固化建屋に設置し，風（台風）等により機能を損なわない設

計とする。 

   代替換気設備の常設重大事故等対処設備及び常設重大事

故等対処設備と可搬型重大事故等対処設備の接続口は，溢水

量及び化学薬品の漏えい量を考慮し，影響を受けない高さへ

の設置及び被水，被液防護する設計とする。 

   代替換気設備の常設重大事故等対処設備は，配管の全周破

断に対して，適切な材料を使用すること又は影響を受けない

場所に設置することにより，漏えいした放射性物質を含む腐

食性の液体（溶液，有機溶媒等）により機能を損なわない設

計とする。 

   代替換気設備の可搬型重大事故等対処設備は，溢水量及び

化学薬品の漏えい量を考慮し，影響を受けない位置への保管

及び被水，被液防護する設計とする。 

   代替換気設備の可搬型重大事故等対処設備は，内部発生飛

散物の影響を考慮し，前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウ

ラン・プルトニウム混合脱硝建屋，高レベル廃液ガラス固化

建屋及び外部保管エリアの内部発生飛散物の影響を受けな

い場所に保管することにより，機能を損なわない設計する。 

   代替換気設備の可搬型重大事故等対処設備は，配管の全周

破断に対して，漏えいした放射性物質を含む腐食性の液体

（溶液，有機溶媒等）の影響を受けない材質とすること又は

漏えい量を考慮した位置又は構造，被液防護等の措置を講じ
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て保管することにより，機能を損なわない設計とする。 

   代替換気設備の弁，ダンパ等の操作は，想定される重大事

故等が発生した場合においても操作に支障がないように，線

量率の高くなるおそれの少ない場所の選定又は当該設備の

設置場所への遮蔽の設置等により当該設備の設置場所で操

作可能な設計とする。 

   代替換気設備の可搬型重大事故等対処設備は，想定される

重大事故等が発生した場合においても設置及び常設設備と

の接続に支障がないように，線量率の高くなるおそれの少な

い場所の選定又は当該設備の設置場所への遮蔽の設置等に

より当該設備の設置場所で操作可能な設計により，当該設備

の設置及び常設設備との接続が可能な設計とする。 

   塔槽類廃ガス処理設備からセル導出経路への切替えは，弁

の手動操作又は弁の手動操作と可搬型ダクトによるセル導

出経路の構築とし，重大事故等が発生した場合において，当

該設置場所で操作できる設計とする。 

   重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第43条：計装設備」に記載する。 

 

 ｃ．代替セル排気系 

   代替換気設備の常設重大事故等対処設備は，同時に発生す

るおそれがある冷却機能の喪失による蒸発乾固及び放射線

分解により発生する水素による爆発による温度，圧力及び湿

度に対して，機能を損なわない設計とする。 

   代替換気設備の常設重大事故等対処設備は，「1.7.18(５ ) 
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地震を要因とする重大事故等に対する施設の耐震設計」に基

づく設計とすることでその機能を損なわない設計とする。 

   代替換気設備の常設重大事故等対処設備は，外部からの衝

撃による損傷を防止できる前処理建屋，分離建屋，精製建屋，

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス

固化建屋に設置し，風（台風）等により機能を損なわない設

計とする。 

   代替換気設備の常設重大事故等対処設備のうち，建屋外に

設置する代替セル排気系のダクト・ダンパ及び主排気筒は，

風（台風），竜巻，積雪及び火山の影響に対して，風（台風）

及び竜巻による風荷重，積雪荷重及び降下火砕物による積載

荷重により機能を損なわない設計とする。 

   代替換気設備の常設重大事故等対処設備及び常設重大事

故等対処設備と可搬型重大事故等対処設備の接続口は，溢水

量及び化学薬品の漏えい量を考慮し，影響を受けない高さへ

の設置及び被水，被液防護する設計とする。 

   代替換気設備の常設重大事故等対処設備は，配管の全周破

断に対して，適切な材料を使用すること又は影響を受けない

場所に設置することにより，漏えいした放射性物質を含む腐

食性の液体（溶液，有機溶媒等）により機能を損なわない設

計とする。 

   代替換気設備の可搬型排風機，可搬型フィルタ等は，外部

からの衝撃による損傷を防止できる前処理建屋，分離建屋，

精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル

廃液ガラス固化建屋に保管し，風（台風）等により機能を損
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なわない設計とする。 

   代替換気設備の可搬型排風機，可搬型フィルタ等は，風（台

風）及び竜巻に対して，風（台風）及び竜巻による風荷重を

考慮し，必要により当該設備の転倒防止，固縛等の措置を講

じて保管する設計とする。 

   代替セル排気系の可搬型排風機は，「1.7.18(５ ) 地震を

要因とする重大事故等に対する施設の耐震設計」に基づく設

計とすることでその機能を損なわない設計とする。 

   代替換気設備の可搬型重大事故等対処設備は，溢水量及び

化学薬品の漏えい量を考慮し，影響を受けない位置への保管

及び被水，被液防護する設計とする。 

   代替換気設備の可搬型重大事故等対処設備は，内部発生飛

散物の影響を考慮し，前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウ

ラン・プルトニウム混合脱硝建屋，高レベル廃液ガラス固化

建屋及び外部保管エリアの内部発生飛散物の影響を受けな

い場所に保管することにより，機能を損なわない設計する。 

   代替換気設備の可搬型重大事故等対処設備は，配管の全周

破断に対して，漏えいした放射性物質を含む腐食性の液体

（溶液，有機溶媒等）の影響を受けない材質とすること又は

漏えい量を考慮した位置又は構造，被液防護等の措置を講じ

て保管することにより，機能を損なわない設計とする。 

   代替換気設備の弁，ダンパ等の操作は，想定される重大事

故等が発生した場合においても操作に支障がないように，線

量率の高くなるおそれの少ない場所の選定又は当該設備の

設置場所への遮蔽の設置等により当該設備の設置場所で操
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作可能な設計とする。 

   代替換気設備の可搬型重大事故等対処設備は，想定される

重大事故等が発生した場合においても設置及び常設設備と

の接続に支障がないように，線量率の高くなるおそれの少な

い場所の選定又は当該設備の設置場所への遮蔽の設置等に

より当該設備の設置場所で操作可能な設計により，当該設備

の設置及び常設設備との接続が可能な設計とする。 

   建屋換気設備のセルからの排気系から代替セル排気系へ

の切替えは，ダンパの手動操作と可搬型ダクトによる経路の

構築とし，重大事故等が発生した場合において，当該設置場

所で操作できる設計とする。 

補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリの多様性，

位置的分散については「第42条：電源設備」に記載する。 

重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第43条：計装設備」に記載する。 
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2.6 操作性の確保【第三十三条第１項第三号，第五号，第３項 

第一号，第五号】 

基本方針については，「第33条 重大事故等対処設備」の「2.4 

操作性及び試験・検査性（第三十三条第１項第三号，第四号，

第五号，第３項第一号，第五号）」に示す。 

 (１ ) 水素爆発の発生防止に使用する設備 

 ａ．水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する設

備 

   可搬型空気圧縮機を接続する接続口は，コネクタ式に統一

することにより，現場での接続が可能な設計とする。  

   水素掃気配管・弁，機器圧縮空気供給配管・弁は，通常時

に使用する系統から速やかに切り替えることができるよう，

系統に必要な弁等を設ける設計とする。 

   可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースは，容易かつ

確実に接続でき，かつ，複数の系統が相互に使用することが

できるよう，口径並びに内部流体の圧力及び温度に応じたコ

ネクタ接続又はより簡便な接続方式を用いる設計とする。 

補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリの多様性，

位置的分散については「第42条：電源設備」に記載する。 

重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第43条：計装設備」に記載する。 

 

 (２ ) 水素爆発の拡大防止に使用する設備 

 ａ．水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用する設

備 
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   可搬型空気圧縮機を接続する接続口は，コネクタ式に統一

することにより，現場での接続が可能な設計とする。  

   水素掃気配管・弁，機器圧縮空気供給配管・弁及び圧縮空

気手動供給ユニットは，通常時に使用する系統から速やかに

切り替えることができるよう，系統に必要な弁等を設ける設

計とする。 

   可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースは，容易かつ

確実に接続でき，かつ，複数の系統が相互に使用することが

できるよう，口径並びに内部流体の圧力及び温度に応じたコ

ネクタ接続又はより簡便な接続方式を用いる設計とする。 

補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリの多様性，

位置的分散については「第42条：電源設備」に記載する。 

   重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第 43 条：計装設備」に記載する。 

 

ｂ．セル導出設備 

セル導出設備は，通常時に使用する系統から速やかに切り

替えることができるよう，系統に必要な弁等を設ける設計と

する。 

代替換気設備の可搬型重大事故等対処設備は，容易かつ確

実に接続でき，かつ，複数の系統が相互に使用することがで

きるよう，配管・ダクト・ホースは口径並びに内部流体の圧

力及び温度に応じたフランジ接続又はより簡便な接続方式

を用い，ケーブルはネジ接続又はより簡便な接続方式を用い

る設計とする。 
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塔槽類廃ガス処理設備からセル導出経路への切替えは，弁

の手動操作又は弁の手動操作と可搬型ダクトによるセル導

出経路の構築とし，重大事故等が発生した場合において，操

作及び作業できる設計とする。 

重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第43条：計装設備」に記載する。 

 

ｃ．代替セル排気系 

代替換気設備の可搬型排風機，可搬型フィルタ，可搬型ダ

クト等の接続は，一般的に使用される工具を用いて接続可能

なフランジ接続に統一することにより，現場での接続が可能

な設計とする。 

代替セル排気系は，通常時に使用する系統から速やかに切

り替えることができるよう，系統に必要な弁等を設ける設計

とする。 

代替換気設備の可搬型重大事故等対処設備は，容易かつ確

実に接続でき，かつ，複数の系統が相互に使用することがで

きるよう，配管・ダクト・ホースは口径並びに内部流体の圧

力及び温度に応じたフランジ接続又はより簡便な接続方式

を用い，ケーブルはネジ接続又はより簡便な接続方式を用い

る設計とする。 

建屋換気設備のセルからの排気系から代替セル排気系へ

の切替えは，ダンパの手動操作と可搬型ダクトによる経路の

構築とし，重大事故等が発生した場合において，操作及び作

業できる設計とする。 
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補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリの多様性，

位置的分散については「第42条：電源設備」に記載する。 

重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第43条：計装設備」に記載する。 
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2.7 試験・検査性【第三十三条第１項第四号】 

基本方針については，「第33条 重大事故等対処設備」の「2.4 

操作性及び試験・検査性（第三十三条第１項第三号，第四号，

第五号，第３項第一号，第五号）」に示す。 

 (１ ) 水素爆発の発生防止に使用する設備 

 ａ．水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する設

備 

   可搬型空気圧縮機，圧縮空気自動供給系の圧縮空気自動供

給ユニット及び機器圧縮空気自動供給ユニットは，再処理施

設の運転中又は停止中に独立して機能・性能，外観の確認，

漏えいの有無の確認及び分解又は取替えが可能な設計とす

る。 

   可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースと常設設備

との接続口は，外観の確認が可能な設計とする。 

   代替安全圧縮空気系は，法令要求対象に対する法定検査に

加え，維持活動としての点検（日常の運転管理の活用を含む）

が実施可能な設計とする。 

補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリの多様性，

位置的分散については「第42条：電源設備」に記載する。 

重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第43条：計装設備」に記載する。 

 

 (２ ) 水素爆発の拡大防止に使用する設備 

 ａ．水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用する設

備 
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   可搬型空気圧縮機及び圧縮空気手動供給ユニットは，再処

理施設の運転中又は停止中に独立して機能・性能，外観の確

認，漏えいの有無の確認及び分解又は取替えが可能な設計と

する。 

   可搬型建屋内ホース及び可搬型建屋外ホースと常設設備

との接続口は，外観の確認が可能な設計とする。 

   代替安全圧縮空気系は，法令要求対象に対する法定検査に

加え，維持活動としての点検（日常の運転管理の活用を含む）

が実施可能な設計とする。 

   重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第 43 条：計装設備」に記載する。 

 

ｂ．代替換気設備 

代替セル排気系の可搬型排風機は，運転状態の確認及び外

観の確認が可能な設計とする。 

代替換気設備の接続口は，外観の確認が可能な設計とする。 

可搬型排風機は，運転状態の確認及び外観の確認が可能な

設計とする。 

補機駆動用燃料補給設備の軽油用タンクローリの多様性，

位置的分散については「第42条：電源設備」に記載する。 

重大事故等対処計装設備の多様性，位置的分散については，

「第43条：計装設備」に記載する。 
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第 36.１表 「放射線分解により発生する水素による爆発」の 

発生を想定する対象貯槽等 

 

 

 

 

建屋 機器グループ 機器 

前処理建屋 
前処理建屋 

水素爆発 

中継槽Ａ 

中継槽Ｂ 

計量前中間貯槽Ａ 

計量前中間貯槽Ｂ 

計量・調整槽 

計量補助槽 

計量後中間貯槽 

分離建屋 
分離建屋 

水素爆発 

溶解液中間貯槽 

溶解液供給槽 

抽出廃液受槽 

抽出廃液中間貯槽 

抽出廃液供給槽Ａ 

抽出廃液供給槽Ｂ 

プルトニウム溶液受槽 

プルトニウム溶液中間貯槽 

第２一時貯留処理槽 

第３一時貯留処理槽 

第４一時貯留処理槽 

高レベル廃液濃縮缶 ※１ 

精製建屋 
精製建屋 

水素爆発 

プルトニウム溶液供給槽 

プルトニウム溶液受槽 

油水分離槽 

プルトニウム濃縮缶供給槽 

プルトニウム濃縮缶 

プルトニウム溶液一時貯槽 

プルトニウム濃縮液受槽 

プルトニウム濃縮液計量槽 

プルトニウム濃縮液中間貯槽 

プルトニウム濃縮液一時貯槽 

リサイクル槽 
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（つづき） 

建屋 機器グループ 機器 

精製建屋 
精製建屋 

水素爆発 

希釈槽 

第２一時貯留処理槽 

第３一時貯留処理槽 

第７一時貯留処理槽 

ウラン・プルトニ

ウム混合脱硝建屋 

ウラン・プルトニ

ウム混合脱硝建屋 

水素爆発 

硝酸プルトニウム貯槽 

混合槽Ａ 

混合槽Ｂ 

一時貯槽 ※２ 

高レベル廃液ガラ

ス固化建屋 

高レベル廃液ガ

ラス固化建屋 

水素爆発 

第１高レベル濃縮廃液貯槽 

第２高レベル濃縮廃液貯槽 

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽 

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽 

高レベル廃液共用貯槽 ※２ 

高レベル廃液混合槽Ａ 

高レベル廃液混合槽Ｂ 

供給液槽Ａ 

供給液槽Ｂ 

供給槽Ａ 

供給槽Ｂ 

※１ 長期予備を除く。 

※２ 平常時は他の貯槽等の内包液を受け入れることができるよう，空き容

量を確保している。 
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第 36.２表 水素爆発の対処に用いる主要設備の仕様 

ａ．水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する設備 

［常設重大事故等対処設備］ 

（ａ）水素掃気配管・弁（設計基準対象の施設と兼用（第 9.3－３図～７図）） 

    数  量   49 系列 

接続方式   コネクタ方式 

（ｂ）機器圧縮空気供給配管・弁（設計基準対象の施設と兼用（第 9.3－３図 

～７図） 

    数  量   49 系列 

接続方式   コネクタ方式 

（ｃ）圧縮空気自動供給系 圧縮空気自動供給貯槽 

    種  類   よこ置円筒形（分離建屋） 

           たて置円筒形（精製建屋） 

    基  数   ３基（分離建屋） 

           ５基（精製建屋） 

    容  量   約 5.5ｍ３／基（分離建屋） 

           約 2.5ｍ３／基（精製建屋のうち２基） 

           約５ｍ３／基（精製建屋のうち３基） 

    主 要 材 料       ステンレス鋼 

（ｄ）圧縮空気自動供給系 圧縮空気自動供給ユニット 

    数  量   １式 

    容  量   約 15ｍ３［normal］ 

（ｅ）機器圧縮空気自動供給ユニット 

    数  量   １式 

    容  量   約 10ｍ３［normal］（分離建屋） 
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          約 52ｍ３［normal］（精製建屋） 

          約 20ｍ３［normal］（ウラン・プルトニウム混合脱硝

建屋） 

（ｆ）建屋内空気中継配管 

数  量   ８系列 

接続方式   コネクタ方式 

（ｇ）「放射線分解により発生する水素による爆発」の発生を想定する対象 

  機器（設計基準対象の施設と兼用）（第 9.3－２表） 

（ｈ）補機駆動用燃料補給設備 

「第 9.14－１表 補機駆動用燃料補給設備の設備仕様」に記載する。 

 

［可搬型重大事故等対処設備］ 

（ａ）可搬型空気圧縮機 

    台  数   ９台（予備として故障時及び待機除外時のバックア

ップを６台） 

    容  量   約 7.5ｍ３／min［normal］／台（前処理建屋，分離 

建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋で使用） 

           約 3.9ｍ３／min［normal］／台（精製建屋及びウラ 

ン・プルトニウム混合脱硝建屋で使用） 

（ｂ）可搬型建屋外ホース 

    数  量   １式 

    接続方式   コネクタ方式 

（ｃ）可搬型建屋内ホース 

    数  量   １式 

    接続方式   コネクタ方式 
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（ｄ）補機駆動用燃料補給設備 

「第 9.14－１表 補機駆動用燃料補給設備の設備仕様」に記載する。 

（ｅ）計装設備 

「第 6.2.1－１表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕

様」に記載する。 

 

ｂ．水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用する設備 

［常設重大事故等対処設備］ 

（ａ）機器圧縮空気供給配管・弁（設計基準対象の施設と兼用（第 9.3－８ 

図～12 図） 

    数  量   98 系列 

接続方式   コネクタ方式 

（ｂ）圧縮空気手動供給ユニット 

    数  量   １式 

    容  量   約 10ｍ３［normal］（分離建屋） 

          約 62ｍ３［normal］（精製建屋） 

          約 31ｍ３［normal］（ウラン・プルトニウム混合脱硝

建屋） 

（ｃ）建屋内空気中継配管 

数  量   ８系列 

接続方式   コネクタ方式 

（ｇ）「放射線分解により発生する水素による爆発」の発生を想定する対象

機器（設計基準対象の施設と兼用）（第 9.3－２表） 

（ｈ）補機駆動用燃料補給設備 

「第 9.14－１表 補機駆動用燃料補給設備の設備仕様」に記載する。 
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［可搬型重大事故等対処設備］ 

（ａ）可搬型空気圧縮機 

    台  数   ９台（予備として故障時及び待機除外時のバックア

ップを６台 ，水素爆発を未然に防止するための

空気の供給に使用する設備を兼用） 

    容  量   約 7.5ｍ３／min［normal］／台（前処理建屋，分離 

建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋で使用） 

           約 3.9ｍ３／min［normal］／台（精製建屋及びウラ 

ン・プルトニウム混合脱硝建屋で使用） 

（ｂ）可搬型建屋外ホース 

    数  量   １式（水素爆発を未然に防止するための空気の供給 

に使用する設備を一部兼用） 

    接続方式   コネクタ方式 

（ｃ）可搬型建屋内ホース 

    数  量   １式（水素爆発を未然に防止するための空気の供給 

に使用する設備を一部兼用） 

    接続方式   コネクタ方式 

（ｄ）補機駆動用燃料補給設備 

「第 9.14－１表 補機駆動用燃料補給設備の設備仕様」に記載す

る。 

（ｅ）計装設備 

「第 6.2.1－１表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器

仕様」に記載する。 
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）

 
代
替
安
全

圧
縮
空

気
系

の
接
続
口

配
置
図

及
び

接
続
口
一

覧
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

 

地
下
１
階

）
（
水

素
爆

発
の
再
発

を
防
止

す
る

た
め
の

空
気

の
供

給
）

 

第
１

接
続

口
第

２
接

続
口

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

地
下

２
階

⑥
第

２
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
貯

槽
地

下
２

階
⑦

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

地
下

２
階

⑨
地

下
２

階
⑬

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

供
給

液
槽

Ａ
供

給
槽

Ａ
供

給
液

槽
Ｂ

供
給

槽
Ｂ

地
下

２
階

⑭

地
下

３
階

⑮

地
上

１
階

⑯

地
上

１
階

⑰

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
水

素
爆

発

地
下

１
階

⑧

地
上

１
階

⑩

地
下

１
階

⑪

地
下

１
階

⑫

地
下

２
階

⑬
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⑩
 

⑰
 

第
3
6
－

２
図

（
3
2
）

 
代

替
安
全

圧
縮
空

気
系

の
接
続
口

配
置
図

及
び

接
続
口
一

覧
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

 

地
上
１
階

）
（
水

素
爆

発
の
再
発

を
防
止

す
る

た
め
の

空
気

の
供

給
）

 

第
１

接
続

口
第

２
接

続
口

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

地
下

２
階

⑥
第

２
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
貯

槽
地

下
２

階
⑦

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

地
下

２
階

⑨
地

下
２

階
⑬

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

供
給

液
槽

Ａ
供

給
槽

Ａ
供

給
液

槽
Ｂ

供
給

槽
Ｂ

地
下

２
階

⑭

地
下

３
階

⑮

地
上

１
階

⑯

地
上

１
階

⑰

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
水

素
爆

発

地
下

１
階

⑧

地
上

１
階

⑩

地
下

１
階

⑪

地
下

１
階

⑫

地
下

２
階

⑬

⑯
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２章 補足説明資料 

260



再
処
理
施
設
　
安
全
審
査
　
整
理
資
料
　
補
足
説
明
資
料
リ
ス
ト

令
和
2
年
4
月
1
3
日
R
6

資
料
N
o
.

名
称

提
出
日

R
e
v

補
足
説
明
資
料
2
-
1

S
A
設
備
基
準
適
合
性
一
覧
表

4
/
1
3

2

補
足
説
明
資
料
2
-
2

配
置
図

4
/
1
3

4

補
足
説
明
資
料
2
-
3

系
統
図

4
/
1
3

4

補
足
説
明
資
料
2
-
4

容
量
設
定
根
拠

4
/
1
3

2

補
足
説
明
資
料
2
-
5

そ
の
他
設
備

4
/
1
3

2

補
足
説
明
資
料
2
-
6

Ｓ
Ａ
バ
ウ
ン
ダ
リ
系
統
図
（
参
考
図
）

1
/
1
0

2

補
足
説
明
資
料
2
-
7

接
続
図

4
/
1
3

4

補
足
説
明
資
料
2
-
8

保
管
場
所
図

4
/
1
3

3

補
足
説
明
資
料
2
-
9

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
図

4
/
1
3

4

補
足
説
明
資
料
2
-
1
0

計
装
設
備
の
測
定
原
理

1
/
1
0

1

補
足
説
明
資
料
2
-
1
1

試
験
検
査

4
/
1
3

2

第
3
6
条
：
放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備

再
処
理
施
設
　
安
全
審
査
　
整
理
資
料
　
補
足
説
明
資
料

備
考

(1
/
1
)
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3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
(１

)　
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

(１
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
(１

)　
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

(１
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
(１

)　
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

(１
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
(１

)　
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

(１
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
水

素
掃

気
配

管
・
弁

（
設

計
基

準
設

備
兼

用
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
水

素
掃

気
配

管
・
弁

（
設

計
基

準
設

備
兼

用
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
（
設

計
基

準
設

備
兼

用
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
（
設

計
基

準
設

備
兼

用
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
可

搬
型

空
気

圧
縮

機
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス

圧
縮

空
気

設
備

水
素

掃
気

用
安

全
圧

縮
空

気
系

清
澄

・
計

量
設

備
清

澄
・
計

量
設

備
計

測
制

御
設

備
－

建
屋

外
ホ

ー
ス

建
屋

内
ホ

ー
ス

建
屋

内
ホ

ー
ス

－
－

－
－

－
種

　
　

類
　

　
　

呼
び

径
2
0
ｍ

ｍ
，

2
0
ｍ

／
本

種
　

　
類

　
　

　
呼

び
径

2
0
ｍ

ｍ
，

2
0
ｍ

／
本

種
　

　
類

　
　

　
呼

び
径

2
0
ｍ

ｍ
，

５
ｍ

／
本

数
　

　
量

　
　

　
１

系
列

数
　

　
量

　
　

　
7
系

列
数

　
　

量
　

　
　

２
系

列
数

　
　

量
　

　
　

５
系

列
台

　
　

数
　

　
　

４
台

（
う

ち
２

台
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
，

１
台

は
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）

数
　

　
量

　
　

　
2
7
本

（
う

ち
1
8
本

は
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）
数

　
　

量
　

　
　

1
8
本

（
う

ち
1
2
本

は
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）
数

　
　

量
　

　
　

６
本

（
う

ち
４

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

－
－

－
－

容
　

　
量

　
　

　
約

4
5
0
ｍ

３
／

ｈ
／

台
－

－
－

１
系

列
1
1
系

列
２

系
列

５
系

列
２

セ
ッ

ト
＋

１
台

（
１

セ
ッ

ト
＋

１
台

）
３

（
２

）
セ

ッ
ト

３
（
２

）
セ

ッ
ト

３
（
２

）
セ

ッ
ト

－
－

－
－

約
4
5
0
ｍ

３
／

ｈ
／

台
－

－
－

温
度

、
圧

力
、

湿
度

、
放

射
線

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

屋
外

環
境

に
対

応
屋

外
環

境
に

対
応

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

自
然

現
象

等
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

外
環

境
に

対
応

屋
外

環
境

に
対

応
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い

地
震

随
伴

の
溢

水
、

化
学

薬
品

漏
え

い
※

1
及

び
火

災
※

2
※

1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

屋
外

の
た

め
該

当
し

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

操
作

環
境

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
外

屋
内

屋
内

屋
内

操
作

内
容

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

起
動

及
び

停
止

操
作

操
作

不
要

操
作

不
要

操
作

不
要

第
４

号
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照

第
５

号
通

常
と

同
じ

弁
操

作
通

常
と

同
じ

弁
操

作
通

常
と

同
じ

弁
操

作
通

常
と

同
じ

弁
操

作
重

大
事

故
対

処
専

用
で

あ
り

該
当

し
な

い
重

大
事

故
対

処
専

用
で

あ
り

該
当

し
な

い
重

大
事

故
対

処
専

用
で

あ
り

該
当

し
な

い
重

大
事

故
対

処
専

用
で

あ
り

該
当

し
な

い

系
統

設
計

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

そ
の

他
（
飛

散
物

）
該

当
な

し
該

当
な

し
該

当
な

し
該

当
な

し
保

管
時

は
固

縛
に

よ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
保

管
時

は
固

縛
に

よ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
保

管
時

は
固

縛
に

よ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
保

管
時

は
固

縛
に

よ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

第
７

号
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

落
雷

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

第
１

号
－

－
－

－

第
２

号
－

－
－

－

第
３

号
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
と

異
な

る
場

所
へ

の
保

管
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
に

対
す

る
考

慮
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
１

セ
ッ

ト
を

保
管

外
部

保
管

エ
リ

ア
に

１
セ

ッ
ト

を
保

管
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
１

セ
ッ

ト
を

保
管

外
部

保
管

エ
リ

ア
に

１
セ

ッ
ト

を
保

管

第
５

号
２

ル
ー

ト
確

保
２

ル
ー

ト
確

保
２

ル
ー

ト
確

保
２

ル
ー

ト
確

保

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

保
管

時
は

固
縛

を
し

て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、

溢
水

に
対

す
る

防
護

を
し

て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、

溢
水

に
対

す
る

防
護

を
し

て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、

溢
水

に
対

す
る

防
護

を
し

て
保

管

落
雷

建
物

近
傍

、
保

管
庫

及
び

簡
易

倉
庫

に
保

建
屋

内
及

び
外

部
保

管
エ

リ
ア

1
に

保
管

建
屋

内
及

び
外

部
保

管
エ

リ
ア

1
に

保
管

建
屋

内
及

び
外

部
保

管
エ

リ
ア

1
に

保
管

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

建
屋

内
へ

移
動

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い

3
3
条

適
合

性

第
６

号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト

第
４

号

第
６

号
悪 影 響

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

常
設

と
の

接
続

性

異
な

る
複

数
の

接
続

口
の

確
保

（
再

処
理

施
設

の
外

か
ら

水
等

を
供

給
す

る
も

の
）

共
通

要
因

故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１

号

個
数

（
）
は

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

※
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
個

数
は

除
く
。

容
量

第
２

号

環 境 条 件 に お け る 健 全 性

第
３

号
操 作 性

試
験

・
検

査

切
り

替
え

性
（
本

来
の

用
途

以
外

の
用

途
で

使
用

す
る

場
合

）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

265



温
度

、
圧

力
、

湿
度

、
放

射
線

自
然

現
象

等

地
震

随
伴

の
溢

水
、

化
学

薬
品

漏
え

い
※

1
及

び
火

災
※

2
※

1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

操
作

環
境

操
作

内
容

第
４

号

第
５

号

系
統

設
計

そ
の

他
（
飛

散
物

）

第
７

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
１

号

第
２

号

第
３

号

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
と

異
な

る
場

所
へ

の
保

管

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
に

対
す

る
考

慮

第
５

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

3
3
条

適
合

性

第
６

号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト

第
４

号

第
６

号
悪 影 響

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

常
設

と
の

接
続

性

異
な

る
複

数
の

接
続

口
の

確
保

（
再

処
理

施
設

の
外

か
ら

水
等

を
供

給
す

る
も

の
）

共
通

要
因

故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１

号

個
数

（
）
は

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

※
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
個

数
は

除
く
。

容
量

第
２

号

環 境 条 件 に お け る 健 全 性

第
３

号
操 作 性

試
験

・
検

査

切
り

替
え

性
（
本

来
の

用
途

以
外

の
用

途
で

使
用

す
る

場
合

）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
(１

)　
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

(１
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
(２

)　
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

(２
)　

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
(２

)　
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

(２
)　

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
(２

)　
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

(２
)　

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

（
設

計
基

準
設

備
兼

用
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

（
設

計
基

準
設

備
兼

用
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
可

搬
型

空
気

圧
縮

機
（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

を
兼

用
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

を
兼

用
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

を
兼

用
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

建
屋

内
ホ

ー
ス

建
屋

内
ホ

ー
ス

清
澄

・
計

量
設

備
（
拡

大
防

止
用

圧
縮

空
気

供
給

系
）

計
測

制
御

設
備

-
－

建
屋

内
ホ

ー
ス

（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

）

建
屋

内
ホ

ー
ス

（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

）
種

　
　

類
　

　
　

呼
び

径
９

ｍ
ｍ

，
2
0
ｍ

／
本

種
　

　
類

　
　

　
呼

び
径

９
ｍ

ｍ
，

５
ｍ

／
本

－
－

－
種

　
　

類
　

　
　

呼
び

径
2
0
ｍ

ｍ
，

2
0
ｍ

／
本

種
　

　
類

　
　

　
呼

び
径

2
0
ｍ

ｍ
，

2
0
ｍ

／
本

種
　

　
類

　
　

　
呼

び
径

2
0
ｍ

ｍ
，

５
ｍ

／
本

数
　

　
量

　
　

　
5
7
本

（
う

ち
3
8
本

は
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）
数

　
　

量
　

　
　

９
本

（
う

ち
６

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

数
　

　
量

　
　

　
７

系
列

数
　

　
量

　
　

　
７

系
列

台
　

　
数

　
　

　
４

台
（
う

ち
２

台
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
，

１
台

は
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）

数
　

　
量

　
　

　
2
7
本

（
う

ち
1
8
本

は
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）
数

　
　

量
　

　
　

６
本

（
う

ち
４

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

数
　

　
量

　
　

　
３

本
（
う

ち
２

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

－
－

－
－

容
　

　
量

　
　

　
約

4
5
0
ｍ

３
／

ｈ
／

台
－

－
－

３
（
２

）
セ

ッ
ト

３
（
２

）
セ

ッ
ト

７
系

列
７

系
列

２
セ

ッ
ト

＋
１

台
（
１

セ
ッ

ト
＋

１
台

）
３

（
２

）
セ

ッ
ト

３
（
２

）
セ

ッ
ト

３
（
２

）
セ

ッ
ト

－
－

－
－

約
4
5
0
ｍ

３
／

ｈ
／

台
－

－
－

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

屋
外

環
境

に
対

応
屋

外
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
外

環
境

に
対

応
屋

外
環

境
に

対
応

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

屋
外

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
外

の
た

め
該

当
し

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
外

屋
外

屋
内

屋
内

操
作

不
要

操
作

不
要

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

起
動

及
び

停
止

操
作

操
作

不
要

操
作

不
要

操
作

不
要

「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

通
常

と
同

じ
弁

操
作

通
常

と
同

じ
弁

操
作

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

保
管

時
は

固
縛

に
よ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

保
管

時
は

固
縛

に
よ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

該
当

な
し

該
当

な
し

保
管

時
は

固
縛

に
よ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

保
管

時
は

固
縛

に
よ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

保
管

時
は

固
縛

に
よ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

保
管

時
は

固
縛

に
よ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

屋
外

屋
外

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

外
部

保
管

エ
リ

ア
に

１
セ

ッ
ト

を
保

管
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
１

セ
ッ

ト
を

保
管

外
部

保
管

エ
リ

ア
に

１
セ

ッ
ト

を
保

管
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
１

セ
ッ

ト
を

保
管

外
部

保
管

エ
リ

ア
に

１
セ

ッ
ト

を
保

管
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
１

セ
ッ

ト
を

保
管

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

を
し

て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、

溢
水

に
対

す
る

防
護

を
し

て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、

溢
水

に
対

す
る

防
護

を
し

て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、

溢
水

に
対

す
る

防
護

を
し

て
保

管

建
屋

内
及

び
外

部
保

管
エ

リ
ア

1
に

保
管

建
屋

内
及

び
外

部
保

管
エ

リ
ア

1
に

保
管

建
物

近
傍

、
保

管
庫

及
び

簡
易

倉
庫

に
保

建
屋

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管
建

屋
内

及
び

保
管

用
コ

ン
テ

ナ
に

保
管

建
屋

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

建
屋

内
へ

移
動

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い

266



温
度

、
圧

力
、

湿
度

、
放

射
線

自
然

現
象

等

地
震

随
伴

の
溢

水
、

化
学

薬
品

漏
え

い
※

1
及

び
火

災
※

2
※

1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

操
作

環
境

操
作

内
容

第
４

号

第
５

号

系
統

設
計

そ
の

他
（
飛

散
物

）

第
７

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
１

号

第
２

号

第
３

号

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
と

異
な

る
場

所
へ

の
保

管

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
に

対
す

る
考

慮

第
５

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

3
3
条

適
合

性

第
６

号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト

第
４

号

第
６

号
悪 影 響

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

常
設

と
の

接
続

性

異
な

る
複

数
の

接
続

口
の

確
保

（
再

処
理

施
設

の
外

か
ら

水
等

を
供

給
す

る
も

の
）

共
通

要
因

故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１

号

個
数

（
）
は

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

※
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
個

数
は

除
く
。

容
量

第
２

号

環 境 条 件 に お け る 健 全 性

第
３

号
操 作 性

試
験

・
検

査

切
り

替
え

性
（
本

来
の

用
途

以
外

の
用

途
で

使
用

す
る

場
合

）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
(２

)　
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

(２
)　

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
(３

)　
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
を

構
築

す
る

た
め

の
設

備
(３

)　
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
を

構
築

す
る

た
め

の
設

備
(３

)　
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
を

構
築

す
る

た
め

の
設

備
(３

)　
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
を

構
築

す
る

た
め

の
設

備
(３

)　
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
を

構
築

す
る

た
め

の
設

備
(３

)　
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
を

構
築

す
る

た
め

の
設

備
ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
を

構
築

す
る

た
め

の
設

備
ダ

ク
ト

・
ダ

ン
パ

（
設

計
基

準
設

備
兼

用
）

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
す

る
た

め
の

設
備

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

前
処

理
建

屋
の

蒸
発

乾
固

に
対

処
す

る
た

め
の

設
備

の
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
を

構
築

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
す

る
た

め
の

設
備

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
（
フ

ィ
ル

タ
）
（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

前
処

理
建

屋
の

蒸
発

乾
固

に
対

処
す

る
た

め
の

設
備

の
セ

ル
へ

の
導

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
す

る
た

め
の

設
備

配
管

・
弁

（
設

計
基

準
設

備
兼

用
）

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
す

る
た

め
の

設
備

配
管

・
弁

（
設

計
基

準
設

備
兼

用
）

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
す

る
た

め
の

設
備

配
管

・
弁

（
設

計
基

準
設

備
兼

用
）

建
屋

内
ホ

ー
ス

（
一

部
は

，
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

）

建
屋

内
ホ

ー
ス

（
一

部
は

，
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

）

前
処

理
建

屋
換

気
設

備
前

処
理

建
屋

排
気

系
－

－
前

処
理

建
屋

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

前
処

理
建

屋
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
隔

離
弁

前
処

理
建

屋
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
廃

ガ
ス

洗
浄

塔
シ

ー
ル

 ポ
ッ

ト

種
　

　
類

　
　

　
呼

び
径

９
ｍ

ｍ
，

2
0
ｍ

／
本

種
　

　
類

　
　

　
呼

び
径

９
ｍ

ｍ
，

５
ｍ

／
本

－
－

－
－

－
－

数
　

　
量

　
　

　
6
6
本

（
う

ち
4
4
本

は
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）
＊

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

に
使

用
す

る
場

合
の

対
処

に
必

要
な

個
数

は
1
9
本

，
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
に

必
要

な
個

数
は

3
本

で
あ

る
。

数
　

　
量

　
　

　
９

本
（
う

ち
６

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

数
　

　
量

　
　

　
１

系
列

数
　

　
量

　
　

　
１

系
列

数
　

　
量

　
　

　
１

基
数

　
　

量
　

　
　

１
系

列
数

　
　

量
　

　
　

２
基

数
　

　
量

　
　

　
１

基

－
－

－
－

－
－

－
－

３
（
２

）
セ

ッ
ト

３
（
２

）
セ

ッ
ト

１
系

列
１

系
列

１
系

列
１

系
列

２
基

１
基

－
－

－
－

－
－

－
－

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

操
作

不
要

操
作

不
要

弁
、

ダ
ン

パ
の

手
動

操
作

操
作

不
要

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

操
作

不
要

「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

通
常

と
同

じ
ダ

ン
パ

操
作

切
替

操
作

が
な

い
た

め
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

通
常

と
同

じ
弁

操
作

通
常

と
同

じ
弁

操
作

切
替

操
作

が
な

い
た

め
該

当
し

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ

保
管

時
は

固
縛

に
よ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

保
管

時
は

固
縛

に
よ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

－
－

－
－

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

外
部

保
管

エ
リ

ア
に

１
セ

ッ
ト

を
保

管
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
１

セ
ッ

ト
を

保
管

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

建
屋

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管
建

屋
内

及
び

保
管

用
コ

ン
テ

ナ
に

保
管

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

267



温
度

、
圧

力
、

湿
度

、
放

射
線

自
然

現
象

等

地
震

随
伴

の
溢

水
、

化
学

薬
品

漏
え

い
※

1
及

び
火

災
※

2
※

1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

操
作

環
境

操
作

内
容

第
４

号

第
５

号

系
統

設
計

そ
の

他
（
飛

散
物

）

第
７

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
１

号

第
２

号

第
３

号

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
と

異
な

る
場

所
へ

の
保

管

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
に

対
す

る
考

慮

第
５

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

3
3
条

適
合

性

第
６

号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト

第
４

号

第
６

号
悪 影 響

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

常
設

と
の

接
続

性

異
な

る
複

数
の

接
続

口
の

確
保

（
再

処
理

施
設

の
外

か
ら

水
等

を
供

給
す

る
も

の
）

共
通

要
因

故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１

号

個
数

（
）
は

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

※
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
個

数
は

除
く
。

容
量

第
２

号

環 境 条 件 に お け る 健 全 性

第
３

号
操 作 性

試
験

・
検

査

切
り

替
え

性
（
本

来
の

用
途

以
外

の
用

途
で

使
用

す
る

場
合

）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
(３

)　
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
を

構
築

す
る

た
め

の
設

備
(４

)　
セ

ル
排

気
系

を
代

替
す

る
排

気
系

を
構

築
す

る
た

め
の

設
備

(４
)　

セ
ル

排
気

系
を

代
替

す
る

排
気

系
を

構
築

す
る

た
め

の
設

備
(４

)　
セ

ル
排

気
系

を
代

替
す

る
排

気
系

を
構

築
す

る
た

め
の

設
備

(４
)　

セ
ル

排
気

系
を

代
替

す
る

排
気

系
を

構
築

す
る

た
め

の
設

備
(４

)　
セ

ル
排

気
系

を
代

替
す

る
排

気
系

を
構

築
す

る
た

め
の

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
す

る
た

め
の

設
備

可
搬

型
ダ

ク
ト

（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

前
処

理
建

屋
の

蒸
発

乾
固

に
対

処
す

る
た

め
の

設
備

の
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
を

構
築

す
る

た
め

の
設

備
）

代
替

換
気

設
備

ダ
ク

ト
・
ダ

ン
パ

（
設

計
基

準
設

備
兼

用
）

代
替

換
気

設
備

主
排

気
筒

へ
排

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

前
処

理
建

屋
の

蒸
発

乾
固

に
対

処
す

る
た

め
の

設
備

の
セ

ル
排

気
系

を
代

替
す

る
排

気
系

を
構

築
す

る
た

め
の

設
備

）

代
替

換
気

設
備

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

前
処

理
建

屋
の

蒸
発

乾
固

に
対

処
す

る
た

め
の

設
備

の
セ

ル
排

気
系

を
代

替
す

る
排

気
系

を
構

築
す

る
た

め
の

設
備

）

代
替

換
気

設
備

可
搬

型
ダ

ク
ト

（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

前
処

理
建

屋
の

蒸
発

乾
固

に
対

処
す

る
た

め
の

設
備

の
セ

ル
排

気
系

を
代

替
す

る
排

気
系

を
構

築
す

る
た

め
の

設
備

）

代
替

換
気

設
備

可
搬

型
排

風
機

（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

前
処

理
建

屋
の

蒸
発

乾
固

に
対

処
す

る
た

め
の

設
備

の
セ

ル
排

気
系

を
代

替
す

る
排

気
系

を
構

築
す

る
た

め
の

設
備

）

－
前

処
理

建
屋

換
気

設
備

前
処

理
建

屋
排

気
系

－
可

搬
型

フ
ィ

ル
タ

可
搬

型
ダ

ク
ト

可
搬

型
排

風
機

種
　

　
類

　
　

　
内

径
2
5
0
ｍ

ｍ
，

４
ｍ

／
本

－
－

種
　

　
類

　
　

　
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

粒
子

除
去

効
率

　
9
9
.9

％
以

上
（
0
.3

μ
ｍ

Ｄ
Ｏ

Ｐ
粒

子
）

種
　

　
類

　
　

　
内

径
2
5
0
ｍ

ｍ
，

２
ｍ

／
本

種
　

　
類

　
　

　
遠

心
式

主
要

材
料

　
　

　
ス

テ
ン

レ
ス

鋼

数
　

　
量

　
　

　
４

本
（
う

ち
２

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

数
　

　
量

　
　

　
１

系
列

数
　

　
量

　
　

　
１

系
列

基
　

　
数

　
　

　
６

基
（
う

ち
４

基
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

数
　

　
量

　
　

　
６

本
（
う

ち
３

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

台
　

　
数

　
　

　
４

台
（
う

ち
２

台
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
，

１
台

は
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）

－
－

－
容

　
　

量
　

　
　

約
2
,5

0
0
ｍ

３
／

ｈ
／

基
－

容
　

　
量

　
　

　
約

2
,4

0
0
ｍ

３
／

ｈ
／

台

２
（
１

）
セ

ッ
ト

１
系

列
１

系
列

２
（
１

）
セ

ッ
ト

２
（
１

）
セ

ッ
ト

２
セ

ッ
ト

＋
１

台
（
１

セ
ッ

ト
＋

１
台

）

－
－

－
約

2
,5

0
0
ｍ

３
／

ｈ
／

基
－

約
2
,4

0
0
ｍ

３
／

ｈ
／

台

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

に
設

置
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い
よ

う
に

設
置

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

操
作

不
要

弁
、

ダ
ン

パ
の

手
動

操
作

操
作

不
要

操
作

不
要

操
作

不
要

起
動

及
び

停
止

操
作

「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

通
常

と
同

じ
ダ

ン
パ

操
作

切
替

操
作

が
な

い
た

め
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

保
管

時
は

固
縛

に
よ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

該
当

な
し

該
当

な
し

保
管

時
は

固
縛

に
よ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

保
管

時
は

固
縛

に
よ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

保
管

時
は

固
縛

に
よ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

フ
ラ

ン
ジ

方
式

フ
ラ

ン
ジ

方
式

フ
ラ

ン
ジ

方
式

フ
ラ

ン
ジ

方
式

対
象

外
対

象
外

対
象

外
対

象
外

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
か

ら
離

れ
た

外
部

保
管

エ
リ

ア
に

保
管

す
る

。

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い

外
部

保
管

エ
リ

ア
に

１
セ

ッ
ト

を
保

管
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
１

セ
ッ

ト
を

保
管

外
部

保
管

エ
リ

ア
に

１
セ

ッ
ト

を
保

管
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
１

セ
ッ

ト
を

保
管

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

建
屋

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管
建

屋
内

及
び

保
管

用
コ

ン
テ

ナ
に

保
管

建
屋

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管
建

屋
内

、
簡

易
倉

庫
に

保
管

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い
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3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
水

素
爆

発
の

発
生

防
止

対
策

設
備

（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
発

生
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
発

生
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
発

生
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
発

生
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
発

生
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
発

生
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
発

生
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
圧

縮
空

気
自

動
供

給
貯

槽
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

機
器

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
建

屋
内

空
気

中
継

配
管

（
流

路
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
水

素
掃

気
配

管
・
弁

（
流

路
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
水

素
掃

気
配

管
・
弁

（
流

路
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
水

素
掃

気
配

管
・
弁

（
流

路
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
水

素
掃

気
配

管
・
弁

（
流

路
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
水

素
掃

気
配

管
・
弁

（
流

路
）

－
圧

縮
空

気
ボ

ン
ベ

　
ラ

ッ
ク

－
圧

縮
空

気
設

備
水

素
掃

気
用

安
全

圧
縮

空
気

系
分

離
設

備
分

配
設

備
分

離
建

屋
一

時
貯

留
処

理
設

備
高

レ
ベ

ル
廃

液
処

理
設

備
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
設

備
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
系

－
－

－
－

－
－

－

数
　

　
量

　
　

　
３

基
数

　
　

量
　

　
　

１
式

数
　

　
量

　
　

　
２

系
列

数
　

　
量

　
　

　
１

系
列

数
　

　
量

　
　

　
6
系

列
数

　
　

量
　

　
　

2
系

列
数

　
　

量
　

　
　

3
系

列
数

　
　

量
　

　
　

1
系

列

容
　

　
量

　
　

　
5
.5

ｍ
３

／
基

圧
　

　
力

　
　

　
0
.6

9
Ｍ

Ｐ
ａ
以

上
－

－
－

－
－

－
－

３
基

１
式

２
系

列
１

系
列

6
系

列
2
系

列
3
系

列
1
系

列

5
.5

ｍ
３

／
基

－
－

－
－

－
－

－

温
度

、
圧

力
、

湿
度

、
放

射
線

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

自
然

現
象

等
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い

地
震

随
伴

の
溢

水
、

化
学

薬
品

漏
え

い
※

1
及

び
火

災
※

2

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

操
作

環
境

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

操
作

内
容

操
作

不
要

操
作

不
要

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

第
４

号
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照

第
５

号
切

替
操

作
が

な
い

た
め

該
当

し
な

い
重

大
事

故
対

処
専

用
で

あ
り

該
当

し
な

い
重

大
事

故
対

処
専

用
で

あ
り

該
当

し
な

い
通

常
と

同
じ

弁
操

作
通

常
と

同
じ

弁
操

作
通

常
と

同
じ

弁
操

作
通

常
と

同
じ

弁
操

作
通

常
と

同
じ

弁
操

作

系
統

設
計

通
常

時
の

系
統

構
成

を
変

え
る

こ
と

な
く

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
が

で
き

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

重
大

事
故

対
処

の
系

統
を

隔
離

し
、

通
常

時
の

系
統

構
成

と
す

る
た

め
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

通
常

の
系

統
構

成
か

ら
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し

て
の

系
統

構
成

に
切

り
替

え
ら

れ
る

設
計

と
し

て
お

り
、

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

通
常

の
系

統
構

成
か

ら
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し

て
の

系
統

構
成

に
切

り
替

え
ら

れ
る

設
計

と
し

て
お

り
、

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

通
常

の
系

統
構

成
か

ら
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し

て
の

系
統

構
成

に
切

り
替

え
ら

れ
る

設
計

と
し

て
お

り
、

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

通
常

の
系

統
構

成
か

ら
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し

て
の

系
統

構
成

に
切

り
替

え
ら

れ
る

設
計

と
し

て
お

り
、

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

通
常

の
系

統
構

成
か

ら
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し

て
の

系
統

構
成

に
切

り
替

え
ら

れ
る

設
計

と
し

て
お

り
、

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

そ
の

他
（
飛

散
物

）
該

当
な

し
該

当
な

し
該

当
な

し
該

当
な

し
該

当
な

し
該

当
な

し
該

当
な

し
該

当
な

し

第
７

号
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

落
雷

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

第
１

号

第
２

号

第
３

号

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
と

異
な

る
場

所
へ

の
保

管

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
に

対
す

る
考

慮

第
５

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
３

号
操 作 性

試
験

・
検

査

切
り

替
え

性
（
本

来
の

用
途

以
外

の
用

途
で

使
用

す
る

場
合

）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

第
１

号

個
数

（
）
は

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

※
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
個

数
は

除
く
。

容
量

第
２

号

環 境 条 件 に お け る 健 全 性

3
3
条

適
合

性

第
６

号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト

第
４

号

第
６

号
悪 影 響

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

常
設

と
の

接
続

性

異
な

る
複

数
の

接
続

口
の

確
保

（
再

処
理

施
設

の
外

か
ら

水
等

を
供

給
す

る
も

の
）

共
通

要
因

故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

270



温
度

、
圧

力
、

湿
度

、
放

射
線

自
然

現
象

等

地
震

随
伴

の
溢

水
、

化
学

薬
品

漏
え

い
※

1
及

び
火

災
※

2

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

操
作

環
境

操
作

内
容

第
４

号

第
５

号

系
統

設
計

そ
の

他
（
飛

散
物

）

第
７

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
１

号

第
２

号

第
３

号

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
と

異
な

る
場

所
へ

の
保

管

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
に

対
す

る
考

慮

第
５

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
３

号
操 作 性

試
験

・
検

査

切
り

替
え

性
（
本

来
の

用
途

以
外

の
用

途
で

使
用

す
る

場
合

）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

第
１

号

個
数

（
）
は

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

※
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
個

数
は

除
く
。

容
量

第
２

号

環 境 条 件 に お け る 健 全 性

3
3
条

適
合

性

第
６

号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト

第
４

号

第
６

号
悪 影 響

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

常
設

と
の

接
続

性

異
な

る
複

数
の

接
続

口
の

確
保

（
再

処
理

施
設

の
外

か
ら

水
等

を
供

給
す

る
も

の
）

共
通

要
因

故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
水

素
爆

発
の

発
生

防
止

対
策

設
備

（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
発

生
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
発

生
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
発

生
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
発

生
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

（
流

路
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
可

搬
型

空
気

圧
縮

機
（
一

部
は

，
前

処
理

建
屋

の
水

素
爆

発
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

（
流

路
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

（
流

路
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

（
流

路
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
圧

縮
空

気
手

動
供

給
ユ

ニ
ッ

ト
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

建
屋

内
空

気
中

継
配

管
（
流

路
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

（
流

路
）

計
測

制
御

設
備

－
－

建
屋

内
ホ

ー
ス

建
屋

内
ホ

ー
ス

圧
縮

空
気

ボ
ン

ベ
　

ラ
ッ

ク
－

分
離

設
備

（
拡

大
防

止
用

圧
縮

空
気

供
給

系
）

－
－

種
　

　
類

　
　

　
呼

び
径

1
9
ｍ

ｍ
，

2
0
ｍ

／
本

種
　

　
類

　
　

　
呼

び
径

1
9
ｍ

ｍ
，

1
0
ｍ

／
本

種
　

　
類

　
　

　
呼

び
径

1
9
ｍ

ｍ
，

５
ｍ

／
本

－
－

－

数
　

　
量

　
　

　
1
2
系

列
台

　
　

数
　

　
　

４
台

（
う

ち
２

台
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
，

１
台

は
待

機
除

外
時

バ
ッ

数
　

　
量

　
　

　
4
7
本

（
う

ち
3
2
本

は
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）
数

　
　

量
　

　
　

6
2
本

（
う

ち
4
2
本

は
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）
数

　
　

量
　

　
　

3
8
本

（
う

ち
2
6
本

は
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）
数

　
　

量
　

　
　

１
式

数
　

　
量

　
　

　
２

系
列

数
　

　
量

　
　

　
６

系
列

－
容

　
　

量
　

　
　

約
4
5
0
ｍ

３
／

ｈ
／

台
（
う

ち
３

台
は

，
前

処
理

建
屋

の
水

素
爆

発
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
）

－
－

－
－

－
－

1
2
系

列
２

セ
ッ

ト
＋

１
台

（
１

セ
ッ

ト
＋

１
台

）
３

（
２

）
セ

ッ
ト

３
（
２

）
セ

ッ
ト

３
（
２

）
セ

ッ
ト

１
式

２
系

列
６

系
列

－
約

4
5
0
ｍ

３
／

ｈ
／

台
－

－
－

－
－

－

重
大

事
故

環
境

に
対

応
屋

外
環

境
に

対
応

屋
外

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
外

環
境

に
対

応
屋

外
環

境
に

対
応

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

屋
外

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
外

の
た

め
該

当
し

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

屋
内

屋
外

屋
外

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

弁
の

手
動

操
作

起
動

及
び

停
止

操
作

操
作

不
要

操
作

不
要

操
作

不
要

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照

通
常

と
同

じ
弁

操
作

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

通
常

の
系

統
構

成
か

ら
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し

て
の

系
統

構
成

に
切

り
替

え
ら

れ
る

設
計

と
し

て
お

り
、

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

の
系

統
構

成
か

ら
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し

て
の

系
統

構
成

に
切

り
替

え
ら

れ
る

設
計

と
し

て
お

り
、

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

カ
プ

ラ
方

式

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

と
接

続
す

る
接

続
口

を
２

箇
所

確
保

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管
・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管
・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管
・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

保
管

時
は

固
縛

を
し

て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、

溢
水

に
対

す
る

防
護

を
し

て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、

溢
水

に
対

す
る

防
護

を
し

て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、

溢
水

に
対

す
る

防
護

を
し

て
保

管

建
物

近
傍

、
保

管
庫

及
び

簡
易

倉
庫

に
保

管
建

屋
内

及
び

保
管

用
コ

ン
テ

ナ
に

保
管

建
屋

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管
建

屋
内

及
び

保
管

用
コ

ン
テ

ナ
に

保
管

建
屋

内
へ

移
動

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
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温
度

、
圧

力
、

湿
度

、
放

射
線

自
然

現
象

等

地
震

随
伴

の
溢

水
、

化
学

薬
品

漏
え

い
※

1
及

び
火

災
※

2

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

操
作

環
境

操
作

内
容

第
４

号

第
５

号

系
統

設
計

そ
の

他
（
飛

散
物

）

第
７

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
１

号

第
２

号

第
３

号

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
と

異
な

る
場

所
へ

の
保

管

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
に

対
す

る
考

慮

第
５

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
３

号
操 作 性

試
験

・
検

査

切
り

替
え

性
（
本

来
の

用
途

以
外

の
用

途
で

使
用

す
る

場
合

）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

第
１

号

個
数

（
）
は

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

※
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
個

数
は

除
く
。

容
量

第
２

号

環 境 条 件 に お け る 健 全 性

3
3
条

適
合

性

第
６

号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト

第
４

号

第
６

号
悪 影 響

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

常
設

と
の

接
続

性

異
な

る
複

数
の

接
続

口
の

確
保

（
再

処
理

施
設

の
外

か
ら

水
等

を
供

給
す

る
も

の
）

共
通

要
因

故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
水

素
爆

発
の

拡
大

防
止

対
策

設
備

（
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

及
び

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

及
び

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

及
び

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

機
器

圧
縮

空
気

供
給

配
管

・
弁

（
流

路
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

（
流

路
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

（
流

路
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

（
流

路
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

（
流

路
）

セ
ル

導
出

設
備

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

分
離

建
屋

の
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
に

セ
ル

導
出

設
備

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

分
離

建
屋

の
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
に

使
用

す
る

設
備

）

セ
ル

導
出

設
備

配
管

・
弁

（
流

路
）
（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

分
離

建
屋

の
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
に

使
用

す
る

設
備

）
分

配
設

備
（
拡

大
防

止
用

圧
縮

空
気

供
給

系
）

分
離

建
屋

一
時

貯
留

処
理

設
備

（
拡

大
防

止
用

圧
縮

空
気

供
給

系
）

高
レ

ベ
ル

廃
液

処
理

設
備

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

設
備

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

系
（
拡

大
防

止
用

圧
縮

空
気

供
給

系
）

計
測

制
御

設
備

建
屋

内
ホ

ー
ス

－
－

高
レ

ベ
ル

廃
液

処
理

設
備

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

設
備

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

系

－
－

－
種

　
　

類
　

　
　

呼
び

径
1
9
ｍ

ｍ
，

1
0
ｍ

／
本

－
種

類
　

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
粒

子
除

去
効

率
　

9
9
.9

％
以

上
（
0
.3

μ
ｍ

Ｄ
Ｏ

Ｐ
粒

子
）

－

数
　

　
量

　
　

　
２

系
列

数
　

　
量

　
　

　
３

系
列

数
　

　
量

　
　

　
1
系

列
数

　
　

量
　

　
　

1
2
系

列
数

　
　

量
　

　
　

1
4
本

（
う

ち
1
0
本

は
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）
数

　
　

量
　

　
　

１
系

列
数

　
　

量
　

　
　

2
基

数
　

　
量

　
　

　
１

系
列

－
－

－
－

－
－

容
　

　
量

　
　

　
約

2
,5

0
0
ｍ

３
／

ｈ
／

基
－

2
系

列
3
系

列
1
系

列
1
2
系

列
３

（
２

）
セ

ッ
ト

１
系

列
２

基
１

系
列

－
－

－
－

－
－

－
－

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

操
作

不
要

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

操
作

不
要

「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

切
替

操
作

が
な

い
た

め
該

当
し

な
い

通
常

の
系

統
構

成
か

ら
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し

て
の

系
統

構
成

に
切

り
替

え
ら

れ
る

設
計

と
し

て
お

り
、

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

通
常

の
系

統
構

成
か

ら
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し

て
の

系
統

構
成

に
切

り
替

え
ら

れ
る

設
計

と
し

て
お

り
、

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

通
常

の
系

統
構

成
か

ら
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し

て
の

系
統

構
成

に
切

り
替

え
ら

れ
る

設
計

と
し

て
お

り
、

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

通
常

の
系

統
構

成
か

ら
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し

て
の

系
統

構
成

に
切

り
替

え
ら

れ
る

設
計

と
し

て
お

り
、

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

重
大

事
故

対
処

の
系

統
を

隔
離

し
、

通
常

時
の

系
統

構
成

と
す

る
た

め
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

通
常

時
の

系
統

構
成

を
変

え
る

こ
と

な
く

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
が

で
き

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

平
常

時
と

同
等

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い

カ
プ

ラ
方

式

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

と
接

続
す

る
接

続
口

を
２

箇
所

確
保

平
常

時
と

同
等

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い

・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管

２
ル

ー
ト

確
保

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

建
屋

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管

影
響

を
受

け
な

い

272



温
度

、
圧

力
、

湿
度

、
放

射
線

自
然

現
象

等

地
震

随
伴

の
溢

水
、

化
学

薬
品

漏
え

い
※

1
及

び
火

災
※

2

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

操
作

環
境

操
作

内
容

第
４

号

第
５

号

系
統

設
計

そ
の

他
（
飛

散
物

）

第
７

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
１

号

第
２

号

第
３

号

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
と

異
な

る
場

所
へ

の
保

管

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
に

対
す

る
考

慮

第
５

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
３

号
操 作 性

試
験

・
検

査

切
り

替
え

性
（
本

来
の

用
途

以
外

の
用

途
で

使
用

す
る

場
合

）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

第
１

号

個
数

（
）
は

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

※
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
個

数
は

除
く
。

容
量

第
２

号

環 境 条 件 に お け る 健 全 性

3
3
条

適
合

性

第
６

号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト

第
４

号

第
６

号
悪 影 響

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

常
設

と
の

接
続

性

異
な

る
複

数
の

接
続

口
の

確
保

（
再

処
理

施
設

の
外

か
ら

水
等

を
供

給
す

る
も

の
）

共
通

要
因

故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
水

素
爆

発
の

拡
大

防
止

対
策

設
備

（
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

及
び

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

及
び

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

及
び

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

及
び

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

及
び

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

及
び

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

及
び

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

及
び

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

セ
ル

導
出

設
備

配
管

・
弁

（
流

路
）

セ
ル

導
出

設
備

配
管

・
弁

（
流

路
）
（
一

部
は

冷
却

機
能

の
喪

失
に

よ
る

蒸
発

乾
固

に
対

処
す

る
た

め
の

設
備

の
分

離
建

屋
の

蒸
発

乾
固

に
対

処
す

る
た

め
の

設
備

の
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
を

構
築

及
び

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

に
使

用
す

る
設

備
）

セ
ル

導
出

設
備

隔
離

弁
（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

分
離

建
屋

の
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
に

使
用

す
る

設
備

）

セ
ル

導
出

設
備

廃
ガ

ス
 リ

リ
ー

フ
 ポ

ッ
ト

セ
ル

導
出

設
備

ダ
ク

ト
・
ダ

ン
パ

（
流

路
）
（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

分
離

建
屋

の
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
に

使
用

す
る

設
備

）

代
替

セ
ル

排
気

系
ダ

ク
ト

・
ダ

ン
パ

（
流

路
）
（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

分
離

建
屋

の
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
に

使
用

す
る

設
備

）

代
替

セ
ル

排
気

系
可

搬
型

フ
ィ

ル
タ

（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

分
離

建
屋

の
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

対
応

に
使

用
す

る
設

備
）

代
替

セ
ル

排
気

系
可

搬
型

ダ
ク

ト
（
流

路
）

（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

分
離

建
屋

の
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

対
応

に
使

用
す

る
設

備
）

分
配

設
備

分
離

建
屋

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

系
分

離
建

屋
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
隔

離
弁

分
離

建
屋

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

廃
ガ

ス
 リ

リ
ー

フ
 ポ

ッ
ト

分
離

建
屋

換
気

設
備

分
離

建
屋

排
気

系
分

離
建

屋
換

気
設

備
分

離
建

屋
排

気
系

－
可

搬
型

ダ
ク

ト

－
－

－
－

－
－

種
　

　
類

　
　

　
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

粒
子

除
去

効
率

　
9
9
.9

％
以

上
（
0
.3

μ
ｍ

Ｄ
Ｏ

Ｐ
粒

子
）

種
　

　
類

　
　

　
内

径
5
0
0
ｍ

ｍ
，

0
.2

ｍ
／

本

数
　

　
量

　
　

　
１

系
列

数
　

　
量

　
　

　
１

系
列

数
　

　
量

　
　

　
４

基
数

　
　

量
　

　
　

１
基

数
　

　
量

　
　

　
１

系
列

数
　

　
量

　
　

　
１

系
列

基
　

　
数

　
　

　
６

基
（
う

ち
４

基
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

数
　

　
量

　
　

　
２

本
（
う

ち
１

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

－
－

－
－

－
－

容
　

　
量

　
　

　
約

2
,5

0
0
ｍ

３
／

ｈ
／

基
－

１
系

列
１

系
列

４
基

１
基

１
系

列
１

系
列

３
（
２

）
セ

ッ
ト

２
（
１

）
セ

ッ
ト

－
－

－
－

－
－

－
－

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

よ
う

設
置

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

操
作

不
要

操
作

不
要

弁
の

手
動

操
作

操
作

不
要

操
作

不
要

操
作

不
要

操
作

不
要

操
作

不
要

「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照

切
替

操
作

が
な

い
た

め
該

当
し

な
い

切
替

操
作

が
な

い
た

め
該

当
し

な
い

通
常

と
同

じ
弁

操
作

切
替

操
作

が
な

い
た

め
該

当
し

な
い

切
替

操
作

が
な

い
た

め
該

当
し

な
い

切
替

操
作

が
な

い
た

め
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

を
変

え
る

こ
と

な
く

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
が

で
き

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

の
系

統
構

成
か

ら
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し

て
の

系
統

構
成

に
切

り
替

え
ら

れ
る

設
計

と
し

て
お

り
、

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

通
常

の
系

統
構

成
か

ら
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し

て
の

系
統

構
成

に
切

り
替

え
ら

れ
る

設
計

と
し

て
お

り
、

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

通
常

時
の

系
統

構
成

を
変

え
る

こ
と

な
く

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
が

で
き

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

を
変

え
る

こ
と

な
く

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
が

で
き

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

を
変

え
る

こ
と

な
く

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
が

で
き

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管
・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

建
屋

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管
建

屋
内

及
び

保
管

用
コ

ン
テ

ナ
に

保
管

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

273



温
度

、
圧

力
、

湿
度

、
放

射
線

自
然

現
象

等

地
震

随
伴

の
溢

水
、

化
学

薬
品

漏
え

い
※

1
及

び
火

災
※

2

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

操
作

環
境

操
作

内
容

第
４

号

第
５

号

系
統

設
計

そ
の

他
（
飛

散
物

）

第
７

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
１

号

第
２

号

第
３

号

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
と

異
な

る
場

所
へ

の
保

管

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
に

対
す

る
考

慮

第
５

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
３

号
操 作 性

試
験

・
検

査

切
り

替
え

性
（
本

来
の

用
途

以
外

の
用

途
で

使
用

す
る

場
合

）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

第
１

号

個
数

（
）
は

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

※
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
個

数
は

除
く
。

容
量

第
２

号

環 境 条 件 に お け る 健 全 性

3
3
条

適
合

性

第
６

号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト

第
４

号

第
６

号
悪 影 響

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

常
設

と
の

接
続

性

異
な

る
複

数
の

接
続

口
の

確
保

（
再

処
理

施
設

の
外

か
ら

水
等

を
供

給
す

る
も

の
）

共
通

要
因

故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
水

素
爆

発
の

拡
大

防
止

対
策

設
備

（
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

及
び

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

及
び

代
替

セ
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排
気

系
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よ
る

対
応

）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
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設

備
（
セ

ル
へ
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導

出
経

路
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構
築
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び

代
替

セ
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排
気

系
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よ
る

対
応

）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
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構
築

及
び

代
替

セ
ル

排
気

系
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よ
る

対
応

）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
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設

備
（
セ

ル
へ
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導

出
経

路
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築
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替
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排
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よ
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応
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水
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設

備
（
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ル
へ
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経

路
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築
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排
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よ
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対
応
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水
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爆
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大
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策
設

備
（
セ

ル
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築
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排
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よ
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水
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築

及
び

代
替

セ
ル

排
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）
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径
5
0
0
ｍ

ｍ
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0
.4

ｍ
／

本
種

　
　

類
　

　
　

内
径

5
0
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ｍ

ｍ
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0
.5

ｍ
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本
種

　
　

類
　

　
　

内
径

5
0
0
ｍ

ｍ
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0
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本
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5
0
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ｍ
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1
6
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ｍ

ｍ
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0
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本
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5
0
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ｍ
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１
ｍ

／
本

種
　

　
類

　
　

　
内

径
5
0
0
ｍ

ｍ
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1
.2

ｍ
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本
種

　
　

類
　

　
　

内
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5
0
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ｍ

ｍ
，

２
ｍ

／
本

種
　

　
類

　
　

　
内

径
5
0
0
ｍ

ｍ
，

2
.5

ｍ
／

本

数
　

　
量

　
　

　
８

本
（
う

ち
４

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

数
　

　
量

　
　

　
２

本
（
う

ち
１

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

数
　

　
量

　
　

　
２

本
（
う

ち
１

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

数
　

　
量

　
　

　
２

本
（
う

ち
１

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

数
　

　
量

　
　

　
４

本
（
う

ち
２

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

数
　

　
量

　
　

　
２

本
（
う

ち
１

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

数
　

　
量

　
　

　
４

本
（
う

ち
２

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

数
　

　
量

　
　

　
２

本
（
う

ち
１

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

２
（
１

）
セ

ッ
ト

２
（
１

）
セ

ッ
ト

２
（
１

）
セ

ッ
ト

２
（
１

）
セ

ッ
ト

２
（
１

）
セ

ッ
ト

２
（
１

）
セ

ッ
ト

２
（
１

）
セ

ッ
ト

２
（
１

）
セ

ッ
ト

－
－

－
－

－
－

－
－

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

操
作

不
要

操
作

不
要
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作

不
要

操
作

不
要

操
作

不
要

操
作

不
要

操
作

不
要

操
作
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要
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処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管
・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管
・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管
・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管
・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管
・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管
・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管
・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

建
屋

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管
建

屋
内

及
び

保
管

用
コ

ン
テ

ナ
に

保
管

建
屋

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管
建

屋
内

及
び

保
管

用
コ

ン
テ

ナ
に

保
管

建
屋

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管
建

屋
内

及
び

保
管

用
コ

ン
テ

ナ
に

保
管

建
屋

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管
建

屋
内

及
び

保
管

用
コ

ン
テ

ナ
に

保
管

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

274



温
度

、
圧

力
、

湿
度

、
放

射
線

自
然

現
象

等

地
震

随
伴

の
溢

水
、

化
学

薬
品

漏
え

い
※

1
及

び
火

災
※

2

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

操
作

環
境

操
作

内
容

第
４

号

第
５

号

系
統

設
計

そ
の

他
（
飛

散
物

）

第
７

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
１

号

第
２

号

第
３

号

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
と

異
な

る
場

所
へ

の
保

管

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
に

対
す

る
考

慮

第
５

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢
火

災
等

に
よ

る
損

傷
の

防
止

｣
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
３

号
操 作 性

試
験

・
検

査

切
り

替
え

性
（
本

来
の

用
途

以
外

の
用

途
で

使
用

す
る

場
合

）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

第
１

号

個
数

（
）
は

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

※
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
個

数
は

除
く
。

容
量

第
２

号

環 境 条 件 に お け る 健 全 性

3
3
条

適
合

性

第
６

号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト

第
４

号

第
６

号
悪 影 響

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

常
設

と
の

接
続

性

異
な

る
複

数
の

接
続

口
の

確
保

（
再

処
理

施
設

の
外

か
ら

水
等

を
供

給
す

る
も

の
）

共
通

要
因

故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
水

素
爆

発
の

拡
大

防
止

対
策

設
備

（
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

及
び

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）

水
素

爆
発

の
拡

大
防

止
対

策
設

備
（
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

及
び

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替

セ
ル

排
気

系
可

搬
型

ダ
ク

ト
（
流

路
）

（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

分
離

建
屋

の
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

対
応

に
使

用
す

る
設

備
）

代
替

セ
ル

排
気

系
可

搬
型

排
風

機
（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

分
離

建
屋

の
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

対
応

に
使

用
す

る
設

備
）

可
搬

型
ダ

ク
ト

－

種
　

　
類

　
　

　
内

径
5
0
0
ｍ

ｍ
，

３
ｍ

／
本

種
　

　
類

　
　

　
遠

心
式

主
要

材
料

　
ス

テ
ン

レ
ス

鋼

数
　

　
量

　
　

　
２

本
（
う

ち
１

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

台
　

　
数

　
　

　
３

台
（
う

ち
２

台
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

－
容

　
　

量
　

　
　

約
2
,4

0
0
ｍ

３
／

ｈ
／

台

２
（
１

）
セ

ッ
ト

２
セ

ッ
ト

+
1
台

－
－

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

よ
う

設
置

屋
内

屋
内

操
作

不
要

起
動

及
び

停
止

操
作

「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
３

３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

該
当

な
し

該
当

な
し

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管
・
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
1
セ

ッ
ト

を
保

管

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

建
屋

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管
建

屋
内

、
簡

易
倉

庫
に

保
管

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い
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3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の

供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空

気
の

供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素

爆
発

を
未

然
に
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
水

素
爆

発
を
未

然
に
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
水

素
爆

発
を
未

然
に
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
水

素
爆

発
を
未

然
に
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
機

器
圧

縮
空

気
自

動
供

給
ユ
ニ
ッ
ト

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
建

屋
内

空
気

中
継

配
管

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
　
水

素
掃

気
配

管
・
弁

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
　
水

素
掃

気
配
管

・
弁

－
－

圧
縮

空
気

ボ
ン
ベ
　
ラ
ッ
ク

－
圧

縮
空

気
供

給
系

プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
精

製
設

備

－
－

－
－

－
－

数
　
　
量

　
　
　
２
基

数
　
　
量

　
　
　
３
基

数
　
　
量

　
　
　
１
式

数
　
　
量

　
　
　
２
系

列
数

　
　
量

　
　
　
１
系

列
数

　
　
量

　
　
　
1
2
系

列

容
　
　
量

　
　
　
2
.5
ｍ
３
／

基
圧

　
　
力

　
　
　
0
.6
9
Ｍ
Ｐ
ａ
以

上
容

　
　
量

　
　
　
５
ｍ
３
／

基
圧

　
　
力

　
　
　
0
.6
9
Ｍ
Ｐ
ａ
以

上
－

－
－

－

２
基

３
基

１
式

２
系

列
１
系

列
1
8
系
列

2
.5
ｍ
３
／
基

５
ｍ
３
／
基

－
－

－
－

温
度
、
圧
力
、
湿
度
、
放
射
線

平
常
時
と
同
等

平
常
時
と
同
等

平
常

時
と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等

自
然
現
象
等

屋
内
の
た
め
該
当
し
な
い

屋
内
の
た
め
該
当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

地
震
随
伴
の
溢
水
、
化
学
薬
品
漏
え
い

※
1
及
び
火
災

※
2

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

操
作
環
境

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

操
作
内
容

操
作
不
要

操
作
不
要

操
作

不
要

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

第
４
号

「
３
３
条
　
別
紙
－
１
」
参
照
。

「
３
３
条
　
別
紙
－
１
」
参
照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

第
５
号

切
替
操
作
が
な
い
た
め
該
当
し
な
い

切
替
操
作
が
な
い
た
め
該
当
し
な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ
り
該

当
し
な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ
り
該

当
し
な
い

通
常

と
同

じ
弁

操
作

通
常

と
同

じ
弁

操
作

系
統
設
計

通
常
時
の
系
統
構
成
を
変
え
る
こ
と
な
く
重
大
事

故
等
対
処
施
設
と
し
て
の
系
統
構
成
が
で
き
る
設

計
と
し
て
お
り
、
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

通
常
時
の
系
統
構
成
を
変
え
る
こ
と
な
く
重
大

事
故
等
対
処
施
設
と
し
て
の
系
統
構
成
が
で
き
る
設

計
と
し
て
お
り
、
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

重
大

事
故

等
対

処
の

系
統

を
隔

離
し
、
通

常
時

の
系

統
構

成
と
す
る
た
め
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で
あ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

を
変

え
る
こ
と
な
く
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し
て
の

系
統

構
成

が
で
き
る
設

計
と
し
て
お
り
、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

を
変

え
る
こ
と
な
く
重
大

事
故

等
対

処
施

設
と
し
て
の

系
統

構
成

が
で
き
る
設

計
と
し
て
お
り
、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

そ
の
他
（
飛
散
物
）

地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計
と
し
て
お
り

悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計
と
し
て
お
り

悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

地
震

起
因

重
大

事
故

機
能

維
持

設
計

と
し
て
お
り

悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

地
震

起
因

重
大

事
故

機
能

維
持

設
計

と
し
て
お
り

悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

地
震

起
因

重
大

事
故

機
能

維
持

設
計

と
し
て
お
り

悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

地
震

起
因

重
大

事
故

機
能

維
持

設
計

と
し
て
お
り

悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

第
７
号

平
常
時
と
同
等

平
常
時
と
同
等

平
常

時
と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

・
地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計
と
し
て
お

り
、
重
大
事
故
等
の
起
因
と
な
る
安
全
機
能
と
同

時
に
機
能
喪
失
し
な
い

・
溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

・
地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計

と
し
て
お

り
、
重
大
事
故
等
の
起
因
と
な
る
安
全
機
能

と
同

時
に
機
能
喪
失
し
な
い

・
溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と
し
て
お

り
、
重

大
事

故
等

の
起

因
と
な
る
安

全
機

能
と
同

時
に
機

能
喪

失
し
な
い

・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な
い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と
し
て
お

り
、
重

大
事

故
等

の
起

因
と
な
る
安

全
機

能
と
同

時
に
機

能
喪

失
し
な
い

・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な
い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と
し
て
お

り
、
重

大
事

故
等

の
起

因
と
な
る
安

全
機

能
と
同

時
に
機

能
喪

失
し
な
い

・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な
い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と
し
て
お

り
、
重

大
事

故
等

の
起

因
と
な
る
安

全
機
能

と
同

時
に
機

能
喪

失
し
な
い

・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な
い

落
雷

影
響
を
受
け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

降
下
火
砕
物
に
よ
る
降
灰
濃
度

影
響
を
受
け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

第
１
号

第
２
号

第
３
号

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
異
な
る
場
所
へ
の
保
管

故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
に
対
す
る
考

慮

第
５
号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

落
雷

降
下
火
砕
物
に
よ
る
降
灰
濃
度

3
3
条

適
合

性

第
６
号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

第
４
号

第
６
号

悪 影 響

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

常
設
と
の
接
続
性

異
な
る
複
数
の
接
続
口
の
確
保

（
再

処
理
施
設
の
外
か
ら
水
等
を
供
給
す
る
も
の
）

共
通
要

因
故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１
号

個
数

（
）
は
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

※
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
個
数
は
除
く
。

容
量

第
２
号

環 境 条 件 に お け る 健 全

性

第
３
号

操 作 性

試
験
・
検
査

切
り
替
え
性
（
本
来
の
用
途
以
外
の
用
途
で
使
用
す
る
場

合
）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

277



温
度
、
圧
力
、
湿
度
、
放
射
線

自
然
現
象
等

地
震
随
伴
の
溢
水
、
化
学
薬
品
漏
え
い

※
1
及
び
火
災

※
2

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

操
作
環
境

操
作
内
容

第
４
号

第
５
号

系
統
設
計

そ
の
他
（
飛
散
物
）

第
７
号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

落
雷

降
下
火
砕
物
に
よ
る
降
灰
濃
度

第
１
号

第
２
号

第
３
号

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
異
な
る
場
所
へ

の
保
管

故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
に
対
す
る
考

慮

第
５
号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

落
雷

降
下
火
砕
物
に
よ
る
降
灰
濃
度

3
3
条

適
合

性

第
６
号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

第
４
号

第
６
号

悪 影 響

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

常
設
と
の
接
続
性

異
な
る
複
数
の
接
続
口
の
確
保

（
再

処
理
施
設
の
外
か
ら
水
等
を
供
給
す
る
も
の
）

共
通
要

因
故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１
号

個
数

（
）
は
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

※
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
個
数
は
除
く
。

容
量

第
２
号

環 境 条 件 に お け る 健 全

性

第
３
号

操 作 性

試
験
・
検
査

切
り
替
え
性
（
本
来
の
用
途
以
外
の
用
途
で
使
用
す
る
場

合
）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の

供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空

気
の

供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素

爆
発

を
未

然
に
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
水

素
爆

発
を
未

然
に
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
水

素
爆

発
を
未

然
に
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
水

素
爆

発
を
未

然
に
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
　
水
素
掃
気
配
管
・
弁

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
　
機
器
圧
縮
空
気

供
給

配
管
・
弁

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
　
可

搬
型

空
気

圧
縮

機
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

　
可

搬
型

建
屋

外
ホ
ー

ス
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

　
可

搬
型

建
屋

内
ホ
ー

ス
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

　
可

搬
型

建
屋
内

ホ
ー

ス

精
製
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

計
測
制
御
設
備

－
可

搬
型

建
屋

外
ホ
ー
ス

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー
ス

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー
ス

－
－

－
種

　
　
類

　
　
　
呼

び
径

1
9
ｍ
ｍ
，
2
0
ｍ
／

本
種

　
　
類

　
　
　
呼

び
径

1
9
ｍ
ｍ
，
1
0
ｍ
／

本
種

　
　
類

　
　
　
呼

び
径

1
9
ｍ
ｍ
，
５
ｍ
／

本

数
　
　
量

　
　
　
3
系

列
数

　
　
量

　
　
　
1
5
系

列
台

　
　
数

　
　
　
４
台

（
う
ち
２
台

は
故

障
時

バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
，
１
台

は
待

機
除

外
時

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）

数
　
　
量

　
　
　
3
2
本

（
う
ち
2
1
本

は
故

障
時

バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
）

数
　
　
量

　
　
　
1
1
本

（
う
ち
7
本

は
故

障
時

バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
）

数
　
　
量

　
　
　
4
7
本

（
う
ち
3
1
本

は
故

障
時
バ

ッ
ク

ア
ッ
プ
）

－
－

容
　
　
量

　
　
　
約

2
2
0
ｍ
３
／

ｈ
／

台
－

－
－

５
系
列

1
5
系
列

２
セ
ッ
ト
＋

１
台

（
１
セ
ッ
ト
＋

１
台

）
３
（
２
）
セ
ッ
ト

３
（
２
）
セ
ッ
ト

３
（
２
）
セ
ッ
ト

－
－

約
4
5
0
ｍ
３
／

ｈ
／

台
－

－
－

平
常
時
と
同
等

重
大
事
故
環
境
に
対
応

屋
外

環
境

に
対

応
屋

外
環

境
に
対

応
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等

屋
内
の
た
め
該
当
し
な
い

屋
内
の
た
め
該
当
し
な
い

屋
外

環
境

に
対

応
屋

外
環

境
に
対

応
屋

内
の

た
め
該

当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

屋
外

の
た
め
該

当
し
な
い

屋
外

の
た
め
該

当
し
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

屋
内

屋
内

屋
外

屋
外

屋
内

屋
内

弁
の
手
動
操
作

弁
の
手
動
操
作

起
動

及
び
停

止
操

作
操

作
不

要
操

作
不

要
操

作
不

要

「
３
３
条
　
別
紙
－
１
」
参
照
。

「
３
３
条
　
別
紙
－
１
」
参
照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

通
常
と
同
じ
弁
操
作

重
大
事
故
対
処
専
用
で
あ
り
該
当
し
な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ
り
該

当
し
な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ
り
該

当
し
な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ
り
該

当
し
な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ
り
該

当
し
な
い

通
常
時
の
系
統
構
成
を
変
え
る
こ
と
な
く
重
大
事

故
等
対
処
施
設
と
し
て
の
系
統
構
成
が
で
き
る
設

計
と
し
て
お
り
、
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

通
常
時
の
系
統
構
成
を
変
え
る
こ
と
な
く
重
大

事
故
等
対
処
施
設
と
し
て
の
系
統
構
成
が
で
き
る
設

計
と
し
て
お
り
、
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で
あ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で
あ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で
あ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で
あ
り
悪

影
響
を
及

ぼ
さ
な
い

地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計
と
し
て
お
り

悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計
と
し
て
お
り

悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

保
管

時
は

固
縛

に
よ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

保
管

時
は

固
縛

に
よ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

保
管

時
は

固
縛

に
よ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

保
管

時
は

固
縛

に
よ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

平
常
時
と
同
等

1
0
m
S
v以

下
で
作
業
管
理

平
常

時
と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等

・
地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計
と
し
て
お

り
、
重
大
事
故
等
の
起
因
と
な
る
安
全
機
能
と
同

時
に
機
能
喪
失
し
な
い

・
溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

・
地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計

と
し
て
お

り
、
重
大
事
故
等
の
起
因
と
な
る
安
全
機
能

と
同

時
に
機
能
喪
失
し
な
い

・
溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

対
象

外
対

象
外

対
象

外
対

象
外

対
象

外
対

象
外

対
象

外
対

象
外

平
常

時
と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ

を
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

か
ら
離

れ
た
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
保

管
す
る
。

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ

を
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

か
ら
離

れ
た
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
保

管
す
る
。

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ

を
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

か
ら
離

れ
た
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
保

管
す
る
。

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ

を
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

か
ら
離
れ

た
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
保

管
す
る
。

外
部

保
管

エ
リ
ア
に
１
セ
ッ
ト
を
保

管
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
１
セ
ッ
ト
を
保

管
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
１
セ
ッ
ト
を
保

管
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
１
セ
ッ
ト
を
保

管

２
ル

ー
ト
確

保
２
ル

ー
ト
確

保
２
ル

ー
ト
確

保
２
ル

ー
ト
確

保

保
管

時
は

固
縛

を
し
て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、
溢

水
に
対

す
る
防

護
を
し
て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、
溢

水
に
対

す
る
防

護
を
し
て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、
溢

水
に
対

す
る
防

護
を
し
て
保

管

建
物

近
傍

、
保

管
庫

及
び
簡

易
倉

庫
に
保

管
建

屋
内

及
び
保

管
用

コ
ン
テ
ナ
に
保

管
建

屋
内

及
び
保

管
用

コ
ン
テ
ナ
に
保

管
建

屋
内

及
び
保

管
用

コ
ン
テ
ナ
に
保

管

建
屋

内
へ

移
動

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い
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温
度
、
圧
力
、
湿
度
、
放
射
線

自
然
現
象
等

地
震
随
伴
の
溢
水
、
化
学
薬
品
漏
え
い

※
1
及
び
火
災

※
2

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

操
作
環
境

操
作
内
容

第
４
号

第
５
号

系
統
設
計

そ
の
他
（
飛
散
物
）

第
７
号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

落
雷

降
下
火
砕
物
に
よ
る
降
灰
濃
度

第
１
号

第
２
号

第
３
号

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
異
な
る
場
所
へ

の
保
管

故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
に
対
す
る
考

慮

第
５
号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

落
雷

降
下
火
砕
物
に
よ
る
降
灰
濃
度

3
3
条

適
合

性

第
６
号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

第
４
号

第
６
号

悪 影 響

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

常
設
と
の
接
続
性

異
な
る
複
数
の
接
続
口
の
確
保

（
再

処
理
施
設
の
外
か
ら
水
等
を
供
給
す
る
も
の
）

共
通
要

因
故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１
号

個
数

（
）
は
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

※
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
個
数
は
除
く
。

容
量

第
２
号

環 境 条 件 に お け る 健 全

性

第
３
号

操 作 性

試
験
・
検
査

切
り
替
え
性
（
本
来
の
用
途
以
外
の
用
途
で
使
用
す
る
場

合
）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の

供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の

空
気

の
供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素

爆
発

の
再

発
を
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す
る
た
め
の
空

気
の

供
給

に
使

用
す
る
設

備
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

圧
縮
空
気
手
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

建
屋
内
空
気
中
継
配
管

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
　
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
　
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
　
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
　
機

器
圧

縮
空
気

供
給

配
管

・
弁

圧
縮
空
気
ボ
ン
ベ
　
ラ
ッ
ク

－
か

く
は

ん
用

安
全

圧
縮

空
気

系
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
精

製
設

備
精

製
建

屋
一

時
貯

留
処

理
設

備
計

測
制

御
設

備

－
－

－
－

－
－

数
　
　
量

　
　
　
１
式

数
　
　
量

　
　
　
２
系

列
数

　
　
量

　
　
　
１
系

列
数

　
　
量

　
　
　
1
2
系

列
数

　
　
量

　
　
　
５
系

列
数

　
　
量

　
　
　
1
5
系

列

－
－

－
－

－
－

１
式

２
系
列

１
系

列
1
2
系
列

５
系

列
1
5
系
列

－
－

－
－

－
－

平
常
時
と
同
等

重
大
事
故
環
境
に
対
応

平
常

時
と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
重

大
事

故
環

境
に
対

応

屋
内
の
た
め
該
当
し
な
い

屋
内
の
た
め
該
当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

弁
の
手
動
操
作

弁
の
手
動
操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

「
３
３
条
　
別
紙
－
１
」
参
照
。

「
３
３
条
　
別
紙
－
１
」
参
照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

重
大
事
故
対
処
専
用
で
あ
り
該
当
し
な
い

重
大
事
故
対
処
専
用
で
あ
り
該
当
し
な
い

通
常

と
同

じ
弁

操
作

通
常

と
同

じ
弁

操
作

通
常

と
同

じ
弁

操
作

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ
り
該

当
し
な
い

通
常
時
は
分
離
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
悪
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い

通
常
時
は
分
離
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

を
変

え
る
こ
と
な
く
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し
て
の

系
統

構
成

が
で
き
る
設

計
と
し
て
お
り
、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

を
変

え
る
こ
と
な
く
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し
て
の

系
統

構
成

が
で
き
る
設

計
と
し
て
お
り
、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

を
変

え
る
こ
と
な
く
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し
て
の

系
統

構
成

が
で
き
る
設

計
と
し
て
お
り
、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

を
変

え
る
こ
と
な
く
重
大

事
故

等
対

処
施

設
と
し
て
の

系
統

構
成

が
で
き
る
設

計
と
し
て
お
り
、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計
と
し
て
お
り

悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計
と
し
て
お
り

悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

地
震

起
因

重
大

事
故

機
能

維
持

設
計

と
し
て
お
り

悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

地
震

起
因

重
大

事
故

機
能

維
持

設
計

と
し
て
お
り

悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

地
震

起
因

重
大

事
故

機
能

維
持

設
計

と
し
て
お
り

悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

地
震

起
因

重
大

事
故

機
能

維
持

設
計

と
し
て
お
り

悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

平
常
時
と
同
等

1
0
m
S
v以

下
で
作
業
管
理

平
常

時
と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
1
0
m
S
v以

下
で
作

業
管

理

・
地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計
と
し
て
お

り
、
重
大
事
故
等
の
起
因
と
な
る
安
全
機
能
と
同

時
に
機
能
喪
失
し
な
い

・
溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

・
地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計

と
し
て
お

り
、
重
大
事
故
等
の
起
因
と
な
る
安
全
機
能

と
同

時
に
機
能
喪
失
し
な
い

・
溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と
し
て
お

り
、
重

大
事

故
等

の
起

因
と
な
る
安

全
機

能
と
同

時
に
機

能
喪

失
し
な
い

・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な
い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と
し
て
お

り
、
重

大
事

故
等

の
起

因
と
な
る
安

全
機

能
と
同

時
に
機

能
喪

失
し
な
い

・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な
い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と
し
て
お

り
、
重

大
事

故
等

の
起

因
と
な
る
安

全
機

能
と
同

時
に
機

能
喪

失
し
な
い

・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な
い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と
し
て
お

り
、
重

大
事

故
等

の
起

因
と
な
る
安

全
機
能

と
同

時
に
機

能
喪

失
し
な
い

・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い
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温
度
、
圧
力
、
湿
度
、
放
射
線

自
然
現
象
等

地
震
随
伴
の
溢
水
、
化
学
薬
品
漏
え
い

※
1
及
び
火
災

※
2

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

操
作
環
境

操
作
内
容

第
４
号

第
５
号

系
統
設
計

そ
の
他
（
飛
散
物
）

第
７
号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

落
雷

降
下
火
砕
物
に
よ
る
降
灰
濃
度

第
１
号

第
２
号

第
３
号

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
異
な
る
場
所
へ

の
保
管

故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
に
対
す
る
考

慮

第
５
号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

落
雷

降
下
火
砕
物
に
よ
る
降
灰
濃
度

3
3
条

適
合

性

第
６
号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

第
４
号

第
６
号

悪 影 響

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

常
設
と
の
接
続
性

異
な
る
複
数
の
接
続
口
の
確
保

（
再

処
理
施
設
の
外
か
ら
水
等
を
供
給
す
る
も
の
）

共
通
要

因
故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１
号

個
数

（
）
は
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

※
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
個
数
は
除
く
。

容
量

第
２
号

環 境 条 件 に お け る 健 全

性

第
３
号

操 作 性

試
験
・
検
査

切
り
替
え
性
（
本
来
の
用
途
以
外
の
用
途
で
使
用
す
る
場

合
）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の

供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の

空
気

の
供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素

爆
発

の
再

発
を
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
　
可
搬
型
空
気
圧
縮
機

（
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の

供
給
に
使
用
す
る
設
備
）

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
　
可
搬
型
建
屋
外

ホ
ー

ス
（
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の

空
気

の
供
給
に
使
用
す
る
設
備
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
　
可

搬
型

建
屋

内
ホ
ー

ス
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

　
可

搬
型

建
屋

内
ホ
ー

ス

－
－

建
屋

内
ホ
ー
ス
（
一

部
は

，
水

素
爆

発
を
未

然
に

防
止

す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
の

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
）

建
屋

内
ホ
ー
ス
（
一

部
は

，
水

素
爆

発
を
未

然
に

防
止

す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
の

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
）

－
種

　
　
類

　
　
　
呼

び
径

1
9
ｍ
ｍ
，
2
0
ｍ
／

本
種

　
　
類

　
　
　
呼

び
径

1
9
ｍ
ｍ
，
1
0
ｍ
／

本
種

　
　
類

　
　
　
呼

び
径

1
9
ｍ
ｍ
，
５
ｍ
／

本

台
　
　
数
　
　
　
４
台
（
う
ち
２
台
は
故
障
時
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
，
１
台
は
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）

数
　
　
量
　
　
　
3
2
本
（
う
ち
2
1
本
は
故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ
プ
）

数
　
　
量

　
　
　
６
本

（
う
ち
４
本

は
故

障
時

バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
）

数
　
　
量

　
　
　
4
7
本

（
う
ち
3
1
本

は
故

障
時

バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
）

容
　
　
量
　
　
　
約
2
2
0
ｍ
３
／
ｈ
／
台

－
－

－

２
セ
ッ
ト
＋
１
台

（
１
セ
ッ
ト
＋
１
台
）

３
（
２
）
セ
ッ
ト

３
（
２
）
セ
ッ
ト

３
（
２
）
セ
ッ
ト

約
4
5
0
ｍ
３
／
ｈ
／
台

－
－

－

屋
外
環
境
に
対
応

屋
外
環
境
に
対
応

平
常

時
と
同

等
平

常
時

と
同

等

屋
外
環
境
に
対
応

屋
外
環
境
に
対
応

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

屋
外
の
た
め
該
当
し
な
い

屋
外
の
た
め
該
当
し
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

屋
外

屋
外

屋
内

屋
内

起
動
及
び
停
止
操
作

操
作
不
要

操
作

不
要

操
作

不
要

「
３
３
条
　
別
紙
－
１
」
参
照
。

「
３
３
条
　
別
紙
－
１
」
参
照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

重
大
事
故
対
処
専
用
で
あ
り
該
当
し
な
い

重
大
事
故
対
処
専
用
で
あ
り
該
当
し
な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ
り
該

当
し
な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ
り
該

当
し
な
い

通
常
時
は
分
離
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
悪
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い

通
常
時
は
分
離
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で
あ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で
あ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

保
管
時
は
固
縛
に
よ
り
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

保
管
時
は
固
縛
に
よ
り
悪
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い

保
管

時
は

固
縛

に
よ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

保
管

時
は

固
縛

に
よ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

平
常
時
と
同
等

平
常
時
と
同
等

1
0
m
S
v以

下
で
作

業
管

理
1
0
m
S
v以

下
で
作

業
管

理

対
象
外

対
象
外

対
象

外
対

象
外

対
象
外

対
象
外

対
象

外
対

象
外

屋
外

屋
外

0
.1
m
S
v以

下
で
作

業
管

理
0
.1
m
S
v以

下
で
作

業
管

理

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
か
ら
離
れ
た
外

部
保
管
エ
リ
ア
に
保
管
す
る
。

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
か
ら
離
れ

た
外

部
保
管
エ
リ
ア
に
保
管
す
る
。

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ

を
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

か
ら
離

れ
た
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
保

管
す
る
。

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ

を
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

か
ら
離

れ
た
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
保

管
す
る
。

外
部
保
管
エ
リ
ア
に
１
セ
ッ
ト
を
保
管

外
部
保
管
エ
リ
ア
に
１
セ
ッ
ト
を
保
管

外
部

保
管

エ
リ
ア
に
１
セ
ッ
ト
を
保

管
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
１
セ
ッ
ト
を
保

管

２
ル
ー
ト
確
保

２
ル
ー
ト
確
保

２
ル

ー
ト
確

保
２
ル

ー
ト
確

保

保
管
時
は
固
縛
を
し
て
保
管

保
管
時
は
固
縛
、
溢
水
に
対
す
る
防
護
を
し
て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、
溢

水
に
対

す
る
防

護
を
し
て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、
溢

水
に
対

す
る
防

護
を
し
て
保

管

建
物
近
傍
、
保
管
庫
及
び
簡
易
倉
庫
に
保
管

建
屋
内
及
び
保
管
用
コ
ン
テ
ナ
に
保
管

建
屋

内
及

び
保

管
用

コ
ン
テ
ナ
に
保

管
建

屋
内

及
び
保

管
用

コ
ン
テ
ナ
に
保

管

建
屋
内
へ
移
動

影
響
を
受
け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い
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温
度
、
圧
力
、
湿
度
、
放
射
線

自
然
現
象
等

地
震
随
伴
の
溢
水
、
化
学
薬
品
漏
え
い

※
1
及
び
火
災

※
2

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

操
作
環
境

操
作
内
容

第
４
号

第
５
号

系
統
設
計

そ
の
他
（
飛
散
物
）

第
７
号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

落
雷

降
下
火
砕
物
に
よ
る
降
灰
濃
度

第
１
号

第
２
号

第
３
号

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
異
な
る
場
所
へ

の
保
管

故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
に
対
す
る
考

慮

第
５
号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

落
雷

降
下
火
砕
物
に
よ
る
降
灰
濃
度

3
3
条

適
合

性

第
６
号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

第
４
号

第
６
号

悪 影 響

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

常
設
と
の
接
続
性

異
な
る
複
数
の
接
続
口
の
確
保

（
再

処
理
施
設
の
外
か
ら
水
等
を
供
給
す
る
も
の
）

共
通
要

因
故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１
号

個
数

（
）
は
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

※
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
個
数
は
除
く
。

容
量

第
２
号

環 境 条 件 に お け る 健 全

性

第
３
号

操 作 性

試
験
・
検
査

切
り
替
え
性
（
本
来
の
用
途
以
外
の
用
途
で
使
用
す
る
場

合
）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排

気
系
に
よ
る
対
応
に
使
用
す
る
設
備

セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替

セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対
応
に
使
用
す
る
設

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ
ル

排
気

系
に
よ
る
対

応
に
使

用
す
る
設

備
セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ
ル

排
気

系
に
よ
る
対

応
に
使

用
す
る
設

備
セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ
ル

排
気

系
に
よ
る
対

応
に
使

用
す
る
設

備
セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ
ル

排
気

系
に
よ
る
対

応
に
使

用
す
る
設

備
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

セ
ル
導
出
設
備
　
精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処

理
設
備
の
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
系
）
か
ら
セ
ル
に
導
出
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
（
冷
却
機

能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め

の
設
備
の
精
製
建
屋
の
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る

た
め
の
設
備
の
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
を
構
築
す

セ
ル
導
出
設
備
　
精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ

ス
処
理
設
備
か
ら
セ
ル
に
導
出
す
る
ユ

ニ
ッ
ト
（
フ
ィ
ル
タ
）
（
冷
却
機
能
の
喪
失
に

よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備

の
精
製
建
屋
の
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る

た
め
の
設
備
の
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
を

セ
ル

導
出

設
備

　
配

管
・
弁

セ
ル

導
出

設
備

　
配

管
・
弁

セ
ル

導
出

設
備

　
配

管
・
弁

セ
ル

導
出

設
備

　
隔

離
弁

－
－

プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
精

製
設

備
（
一

部
は

，
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ
る
蒸

発
乾

固
に
対

処
す
る
た
め
の

設
備

の
精

製
建

屋
の

蒸
発

乾
固

に
対

処
す
る
た

め
の

設
備

の
セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
す
る

精
製

建
屋

一
時

貯
留

処
理

設
備

（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ
る
蒸

発
乾

固
に
対

処
す
る
た
め
の

設
備

の
精

製
建

屋
の

蒸
発

乾
固

に
対

処
す
る
た
め

の
設

備
の

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
す
る
た

塔
槽

類
廃

ガ
ス
処

理
系

（
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
系

）
塔

槽
類

廃
ガ
ス
処

理
系

（
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
系

）

－
－

－
－

－
－

数
　
　
量

　
　
　
１
系

列
数

　
　
量

　
　
　
２
基

数
　
　
量

　
　
　
９
系

列
（
う
ち
７
系

列
は

，
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ
る
蒸

発
乾

固
に
対

処
す
る
た
め

の
設

備
の

精
製

建
屋

の
蒸

発
乾

固
に
対

処
す
る

た
め
の

設
備

の
セ
ル

へ
の

導
出

経
路

を
構

築
す

数
　
　
量

　
　
　
３
系

列
数

　
　
量

　
　
　
１
系

列
数

　
　
量

　
　
　
５
基

－
－

－
－

－

１
系
列

２
系
列

９
系

列
３
系

列
１
系

列
６
基

－
－

－
－

－
－

重
大
事
故
環
境
に
対
応

重
大
事
故
環
境
に
対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に
対

応
重

大
事

故
環

境
に
対

応
重

大
事

故
環

境
に
対

応

屋
内
の
た
め
該
当
し
な
い

屋
内
の
た
め
該
当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

弁
の
手
動
操
作

弁
の
手
動
操
作

操
作

不
要

操
作

不
要

操
作

不
要

弁
の

手
動

操
作

「
３
３
条
　
別
紙
－
１
」
参
照
。

「
３
３
条
　
別
紙
－
１
」
参
照

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

重
大
事
故
対
処
専
用
で
あ
り
該
当
し
な
い

重
大
事
故
対
処
専
用
で
あ
り
該
当
し
な
い

切
替

操
作

が
な
い
た
め
該

当
し
な
い

切
替

操
作

が
な
い
た
め
該

当
し
な
い

切
替

操
作

が
な
い
た
め
該

当
し
な
い

通
常

と
同

じ
弁

操
作

重
大
事
故
等
対
処
の
系
統
を
隔
離
し
、
通
常
時

の
系
統
構
成
と
す
る
た
め
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

通
常
時
は
分
離
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
悪
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

を
変

え
る
こ
と
な
く
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し
て
の

系
統

構
成

が
で
き
る
設

計
と
し
て
お
り
、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

を
変

え
る
こ
と
な
く
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し
て
の

系
統

構
成

が
で
き
る
設

計
と
し
て
お
り
、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し
て
の

系
統

構
成

に
切

り
替

え
ら
れ

る
設

計
と
し
て
お
り
、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い
。

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と
し
て
の

系
統

構
成

に
切

り
替

え
ら
れ

る
設

計
と
し
て
お
り
、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い
。

地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計
と
し
て
お
り

悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

該
当
な
し

地
震

起
因

重
大

事
故

機
能

維
持

設
計

と
し
て
お
り

悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

地
震

起
因

重
大

事
故

機
能

維
持

設
計

と
し
て
お
り

悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

地
震

起
因

重
大

事
故

機
能

維
持

設
計

と
し
て
お
り

悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

地
震

起
因

重
大

事
故

機
能

維
持

設
計

と
し
て
お
り

悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

1
0
m
S
v以

下
で
作
業
管
理

1
0
m
S
v以

下
で
作
業
管
理

1
0
m
S
v以

下
で
作

業
管

理
1
0
m
S
v以

下
で
作

業
管

理
1
0
m
S
v以

下
で
作

業
管

理
1
0
m
S
v以

下
で
作

業
管

理

・
地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計
と
し
て
お

り
、
重
大
事
故
等
の
起
因
と
な
る
安
全
機
能
と
同

時
に
機
能
喪
失
し
な
い

・
溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

・
地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計

と
し
て
お
り
、
重
大
事
故
等
の
起
因
と
な
る
安

全
機
能
と
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い

・
溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と
し
て
お

り
、
重

大
事

故
等

の
起

因
と
な
る
安

全
機

能
と
同

時
に
機

能
喪

失
し
な
い

・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な
い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と
し
て
お

り
、
重

大
事

故
等

の
起

因
と
な
る
安

全
機

能
と
同

時
に
機

能
喪

失
し
な
い

・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な
い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と
し
て
お

り
、
重

大
事

故
等

の
起

因
と
な
る
安

全
機

能
と
同

時
に
機

能
喪

失
し
な
い

・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な
い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と
し
て
お

り
、
重

大
事

故
等

の
起

因
と
な
る
安

全
機

能
と
同

時
に
機

能
喪

失
し
な
い

・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い
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温
度
、
圧
力
、
湿
度
、
放
射
線

自
然
現
象
等

地
震
随
伴
の
溢
水
、
化
学
薬
品
漏
え
い

※
1
及
び
火
災

※
2

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

操
作
環
境

操
作
内
容

第
４
号

第
５
号

系
統
設
計

そ
の
他
（
飛
散
物
）

第
７
号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

落
雷

降
下
火
砕
物
に
よ
る
降
灰
濃
度

第
１
号

第
２
号

第
３
号

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
異
な
る
場
所
へ

の
保
管

故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
に
対
す
る
考

慮

第
５
号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

落
雷

降
下
火
砕
物
に
よ
る
降
灰
濃
度

3
3
条

適
合

性

第
６
号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

第
４
号

第
６
号

悪 影 響

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

常
設
と
の
接
続
性

異
な
る
複
数
の
接
続
口
の
確
保

（
再

処
理
施
設
の
外
か
ら
水
等
を
供
給
す
る
も
の
）

共
通
要

因
故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１
号

個
数

（
）
は
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

※
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
個
数
は
除
く
。

容
量

第
２
号

環 境 条 件 に お け る 健 全

性

第
３
号

操 作 性

試
験
・
検
査

切
り
替
え
性
（
本
来
の
用
途
以
外
の
用
途
で
使
用
す
る
場

合
）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

3
6
条
　
水
素
爆
発

セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排

気
系
に
よ
る
対
応
に
使
用
す
る
設
備

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

セ
ル
導
出
設
備
　
水
封
安
全
器

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
系
）

廃
ガ
ス
ポ
ッ
ト

－ 数
　
　
量

　
　
　
１
基

－ １
基

－ 重
大
事
故
環
境
に
対
応

屋
内
の
た
め
該
当
し
な
い

溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

屋
内

操
作
不
要

「
３
３
条
　
別
紙
－
１
」
参
照
。

切
替
操
作
が
な
い
た
め
該
当
し
な
い

通
常
時
の
系
統
構
成
を
変
え
る
こ
と
な
く
重
大
事

故
等
対
処
施
設
と
し
て
の
系
統
構
成
が
で
き
る
設

計
と
し
て
お
り
、
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計
と
し
て
お
り

悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

1
0
m
S
v以

下
で
作
業
管
理

・
地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計
と
し
て
お

り
、
重
大
事
故
等
の
起
因
と
な
る
安
全
機
能
と
同

時
に
機
能
喪
失
し
な
い

・
溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

影
響
を
受
け
な
い
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温
度
、
圧
力
、
湿
度
、
放
射
線

自
然
現
象
等

地
震
随
伴
の
溢
水
、
化
学
薬
品
漏
え
い

※
1
及
び
火
災

※
2

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

操
作
環
境

操
作
内
容

第
４
号

第
５
号

系
統
設
計

そ
の
他
（
飛
散
物
）

第
７
号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

落
雷

降
下
火
砕
物
に
よ
る
降
灰
濃
度

第
１
号

第
２
号

第
３
号

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
異
な
る
場
所
へ

の
保
管

故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
に
対
す
る
考

慮

第
５
号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い
に
対

し
て
は

、
化

学
薬

品
の

漏
え
い
源

の
耐

震
性
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
2
：
火
災
に
対
し
て
は
、
第
2
9
条
｢火

災
等
に
よ
る
損

傷
の

防
止

｣に
基
づ

き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

落
雷

降
下
火
砕
物
に
よ
る
降
灰
濃
度

3
3
条

適
合

性

第
６
号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

第
４
号

第
６
号

悪 影 響

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

常
設
と
の
接
続
性

異
な
る
複
数
の
接
続
口
の
確
保

（
再

処
理
施
設
の
外
か
ら
水
等
を
供
給
す
る
も
の
）

共
通
要

因
故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１
号

個
数

（
）
は
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

※
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
個
数
は
除
く
。

容
量

第
２
号

環 境 条 件 に お け る 健 全

性

第
３
号

操 作 性

試
験
・
検
査

切
り
替
え
性
（
本
来
の
用
途
以
外
の
用
途
で
使
用
す
る
場

合
）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管

場
所

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排

気
系
に
よ
る
対
応
に
使
用
す
る
設
備

セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替

セ
ル

排
気
系
に
よ
る
対
応
に
使
用
す
る
設
備

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ
ル

排
気

系
に
よ
る
対

応
に
使

用
す
る
設

備
セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ
ル

排
気

系
に
よ
る
対

応
に
使

用
す
る
設

備
セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ
ル

排
気

系
に
よ
る
対

応
に
使

用
す
る
設

備
セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ
ル
排

気
系

に
よ
る
対

応
に
使

用
す
る
設

備
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

代
替
セ
ル
排
気
系
　
ダ
ク
ト
・
ダ
ン
パ

代
替
セ
ル
排
気
系
　
可
搬
型
フ
ィ
ル
タ
（
冷

却
機

能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め

の
設
備
の
精
製
建
屋
の
蒸
発
乾
固
に
対
処

す
る

た
め
の
設
備
の
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排

気
系
を
構
築
す
る
た
め
の
設
備
）

代
替

セ
ル

排
気

系
　
可

搬
型

ダ
ク
ト
（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ
る
蒸

発
乾

固
に
対

処
す
る
た
め
の

設
備

の
精

製
建

屋
の

蒸
発

乾
固

に
対

処
す
る
た

め
の

設
備

の
セ
ル

排
気

系
を
代

替
す
る
排

気
系

を
構

築
す
る
た
め
の

設
備

）

代
替

セ
ル

排
気

系
　
可

搬
型

ダ
ク
ト
（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ
る
蒸

発
乾

固
に
対

処
す
る
た
め
の

設
備

の
精

製
建

屋
の

蒸
発

乾
固

に
対

処
す
る
た

め
の

設
備

の
セ
ル

排
気

系
を
代

替
す
る
排

気
系

を
構

築
す
る
た
め
の

設
備

）

代
替

セ
ル

排
気

系
　
可

搬
型

ダ
ク
ト
（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ
る
蒸

発
乾

固
に
対

処
す
る
た
め
の

設
備

の
精

製
建

屋
の

蒸
発

乾
固

に
対

処
す
る
た

め
の

設
備

の
セ
ル

排
気

系
を
代

替
す
る
排

気
系

を
構

築
す
る
た
め
の

設
備

）

代
替

セ
ル

排
気

系
　
可

搬
型

ダ
ク
ト
（
冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸

発
乾

固
に
対

処
す
る
た
め
の

設
備

の
精

製
建

屋
の

蒸
発

乾
固

に
対

処
す
る
た

め
の

設
備

の
セ
ル

排
気

系
を
代

替
す
る
排

気
系

を
構

築
す
る
た
め
の

設
備

）

精
製
建
屋
排
気
系

－
可

搬
型

ダ
ク
ト

可
搬

型
ダ
ク
ト

可
搬

型
ダ
ク
ト

－

－
種
　
　
類
　
　
　
高
性
能
粒
子
フ
ィ
ル
タ

粒
子
除
去
効
率
　
9
9
.9
％
以
上
（
0
.3
μ
ｍ
Ｄ
Ｏ
Ｐ

種
　
　
類

　
　
　
内

径
5
0
0
ｍ
ｍ
，
１
ｍ
／

本
種

　
　
類

　
　
　
内

径
5
0
0
ｍ
ｍ
，
２
ｍ
／

本
種

　
　
類

　
　
　
内

径
5
0
0
ｍ
ｍ
，
４
ｍ
／

本
種

　
　
類

　
　
　
遠

心
式

主
要

材
料

　
　
　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

数
　
　
量

　
　
　
１
系

列
基
　
　
数
　
　
　
６
基
（
う
ち
４
基
は
故
障
時

バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
）

数
　
　
量

　
　
　
２
本

（
う
ち
１
本

は
故

障
時

バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
）

数
　
　
量

　
　
　
４
本

（
う
ち
２
本

は
故

障
時

バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
）

数
　
　
量

　
　
　
６
本

（
う
ち
３
本

は
故

障
時

バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
）

台
　
　
数

　
　
　
３
台

（
う
ち
２
台

は
故

障
時

バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
）

－
容
　
　
量
　
　
　
約
2
,5
0
0
ｍ
３
／
ｈ
／
基

－
－

－
容

　
　
量

　
　
　
約

2
,4
0
0
ｍ
３
／

ｈ
／

台

１
系
列

３
（
２
）
セ
ッ
ト

２
（
１
）
セ
ッ
ト

２
（
１
）
セ
ッ
ト

２
（
１
）
セ
ッ
ト

２
セ
ッ
ト
+
1
台

－
－

－
－

－
－

重
大
事
故
環
境
に
対
応

重
大
事
故
環
境
に
対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に
対

応
重

大
事

故
環

境
に
対

応
重

大
事

故
環

境
に
対

応

屋
内
の
た
め
該
当
し
な
い

屋
内
の
た
め
該
当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

屋
内

の
た
め
該

当
し
な
い

溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
設
置

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い

溢
水

の
影

響
を
受

け
な
い
よ
う
設

置

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

ダ
ン
パ
の
手
動
操
作

操
作
不
要

操
作

不
要

操
作

不
要

操
作

不
要

起
動

及
び
停

止
操

作

「
３
３
条
　
別
紙
－
１
」
参
照
。

「
３
３
条
　
別
紙
－
１
」
参
照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

「
３
３
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
。

通
常
と
同
じ
ダ
ン
パ
操
作

重
大
事
故
対
処
専
用
で
あ
り
該
当
し
な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ
り
該

当
し
な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ
り
該

当
し
な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ
り
該

当
し
な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ
り
該

当
し
な
い

通
常
時
の
系
統
構
成
か
ら
重
大
事
故
等
対
処
施

設
と
し
て
の
系
統
構
成
に
切
り
替
え
ら
れ
る
設
計

と
し
て
お
り
、
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。

通
常
時
は
分
離
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で
あ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で
あ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で
あ
り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で
あ
り
悪

影
響
を
及

ぼ
さ
な
い

地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計
と
し
て
お
り

悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計
と
し
て
お
り

悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

地
震

起
因

重
大

事
故

機
能

維
持

設
計

と
し
て
お
り

悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

地
震

起
因

重
大

事
故

機
能

維
持

設
計

と
し
て
お
り

悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

地
震

起
因

重
大

事
故

機
能

維
持

設
計

と
し
て
お
り

悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

地
震

起
因

重
大

事
故

機
能

維
持

設
計

と
し
て
お
り

悪
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い

1
0
m
S
v以

下
で
作
業
管
理

1
0
m
S
v以

下
で
作
業
管
理

1
0
m
S
v以

下
で
作

業
管

理
1
0
m
S
v以

下
で
作

業
管

理
1
0
m
S
v以

下
で
作

業
管

理
1
0
m
S
v以

下
で
作

業
管

理

・
地
震
起
因
重
大
事
故
機
能
維
持
設
計
と
し
て
お

り
、
重
大
事
故
等
の
起
因
と
な
る
安
全
機
能
と
同

時
に
機
能
喪
失
し
な
い

・
溢
水
の
影
響
を
受
け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

影
響
を
受
け
な
い

フ
ラ
ン
ジ
方

式
フ
ラ
ン
ジ
方
式

フ
ラ
ン
ジ
方
式

フ
ラ
ン
ジ
方
式

フ
ラ
ン
ジ
方
式

対
象
外

対
象

外
対

象
外

対
象

外
対

象
外

0
.1
m
S
v以

下
で
作
業
管
理

0
.1
m
S
v以

下
で
作

業
管

理
0
.1
m
S
v以

下
で
作

業
管

理
0
.1
m
S
v以

下
で
作

業
管

理
0
.1
m
S
v以

下
で
作

業
管

理

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
か
ら
離
れ

た
外

部
保
管
エ
リ
ア
に
保
管
す
る
。

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ

を
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

か
ら
離

れ
た
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
保

管
す
る
。

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ

を
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

か
ら
離

れ
た
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
保

管
す
る
。

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ

を
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

か
ら
離

れ
た
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
保

管
す
る
。

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ

を
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

か
ら
離
れ

た
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
保

管
す
る
。

外
部
保
管
エ
リ
ア
に
１
セ
ッ
ト
を
保
管

外
部

保
管

エ
リ
ア
に
１
セ
ッ
ト
を
保

管
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
１
セ
ッ
ト
を
保

管
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
１
セ
ッ
ト
を
保

管
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
１
セ
ッ
ト
を
保

管

２
ル
ー
ト
確
保

２
ル

ー
ト
確

保
２
ル

ー
ト
確

保
２
ル

ー
ト
確

保
２
ル

ー
ト
確

保

保
管
時
は
固
縛
、
溢
水
に
対
す
る
防
護
を
し
て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、
溢

水
に
対

す
る
防

護
を
し
て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、
溢

水
に
対

す
る
防

護
を
し
て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、
溢

水
に
対

す
る
防

護
を
し
て
保

管
保

管
時

は
固

縛
、
溢

水
に
対

す
る
防

護
を
し
て
保

管

建
屋
内
及
び
保
管
用
コ
ン
テ
ナ
に
保
管

建
屋

内
及

び
保

管
用

コ
ン
テ
ナ
に
保

管
建

屋
内

及
び
保

管
用

コ
ン
テ
ナ
に
保

管
建

屋
内

及
び
保

管
用

コ
ン
テ
ナ
に
保

管
建

屋
内

、
簡

易
倉

庫
に
保

管

影
響
を
受
け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い

影
響

を
受

け
な
い
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3
6
条
　
水
素

爆
発

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条

　
水

素
爆

発
水
素
爆
発
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
の

空
気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素

爆
発

を
未

然
に
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
水

素
爆

発
を
未

然
に
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
水

素
爆

発
を
未

然
に
防

止
す
る
た
め
の
空

気
の

供
給

に
使

用
す
る
設

備
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空

気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空

気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空

気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空

気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空

気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空

気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素
爆
発

の
再

発
を
防

止
す
る
た
め
の

空
気
の
供
給

に
使

用
す
る
設

備
常
設
重
大
事
故
等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

常
設
重
大
事

故
等

対
処

設
備

代
替
安
全
圧
縮
空
気

系
圧
縮
空
気
自
動
供
給

ユ
ニ
ッ
ト

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
機

器
圧

縮
空

気
自

動
供

給
ユ
ニ
ッ
ト

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
建

屋
内

空
気

中
継

配
管

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
水

素
掃

気
配

管
・
弁

（
設

計
基

準
設

備
兼

用
）

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

水
素
掃
気
配
管
・
弁
（
設
計
基
準
設
備
兼

用
）

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
・
弁
（
設
計
基

準
設
備
兼
用
）

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

可
搬
型
空
気
圧
縮
機
（
精
製
建
屋
の
水
素

爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
水
素

爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の

供
給
に
使
用
す
る
設
備
）

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

圧
縮
空
気
手
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト

代
替
安
全

圧
縮

空
気

系
建
屋
内
空

気
中

継
配

管

－
－

－
圧

縮
空

気
設

備
水

素
掃

気
用

安
全

圧
縮

空
気

系
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備

溶
液
系

計
測
制
御
設
備

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
－

圧
縮
空
気
供

給
系

－
－

－
－

－
－

－
種
　
　
類
　
　
　
呼
び
径

1
6
ｍ
ｍ
，
2
0
ｍ
／

本
種
　
　
類
　
　
　
呼
び
径

1
6
ｍ
ｍ
，
2
0
ｍ
／

本
－

－

数
　
　
量
　
　
　
１
式

数
　
　
量
　
　
　
１
式

数
　
　
量
　
　
　
２
系
列

数
　
　
量
　
　
　
１
系
列

数
　
　
量
　
　
　
４
系
列

数
　
　
量
　
　
　
４
系
列

台
　
　
数
　
　
　
４
台
（
う
ち
２
台
は
故
障
時

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
，
１
台
は
待
機
除
外
時
バ
ッ

数
　
　
量
　
　
　
4
7
本
（
う
ち
3
2
本
は
故
障
時

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）

数
　
　
量
　
　
　
2
9
本
（
う
ち
2
0
本
は
故
障
時

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）

数
　
　
量
　
　
　
１
式

数
　
　
量
　
　
　
２
系

列

－
－

－
－

－
－

容
　
　
量
　
　
　
約
2
2
0
ｍ
３
／
ｈ
／
台

－
－

－
－

１
式

１
式

２
系
列

１
系
列

４
系

列
４
系

列
３
セ
ッ
ト
＋

１
台

（
２
セ
ッ
ト
＋

１
台

）
３
（
２
）
セ
ッ
ト

３
（
２
）
セ
ッ
ト

１
式

２
系

列

－
－

－
－

－
－

約
2
2
0
ｍ
３
／
ｈ
／
台

－
－

－
－

重
大

事
故

当
時

の
環

境
条

件
（
温

度
、
圧

力
、
湿

度
、
放

射
線
）

重
大
事
故
当
時
の
環

境
条

件
を
考

慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大

事
故

当
時

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大

事
故

当
時

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大

事
故

当
時

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大
事
故
当
時
の
環
境
条
件
を
考
慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大
事
故
当
時
の
環
境
条
件
を
考
慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大
事
故
当
時
の
環
境
条
件
を
考
慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大
事
故
当
時
の
環
境
条
件
を
考
慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大
事
故
当
時
の
環
境
条
件
を
考
慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大
事
故
当
時
の
環
境
条
件
を
考
慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大
事
故

当
時

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
た

設
計
と
す
る
。

自
然
現
象
等

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震

を
要

因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震
設

計
」

に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

地
震
に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事
故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基
づ
く
設
計

と
す
る
。

人
為
事
象

対
象
か
ら
の
距
離
を
確
保

又
は

影
響

を
受

け
な
い
設
計
と
す
る
。

対
象

か
ら
の

距
離

を
確

保
又

は
影

響
を
受

け
な
い
設

計
と
す
る
。

対
象

か
ら
の

距
離

を
確

保
又

は
影

響
を
受

け
な
い
設

計
と
す
る
。

対
象

か
ら
の

距
離

を
確

保
又

は
影

響
を
受

け
な
い
設

計
と
す
る
。

対
象
か
ら
の
距
離
を
確
保
又
は
影
響
を
受

け
な
い
設
計
と
す
る
。

対
象
か
ら
の
距
離
を
確
保
又
は
影
響
を
受

け
な
い
設
計
と
す
る
。

対
象
か
ら
の
距
離
を
確
保
又
は
影
響
を
受

け
な
い
設
計
と
す
る
。

対
象
か
ら
の
距
離
を
確
保
又
は
影
響
を
受

け
な
い
設
計
と
す
る
。

対
象
か
ら
の
距
離
を
確
保
又
は
影
響
を
受

け
な
い
設
計
と
す
る
。

対
象
か
ら
の
距
離
を
確
保
又
は
影
響
を
受

け
な
い
設
計
と
す
る
。

対
象
か
ら
の

距
離

を
確

保
又

は
影

響
を
受

け
な
い
設
計

と
す
る
。

周
辺
機
器
か
ら
の
悪
影
響

内
部
発
生
飛
散
物
か

ら
防
護

す
る
設

計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考
慮
し
た
位
置

へ
の

設
置

、
保

管
、
被
水
対
策
を
行

う
設

計
と
す
る
。

化
学
薬
品
漏
え
い
の

影
響

を
受

け
な
い
位

置
へ
の
設
置
、
保
管

、
容

器
へ

の
収

納
等

を
行
う
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第

2
9
に
基
づ
く
設

計
又

は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
防

護
方

針
」
に

基
づ
く
設
計
と
す
る
。

内
部

発
生

飛
散

物
か

ら
防

護
す
る
設

計
と

す
る
。

溢
水

量
を
考

慮
し
た
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
被

水
対

策
を
行

う
設

計
と
す
る
。

化
学

薬
品

漏
え
い
の

影
響

を
受

け
な
い
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
容

器
へ

の
収

納
等

を
行

う
設

計
と
す
る
。

火
災

に
対

し
て
は

第
3
0
に
基

づ
く
設

計
又

は
「
内

部
火

災
に
対

す
る
防

護
方

針
」
に

基
づ
く
設

計
と
す
る
。

内
部

発
生

飛
散

物
か

ら
防

護
す
る
設

計
と

す
る
。

溢
水

量
を
考

慮
し
た
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
被

水
対

策
を
行

う
設

計
と
す
る
。

化
学

薬
品

漏
え
い
の

影
響

を
受

け
な
い
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
容

器
へ

の
収

納
等

を
行

う
設

計
と
す
る
。

火
災

に
対

し
て
は

第
3
1
に
基

づ
く
設

計
又

は
「
内

部
火

災
に
対

す
る
防

護
方

針
」
に

基
づ
く
設

計
と
す
る
。

内
部

発
生

飛
散

物
か

ら
防

護
す
る
設

計
と

す
る
。

溢
水

量
を
考

慮
し
た
位

置
へ

の
設
置

、
保

管
、
被

水
対

策
を
行

う
設

計
と
す
る
。

化
学

薬
品

漏
え
い
の

影
響

を
受

け
な
い
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
容

器
へ

の
収

納
等

を
行

う
設

計
と
す
る
。

火
災

に
対

し
て
は

第
3
2
に
基

づ
く
設
計

又
は

「
内

部
火

災
に
対

す
る
防

護
方

針
」
に

基
づ
く
設

計
と
す
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
か
ら
防
護
す
る
設
計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考
慮
し
た
位
置
へ
の
設
置
、
保

管
、
被
水
対
策
を
行
う
設
計
と
す
る
。

化
学
薬
品
漏
え
い
の
影
響
を
受
け
な
い
位

置
へ
の
設
置
、
保
管
、
容
器
へ
の
収
納
等

を
行
う
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第
3
3
に
基
づ
く
設
計
又

は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
防
護
方
針
」
に

基
づ
く
設
計
と
す
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
か
ら
防
護
す
る
設
計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考
慮
し
た
位
置
へ
の
設
置
、
保

管
、
被
水
対
策
を
行
う
設
計
と
す
る
。

化
学
薬
品
漏
え
い
の
影
響
を
受
け
な
い
位

置
へ
の
設
置
、
保
管
、
容
器
へ
の
収
納
等

を
行
う
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第
3
4
に
基
づ
く
設
計
又

は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
防
護
方
針
」
に

基
づ
く
設
計
と
す
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
か
ら
防
護
す
る
設
計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考
慮
し
た
位
置
へ
の
設
置
、
保

管
、
被
水
対
策
を
行
う
設
計
と
す
る
。

化
学
薬
品
漏
え
い
の
影
響
を
受
け
な
い
位

置
へ
の
設
置
、
保
管
、
容
器
へ
の
収
納
等

を
行
う
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第
3
5
に
基
づ
く
設
計
又

は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
防
護
方
針
」
に

基
づ
く
設
計
と
す
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
か
ら
防
護
す
る
設
計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考
慮
し
た
位
置
へ
の
設
置
、
保

管
、
被
水
対
策
を
行
う
設
計
と
す
る
。

化
学
薬
品
漏
え
い
の
影
響
を
受
け
な
い
位

置
へ
の
設
置
、
保
管
、
容
器
へ
の
収
納
等

を
行
う
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第
3
6
に
基
づ
く
設
計
又

は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
防
護
方
針
」
に

基
づ
く
設
計
と
す
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
か
ら
防
護
す
る
設
計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考
慮
し
た
位
置
へ
の
設
置
、
保

管
、
被
水
対
策
を
行
う
設
計
と
す
る
。

化
学
薬
品
漏
え
い
の
影
響
を
受
け
な
い
位

置
へ
の
設
置
、
保
管
、
容
器
へ
の
収
納
等

を
行
う
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第
3
7
に
基
づ
く
設
計
又

は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
防
護
方
針
」
に

基
づ
く
設
計
と
す
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
か
ら
防
護
す
る
設
計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考
慮
し
た
位
置
へ
の
設
置
、
保

管
、
被
水
対
策
を
行
う
設
計
と
す
る
。

化
学
薬
品
漏
え
い
の
影
響
を
受
け
な
い
位

置
へ
の
設
置
、
保
管
、
容
器
へ
の
収
納
等

を
行
う
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第
4
2
に
基
づ
く
設
計
又

は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
防
護
方
針
」
に

基
づ
く
設
計
と
す
る
。

内
部
発
生

飛
散

物
か

ら
防

護
す
る
設

計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考

慮
し
た
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
被
水
対

策
を
行

う
設

計
と
す
る
。

化
学
薬
品

漏
え
い
の

影
響

を
受

け
な
い
位

置
へ
の
設

置
、
保

管
、
容

器
へ

の
収

納
等

を
行
う
設
計

と
す
る
。

火
災
に
対

し
て
は

第
4
3
に
基

づ
く
設

計
又

は
「
内
部
火

災
に
対

す
る
防

護
方

針
」
に

基
づ
く
設
計

と
す
る
。

操
作
環
境

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震

を
要

因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基
づ
く
設
計
、
設

置
場

所
で
の

転
倒

防
止
等
の
措
置
を
講
ず
る
。

そ
の
他
は
自
然
現
象

を
考

慮
し
た
建

屋
内

に
設
置
す
る
設
計
、
自

然
現

象
を
考

慮
し

て
機
能
を
喪
失
し
な
い
設
計

と
す
る
。
又

は
手
順
に
よ
り
対
応
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
、
設

置
場

所
で
の

転
倒

防
止

等
の

措
置

を
講

ず
る
。

そ
の

他
は

自
然

現
象

を
考

慮
し
た
建

屋
内

に
設

置
す
る
設

計
、
自

然
現

象
を
考

慮
し

て
機

能
を
喪

失
し
な
い
設

計
と
す
る
。
又

は
手

順
に
よ
り
対

応
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
、
設

置
場

所
で
の

転
倒

防
止

等
の

措
置

を
講

ず
る
。

そ
の

他
は

自
然

現
象

を
考

慮
し
た
建

屋
内

に
設

置
す
る
設

計
、
自

然
現

象
を
考

慮
し

て
機

能
を
喪

失
し
な
い
設

計
と
す
る
。
又

は
手

順
に
よ
り
対

応
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震
設

計
」

に
基

づ
く
設

計
、
設

置
場

所
で
の

転
倒

防
止

等
の

措
置

を
講

ず
る
。

そ
の

他
は

自
然

現
象

を
考

慮
し
た
建
屋

内
に
設

置
す
る
設

計
、
自

然
現

象
を
考

慮
し

て
機

能
を
喪

失
し
な
い
設

計
と
す
る
。
又
は

手
順

に
よ
り
対

応
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
、
設
置
場
所
で
の
転
倒
防

止
等
の
措
置
を
講
ず
る
。

そ
の
他
は
自
然
現
象
を
考
慮
し
た
建
屋
内

に
設
置
す
る
設
計
、
自
然
現
象
を
考
慮
し

て
機
能
を
喪
失
し
な
い
設
計
と
す
る
。
又
は

手
順
に
よ
り
対
応
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
、
設
置
場
所
で
の
転
倒
防

止
等
の
措
置
を
講
ず
る
。

そ
の
他
は
自
然
現
象
を
考
慮
し
た
建
屋
内

に
設
置
す
る
設
計
、
自
然
現
象
を
考
慮
し

て
機
能
を
喪
失
し
な
い
設
計
と
す
る
。
又
は

手
順
に
よ
り
対
応
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
、
設
置
場
所
で
の
転
倒
防

止
等
の
措
置
を
講
ず
る
。

そ
の
他
は
自
然
現
象
を
考
慮
し
た
建
屋
内

に
設
置
す
る
設
計
、
自
然
現
象
を
考
慮
し

て
機
能
を
喪
失
し
な
い
設
計
と
す
る
。
又
は

手
順
に
よ
り
対
応
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
、
設
置
場
所
で
の
転
倒
防

止
等
の
措
置
を
講
ず
る
。

そ
の
他
は
自
然
現
象
を
考
慮
し
た
建
屋
内

に
設
置
す
る
設
計
、
自
然
現
象
を
考
慮
し

て
機
能
を
喪
失
し
な
い
設
計
と
す
る
。
又
は

手
順
に
よ
り
対
応
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
、
設
置
場
所
で
の
転
倒
防

止
等
の
措
置
を
講
ず
る
。

そ
の
他
は
自
然
現
象
を
考
慮
し
た
建
屋
内

に
設
置
す
る
設
計
、
自
然
現
象
を
考
慮
し

て
機
能
を
喪
失
し
な
い
設
計
と
す
る
。
又
は

手
順
に
よ
り
対
応
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
、
設
置
場
所
で
の
転
倒
防

止
等
の
措
置
を
講
ず
る
。

そ
の
他
は
自
然
現
象
を
考
慮
し
た
建
屋
内

に
設
置
す
る
設
計
、
自
然
現
象
を
考
慮
し

て
機
能
を
喪
失
し
な
い
設
計
と
す
る
。
又
は

手
順
に
よ
り
対
応
す
る
。

地
震
に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事
故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基
づ
く
設
計

、
設

置
場

所
で
の

転
倒

防
止
等
の
措

置
を
講

ず
る
。

そ
の
他
は

自
然

現
象

を
考

慮
し
た
建

屋
内

に
設
置
す
る
設

計
、
自

然
現

象
を
考

慮
し

て
機
能
を
喪
失

し
な
い
設

計
と
す
る
。
又

は
手
順
に
よ
り
対
応

す
る
。

操
作
内
容

操
作
不
要

操
作

不
要

操
作

不
要

弁
の

手
動

操
作

操
作
不
要

弁
の
手
動
操
作

起
動
及
び
停
止
操
作

操
作
不
要

操
作
不
要

弁
の
手
動
操
作

操
作
不
要

第
４
号

健
全
性
及
び
能
力
を
確

認
す
る
た
め
に
検

査
又
は
試
験
が
で
き
る
設

計
と
す
る
。

健
全

性
及

び
能

力
を
確

認
す
る
た
め
に
検

査
又

は
試

験
が

で
き
る
設

計
と
す
る
。

健
全

性
及

び
能

力
を
確

認
す
る
た
め
に
検

査
又

は
試

験
が

で
き
る
設

計
と
す
る
。

健
全

性
及

び
能

力
を
確

認
す
る
た
め
に
検

査
又

は
試

験
が

で
き
る
設

計
と
す
る
。

健
全
性
及
び
能
力
を
確
認
す
る
た
め
に
検

査
又
は
試
験
が
で
き
る
設
計
と
す
る
。

健
全
性
及
び
能
力
を
確
認
す
る
た
め
に
検

査
又
は
試
験
が
で
き
る
設
計
と
す
る
。

健
全
性
及
び
能
力
を
確
認
す
る
た
め
に
検

査
又
は
試
験
が
で
き
る
設
計
と
す
る
。

健
全
性
及
び
能
力
を
確
認
す
る
た
め
に
検

査
又
は
試
験
が
で
き
る
設
計
と
す
る
。

健
全
性
及
び
能
力
を
確
認
す
る
た
め
に
検

査
又
は
試
験
が
で
き
る
設
計
と
す
る
。

健
全
性
及
び
能
力
を
確
認
す
る
た
め
に
検

査
又
は
試
験
が
で
き
る
設
計
と
す
る
。

健
全
性
及

び
能

力
を
確

認
す
る
た
め
に
検

査
又
は
試

験
が

で
き
る
設

計
と
す
る
。

第
５
号

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
て
切
替
え
可
能

な
設
計

と
す
る
。

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
て
切

替
え
可

能
な
設

計
と
す
る
。

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
て
切

替
え
可

能
な
設

計
と
す
る
。

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
て
切

替
え
可

能
な
設

計
と
す
る
。

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
を
考

慮
し
て
切
替
え
可
能
な
設
計
と
す
る
。

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
を
考

慮
し
て
切
替
え
可
能
な
設
計
と
す
る
。

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
を
考

慮
し
て
切
替
え
可
能
な
設
計
と
す
る
。

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
を
考

慮
し
て
切
替
え
可
能
な
設
計
と
す
る
。

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
を
考

慮
し
て
切
替
え
可
能
な
設
計
と
す
る
。

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
を
考

慮
し
て
切
替
え
可
能
な
設
計
と
す
る
。

第
3
3
条
第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
て
切
替

え
可

能
な
設

計
と
す
る
。

系
統
設
計

重
大
事
故
対
処
の
系

統
を
隔
離

し
、
通

常
時
の
系
統
構
成
と
す
る
た
め
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

重
大

事
故

対
処

の
系

統
を
隔

離
し
、
通

常
時

の
系

統
構

成
と
す
る
た
め
悪

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

て
お
り
悪

影
響

を
与

え
る
こ
と
は

な
い
。

隔
離

（
分

離
）
さ
れ

た
状

態
か

ら
弁
等

の
操

作
（
接

続
）
に
よ
り
重

大
事

故
等

対
処
設

備
の

系
統

構
成

と
す
る
こ
と
で
悪

影
響

を
与

え
な
い
設

計
と
す
る
。

通
常
時
の
系
統
構
成
と
同
じ
系
統
構
成
で

重
大
事
故
等
対
処
施
設
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
悪
影
響
を
与
え
な
い
設
計
と
す

る
。

隔
離
（
分
離
）
さ
れ
た
状
態
か
ら
弁
等
の
操

作
（
接
続
）
に
よ
り
重
大
事
故
等
対
処
設
備

の
系
統
構
成
と
す
る
こ
と
で
悪
影
響
を
与

え
な
い
設
計
と
す
る
。

通
常
時
は
分
離
さ
れ
て
お
り
悪
影
響
を
与

え
る
こ
と
は
な
い
。

通
常
時
は
分
離
さ
れ
て
お
り
悪
影
響
を
与

え
る
こ
と
は
な
い
。

通
常
時
は
分
離
さ
れ
て
お
り
悪
影
響
を
与

え
る
こ
と
は
な
い
。

隔
離
（
分
離
）
さ
れ
た
状
態
か
ら
弁
等
の
操

作
（
接
続
）
に
よ
り
重
大
事
故
等
対
処
設
備

の
系
統
構
成
と
す
る
こ
と
で
悪
影
響
を
与

え
な
い
設
計
と
す
る
。

通
常
時
は

分
離

さ
れ

て
お
り
悪

影
響

を
与

え
る
こ
と
は
な
い
。

そ
の
他
（
飛
散
物
）

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震

を
要

因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

竜
巻
（
風
（
台
風
）
含
む
）
に
対

し
て
は

建
屋
内
に
設
置
、
保
管

。
屋

外
は

固
縛

を
行

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

竜
巻

（
風

（
台

風
）
含

む
）
に
対

し
て
は

建
屋

内
に
設

置
、
保

管
。
屋

外
は

固
縛

を
行

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

竜
巻

（
風

（
台

風
）
含

む
）
に
対

し
て
は

建
屋

内
に
設

置
、
保

管
。
屋

外
は

固
縛

を
行

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震
設

計
」

に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

竜
巻

（
風

（
台

風
）
含

む
）
に
対

し
て
は

建
屋

内
に
設

置
、
保

管
。
屋

外
は

固
縛

を
行

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

竜
巻
（
風
（
台
風
）
含
む
）
に
対
し
て
は
建

屋
内
に
設
置
、
保
管
。
屋
外
は
固
縛
を
行

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

竜
巻
（
風
（
台
風
）
含
む
）
に
対
し
て
は
建

屋
内
に
設
置
、
保
管
。
屋
外
は
固
縛
を
行

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

竜
巻
（
風
（
台
風
）
含
む
）
に
対
し
て
は
建

屋
内
に
設
置
、
保
管
。
屋
外
は
固
縛
を
行

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

竜
巻
（
風
（
台
風
）
含
む
）
に
対
し
て
は
建

屋
内
に
設
置
、
保
管
。
屋
外
は
固
縛
を
行

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

竜
巻
（
風
（
台
風
）
含
む
）
に
対
し
て
は
建
屋

内
に
設
置
、
保
管
。
屋
外
は
固
縛
を
行
う
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

竜
巻
（
風
（
台
風
）
含
む
）
に
対
し
て
は
建

屋
内
に
設
置
、
保
管
。
屋
外
は
固
縛
を
行

地
震
に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事
故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基
づ
く
設

計
と
す
る
。

竜
巻
（
風
（
台

風
）
含

む
）
に
対

し
て
は

建
屋
内
に
設

置
、
保

管
。
屋

外
は

固
縛

を
行

第
７
号

遮
蔽
の
設
置
、
線
源

か
ら
の

離
隔

距
離

を
確
保
し
た
場
所
に
設
置

す
る
。

遮
蔽

の
設

置
、
線

源
か

ら
の

離
隔

距
離

を
確

保
し
た
場

所
に
設

置
す
る
。

遮
蔽

の
設

置
、
線

源
か

ら
の

離
隔

距
離

を
確

保
し
た
場

所
に
設

置
す
る
。

遮
蔽

の
設

置
、
線

源
か

ら
の

離
隔

距
離

を
確

保
し
た
場

所
に
設

置
す
る
。

遮
蔽
の
設
置
、
線
源
か
ら
の
離
隔
距
離
を

確
保
し
た
場
所
に
設
置
す
る
。

遮
蔽
の
設
置
、
線
源
か
ら
の
離
隔
距
離
を

確
保
し
た
場
所
に
設
置
す
る
。

遮
蔽
の
設
置
、
線
源
か
ら
の
離
隔
距
離
を

確
保
し
た
場
所
に
設
置
す
る
。

遮
蔽
の
設
置
、
線
源
か
ら
の
離
隔
距
離
を

確
保
し
た
場
所
に
設
置
す
る
。

遮
蔽
の
設
置
、
線
源
か
ら
の
離
隔
距
離
を

確
保
し
た
場
所
に
設
置
す
る
。

遮
蔽
の
設
置
、
線
源
か
ら
の
離
隔
距
離
を

確
保
し
た
場
所
に
設
置
す
る
。

遮
蔽
の
設

置
、
線

源
か

ら
の

離
隔

距
離

を
確
保
し
た
場
所

に
設

置
す
る
。

自
然
現
象

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震

を
要

因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

そ
の
他
の
自
然
現
象

を
考

慮
し
建

屋
内

に
設
置
す
る
設
計
、
自

然
現

象
を
考

慮
し
て

機
能
を
喪
失
し
な
い
設
計

と
す
る
。
又

は
手
順
に
よ
り
対
応
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

そ
の

他
の

自
然

現
象

を
考

慮
し
建

屋
内

に
設

置
す
る
設

計
、
自

然
現

象
を
考

慮
し
て

機
能

を
喪

失
し
な
い
設

計
と
す
る
。
又

は
手

順
に
よ
り
対

応
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

そ
の

他
の

自
然

現
象

を
考

慮
し
建

屋
内

に
設

置
す
る
設

計
、
自

然
現

象
を
考

慮
し
て

機
能

を
喪

失
し
な
い
設

計
と
す
る
。
又

は
手

順
に
よ
り
対

応
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震
設

計
」

に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

そ
の

他
の

自
然

現
象

を
考

慮
し
建
屋

内
に

設
置

す
る
設

計
、
自

然
現

象
を
考
慮

し
て

機
能

を
喪

失
し
な
い
設

計
と
す
る
。
又

は
手

順
に
よ
り
対

応
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

そ
の
他
の
自
然
現
象
を
考
慮
し
建
屋
内
に

設
置
す
る
設
計
、
自
然
現
象
を
考
慮
し
て

機
能
を
喪
失
し
な
い
設
計
と
す
る
。
又
は

手
順
に
よ
り
対
応
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

そ
の
他
の
自
然
現
象
を
考
慮
し
建
屋
内
に

設
置
す
る
設
計
、
自
然
現
象
を
考
慮
し
て

機
能
を
喪
失
し
な
い
設
計
と
す
る
。
又
は

手
順
に
よ
り
対
応
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

そ
の
他
の
自
然
現
象
を
考
慮
し
建
屋
内
に

設
置
す
る
設
計
、
自
然
現
象
を
考
慮
し
て

機
能
を
喪
失
し
な
い
設
計
と
す
る
。
又
は

手
順
に
よ
り
対
応
す
る
。

地
震
に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事
故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基
づ
く
設

計
と
す
る
。

そ
の
他
の

自
然

現
象

を
考

慮
し
建

屋
内

に
設
置
す
る
設
計

、
自

然
現

象
を
考

慮
し
て

機
能
を
喪
失

し
な
い
設

計
と
す
る
。
又

は
手
順
に
よ
り
対
応

す
る
。

人
為
事
象

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の

環
境

条
件

で
整

理
す
る
。

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
で
整

理
す
る
。

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
で
整

理
す
る
。

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
で
整

理
す
る
。

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
で
整

理
す
る
。

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
で
整

理
す
る
。

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
で
整

理
す
る
。

第
3
3
条
第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
で
整

理
す
る
。

周
辺
機
器
か
ら
の
悪
影
響

内
部
発
生
飛
散
物
に
対

し
て
は

第
3
3
条

第
1
項
第
2
号
の
環

境
条

件
に
基

づ
き
設

計
す
る
。

溢
水
源
（
漏
え
い
源

）
と
な
ら
な
い
よ
う
第

3
1
条
に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第

2
9
条
に
基

づ
く
設

計

内
部

発
生

飛
散

物
に
対

し
て
は

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
に
基

づ
き
設

計
す
る
。

溢
水

源
（
漏

え
い
源

）
と
な
ら
な
い
よ
う
第

3
1
条

に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

火
災

に
対

し
て
は

第
2
9
条

に
基

づ
く
設

計

内
部

発
生

飛
散

物
に
対

し
て
は

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
に
基

づ
き
設

計
す
る
。

溢
水

源
（
漏

え
い
源

）
と
な
ら
な
い
よ
う
第

3
1
条

に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

火
災

に
対

し
て
は

第
2
9
条

に
基

づ
く
設

計

内
部

発
生

飛
散

物
に
対

し
て
は

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
に
基
づ
き
設

計
す
る
。

溢
水

源
（
漏

え
い
源

）
と
な
ら
な
い
よ
う
第

3
1
条

に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

火
災

に
対

し
て
は

第
2
9
条

に
基

づ
く
設

計

内
部
発
生
飛
散
物
に
対
し
て
は
第
3
3
条

第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
に
基
づ
き
設

計
す
る
。

溢
水
源
（
漏
え
い
源
）
と
な
ら
な
い
よ
う
第

3
1
条
に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第
2
9
条
に
基
づ
く
設
計

内
部
発
生
飛
散
物
に
対
し
て
は
第
3
3
条

第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
に
基
づ
き
設

計
す
る
。

溢
水
源
（
漏
え
い
源
）
と
な
ら
な
い
よ
う
第

3
1
条
に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第
2
9
条
に
基
づ
く
設
計

内
部
発
生
飛
散
物
に
対
し
て
は
第
3
3
条

第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
に
基
づ
き
設

計
す
る
。

溢
水
源
（
漏
え
い
源
）
と
な
ら
な
い
よ
う
第

3
1
条
に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第
2
9
条
に
基
づ
く
設
計

内
部
発
生

飛
散

物
に
対

し
て
は

第
3
3
条

第
1
項
第
2
号

の
環

境
条

件
に
基

づ
き
設

計
す
る
。

溢
水
源
（
漏

え
い
源

）
と
な
ら
な
い
よ
う
第

3
1
条
に
基
づ
く
設

計
と
す
る
。

火
災
に
対

し
て
は

第
2
9
条

に
基

づ
く
設

計

第
１
号

常
設
設
備
と
の
接
続
は
な
い
た
め
考
慮
し

な
い
。

常
設
設
備
と
の
接
続
は
な
い
た
め
考
慮
し

な
い
。

容
易
か
つ
確
実
な
接
続
と
規
格
の
統
一
を

考
慮
し
た
設
計
と
す
る
。

第
２
号

常
設
設
備
と
の
接
続
は
な
い
た
め
考
慮
し

な
い
。

常
設
設
備
と
の
接
続
は
な
い
た
め
考
慮
し

な
い
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。
（
複
数
個
所
）

そ
の
他
の
自
然
現
象
に
対
し
て
は
第
3
3
条

第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
を
考
慮
し
た
設

計
と
す
る
。
位
置
的
分
散
（
複
数
個
所
）

第
３
号

線
源
か
ら
の
離
隔
距
離
を
確
保
し
た
場
所

に
設
置
す
る
。

線
源
か
ら
の
離
隔
距
離
を
確
保
し
た
場
所

に
設
置
す
る
。

【
該
当
す
る
場
合
は
考
慮
し
て
い
る
事
項
を

記
載
】

遮
蔽
の
設
置
、
線
源
か
ら
の
離
隔
距
離
を

確
保
し
た
場
所
に
設
置
す
る
。

第
４
号

屋
外
は
重
大
事
故
等
が
発
生
す
る
建
屋

及
び
設
計
基
準
事
故
に
対
処
す
る
た
め

の
設
備
か
ら
1
0
0
m
以
上
の
離
隔
距
離
を

確
保
し
た
外
部
保
管
エ
リ
ア
に
保
管
す

る
。

屋
外
は
重
大
事
故
等
が
発
生
す
る
建
屋

及
び
設
計
基
準
事
故
に
対
処
す
る
た
め

の
設
備
か
ら
1
0
0
m
以
上
の
離
隔
距
離
を

確
保
し
た
外
部
保
管
エ
リ
ア
に
保
管
す

る
。

・
第
3
3
条
第
1
項
第
2
の
環
境
条
件
を
考
慮

し
た
建
屋
内
の
常
設
と
異
な
る
保
管
場
所

に
保
管
す
る
。

・
屋
外
は
重
大
事
故
等
が
発
生
す
る
建
屋

及
び
設
計
基
準
事
故
に
対
処
す
る
た
め
の

設
備
か
ら
1
0
0
m
以
上
の
離
隔
距
離
を
確

保
し
た
外
部
保
管
エ
リ
ア
に
保
管
す
る
。

第
５
号

影
響
を
受
け
な
い
場
所
に
確
保
す
る
。
ホ

イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
に
よ
る
障
害
物
の
除
去
等

に
よ
り
確
保
す
る
。

影
響
を
受
け
な
い
場
所
に
確
保
す
る
。
ホ

イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
に
よ
る
障
害
物
の
除
去
等

に
よ
り
確
保
す
る
。

・
第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
を
考
慮
し
た
建
屋

内
に
確
保
す
る
。

・
影
響
を
受
け
な
い
場
所
に
確
保
す
る
。
ホ

イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
に
よ
る
障
害
物
の
除
去
等

に
よ
り
確
保
す
る
。

自
然
現
象

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
に
基

づ
き
設
計
す
る
と
と
も
に
圧
縮
空
気
設
備

の
安
全
圧
縮
空
気
系
と
多
様
性
、
位
置
的

分
散
を
図
る
。

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
に
基

づ
き
設
計
す
る
と
と
も
に
圧
縮
空
気
設
備

の
安
全
圧
縮
空
気
系
と
多
様
性
、
位
置
的

分
散
を
図
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

そ
の
他
の
自
然
現
象
に
対
し
て
は
第
3
3
条

第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
に
基
づ
き
設

計
す
る
と
と
も
に
圧
縮
空
気
設
備
の
安
全

圧
縮
空
気
系
と
多
様
性
、
位
置
的
分
散
を

人
為
事
象

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
に
基

づ
き
設
計
す
る
と
と
も
に
圧
縮
空
気
設
備

の
安
全
圧
縮
空
気
系
と
多
様
性
、
位
置
的

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
に
基

づ
き
設
計
す
る
と
と
も
に
圧
縮
空
気
設
備

の
安
全
圧
縮
空
気
系
と
多
様
性
、
位
置
的

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
に
基

づ
き
設
計
す
る
と
と
も
に
圧
縮
空
気
設
備

の
安
全
圧
縮
空
気
系
と
多
様
性
、
位
置
的

周
辺
機
器
か
ら
の
悪
影
響

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
に
基

づ
き
設
計
す
る
と
と
も
に
圧
縮
空
気
設
備

の
安
全
圧
縮
空
気
系
と
多
様
性
、
位
置
的

分
散
を
図
る
。

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
に
基

づ
き
設
計
す
る
と
と
も
に
圧
縮
空
気
設
備

の
安
全
圧
縮
空
気
系
と
多
様
性
、
位
置
的

分
散
を
図
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
に
対
し
て
は
第
3
3
条
第

1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
に
基
づ
き
設
計

す
る
と
と
も
に
圧
縮
空
気
設
備
の
安
全
圧

縮
空
気
系
と
多
様
性
、
位
置
的
分
散
を
図

る
。

被
水
（
被
液
）
防
護
、
溢
水
高
さ
を
考
慮
し

て
設
置
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
「
内
部
火
災
に
対
す
る

3
3
条
適
合

性

第
６
号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

第
６
号

悪 影 響

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

常
設
と
の
接
続
性

異
な
る
複
数
の
接
続
口
の
確
保

（
再
処
理
施
設
の
外
か
ら
水
等
を
供
給
す
る
も
の
）

共
通
要

因
故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１
号

試
験
・
検
査

切
り
替
え
性
（
本
来
の
用
途
以
外
の
用
途
で
使
用
す
る
場
合
）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管
場
所

個
数

（
）
は
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

※
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
個
数
は
除
く
。

容
量

第
２
号

環 境 条 件 に お け る 健 全 性

第
３
号

操 作 性
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重
大

事
故

当
時

の
環

境
条

件
（
温

度
、
圧

力
、
湿

度
、
放

射
線
）

自
然
現
象
等

人
為
事
象

周
辺
機
器
か
ら
の
悪
影
響

操
作
環
境

操
作
内
容

第
４
号

第
５
号

系
統
設
計

そ
の
他
（
飛
散
物
）

第
７
号

自
然
現
象

人
為
事
象

周
辺
機
器
か
ら
の
悪
影
響

第
１
号

第
２
号

第
３
号

第
４
号

第
５
号

自
然
現
象

人
為
事
象

周
辺
機
器
か
ら
の
悪
影
響

3
3
条
適
合

性

第
６
号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

第
６
号

悪 影 響

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

常
設
と
の
接
続
性

異
な
る
複
数
の
接
続
口
の
確
保

（
再
処
理
施
設
の
外
か
ら
水
等
を
供
給
す
る
も
の
）

共
通
要

因
故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１
号

試
験
・
検
査

切
り
替
え
性
（
本
来
の
用
途
以
外
の
用
途
で
使
用
す
る
場
合
）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管
場
所

個
数

（
）
は
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

※
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
個
数
は
除
く
。

容
量

第
２
号

環 境 条 件 に お け る 健 全 性

第
３
号

操 作 性

3
6
条
　
水
素

爆
発

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条
　
水
素
爆
発

3
6
条

　
水

素
爆

発
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止

す
る
た
め
の

空
気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素

爆
発

の
再

発
を
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
水

素
爆

発
の

再
発

を
防

止
す
る
た
め
の
空

気
の

供
給

に
使

用
す
る
設

備
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空

気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備

水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空

気
の
供
給
に
使
用
す
る
設
備

セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替

セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対
応
に
使
用
す
る
設

セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替

セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対
応
に
使
用
す
る
設

セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替

セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対
応
に
使
用
す
る
設

セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替

セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対
応
に
使
用
す
る
設

セ
ル
へ
の
導

出
経

路
の

構
築

及
び
代

替
セ
ル
排
気
系

に
よ
る
対

応
に
使

用
す
る
設

常
設
重
大
事
故
等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

常
設
重
大

事
故

等
対

処
設

備
代
替
安
全
圧
縮
空
気

系
機
器
圧
縮
空
気
供
給

配
管

・
弁

（
設

計
基

準
設
備
兼
用
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

（
設

計
基

準
設

備
兼

用
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

（
設

計
基

準
設

備
兼

用
）

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
可

搬
型

空
気

圧
縮

機
（
水

素
爆

発
を
未
然

に
防

止
す
る
た
め
の

空
気

の
供

給
に
使

用
す
る
設

備
）

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス
（
水
素
爆
発
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
に

使
用
す
る
設
備
）

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
（
水
素
爆
発
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
に

使
用
す
る
設
備
）

セ
ル
導
出
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
か
ら
セ
ル
に
導

出
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
（
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ

る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
の

蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
セ

セ
ル
導
出
設
備

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ
（
冷
却
機
能

の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た

め
の
設
備
の
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合

脱
硝
建
屋
の
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た

め
の
設
備
の
セ
ル
導
出
設
備
）

セ
ル
導
出
設
備

配
管
・
弁
(設

計
基
準
設
備
兼
用
)

セ
ル
導
出
設
備

配
管
・
弁
（
設
計
基
準
設
備
兼
用
）

セ
ル
導
出
設

備
隔
離
弁
（
設

計
基

準
設

備
兼

用
）

圧
縮
空
気
設
備

か
く
は
ん
用
安
全
圧
縮

空
気

系
ウ
ラ
ン
・
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
混

合
脱

硝
設

備
溶

液
系

計
測

制
御

設
備

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス

－
－

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備

溶
液
系

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

ウ
ラ
ン
・
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
混

合
脱

硝
建

屋
塔
槽
類
廃

ガ
ス
処

理
設

備
隔
離
弁

－
－

－
－

種
　
　
類
　
　
　
呼
び
径

1
6
ｍ
ｍ
，
2
0
ｍ
／

本
種
　
　
類
　
　
　
呼
び
径

1
6
ｍ
ｍ
，
2
0
ｍ
／

本
－

種
　
　
類
　
　
　
高
性
能
粒
子
フ
ィ
ル
タ

粒
子
除
去
効
率
　
9
9
.9
％
以
上
（
0
.3
μ
ｍ

Ｄ
Ｏ
Ｐ
粒
子
）

－
－

－

数
　
　
量
　
　
　
４
系
列

数
　
　
量
　
　
　
４
系
列

数
　
　
量
　
　
　
４
系
列

台
　
　
数

　
　
　
４
台

（
う
ち
２
台

は
故

障
時

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
，
１
台

は
待

機
除

外
時

バ
ッ

数
　
　
量
　
　
　
4
7
本
（
う
ち
3
2
本
は
故
障
時

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）

数
　
　
量
　
　
　
2
9
本
（
う
ち
2
0
本
は
故
障
時

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）

数
　
　
量
　
　
　
１
系
列

数
　
　
量
　
　
　
２
系
列

数
　
　
量
　
　
　
１
系
列

数
　
　
量
　
　
　
１
系
列

数
　
　
量
　
　
　
４
基

－
－

－
容
　
　
量
　
　
　
約
2
2
0
ｍ
３
／
ｈ
／
台

－
－

－
容
　
　
量
　
　
　
約
2
,5
0
0
ｍ
３
／
ｈ
／
基

－
－

－

４
系
列

４
系
列

４
系
列

２
セ
ッ
ト
＋

１
台

（
１
セ
ッ
ト
＋
１
台
）

３
（
２
）
セ
ッ
ト

３
（
２
）
セ
ッ
ト

１
系

列
２
系

列
１
系

列
１
系

列
４
基

－
－

－
約

2
2
0
ｍ
３
／

ｈ
／

台
－

－
－

約
2
,5
0
0
ｍ
３
／

ｈ
／

基
－

－
－

重
大
事
故
当
時
の

環
境

条
件

を
考

慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大

事
故

当
時

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大

事
故

当
時

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大

事
故

当
時

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大
事
故
当
時
の
環
境
条
件
を
考
慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大
事
故
当
時
の
環
境
条
件
を
考
慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大
事
故
当
時
の
環
境
条
件
を
考
慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大
事
故
当
時
の
環
境
条
件
を
考
慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大
事
故
当
時
の
環
境
条
件
を
考
慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大
事
故
当
時
の
環
境
条
件
を
考
慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大
事
故

当
時

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
た

設
計
と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震

を
要

因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震
設

計
」

に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

地
震
に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事
故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基
づ
く
設
計

と
す
る
。

対
象
か
ら
の
距
離
を
確

保
又

は
影

響
を
受

け
な
い
設
計
と
す
る
。

対
象

か
ら
の

距
離

を
確

保
又

は
影

響
を
受

け
な
い
設

計
と
す
る
。

対
象

か
ら
の

距
離

を
確

保
又

は
影

響
を
受

け
な
い
設

計
と
す
る
。

対
象

か
ら
の

距
離

を
確

保
又

は
影

響
を
受

け
な
い
設

計
と
す
る
。

対
象
か
ら
の
距
離
を
確
保
又
は
影
響
を
受

け
な
い
設
計
と
す
る
。

対
象
か
ら
の
距
離
を
確
保
又
は
影
響
を
受

け
な
い
設
計
と
す
る
。

対
象
か
ら
の
距
離
を
確
保
又
は
影
響
を
受

け
な
い
設
計
と
す
る
。

対
象
か
ら
の
距
離
を
確
保
又
は
影
響
を
受

け
な
い
設
計
と
す
る
。

対
象
か
ら
の
距
離
を
確
保
又
は
影
響
を
受

け
な
い
設
計
と
す
る
。

対
象
か
ら
の
距
離
を
確
保
又
は
影
響
を
受

け
な
い
設
計
と
す
る
。

対
象
か
ら
の

距
離

を
確

保
又

は
影

響
を
受

け
な
い
設
計

と
す
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
か

ら
防
護

す
る
設

計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考
慮
し
た
位
置

へ
の

設
置

、
保

管
、
被
水
対
策
を
行

う
設

計
と
す
る
。

化
学
薬
品
漏
え
い
の

影
響

を
受

け
な
い
位

置
へ
の
設
置
、
保
管

、
容

器
へ

の
収

納
等

を
行
う
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第

4
4
に
基
づ
く
設

計
又

は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
防

護
方

針
」
に

基
づ
く
設
計
と
す
る
。

内
部

発
生

飛
散

物
か

ら
防

護
す
る
設

計
と

す
る
。

溢
水

量
を
考

慮
し
た
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
被

水
対

策
を
行

う
設

計
と
す
る
。

化
学

薬
品

漏
え
い
の

影
響

を
受

け
な
い
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
容

器
へ

の
収

納
等

を
行

う
設

計
と
す
る
。

火
災

に
対

し
て
は

第
4
5
に
基

づ
く
設

計
又

は
「
内

部
火

災
に
対

す
る
防

護
方

針
」
に

基
づ
く
設

計
と
す
る
。

内
部

発
生

飛
散

物
か

ら
防

護
す
る
設

計
と

す
る
。

溢
水

量
を
考

慮
し
た
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
被

水
対

策
を
行

う
設

計
と
す
る
。

化
学

薬
品

漏
え
い
の

影
響

を
受

け
な
い
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
容

器
へ

の
収

納
等

を
行

う
設

計
と
す
る
。

火
災

に
対

し
て
は

第
4
6
に
基

づ
く
設

計
又

は
「
内

部
火

災
に
対

す
る
防

護
方

針
」
に

基
づ
く
設

計
と
す
る
。

内
部

発
生

飛
散

物
か

ら
防

護
す
る
設

計
と

す
る
。

溢
水

量
を
考

慮
し
た
位

置
へ

の
設
置

、
保

管
、
被

水
対

策
を
行

う
設

計
と
す
る
。

化
学

薬
品

漏
え
い
の

影
響

を
受

け
な
い
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
容

器
へ

の
収

納
等

を
行

う
設

計
と
す
る
。

火
災

に
対

し
て
は

第
4
7
に
基

づ
く
設
計

又
は

「
内

部
火

災
に
対

す
る
防

護
方

針
」
に

基
づ
く
設

計
と
す
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
か
ら
防
護
す
る
設
計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考
慮
し
た
位
置
へ
の
設
置
、
保

管
、
被
水
対
策
を
行
う
設
計
と
す
る
。

化
学
薬
品
漏
え
い
の
影
響
を
受
け
な
い
位

置
へ
の
設
置
、
保
管
、
容
器
へ
の
収
納
等

を
行
う
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第
4
8
に
基
づ
く
設
計
又

は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
防
護
方
針
」
に

基
づ
く
設
計
と
す
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
か
ら
防
護
す
る
設
計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考
慮
し
た
位
置
へ
の
設
置
、
保

管
、
被
水
対
策
を
行
う
設
計
と
す
る
。

化
学
薬
品
漏
え
い
の
影
響
を
受
け
な
い
位

置
へ
の
設
置
、
保
管
、
容
器
へ
の
収
納
等

を
行
う
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第
4
9
に
基
づ
く
設
計
又

は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
防
護
方
針
」
に

基
づ
く
設
計
と
す
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
か
ら
防
護
す
る
設
計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考
慮
し
た
位
置
へ
の
設
置
、
保

管
、
被
水
対
策
を
行
う
設
計
と
す
る
。

化
学
薬
品
漏
え
い
の
影
響
を
受
け
な
い
位

置
へ
の
設
置
、
保
管
、
容
器
へ
の
収
納
等

を
行
う
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第
5
4
に
基
づ
く
設
計
又

は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
防
護
方
針
」
に

基
づ
く
設
計
と
す
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
か
ら
防
護
す
る
設
計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考
慮
し
た
位
置
へ
の
設
置
、
保

管
、
被
水
対
策
を
行
う
設
計
と
す
る
。

化
学
薬
品
漏
え
い
の
影
響
を
受
け
な
い
位

置
へ
の
設
置
、
保
管
、
容
器
へ
の
収
納
等

を
行
う
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第
5
5
に
基
づ
く
設
計
又

は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
防
護
方
針
」
に

基
づ
く
設
計
と
す
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
か
ら
防
護
す
る
設
計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考
慮
し
た
位
置
へ
の
設
置
、
保

管
、
被
水
対
策
を
行
う
設
計
と
す
る
。

化
学
薬
品
漏
え
い
の
影
響
を
受
け
な
い
位

置
へ
の
設
置
、
保
管
、
容
器
へ
の
収
納
等

を
行
う
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第
5
6
に
基
づ
く
設
計
又

は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
防
護
方
針
」
に

基
づ
く
設
計
と
す
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
か
ら
防
護
す
る
設
計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考
慮
し
た
位
置
へ
の
設
置
、
保

管
、
被
水
対
策
を
行
う
設
計
と
す
る
。

化
学
薬
品
漏
え
い
の
影
響
を
受
け
な
い
位

置
へ
の
設
置
、
保
管
、
容
器
へ
の
収
納
等

を
行
う
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第
5
7
に
基
づ
く
設
計
又

は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
防
護
方
針
」
に

基
づ
く
設
計
と
す
る
。

内
部
発
生

飛
散

物
か

ら
防

護
す
る
設

計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考

慮
し
た
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
被
水
対

策
を
行

う
設

計
と
す
る
。

化
学
薬
品

漏
え
い
の

影
響

を
受

け
な
い
位

置
へ
の
設

置
、
保

管
、
容

器
へ

の
収

納
等

を
行
う
設
計

と
す
る
。

火
災
に
対

し
て
は

第
5
8
に
基

づ
く
設

計
又

は
「
内
部
火

災
に
対

す
る
防

護
方

針
」
に

基
づ
く
設
計

と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震

を
要

因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基
づ
く
設
計
、
設

置
場

所
で
の

転
倒

防
止
等
の
措
置
を
講
ず
る
。

そ
の
他
は
自
然
現
象

を
考

慮
し
た
建

屋
内

に
設
置
す
る
設
計
、
自

然
現

象
を
考

慮
し

て
機
能
を
喪
失
し
な
い
設
計

と
す
る
。
又

は
手
順
に
よ
り
対
応
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
、
設

置
場

所
で
の

転
倒
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を

図
る
。

被
水
（
被
液
）
防
護
、
溢
水
高
さ
を
考
慮
し

て
設
置
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
「
内
部
火
災
に
対
す
る

内
部
発
生
飛
散
物
に
対
し
て
は
第
3
3
条

第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
に
基
づ
き
設

計
す
る
と
と
も
に
圧
縮
空
気
設
備
の
安
全

圧
縮
空
気
系
と
多
様
性
、
位
置
的
分
散
を

図
る
。

被
水
（
被
液
）
防
護
、
溢
水
高
さ
を
考
慮
し

て
設
置
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
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重
大

事
故

当
時

の
環

境
条

件
（
温

度
、
圧

力
、
湿

度
、
放

射
線
）

自
然
現
象
等

人
為
事
象

周
辺
機
器
か
ら
の
悪
影
響

操
作
環
境

操
作
内
容

第
４
号

第
５
号

系
統
設
計

そ
の
他
（
飛
散
物
）

第
７
号

自
然
現
象

人
為
事
象

周
辺
機
器
か
ら
の
悪
影
響

第
１
号

第
２
号

第
３
号

第
４
号

第
５
号

自
然
現
象

人
為
事
象

周
辺
機
器
か
ら
の
悪
影
響

3
3
条
適
合

性

第
６
号

共 通 要 因 故 障 防 止

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

第
６
号

悪 影 響

設
置
場
所
（
放
射
線
影
響
の
防
止
）

常
設
と
の
接
続
性

異
な
る
複
数
の
接
続
口
の
確
保

（
再
処
理
施
設
の
外
か
ら
水
等
を
供
給
す
る
も
の
）

共
通
要

因
故
障

防
止

第 ２ 項 ( 常 設 )

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１
号

試
験
・
検
査

切
り
替
え
性
（
本
来
の
用
途
以
外
の
用
途
で
使
用
す
る
場
合
）

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

保
管
場
所

個
数

（
）
は
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

※
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
個
数
は
除
く
。

容
量

第
２
号

環 境 条 件 に お け る 健 全 性

第
３
号

操 作 性

3
6
条
　
水
素

爆
発

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条
　
水
素
爆
発

セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の

構
築

及
び
代

替
セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対
応

に
使

用
す
る
設

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ
ル

排
気

系
に
よ
る
対

応
に
使

用
す
る
設

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ
ル

排
気

系
に
よ
る
対

応
に
使

用
す
る
設

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代
替

セ
ル

排
気

系
に
よ
る
対

応
に
使

用
す
る
設

セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替

セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対
応
に
使
用
す
る
設

常
設
重
大
事
故
等
対

処
設

備
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

セ
ル
導
出
設
備

配
管
・
弁
（
設
計
基

準
設

備
兼

用
）

代
替

セ
ル

排
気

系
ダ
ク
ト
・
ダ
ン
パ

（
設

計
基

準
設

備
兼

用
）

代
替

セ
ル

排
気

系
可

搬
型

フ
ィ
ル

タ
（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に
対

処
す
る
た
め
の

設
備

の
ウ
ラ
ン
・
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
混

合
脱

硝
建

屋
の

蒸
発

乾
固

に
対

処
す
る
た
め
の

設
備

の
セ

ル
排

気
系

を
代

替
す
る
排

気
系

を
構

築
す

代
替

セ
ル

排
気

系
可

搬
型

ダ
ク
ト
（
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ
る

蒸
発

乾
固

に
対

処
す
る
た
め
の

設
備
の

ウ
ラ
ン
・
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
混

合
脱

硝
建

屋
の

蒸
発

乾
固

に
対

処
す
る
た
め
の

設
備
の

セ
ル

排
気

系
を
代

替
す
る
排

気
系

を
構

築
す

代
替
セ
ル
排
気
系

可
搬
型
排
風
機
（
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ

る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
の

蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
セ

ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
を
構
築
す

ウ
ラ
ン
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合

脱
硝

建
屋

換
気
設
備

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混

合
脱

硝
建

屋
排

ウ
ラ
ン
・
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
混

合
脱

硝
建

屋
換

気
設

備
ウ
ラ
ン
・
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
混

合
脱

硝
建

屋
排

可
搬

型
フ
ィ
ル

タ
可

搬
型

ダ
ク
ト

可
搬
型
排
風
機

－
－

種
　
　
類

　
　
　
高

性
能

粒
子

フ
ィ
ル

タ
粒

子
除

去
効

率
　
9
9
.9
％

以
上

（
0
.3
μ

ｍ
Ｄ
Ｏ
Ｐ
粒

子
）

種
　
　
類
　
　
　
内
径
5
0
0
ｍ
ｍ
，
２
ｍ
／
本

種
　
　
類
　
　
　
遠
心
式

主
要
材
料
　

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

数
　
　
量
　
　
　
１
系
列

数
　
　
量
　
　
　
１
系
列

基
　
　
数

　
　
４
基

（
う
ち
２
基

は
故

障
時

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）

数
　
　
量

　
　
5
0
本

（
う
ち
2
5
本

は
故

障
時

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）

台
　
　
数
　

　
３
台
（
う
ち
２
台
は
故
障
時

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）

－
－

容
　
　
量
　
　
　
約
2
,5
0
0
ｍ
３
／
ｈ
／
基

－
容
　
　
量
　
　
　
約
2
,4
0
0
ｍ
３
／
ｈ
／
台

１
系
列

１
系
列

２
（
１
）
セ
ッ
ト

２
（
１
）
セ
ッ
ト

２
セ
ッ
ト
+
1
台

（
１
セ
ッ
ト
＋

１
台

）

－
－

約
2
,5
0
0
ｍ
３
／
ｈ
／
基

－
約

2
,4
0
0
ｍ
３
／

ｈ
／

台

重
大
事
故
当
時
の

環
境

条
件

を
考

慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大

事
故

当
時

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大

事
故

当
時

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大

事
故

当
時

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
た

設
計
と
す
る
。

重
大
事
故
当
時
の
環
境
条
件
を
考
慮
し
た

設
計
と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震

を
要

因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震
設

計
」

に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

対
象
か
ら
の
距
離
を
確

保
又

は
影

響
を
受

け
な
い
設
計
と
す
る
。

対
象

か
ら
の

距
離

を
確

保
又

は
影

響
を
受

け
な
い
設

計
と
す
る
。

対
象

か
ら
の

距
離

を
確

保
又

は
影

響
を
受

け
な
い
設

計
と
す
る
。

対
象

か
ら
の

距
離

を
確

保
又

は
影

響
を
受

け
な
い
設

計
と
す
る
。

対
象
か
ら
の
距
離
を
確
保
又
は
影
響
を
受

け
な
い
設
計
と
す
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
か

ら
防
護

す
る
設

計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考
慮
し
た
位
置

へ
の

設
置

、
保

管
、
被
水
対
策
を
行

う
設

計
と
す
る
。

化
学
薬
品
漏
え
い
の

影
響

を
受

け
な
い
位

置
へ
の
設
置
、
保
管

、
容

器
へ

の
収

納
等

を
行
う
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第

5
9
に
基
づ
く
設

計
又

は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
防

護
方

針
」
に

基
づ
く
設
計
と
す
る
。

内
部

発
生

飛
散

物
か

ら
防

護
す
る
設

計
と

す
る
。

溢
水

量
を
考

慮
し
た
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
被

水
対

策
を
行

う
設

計
と
す
る
。

化
学

薬
品

漏
え
い
の

影
響

を
受

け
な
い
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
容

器
へ

の
収

納
等

を
行

う
設

計
と
す
る
。

火
災

に
対

し
て
は

第
6
0
に
基

づ
く
設

計
又

は
「
内

部
火

災
に
対

す
る
防

護
方

針
」
に

基
づ
く
設

計
と
す
る
。

内
部

発
生

飛
散

物
か

ら
防

護
す
る
設

計
と

す
る
。

溢
水

量
を
考

慮
し
た
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
被

水
対

策
を
行

う
設

計
と
す
る
。

化
学

薬
品

漏
え
い
の

影
響

を
受

け
な
い
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
容

器
へ

の
収

納
等

を
行

う
設

計
と
す
る
。

火
災

に
対

し
て
は

第
6
1
に
基

づ
く
設

計
又

は
「
内

部
火

災
に
対

す
る
防

護
方

針
」
に

基
づ
く
設

計
と
す
る
。

内
部

発
生

飛
散

物
か

ら
防

護
す
る
設

計
と

す
る
。

溢
水

量
を
考

慮
し
た
位

置
へ

の
設
置

、
保

管
、
被

水
対

策
を
行

う
設

計
と
す
る
。

化
学

薬
品

漏
え
い
の

影
響

を
受

け
な
い
位

置
へ

の
設

置
、
保

管
、
容

器
へ

の
収

納
等

を
行

う
設

計
と
す
る
。

火
災

に
対

し
て
は

第
6
2
に
基

づ
く
設
計

又
は

「
内

部
火

災
に
対

す
る
防

護
方

針
」
に

基
づ
く
設

計
と
す
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
か
ら
防
護
す
る
設
計
と

す
る
。

溢
水
量
を
考
慮
し
た
位
置
へ
の
設
置
、
保

管
、
被
水
対
策
を
行
う
設
計
と
す
る
。

化
学
薬
品
漏
え
い
の
影
響
を
受
け
な
い
位

置
へ
の
設
置
、
保
管
、
容
器
へ
の
収
納
等

を
行
う
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第
6
5
に
基
づ
く
設
計
又

は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
防
護
方
針
」
に

基
づ
く
設
計
と
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震

を
要

因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基
づ
く
設
計
、
設

置
場

所
で
の

転
倒

防
止
等
の
措
置
を
講
ず
る
。

そ
の
他
は
自
然
現
象

を
考

慮
し
た
建

屋
内

に
設
置
す
る
設
計
、
自

然
現

象
を
考

慮
し

て
機
能
を
喪
失
し
な
い
設
計

と
す
る
。
又

は
手
順
に
よ
り
対
応
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
、
設

置
場

所
で
の

転
倒

防
止

等
の

措
置

を
講

ず
る
。

そ
の

他
は

自
然

現
象

を
考

慮
し
た
建

屋
内

に
設

置
す
る
設

計
、
自

然
現

象
を
考

慮
し

て
機

能
を
喪

失
し
な
い
設

計
と
す
る
。
又

は
手

順
に
よ
り
対

応
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
、
設

置
場

所
で
の

転
倒

防
止

等
の

措
置

を
講

ず
る
。

そ
の

他
は

自
然

現
象

を
考

慮
し
た
建

屋
内

に
設

置
す
る
設

計
、
自

然
現

象
を
考

慮
し

て
機

能
を
喪

失
し
な
い
設

計
と
す
る
。
又

は
手

順
に
よ
り
対

応
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震
設

計
」

に
基

づ
く
設

計
、
設

置
場

所
で
の

転
倒

防
止

等
の

措
置

を
講

ず
る
。

そ
の

他
は

自
然

現
象

を
考

慮
し
た
建
屋

内
に
設

置
す
る
設

計
、
自

然
現

象
を
考

慮
し

て
機

能
を
喪

失
し
な
い
設

計
と
す
る
。
又
は

手
順

に
よ
り
対

応
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
、
設
置
場
所
で
の
転
倒
防

止
等
の
措
置
を
講
ず
る
。

そ
の
他
は
自
然
現
象
を
考
慮
し
た
建
屋
内

に
設
置
す
る
設
計
、
自
然
現
象
を
考
慮
し

て
機
能
を
喪
失
し
な
い
設
計
と
す
る
。
又
は

手
順
に
よ
り
対
応
す
る
。

ダ
ン
パ
の
手
動
操
作

ダ
ン
パ

の
手

動
操

作
操

作
不

要
操

作
不

要
起
動
及
び
停
止
操
作

健
全
性
及
び
能
力
を
確

認
す
る
た
め
に
検

査
又
は
試
験
が
で
き
る
設

計
と
す
る
。

健
全

性
及

び
能

力
を
確

認
す
る
た
め
に
検

査
又

は
試

験
が

で
き
る
設

計
と
す
る
。

健
全

性
及

び
能

力
を
確

認
す
る
た
め
に
検

査
又

は
試

験
が

で
き
る
設

計
と
す
る
。

健
全

性
及

び
能

力
を
確

認
す
る
た
め
に
検

査
又

は
試

験
が

で
き
る
設

計
と
す
る
。

健
全
性
及
び
能
力
を
確
認
す
る
た
め
に
検

査
又
は
試
験
が
で
き
る
設
計
と
す
る
。

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
て
切
替
え
可
能

な
設
計

と
す
る
。

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
て
切

替
え
可

能
な
設

計
と
す
る
。

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
て
切

替
え
可

能
な
設

計
と
す
る
。

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
て
切

替
え
可

能
な
設

計
と
す
る
。

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
を
考

慮
し
て
切
替
え
可
能
な
設
計
と
す
る
。

弁
等
の
操
作
に
よ
り
重

大
事

故
等

対
処

設
備
と
し
て
の
系
統
構

成
と
す
る
こ
と
で
悪

影
響
を
与
え
な
い
設
計

と
す
る
。

隔
離

（
分

離
）
さ
れ

た
状

態
か

ら
弁

等
の

操
作

（
接

続
）
に
よ
り
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
系

統
構

成
と
す
る
こ
と
で
悪

影
響

を
与

え
な
い
設

計
と
す
る
。

通
常

時
は

分
離

さ
れ

て
お
り
悪

影
響

を
与

え
る
こ
と
は

な
い
。

通
常

時
は

分
離

さ
れ

て
お
り
悪

影
響
を
与

え
る
こ
と
は

な
い
。

通
常
時
は
分
離
さ
れ
て
お
り
悪
影
響
を
与

え
る
こ
と
は
な
い
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震

を
要

因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

竜
巻
（
風
（
台
風
）
含
む
）
に
対

し
て
は

建
屋
内
に
設
置
、
保
管

。
屋

外
は

固
縛

を
行

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

竜
巻

（
風

（
台

風
）
含

む
）
に
対

し
て
は

建
屋

内
に
設

置
、
保

管
。
屋

外
は

固
縛

を
行

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

竜
巻

（
風

（
台

風
）
含

む
）
に
対

し
て
は

建
屋

内
に
設

置
、
保

管
。
屋

外
は

固
縛

を
行

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震
設

計
」

に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

竜
巻

（
風

（
台

風
）
含

む
）
に
対

し
て
は

建
屋

内
に
設

置
、
保

管
。
屋

外
は

固
縛

を
行

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

竜
巻
（
風
（
台
風
）
含
む
）
に
対
し
て
は
建

屋
内
に
設
置
、
保
管
。
屋
外
は
固
縛
を
行

遮
蔽
の
設
置
、
線
源

か
ら
の

離
隔

距
離

を
確
保
し
た
場
所
に
設
置

す
る
。

遮
蔽

の
設

置
、
線

源
か

ら
の

離
隔

距
離

を
確

保
し
た
場

所
に
設

置
す
る
。

遮
蔽

の
設

置
、
線

源
か

ら
の

離
隔

距
離

を
確

保
し
た
場

所
に
設

置
す
る
。

遮
蔽

の
設

置
、
線

源
か

ら
の

離
隔

距
離

を
確

保
し
た
場

所
に
設

置
す
る
。

遮
蔽
の
設
置
、
線
源
か
ら
の
離
隔
距
離
を

確
保
し
た
場
所
に
設
置
す
る
。

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震

を
要

因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

そ
の
他
の
自
然
現
象

を
考

慮
し
建

屋
内

に
設
置
す
る
設
計
、
自

然
現

象
を
考

慮
し
て

機
能
を
喪
失
し
な
い
設
計

と
す
る
。
又

は
手
順
に
よ
り
対
応
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

そ
の

他
の

自
然

現
象

を
考

慮
し
建

屋
内

に
設

置
す
る
設

計
、
自

然
現

象
を
考

慮
し
て

機
能

を
喪

失
し
な
い
設

計
と
す
る
。
又

は
手

順
に
よ
り
対

応
す
る
。

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号

の
環

境
条

件
で
整

理
す
る
。

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
で
整

理
す
る
。

内
部
発
生
飛
散
物
に
対

し
て
は

第
3
3
条

第
1
項
第
2
号
の
環

境
条

件
に
基

づ
き
設

計
す
る
。

溢
水
源
（
漏
え
い
源

）
と
な
ら
な
い
よ
う
第

3
1
条
に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
第

2
9
条
に
基

づ
く
設

計

内
部

発
生

飛
散

物
に
対

し
て
は

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
に
基

づ
き
設

計
す
る
。

溢
水

源
（
漏

え
い
源

）
と
な
ら
な
い
よ
う
第

3
1
条

に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

火
災

に
対

し
て
は

第
2
9
条

に
基

づ
く
設

計

容
易

か
つ
確

実
な
接

続
と
規

格
の
統

一
を

考
慮

し
た
設

計
と
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震
設

計
」

に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。
（
複

数
個

所
）

そ
の

他
の

自
然

現
象

に
対

し
て
は

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
を
考

慮
し
た
設

計
と
す
る
。
位

置
的

分
散

（
複

数
個

所
）

【
該

当
す
る
場

合
は

考
慮

し
て
い
る
事

項
を
記

載
】

遮
蔽

の
設

置
、
線

源
か

ら
の

離
隔

距
離

を
確

保
し
た
場

所
に
設

置
す
る
。

【
該

当
す
る
場

合
は

考
慮

し
て
い
る
事
項

を
記

載
】

遮
蔽

の
設

置
、
線

源
か

ら
の

離
隔

距
離

を
確

保
し
た
場

所
に
設

置
す
る
。

【
該
当
す
る
場
合
は
考
慮
し
て
い
る
事
項

を
記
載
】

遮
蔽
の
設
置
、
線
源
か
ら
の
離
隔
距
離
を

確
保
し
た
場
所
に
設
置
す
る
。

・
第

3
3
条

第
1
項

第
2
の

環
境

条
件

を
考

慮
し
た
建

屋
内

の
常

設
と
異

な
る
保

管
場

所
に
保
管
す
る
。

・
屋

外
は

重
大

事
故

等
が

発
生

す
る
建

屋
及

び
設

計
基

準
事

故
に
対

処
す
る
た
め

の
設

備
か

ら
1
0
0
m
以

上
の

離
隔

距
離

を
確

保
し
た
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
保

管
す

・
第

3
3
条

第
1
項

第
2
の

環
境

条
件

を
考
慮

し
た
建

屋
内

の
常

設
と
異

な
る
保

管
場

所
に
保
管
す
る
。

・
屋

外
は

重
大

事
故

等
が

発
生

す
る
建

屋
及

び
設

計
基

準
事

故
に
対

処
す
る
た
め

の
設

備
か

ら
1
0
0
m
以

上
の

離
隔
距

離
を

確
保

し
た
外

部
保

管
エ
リ
ア
に
保
管

す

・
第
3
3
条
第
1
項
第
2
の
環
境
条
件
を
考
慮

し
た
建
屋
内
の
常
設
と
異
な
る
保
管
場
所

に
保
管
す
る
。

・
屋
外
は
重
大
事
故
等
が
発
生
す
る
建
屋

及
び
設
計
基
準
事
故
に
対
処
す
る
た
め

の
設
備
か
ら
1
0
0
m
以
上
の
離
隔
距
離
を

確
保
し
た
外
部
保
管
エ
リ
ア
に
保
管
す

・
第

3
3
条

第
1
項

第
2
号

を
考

慮
し
た
建

屋
内

に
確

保
す
る
。

・
影

響
を
受

け
な
い
場

所
に
確

保
す
る
。
ホ

イ
ー
ル

ロ
ー
ダ
に
よ
る
障

害
物

の
除

去
等

に
よ
り
確
保
す
る
。

・
第

3
3
条

第
1
項

第
2
号

を
考

慮
し
た
建

屋
内

に
確

保
す
る
。

・
影

響
を
受

け
な
い
場

所
に
確

保
す
る
。
ホ

イ
ー
ル

ロ
ー
ダ
に
よ
る
障

害
物

の
除

去
等

に
よ
り
確
保
す
る
。

・
第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
を
考
慮
し
た
建
屋

内
に
確
保
す
る
。

・
影
響
を
受
け
な
い
場
所
に
確
保
す
る
。
ホ

イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
に
よ
る
障
害
物
の
除
去
等

に
よ
り
確
保
す
る
。

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震

設
計

」
に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

そ
の

他
の

自
然

現
象

に
対

し
て
は

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
に
基

づ
き
設

計
す
る
と
と
も
に
圧

縮
空

気
設

備
の

安
全

圧
縮

空
気

系
と
多

様
性

、
位

置
的

分
散

を

地
震

に
対

し
て
は

「
地

震
を
要

因
と
す
る
重

大
事

故
等

に
対

す
る
施

設
の

耐
震
設

計
」

に
基

づ
く
設

計
と
す
る
。

そ
の

他
の

自
然

現
象

に
対

し
て
は

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
に
基
づ
き
設

計
す
る
と
と
も
に
圧

縮
空

気
設

備
の

安
全

圧
縮

空
気

系
と
多

様
性

、
位

置
的

分
散

を

地
震
に
対
し
て
は
「
地
震
を
要
因
と
す
る
重

大
事
故
等
に
対
す
る
施
設
の
耐
震
設
計
」

に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。

そ
の
他
の
自
然
現
象
に
対
し
て
は
第
3
3
条

第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
に
基
づ
き
設

計
す
る
と
と
も
に
圧
縮
空
気
設
備
の
安
全

圧
縮
空
気
系
と
多
様
性
、
位
置
的
分
散
を

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
に
基

づ
き
設

計
す
る
と
と
も
に
圧

縮
空

気
設

備
の

安
全

圧
縮

空
気

系
と
多

様
性

、
位

置
的

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
に
基

づ
き
設

計
す
る
と
と
も
に
圧

縮
空

気
設

備
の

安
全

圧
縮

空
気

系
と
多

様
性

、
位
置

的

第
3
3
条
第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
に
基

づ
き
設
計
す
る
と
と
も
に
圧
縮
空
気
設
備

の
安
全
圧
縮
空
気
系
と
多
様
性
、
位
置
的

内
部

発
生

飛
散

物
に
対

し
て
は

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
に
基

づ
き
設

計
す
る
と
と
も
に
圧

縮
空

気
設

備
の

安
全

圧
縮

空
気

系
と
多

様
性

、
位

置
的

分
散

を
図
る
。

被
水

（
被

液
）
防

護
、
溢

水
高

さ
を
考

慮
し

て
設

置
す
る
。

火
災

に
対

し
て
は

「
内

部
火

災
に
対

す
る

内
部

発
生

飛
散

物
に
対

し
て
は

第
3
3
条

第
1
項

第
2
号

の
環

境
条

件
に
基
づ
き
設

計
す
る
と
と
も
に
圧

縮
空

気
設

備
の

安
全

圧
縮

空
気

系
と
多

様
性

、
位

置
的

分
散

を
図
る
。

被
水

（
被

液
）
防

護
、
溢

水
高

さ
を
考
慮

し
て
設

置
す
る
。

火
災

に
対

し
て
は

「
内

部
火

災
に
対
す
る

内
部
発
生
飛
散
物
に
対
し
て
は
第
3
3
条

第
1
項
第
2
号
の
環
境
条
件
に
基
づ
き
設

計
す
る
と
と
も
に
圧
縮
空
気
設
備
の
安
全

圧
縮
空
気
系
と
多
様
性
、
位
置
的
分
散
を

図
る
。

被
水
（
被
液
）
防
護
、
溢
水
高
さ
を
考
慮
し

て
設
置
す
る
。

火
災
に
対
し
て
は
「
内
部
火
災
に
対
す
る
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3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
(１

)　
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

(１
)　

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
(１

)　
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

(１
)　

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
(１

)　
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

(１
)　

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
(１

)　
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

(１
)　

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
(１

)　
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

(１
)　

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

(ａ
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
建

屋
内

空
気

中
継

配
管

(ｂ
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
水

素
掃

気
配

管
・
弁

(ｂ
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

(ｃ
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

(ｃ
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

(ｄ
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

(ｅ
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

(ａ
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
可

搬
型

空
気

圧
縮

機
（
一

部
は

，
前

処
理

建
屋

の
水

素
爆

発
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
の

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
及

び
分

離
建

屋
の

水
素

爆
発

に
対

処
す

る
た

め
設

備
水

(ｂ
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

(ｃ
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

-
圧

縮
空

気
設

備
水

素
掃

気
用

安
全

圧
縮

空
気

系
圧

縮
空

気
設

備
か

く
は

ん
用

安
全

圧
縮

空
気

系
高

レ
ベ

ル
廃

液
処

理
設

備
　

高
レ

ベ
ル

廃
液

貯
蔵

設
備

　
　

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
蔵

系

高
レ

ベ
ル

廃
液

処
理

設
備

　
高

レ
ベ

ル
廃

液
貯

蔵
設

備
　

　
共

用
貯

蔵
系

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
設

備
計

測
制

御
設

備
-

-
建

屋
内

ホ
ー

ス

-
-

-
-

-
-

-
-

種
　

　
類

　
　

　
呼

び
径

3
1
.5

ｍ
ｍ

，
1
0
ｍ

／
本

種
　

　
類

　
　

　
呼

び
径

3
1
.5

ｍ
ｍ

，
1
0
ｍ

／
本

数
　

　
量

　
　

　
２

系
列

数
　

　
量

　
　

　
１

系
列

数
　

　
量

　
　

　
１

系
列

数
　

　
量

　
　

　
８

系
列

数
　

　
量

　
　

　
２

系
列

数
　

　
量

　
　

　
６

系
列

数
　

　
量

　
　

　
６

系
列

台
　

　
数

　
　

　
４

台
（
う

ち
２

台
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
，

１
台

は
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）

数
　

　
量

　
　

　
1
1
9
本

（
う

ち
8
0
本

は
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）
数

　
　

量
　

　
　

８
本

（
う

ち
６

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

-
-

-
-

容
　

　
量

　
　

　
約

4
5
0
ｍ

３
／

ｈ
／

台
（
う

ち
３

台
は

，
前

処
理

建
屋

の
水

素
爆

発
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
の

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
，

１
台

は
，

分
離

建
屋

の
水

素
爆

発
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
の

水
素

爆
発

を
未

然
に

防

-
-

２
系

列
１

系
列

１
系

列
８

系
列

２
系

列
６

系
列

６
系

列
２

セ
ッ

ト
＋

１
台

（
１

セ
ッ

ト
＋

１
台

）
３

（
２

）
セ

ッ
ト

３
（
２

）
セ

ッ
ト

－
－

－
約

4
5
0
ｍ

３
／

ｈ
／

台
－

－

温
度

、
圧

力
、

湿
度

、
放

射
線

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

屋
外

環
境

に
対

応
屋

外
環

境
に

対
応

平
常

時
と

同
等

自
然

現
象

等
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い
屋

外
環

境
に

対
応

屋
外

環
境

に
対

応
屋

内
の

た
め

該
当

し
な

い

地
震

随
伴

の
溢

水
、

化
学

薬
品

漏
え

い
※

1
及

び
火

災
※

2 ※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

屋
外

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
外

の
た

め
該

当
し

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

操
作

環
境

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
外

屋
外

屋
内

操
作

内
容

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

起
動

及
び

停
止

操
作

操
作

不
要

操
作

不
要

第
４

号
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照

第
５

号
重

大
事

故
対

処
専

用
で

あ
り

該
当

し
な

い
通

常
と

同
じ

弁
操

作
通

常
と

同
じ

弁
操

作
通

常
と

同
じ

弁
操

作
通

常
と

同
じ

弁
操

作
通

常
と

同
じ

弁
操

作
通

常
と

同
じ

弁
操

作
重

大
事

故
対

処
専

用
で

あ
り

該
当

し
な

い
重

大
事

故
対

処
専

用
で

あ
り

該
当

し
な

い
重

大
事

故
対

処
専

用
で

あ
り

該
当

し
な

い

系
統

設
計

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

そ
の

他
（
飛

散
物

）
該

当
な

し
該

当
な

し
該

当
な

し
該

当
な

し
該

当
な

し
該

当
な

し
該

当
な

し
該

当
な

し
該

当
な

し
該

当
な

し

第
７

号
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

落
雷

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い

第
１

号

第
２

号

第
３

号
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等
平

常
時

と
同

等

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
と

異
な

る
場

所
へ

の
保

管
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
に

対
す

る
考

慮
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
１

セ
ッ

ト
を

保
管

外
部

保
管

エ
リ

ア
に

１
セ

ッ
ト

を
保

管
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
１

セ
ッ

ト
を

保
管

第
５

号
２

ル
ー

ト
確

保
２

ル
ー

ト
確

保
２

ル
ー

ト
確

保

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

落
雷

建
物

近
傍

及
び

保
管

庫
に

保
管

建
物

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管
建

物
内

及
び

保
管

用
コ

ン
テ

ナ
に

保
管

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

建
屋

内
へ

移
動

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

3
3
条

適
合

性

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１

号

個
数

（
）
は

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

※
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
個

数
は

除
く
。

容
量

第
２

号

環 境 条 件 に お け る 健 全

性

第
３

号

操 作 性

試
験

・
検

査

切
り

替
え

性
（
本

来
の

用
途

以
外

の
用

途
で

使
用

す
る

場
合

）

第
６

号

悪 影 響 共 通 要 因 故 障 防 止

第 ２ 項 ( 常 設 )

共
通

要
因

故
障

防
止

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

常
設

と
の

接
続

性

異
な

る
複

数
の

接
続

口
の

確
保

（
再

処
理

施
設

の
外

か
ら

水
等

を
供

給
す

る
も

の
）

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

第
４

号
保

管
場

所

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト

第
６

号

289



温
度

、
圧

力
、

湿
度

、
放

射
線

自
然

現
象

等

地
震

随
伴

の
溢

水
、

化
学

薬
品

漏
え

い
※

1
及

び
火

災
※

2 ※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

操
作

環
境

操
作

内
容

第
４

号

第
５

号

系
統

設
計

そ
の

他
（
飛

散
物

）

第
７

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
１

号

第
２

号

第
３

号

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
と

異
な

る
場

所
へ

の
保

管

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
に

対
す

る
考

慮

第
５

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

3
3
条

適
合

性

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１

号

個
数

（
）
は

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

※
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
個

数
は

除
く
。

容
量

第
２

号

環 境 条 件 に お け る 健 全

性

第
３

号

操 作 性

試
験

・
検

査

切
り

替
え

性
（
本

来
の

用
途

以
外

の
用

途
で

使
用

す
る

場
合

）

第
６

号

悪 影 響 共 通 要 因 故 障 防 止

第 ２ 項 ( 常 設 )

共
通

要
因

故
障

防
止

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

常
設

と
の

接
続

性

異
な

る
複

数
の

接
続

口
の

確
保

（
再

処
理

施
設

の
外

か
ら

水
等

を
供

給
す

る
も

の
）

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

第
４

号
保

管
場

所

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト

第
６

号

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
(１

)
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

(１
)

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
(１

)
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

(１
)

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
(１

)
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

(１
)

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
(１

)
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

(１
)

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
(１

)
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

(１
)

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系
ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ａ
．

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

(ｃ
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

(ｃ
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

(ｃ
)　

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

(ａ
)　

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
建

屋
内

空
気

中
継

配
管

(ｂ
)　

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

(ｂ
)　

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

(ｃ
)　

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

(ｄ
)　

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

(ｅ
)　

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
機

器
圧

縮
空

気
供

給
配

管
・
弁

(ａ
)　

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

に
使

用
す

る
設

備
可

搬
型

空
気

圧
縮

機
（
水

素
爆

発
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
の

空
気

の
供

給
に

使
用

す
る

設
備

の
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

）

建
屋

内
ホ

ー
ス

建
屋

内
ホ

ー
ス

建
屋

内
ホ

ー
ス

-
高

レ
ベ

ル
廃

液
処

理
設

備
　

高
レ

ベ
ル

廃
液

貯
蔵

設
備

　
　

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
蔵

系
（
拡

大
防

止
用

圧
縮

空
気

供
給

系
）

高
レ

ベ
ル

廃
液

処
理

設
備

　
高

レ
ベ

ル
廃

液
貯

蔵
設

備
　

　
共

用
貯

蔵
系

（
拡

大
防

止
用

圧
縮

空
気

供
給

系
）

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
設

備
（
拡

大
防

止
用

圧
縮

空
気

供
給

系
）

計
測

制
御

設
備

分
析

設
備

-

種
　

　
類

　
　

呼
び

径
3
1
.5

ｍ
ｍ

，
２

ｍ
／

本
種

　
　

類
　

　
呼

び
径

1
9
ｍ

ｍ
，

1
0
ｍ

／
本

種
　

　
類

　
　

呼
び

径
1
9
ｍ

ｍ
，

２
ｍ

／
本

-
-

-
-

-
-

-

数
　

　
量

　
　

８
本

（
う

ち
６

本
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

数
　

　
量

　
　

2
3
本

（
う

ち
1
6
本

は
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）
数

　
　

量
　

　
1
7
本

（
う

ち
1
2
本

は
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）
数

　
　

量
　

　
　

２
系

列
数

　
　

量
　

　
　

８
系

列
数

　
　

量
　

　
　

２
系

列
数

　
　

量
　

　
　

４
系

列
数

　
　

量
　

　
　

６
系

列
数

　
　

量
　

　
　

２
系

列
台

　
　

数
　

　
　

４
台

（
う

ち
２

台
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
，

１
台

は
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）

-
-

-
-

-
-

-
-

-
容

　
　

量
　

　
約

4
5
0
ｍ

３
／

ｈ
／

台

３
（
２

）
セ

ッ
ト

３
（
２

）
セ

ッ
ト

３
（
２

）
セ

ッ
ト

２
系

列
８

系
列

２
系

列
４

系
列

６
系

列
２

系
列

２
セ

ッ
ト

＋
１

台
（
１

セ
ッ

ト
＋

１
台

）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
約

4
5
0
ｍ

３
／

ｈ
／

台

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

屋
外

環
境

に
対

応

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
外

環
境

に
対

応

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

屋
外

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
内

屋
外

操
作

不
要

操
作

不
要

操
作

不
要

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

弁
の

手
動

操
作

起
動

及
び

停
止

操
作

「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

通
常

と
同

じ
弁

操
作

通
常

と
同

じ
弁

操
作

通
常

と
同

じ
弁

操
作

通
常

と
同

じ
弁

操
作

通
常

と
同

じ
弁

操
作

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
の

系
統

構
成

か
ら

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
系

統
構

成
に

切
り

替
え

ら
れ

る
設

計
と

し
て

お
り

、
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

平
常

時
と

同
等

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

・
地

震
起

因
重

大
事

故
機

能
維

持
設

計
と

し
て

お
り

、
重

大
事

故
等

の
起

因
と

な
る

安
全

機
能

と
同

時
に

機
能

喪
失

し
な

い
・
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

カ
プ

ラ
方

式
カ

プ
ラ

方
式

カ
プ

ラ
方

式

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

と
接

続
す

る
接

続
口

を
２

箇
所

確
保

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

と
接

続
す

る
接

続
口

を
２

箇
所

確
保

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

と
接

続
す

る
接

続
口

を
２

箇
所

確
保

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

平
常

時
と

同
等

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

外
部

保
管

エ
リ

ア
に

１
セ

ッ
ト

を
保

管
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
１

セ
ッ

ト
を

保
管

外
部

保
管

エ
リ

ア
に

１
セ

ッ
ト

を
保

管
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
１

セ
ッ

ト
を

保
管

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

建
物

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管
建

物
内

及
び

保
管

用
コ

ン
テ

ナ
に

保
管

建
物

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管
建

物
近

傍
及

び
保

管
庫

に
保

管

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い
建

屋
内

へ
移

動
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温
度

、
圧

力
、

湿
度

、
放

射
線

自
然

現
象

等

地
震

随
伴

の
溢

水
、

化
学

薬
品

漏
え

い
※

1
及

び
火

災
※

2 ※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

操
作

環
境

操
作

内
容

第
４

号

第
５

号

系
統

設
計

そ
の

他
（
飛

散
物

）

第
７

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
１

号

第
２

号

第
３

号

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
と

異
な

る
場

所
へ

の
保

管

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
に

対
す

る
考

慮

第
５

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

3
3
条

適
合

性

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１

号

個
数

（
）
は

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

※
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
個

数
は

除
く
。

容
量

第
２

号

環 境 条 件 に お け る 健 全

性

第
３

号

操 作 性

試
験

・
検

査

切
り

替
え

性
（
本

来
の

用
途

以
外

の
用

途
で

使
用

す
る

場
合

）

第
６

号

悪 影 響 共 通 要 因 故 障 防 止

第 ２ 項 ( 常 設 )

共
通

要
因

故
障

防
止

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

常
設

と
の

接
続

性

異
な

る
複

数
の

接
続

口
の

確
保

（
再

処
理

施
設

の
外

か
ら

水
等

を
供

給
す

る
も

の
）

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

第
４

号
保

管
場

所

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト

第
６

号

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
(１

)　
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

(１
)　

代
替
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な

い

外
部

保
管

エ
リ

ア
に

１
セ

ッ
ト

を
保

管
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
１

セ
ッ

ト
を

保
管

外
部

保
管

エ
リ

ア
に

１
セ

ッ
ト

を
保

管

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

建
物

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管
建

物
内

及
び

保
管

用
コ

ン
テ

ナ
に

保
管

建
物

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い

291



温
度

、
圧

力
、

湿
度

、
放

射
線

自
然

現
象

等

地
震

随
伴

の
溢

水
、

化
学

薬
品

漏
え

い
※

1
及

び
火

災
※

2 ※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

操
作

環
境

操
作

内
容

第
４

号

第
５

号

系
統

設
計

そ
の

他
（
飛

散
物

）

第
７

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

第
１

号

第
２

号

第
３

号

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
と

異
な

る
場

所
へ

の
保

管

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
に

対
す

る
考

慮

第
５

号

地
震

（
地

震
随

伴
の

溢
水

、
化

学
薬

品
漏

え
い

※
1
及

び
火

災
※

2
）

※
1
：
化

学
薬

品
漏

え
い

に
対

し
て

は
、

化
学

薬
品

の
漏

え
い

源
の

耐
震

性
に

よ
り

排
除

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

※
2
：
火

災
に

対
し

て
は

、
第

2
9
条

｢火
災

等
に

よ
る

損
傷

の
防

止
｣に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。

落
雷

降
下

火
砕

物
に

よ
る

降
灰

濃
度

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

3
3
条

適
合

性

第 ３ ３ 条

第 １ 項 （ 共 通 ）

第
１

号

個
数

（
）
は

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

※
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
個

数
は

除
く
。

容
量

第
２

号

環 境 条 件 に お け る 健 全

性

第
３

号

操 作 性

試
験

・
検

査

切
り

替
え

性
（
本

来
の

用
途

以
外

の
用

途
で

使
用

す
る

場
合

）

第
６

号

悪 影 響 共 通 要 因 故 障 防 止

第 ２ 項 ( 常 設 )

共
通

要
因

故
障

防
止

第 ３ 項 （ 可 搬 型 ）

常
設

と
の

接
続

性

異
な

る
複

数
の

接
続

口
の

確
保

（
再

処
理

施
設

の
外

か
ら

水
等

を
供

給
す

る
も

の
）

設
置

場
所

（
放

射
線

影
響

の
防

止
）

第
４

号
保

管
場

所

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト

第
６

号

3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
3
6
条

　
水

素
爆

発
(２

)　
代

替
換

気
設

備
(２

)　
代

替
換

気
設

備
(２

)　
代

替
換

気
設

備
ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

ｂ
．

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

(ａ
)　

代
替

セ
ル

排
気

系
可

搬
型

フ
ィ

ル
タ

(ｂ
)　

代
替

セ
ル

排
気

系
可

搬
型

ダ
ク

ト
(ｃ

)　
代

替
セ

ル
排

気
系

可
搬

型
排

風
機

-
可

搬
型

ダ
ク

ト
-

種
　

　
類

　
　

　
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

粒
子

除
去

効
率

　
9
9
.9

％
以

上
（
0
.3

μ
ｍ

Ｄ
Ｏ

Ｐ
粒

子
）
／

段

種
　

　
類

　
　

　
内

径
2
0
0
 ｍ

ｍ
種

　
　

類
　

　
　

遠
心

式
主

要
材

料
　

　
　

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

基
　

　
数

　
　

　
４

基
（
う

ち
２

基
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

数
　

　
量

　
　

　
約

1
2
4
ｍ

（
う

ち
約

6
2
ｍ

は
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

）
台

　
　

数
　

　
　

３
台

（
う

ち
２

台
は

故
障

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
）

容
　

　
量

　
　

　
約

2
,5

0
0
ｍ

３
／

ｈ
／

基
-

容
　

　
量

　
　

　
約

2
,4

0
0
ｍ

３
／

ｈ
／

台

２
（
１

）
セ

ッ
ト

２
（
１

）
セ

ッ
ト

２
セ

ッ
ト

＋
１

台
（
１

セ
ッ

ト
＋

１
台

）

約
2
,5

0
0
ｍ

３
／

ｈ
／

基
－

約
2
,4

0
0
ｍ

３
／

ｈ
／

台

重
大

事
故

環
境

に
対

応
重

大
事

故
環

境
に

対
応

重
大

事
故

環
境

に
対

応

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

屋
内

の
た

め
該

当
し

な
い

溢
水

の
影

響
を

受
け

な
い

よ
う

に
設

置
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い
溢

水
の

影
響

を
受

け
な

い
よ

う
に

設
置

屋
内

屋
内

屋
内

操
作

不
要

操
作

不
要

起
動

及
び

停
止

操
作

「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照
「
3
3
条

　
別

紙
－

１
」
参

照

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

重
大

事
故

対
処

専
用

で
あ

り
該

当
し

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
通

常
時

は
分

離
さ

れ
た

状
態

で
あ

り
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

通
常

時
は

分
離

さ
れ

た
状

態
で

あ
り

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

フ
ラ

ン
ジ

方
式

再
処

理
施

設
の

外
か

ら
水

等
を

供
給

す
る

も
の

で
は

な
い

た
め

、
対

象
外

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

1
0
m

S
v以

下
で

作
業

管
理

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い
考

慮
す

る
対

象
と

な
る

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

な
い

考
慮

す
る

対
象

と
な

る
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
な

い

外
部

保
管

エ
リ

ア
に

１
セ

ッ
ト

を
保

管
外

部
保

管
エ

リ
ア

に
１

セ
ッ

ト
を

保
管

外
部

保
管

エ
リ

ア
に

１
セ

ッ
ト

を
保

管

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

２
ル

ー
ト

確
保

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

保
管

時
は

固
縛

、
溢

水
に

対
す

る
防

護
を

し
て

保
管

建
物

内
及

び
保

管
用

コ
ン

テ
ナ

に
保

管
建

物
内

及
び

保
管

用
コ

ン
テ

ナ
に

保
管

建
物

内
及

び
簡

易
倉

庫
に

保
管

影
響

を
受

け
な

い
影

響
を

受
け

な
い

影
響

を
受

け
な

い

292



令和 2年 4月 13日 R4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補足説明資料２－２（３６条） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

293



配置図 

294



 

前
処

理
建
屋

の
水

素
爆

発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（

代
替

安
全

圧
縮

空
気

）
（
地

下
４

階
）

 

295



 

 

前
処

理
建
屋

の
水

素
爆

発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代

替
安
全

圧
縮

空
気

）
（
地

下
４

階
）

 

296



前
処

理
建
屋

の
水

素
爆

発
に

対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代
替
安
全

圧
縮

空
気

）
（
地

上
１

階
 
１
／
２
）

 

297



 
 

前
処

理
建
屋

の
水

素
爆

発
に

対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代
替
安
全

圧
縮

空
気

）
（
地

上
１

階
 
２
／

２
）

 

298



 
 

前
処

理
建
屋

の
水

素
爆

発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代

替
安

全
圧

縮
空

気
）（

地
上

２
階
） 

299



前
処

理
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機

器
配
置

概
要

図
 

（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）（

地
下

４
階

）

300



 

前
処
理
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器

配
置

概
要

図
 

（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）（

地
下
３
階

）
 

301



 

前
処
理
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機

器
配
置

概
要

図
 

（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）（

地
下

２
階

）
 

302



前
処
理
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機

器
配
置

概
要

図
 

（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）（

地
下

１
階

）

303



 

  
前

処
理
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機

器
配
置

概
要

図
 

（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）（

地
上

１
階

）
 

304



 

前
処
理
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機

器
配
置

概
要

図
 

（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）（

地
上

２
階

）
 

305



 

前
処
理
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器

配
置

概
要

図
 

（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）（

地
上
３
階

）
 

306



 

対
象
な
し
 

分
離
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
）
（
地
下
３
階
）

 

307



 

分
離
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
）
（
地
下
２
階
）

 

308



  

 

分
離
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
）
（
地
下
１
階
）

 

309



 

分
離
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
）
（
地
上
１
階
）

 

310



 

分
離
建
屋
の
水

素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
）
（
地
上
２
階
）

 

311



 

分
離
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
）
（
地
上
３
階
）

 

312



 

対
象
な
し
 

分
離
建
屋
の
水
素
爆
発
に

対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）
（
地
下
３
階
）

 

313



 

対
象
な
し
 

分
離
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
セ
ル
導
出
設
備

及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）
（
地
下
２
階
）

 

314



 

 

放
射
性
配
管
分
岐
第
１
セ
ル

塔
槽
類
廃
ガ
ス
洗
浄
塔
セ
ル

略
称

Ｐ
ｕ
：
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

対
象
な
し
 

分
離
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）
（
地
下
１
階
）

 

315



 

分
離
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）
（
地
上
１
階
）
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分
離
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）
（
地
上
２
階
）
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分
離
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
）
（
地
上
４
階
）
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Ｐ
ｕ

濃
縮

液
受
槽

リ
サ
イ
ク

ル
槽

希
釈

槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
一
時

貯
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
中
間

貯
槽

Ｐ
ｕ

溶
液

受
槽

第
３
一
時

貯
留
処

理
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

缶
供
給

槽

略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
3
8
,
5
0
0

第
７
一
時

貯
留
処

理
槽

Ｐ
ｕ

溶
液

供
給
槽

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

対
象
な
し
 

精
製

建
屋
の

水
素

爆
発

に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

）
（

地
下

３
階

）
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第
２
一
時

貯
留
処

理
槽

油
水
分
離

槽

Ｐ
ｕ

溶
液

一
時
貯

槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
計
量

槽

略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
4
3
,
5
0
0

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

対
象
な
し
 

精
製

建
屋
の

水
素

爆
発

に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

）
（

地
下

２
階

）
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略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

保
管

場
所

T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
4
8
,
5
0
0

Ｐ
ｕ

濃
縮

缶

対
象

貯
槽

接
続

口

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
受

槽
リ

サ
イ

ク
ル

槽
希

釈
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
計

量
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
中

間
貯

槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
一

時
貯

槽
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽

②

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
２

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

口

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

④
③

②

機
器

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

対
象

貯
槽

接
続

箇
所

Ｐ
ｕ

溶
液

受
槽

油
水

分
離

槽
Ｐ

ｕ
濃

縮
缶

供
給

槽
Ｐ

ｕ
溶

液
一

時
貯

槽
Ｐ

ｕ
濃

縮
液

受
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
計

量
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
中

間
貯

槽
Ｐ

ｕ
濃

縮
液

一
時

貯
槽

リ
サ

イ
ク

ル
槽

希
釈

槽

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽

①

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

圧
縮

空
気

手
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

ホ
ー

ス
接

続
箇

所

①

対
象

貯
槽

接
続

箇
所

－
③

若
し

く
は

④

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
２

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

箇
所

⑦
⑥

⑤

対
象

貯
槽

接
続

箇
所

－
⑥

若
し

く
は

⑦

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
２

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

箇
所

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
２

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

口

対
象

貯
槽

接
続

口

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
受

槽
リ

サ
イ

ク
ル

槽
希

釈
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
計

量
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
中

間
貯

槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
一

時
貯

槽
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽

⑤

計
装
設
備
 

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
水
素
掃
気
配
管
の
弁
 

計
装
設
備
 

 

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁

 

 

計
装
設
備
 

 

精
製

建
屋
の

水
素

爆
発

に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

）
（

地
下

１
階

）
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③
②
①

略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

T
.
M
.
S
.
L
.
約
+
5
3
,
5
0
0

可
搬
型
重

大
事
故

等
対

処
設
備

保
管
場

所

④ ⑤ ⑥

Ｐ
ｕ
濃
縮

缶

圧
縮
空
気

自
動
供

給
貯
槽

対
象
貯
槽

接
続
口

Ｐ
ｕ
溶
液

供
給
槽

Ｐ
ｕ
溶
液

受
槽

油
水
分
離

槽
Ｐ

ｕ
濃
縮

缶
供
給

槽
Ｐ

ｕ
濃
縮

缶

Ｐ
ｕ
溶
液

一
時
貯

槽
Ｐ

ｕ
濃
縮

液
受
槽

Ｐ
ｕ
濃
縮

液
計
量

槽
Ｐ

ｕ
濃
縮

液
中
間

貯
槽

Ｐ
ｕ
濃
縮

液
一
時

貯
槽

リ
サ
イ
ク

ル
槽

希
釈
槽

第
２
一
時

貯
留
処

理
槽

第
３
一
時

貯
留
処

理
槽

第
７
一
時

貯
留
処

理
槽

①

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
１

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

口

対
象
貯
槽

接
続
口

Ｐ
ｕ
溶
液

供
給
槽

Ｐ
ｕ
溶
液

受
槽

油
水
分
離

槽
Ｐ

ｕ
濃
縮

缶
供
給

槽
Ｐ

ｕ
溶
液

一
時
貯

槽

Ｐ
ｕ
濃
縮

液
受
槽

Ｐ
ｕ
濃
縮

液
計
量

槽
Ｐ

ｕ
濃
縮

液
中
間

貯
槽

Ｐ
ｕ
濃
縮

液
一
時

貯
槽

リ
サ
イ
ク

ル
槽

希
釈
槽

第
２
一
時

貯
留
処

理
槽

第
３
一
時

貯
留
処

理
槽

④

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
１

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

口

⑦ ⑧

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
⑤

若
し
く

は
⑥

－
⑦

若
し
く

は
⑧

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

ホ
ー

ス
接

続
箇

所

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
②

若
し
く

は
③

－
⑦

若
し
く

は
⑧

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

ホ
ー

ス
接

続
箇

所

圧
縮
空
気

手
動
供

給
ユ
ニ

ッ
ト

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス
 

計
装
設
備
 

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス
 

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
 

計
装
設
備
 

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
 

計
装
設
備
 

 

計
装
設
備
 

セ
ル
導
出
設
備
の
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
か
ら
セ
ル
に
導
出
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
の
弁
 

精
製

建
屋
の

水
素

爆
発

に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

）
（

地
下

１
階

）
 

代
替
計
測
制
御
設
備
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T
.
M
.
S
.
L
.
約
+
6
0
,
5
0
0

③
②

①

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
２

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

口

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

対
象

貯
槽

接
続

箇
所

－
②

若
し

く
は

③

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

ホ
ー

ス
接

続
箇

所

対
象

貯
槽

接
続

口

Ｐ
ｕ

溶
液

供
給

槽
Ｐ

ｕ
溶

液
受

槽
油

水
分

離
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

缶
供

給
槽

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽

①

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

保
管

場
所

略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

⑥
⑤

④

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
２

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

口

対
象

貯
槽

接
続

箇
所

－
⑤

若
し

く
は

⑥

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

ホ
ー

ス
接

続
箇

所

対
象

貯
槽

接
続

口

Ｐ
ｕ

溶
液

供
給

槽
Ｐ

ｕ
溶

液
受

槽
油

水
分

離
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

缶
供

給
槽

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽

④

計
装
設
備
 

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機

器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁
 

精
製

建
屋
の

水
素

爆
発

に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

）
（

地
下

２
階

）
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可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

保
管

場
所

T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
6
4
,
0
0
0

略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

③
②

①
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

第
２
接
続
口

ホ
ー
ス
接
続
口

対
象

貯
槽

接
続

箇
所

－
②

若
し

く
は

③

水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

ホ
ー
ス
接
続
箇
所

対
象

貯
槽

接
続

口

Ｐ
ｕ

濃
縮

缶
Ｐ

ｕ
溶

液
一

時
貯

槽
①

⑥
⑤

④

水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

第
２
接
続
口

ホ
ー
ス
接
続
口

対
象

貯
槽

接
続

箇
所

－
⑤

若
し

く
は

⑥

水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給

ホ
ー
ス
接
続
箇
所

対
象

貯
槽

接
続

口

Ｐ
ｕ

濃
縮

缶
Ｐ

ｕ
溶

液
一

時
貯

槽
④

計
装
設
備
 

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁
 

 

精
製

建
屋
の

水
素

爆
発

に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

）
（

地
上

３
階

）
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T
.
M
.
S
.
L
.
約
+
6
5
,
5
0
0

可
搬
型
重

大
事
故

等
対

処
設
備

保
管
場

所

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

対
象
貯
槽

接
続
口

Ｐ
ｕ
濃
縮

缶
第

７
一
時

貯
留
処

理
槽

①

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

第
１

接
続

口
ホ

ー
ス

接
続

口

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
②

若
し
く

は
③

水
素

爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

ホ
ー

ス
接

続
箇

所
① ②

③

略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁
 

精
製

建
屋
の

水
素

爆
発

に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

）
（

地
上

４
階

）
 

計
装
設
備
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Ｐ
ｕ

濃
縮

液
受
槽

リ
サ
イ
ク

ル
槽

希
釈

槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
一
時

貯
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
中
間

貯
槽

Ｐ
ｕ

溶
液

受
槽

第
３
一
時

貯
留
処

理
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

缶
供
給

槽

略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
3
8
,
5
0
0

第
７
一
時

貯
留
処

理
槽

Ｐ
ｕ

溶
液

供
給
槽

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

対
象
な
し
 

精
製

建
屋
の

水
素

爆
発

に
対

処
す

る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
セ
ル
導
出
設

備
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

）
（

地
下

３
階

）
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第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
油

水
分

離
槽

Ｐ
ｕ

溶
液

一
時

貯
槽

Ｐ
ｕ

濃
縮

液
計

量
槽

放
射

性
配

管
分

岐
第

１
セ

ル
略

称
Ｐ

ｕ
：

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

Ｐ
ｕ

系
塔

槽
類

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

セ
ル

T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
4
3
,
5
0
0

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

対
象
な
し
 

精
製

建
屋
の

水
素

爆
発

に
対

処
す

る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
セ
ル
導
出
設

備
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

）
（

地
下

２
階

）
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略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト

ニ
ウ
ム

Ｐ
ｕ

系
塔

槽
類

廃
ガ
ス

洗
浄
塔

セ
ル

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

保
管

場
所

放
射
性

配
管
分

岐
第
１

セ
ル

T
.
M
.
S
.
L
.
約
+
4
8
,
5
0
0

Ｐ
ｕ
濃

縮
缶

水
封

安
全

器

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

精
製

建
屋
の

水
素

爆
発

に
対

処
す

る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
セ
ル
導
出
設
備

及
び
代

替
セ

ル
排

気
系

）
（

地
下

１
階

）
 

対
象
な
し
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放
射
性
配

管
分
岐

第
１
セ

ル

T
.
M
.
S
.
L
.
約
+
5
3
,
5
0
0

可
搬
型
重

大
事
故

等
対

処
設
備

保
管
場

所

Ｐ
ｕ
濃
縮

缶

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

電
源

ケ
ー

ブ
ル

接
続

口

対
象
機
器

接
続
口

－
①

若
し
く

は
②

① ②

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

略
称

Ｐ
ｕ

：
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

  

計
装
設
備
 

計
装
設
備
 

計
装
設
備
 

精
製

建
屋
の

水
素

爆
発

に
対

処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
セ
ル
導
出
設

備
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

）
（

地
上

１
階

）
 

セ
ル

導
出

設
備

の
配

管
の

弁
 

セ
ル
導
出

設
備

の
ダ

ン
パ
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T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
6
0
,
5
0
0

放
射

性
配

管
分

岐
第

１
セ

ル

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

保
管

場
所

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

計
装
設
備
 

セ
ル

導
出

設
備

の
配

管
の
弁

 

代
替

セ
ル

排
気
系
の

ダ
ク
ト

の
ダ
ン
パ
 

 

精
製

建
屋
の

水
素

爆
発

に
対

処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
セ
ル
導
出
設

備
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

）
（

地
上

２
階

）
 

セ
ル
導
出

設
備
の
塔

槽
類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る

ユ
ニ
ッ
ト

の
弁
（
セ

ル
導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

ま
わ

り
）
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可
搬
型
重

大
事
故

等
対

処
設
備

保
管
場

所

T
.
M
.
S
.
L
.
約
+
6
4
,
0
0
0

放
射

性
配

管
分

岐
第

１
セ

ル

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

  

精
製

建
屋
の

水
素

爆
発

に
対

処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
セ
ル
導
出
設

備
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

）
（

地
上

３
階

）
 

対
象
な
し
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可
搬
型
フ

ィ
ル
タ

可
搬
型
排

風
機

T
.
M
.
S
.
L
.
約
+
6
5
,
5
0
0

可
搬
型
重

大
事
故

等
対

処
設
備

保
管
場

所

Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

代
替
セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対
応

電
源
ケ
ー
ブ
ル
接
続
口

① ②

対
象
機
器

接
続
口

－
①

若
し
く

は
②

水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

ダ
ク
ト
接
続
箇
所

対
象
機
器

接
続
箇
所

－
③

及
び
④

④③

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
 

計
装

設
備

 
可

搬
型

排
風

機
 

可
搬
型
ダ

ク
ト

 

可
搬

型
ダ

ク
ト

 

精
製

建
屋
の

水
素

爆
発

に
対

処
す
る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
セ
ル
導
出
設

備
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

）
（

地
上

４
階

）
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Ｎ

精
製

建
屋

約
92
ｍ

約71ｍ

T
.
M
.
S
.
L
.
約
+
7
3
,
5
0
0

精
製

建
屋
の

水
素

爆
発

に
対

処
す

る
た
め
の
設
備
の
機
器
配
置
概
要
図
（
セ
ル
導
出
設

備
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

）
（

地
上

５
階

）
 

セ
ル

導
出

設
備

の
隔

離
弁
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代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
水
素
掃
気
配
管
の
弁

計
装

設
備

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
 

計
装
設
備

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機

器
配

置
概

要
図

（
地

下
１
階
）

334

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス

 

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス

計
装
設
備

可
搬
型
建
屋

内
ホ
ー
ス
 

計
装
設
備 ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備

の
機

器
配

置
概

要
図

（
地

上
１
階
）

代
替
安

全
圧

縮
空
気
系

の
 

水
素
掃

気
配

管
の
弁

代
替
安
全
圧

縮
空
気
系

の
 

機
器
圧
縮
空

気
供
給
配

管
の

弁
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に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機

器
配

置
概

要
図

（
地

上
２
階
）

代
替
安
全
圧
縮

空
気
系

の
 

水
素
掃
気
配
管

の
弁

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

の
 

機
器
圧
縮
空
気
供
給
配

管
の

弁

計
装
設

備

336

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



代
替
セ
ル
排
気
系
の
ダ
ク
ト
の
ダ
ン
パ

可
搬
型
ダ
ク
ト
 

計
装
設
備

可
搬

型
ダ
ク

ト
 

可
搬
型

フ
ィ

ル
タ
 

可
搬
型

ダ
ク
ト

可
搬
型

排
風

機

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備

の
機

器
配

置
概

要
図

（
地

下
２
階
）
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に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



計
装
設
備

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機

器
配

置
概

要
図

（
地

下
１
階
）

セ
ル
導
出
設

備
の
ダ
ク

ト
の

ダ
ン

パ

338

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備

の
機

器
配

置
概

要
図

（
地

上
１
階
）

計
装
設
備

計
装

設
備

セ
ル
導
出
設
備
の
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
か
ら
セ
ル
に
導
出
す
る
ユ
ニ
ッ

ト
の
弁
（

セ
ル

導
出

ユ
ニ
ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

ま
わ
り
）

セ
ル
導
出
設
備
の
配
管
の
弁

339

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
機

器
配

置
概

要
図

（
地

上
２
階
）

計
装

設
備

セ
ル
導
出
設
備
の
隔
離
弁

セ
ル
導
出
設
備
の
配
管
の
弁

340

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



対
象
な
し
 

第
9.

3
－

13
図

（
21
）

 
代

替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
配
置
概
要
図
（
高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

 
地

下
４

階
）
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   代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
 

機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の

弁
 

第
9.

3－
1
3
図

（
22
）

 
代

替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
配
置
概
要
図
（
高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

 
地

下
３
階

）
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代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁
 

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁
 

第
9.

3－
1
3
図

（
23
）

 
代

替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
配
置
概
要
図
（
高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

 
地

下
２
階

）
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可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
 

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
水
素
掃
気
配
管
の
弁
 

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
 

計
装
設
備
 

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
弁
 

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
 

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス
 

第
9.

3－
1
3
図

（
24
）

 
代

替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
配
置
概
要
図
（
高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

 
地

下
１
階

）
 

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス
 

344



                       

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
圧
縮
空
気
 

供
給
配
管
の
弁
 

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス

 

計
装
設
備
 

可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス
 

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
 

計
装
設
備
 

 

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
 

計
装
設
備
 

 

第
9.

3－
1
3
図

（
25
）

 
代

替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
配
置
概
要
図
（
高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

 
地

上
１

階
）
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計
装
設
備
 

可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー

ス
 

計
装
設
備
 

第
9.

3－
1
3
図

（
26
）

 
代

替
安
全
圧
縮
空
気
系
の
機
器
配
置
概
要
図
（
高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

 
地

上
２

階
）
 

対
象
な
し
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高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の

設
備
の

機
器

配
置

概
要

図
 

（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）（

地
下
４
階

）
 

対
象
な
し
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高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の

設
備
の

機
器

配
置

概
要

図
 

（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）（

地
下
３
階

）
 

対
象
な
し
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高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の

設
備
の

機
器

配
置

概
要

図
 

（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）（

地
下
２
階

）
 対

象
な
し
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高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の

設
備
の

機
器

配
置

概
要

図
 

（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）（

地
下
１
階

）
 

セ
ル
導
出
設
備
の
ダ
ク
ト
の
ダ
ン
パ
 

セ
ル
導
出
設
備
の
配
管
の
弁
 

代
替
セ
ル
排
気
系
の
 

ダ
ク
ト
の
ダ
ン
パ
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高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の

設
備
の

機
器

配
置

概
要

図
 

（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）（

地
上
１
階

）
 

可
搬
型
ダ
ク
ト
 

セ
ル
導
出
設
備
の
隔
離
弁
 

可
搬
型
フ
ィ
ル
タ
 

セ
ル
導
出
設
備
の
 

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
か
ら
セ
ル
に
導
出
す
る
 

ユ
ニ
ッ
ト
の
弁
 

計
装
設
備
 

セ
ル
導
出
設
備
の
配
管
の
弁
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（
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

の
空
気
の
供
給
）

 

                    

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
の
水
素
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の

設
備
の

機
器

配
置

概
要

図
 

（
セ
ル
導
出
設
備
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
）（

地
上
２
階

）
 

計
装
設
備
 

対
象
な
し
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導
出
先
セ
ル

※
１

中
間
ポ
ッ
ト

Ａ
※

２

中
間
ポ
ッ
ト

Ｂ
※

２

ハ
ル
洗
浄
槽

Ａ
※

２

ハ
ル
洗
浄
槽

Ｂ
※

２

水
バ
ッ
フ
ァ

槽
※

２

中
継
槽
Ａ

中
継
槽
Ｂ

不
溶
解
残
渣

回
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別表 水素爆発の発生の防止のための措置の操作対象機器リスト 
 

水素爆発を未然に防止するための空気の供給（第１接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊1 代替安全圧縮空気系

の水素掃気配管の弁 
手動操作 前処理建屋地上１階 

 
水素爆発を未然に防止するための空気の供給（第２接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊2 代替安全圧縮空気系

の水素掃気配管の弁 
手動操作 前処理建屋地上１階 

 
水素爆発の再発を防止するための空気の供給（第１接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊3 代替安全圧縮空気系

の水素掃気配管の弁 
手動操作 前処理建屋地上１階 

 
水素爆発の再発を防止するための空気の供給（第２接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊4 代替安全圧縮空気系

の水素掃気配管の弁 
手動操作 前処理建屋地上１階、地上２

階 
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別表 水素爆発の発生の防止のための措置の操作対象機器リスト（つづき） 
 

セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による対応 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊5 セル導出設備の隔離

弁 
手動操作 前処理建屋地上２階 

＊6 セル導出設備の配管

の弁 
手動操作 前処理建屋地下１階、地上１

階 
＊7 セル導出設備のダク

トのダンパ 
手動操作 前処理建屋地下３階 
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別表 分離建屋の水素爆発の発生の防止のための措置の操作対象機器リスト 
 

水素爆発を未然に防止するための空気の供給（第１接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊1 代替安全圧縮空気系

の水素掃気配管の弁 
手動操作 分離建屋地下２階 

 
水素爆発を未然に防止するための空気の供給（第２接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊2 代替安全圧縮空気系

の機器圧縮空気供給

配管の弁 

手動操作 分離建屋地上１階、地上２

階、地上３階 

 
水素爆発の再発を防止するための空気の供給（第１接続口） 

  
水素爆発の再発を防止するための空気の供給（第２接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊4 代替安全圧縮空気系

の機器圧縮空気供給

配管の弁 

手動操作 分離建屋地上１階、地上２

階、地上３階 

 

セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による対応 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊5 セル導出設備の隔離

弁 
手動操作 分離建屋地上２階 

＊6 セル導出設備の配管

の弁 
手動操作 分離建屋地上１階、地上２階 

＊7 セル導出設備のダク

トのダンパ 
手動操作 分離建屋地上４階 

 

No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊3 代替安全圧縮空気系

の機器圧縮空気供給

配管の弁 

手動操作 分離建屋地下１階、地上２

階、地上３階 
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別表 水素爆発の発生防止対策の操作対象機器リスト 
水素爆発を未然に防止するための空気の供給（第１接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊1 代替安全圧縮空気系

の水素掃気配管の弁 
手動操作 精製建屋地上１階 

 
水素爆発を未然に防止するための空気の供給（第２接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊2 代替安全圧縮空気系

の機器圧縮空気供給

配管の弁 

手動操作 精製建屋地下１階，地上２階， 
地上３階 
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別表 水素爆発の拡大防止対策の操作対象機器リスト（つづき） 
水素爆発の再発を防止するための空気の供給（圧縮空気手動供給ユニット） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊5 代替安全圧縮空気系

の機器圧縮空気供給

配管の弁 

手動操作 精製建屋地上１階 

 
水素爆発の再発を防止するための空気の供給（第１接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊3 代替安全圧縮空気系

の機器圧縮空気供給

配管の弁 

手動操作 精製建屋地上１階，地上４階 

 
水素爆発の再発を防止するための空気の供給（第２接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊4 代替安全圧縮空気系

の機器圧縮空気供給

配管の弁 

手動操作 精製建屋地下１階，地上２階， 
地上３階 

 

セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による対応 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊6 セル導出設備の隔離

弁 
手動操作 精製建屋地上５階 

＊7 セル導出設備の配管

の弁 
手動操作 精製建屋地上１階、地上２階 

＊8 セル導出設備の塔槽

類廃ガス処理設備か

らセルに導出するユ

ニットの弁（セル導出

ユニットフィルタま

わり） 

手動操作 精製建屋地上２階 

＊9 セル導出設備のダン

パ 
手動操作 精製建屋地上１階 

＊10 代替セル排気系のダ

ンパ 
手動操作 精製建屋地上２階 
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別表 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の水素爆発の発生の防止のための措置の 
操作対象機器リスト 

 
水素爆発を未然に防止するための空気の供給（第１接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊1 代替安全圧縮空気系

の水素掃気配管の弁 
手動操作 ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋地上１階 
 
水素爆発を未然に防止するための空気の供給（第２接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊2 代替安全圧縮空気系

の機器圧縮空気供給

配管の弁 

手動操作 ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋地上２階 

 
水素爆発の再発を防止するための空気の供給（第１接続口） 

  
水素爆発の再発を防止するための空気の供給（第２接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊4 代替安全圧縮空気系

の機器圧縮空気供給

配管の弁 

手動操作 ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋地上２階 

 

水素爆発の再発を防止するための空気の供給（圧縮空気手動供給ユニット） 

 

 

 

 

 

No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊3 代替安全圧縮空気系

の機器圧縮空気供給

配管の弁 

手動操作 ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋地上１階 

No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊5 代替安全圧縮空気系

の機器圧縮空気供給

配管の弁 

手動操作 ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋地上１階 
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セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による対応 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊6 セル導出設備の隔離弁 手動操作 ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋地上２階 
＊7 セル導出設備の配管

の弁 
手動操作 ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋地上２階 
＊8 セル導出設備の配管

の弁 
手動操作 ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋地上１階 
＊9 セル導出設備のダク

トのダンパ 
手動操作 ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋地下１階 
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別表 水素爆発の発生防止対策の操作対象機器リスト 
 
 

水素爆発を未然に防止するための空気の供給（第１接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊１ 代替安全圧縮空気系

の水素掃気配管の弁 
手動操作 高レベル廃液ガラス固化建屋 

地下１階 
 
 
水素爆発を未然に防止するための空気の供給（第２接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊２ 代替安全圧縮空気系

の機器圧縮空気供給

配管の弁 

手動操作 高レベル廃液ガラス固化建屋 
地下３階、地下２階、地上１階 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

367



別表 水素爆発の拡大防止対策の操作対象機器リスト（つづき） 
 
水素爆発の再発を防止するための空気の供給（第１接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊２ 代替安全圧縮空気系

の機器圧縮空気供給

配管の弁 

手動操作 高レベル廃液ガラス固化建屋 
地下２階、地下１階、地上１階 

 
水素爆発の再発を防止するための空気の供給（第２接続口） 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊２ 代替安全圧縮空気系

の機器圧縮空気供給

配管の弁 

手動操作 高レベル廃液ガラス固化建屋 
地下３階、地下２階、地上１階 

 
セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による対応 
No. 機器名称 操作方法 操作箇所 
＊３ セル導出設備の隔離

弁 
手動操作 高レベル廃液ガラス固化建屋 

地上１階 
＊４ セル導出設備の配管

の弁 
手動操作 高レベル廃液ガラス固化建屋 

地下１階、地上１階 
＊５ セル導出設備のダク

トのダンパ 
手動操作 高レベル廃液ガラス固化建屋 

地下１階 
＊６ 代替セル排気系のダ

クトのダンパ 
手動操作 高レベル廃液ガラス固化建屋 

地下１階 
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容量設定根拠 
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1 
 

 
名 称 可搬型空気圧縮機（注１） 

容量 m３／h 

（1 台当たり） 

約 270（注２）（約 450（注３）） 

 

機器仕様に関する注記 注１：容量約 450m３／h と容量約 220m３

／h の 2 種類があり，ここでは容

量約 450m３／h のものについて記

している。 

注２：要求値を示す 

注３：公称値をしめす。 

【設定根拠】 

可搬型空気圧縮機は，重大事故時に以下の機能を有する。 

 

 高レベル廃液等を内包する機器の水素掃気機能が喪失した場合，可搬型

空気圧縮機により，水素掃気配管及び機器圧縮空気供給配管（除染用配管

等）のうちいずれかの１系統への圧縮空気の供給を実施し，事故を収束さ

せる。 

可搬型空気圧縮機による，水素掃気配管及び機器圧縮空気供給配管（除

染用配管等）への圧縮空気の供給が機能しなかった場合は，続けて水素爆

発が生じるおそれがないよう上記とは別の空気供給配管である及び機器圧

縮空気供給配管（かくはん用，計測制御用等）（２系統以上）のうち，いず

れかの１系統から圧縮空気の供給を実施する。 

また，可搬型空気圧縮機は，前処理建屋，分離建屋及び高レベル廃液ガ

ラス固化建屋に対し個別に圧縮空気を供給する場合と，前処理建屋，分離

建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガ

ラス固化建屋に対し一括で圧縮空気を供給する場合がある。 

 可搬型空気圧縮機のうち容量約450m３／hのものの保有数は，５台（うち

２台は故障時バックアップ，１台は待機除外時バックアップ）である。 

１．容量 

可搬型空気圧縮機は，放射線分解により発生する水素による爆発の有

効性評価（再処理事業変更許可申請書添付書類八）において，前処理建

屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レ

ベル廃液ガラス固化建屋へ設計流量相当を供給するとしており，必要な

圧縮空気流量は約270m３／hとなる。このため，可搬型空気圧縮機につい

ても同様に270m３／h以上とし，公称値を約450m３／hとする。 
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2 
 

 
名 称 分離建屋の代替安全圧縮空気系の圧縮

空気自動供給貯槽  

数量 基 ３ 

容量 m３ 

（1 基当たり） 

5.5 

圧力 ＭＰａ 0.69 以上 

機器仕様に関する注記  

【設定根拠】 

分離建屋の代替安全圧縮空気系の圧縮空気自動供給貯槽（以下，本シー

トでは「圧縮空気自動供給貯槽」という。）は，重大事故時に以下の機能を

有する。 

 

圧縮空気自動供給貯槽は，分離建屋の圧縮空気設備の安全圧縮空気系が

停止した場合において，自動で水素掃気を行い，機器圧縮空気供給ユニッ

トに切り替えるまでの間，貯槽等内の水素濃度を未然防止濃度未満に維持

するために必要な量の圧縮空気を供給する。 

  

１．数量，容量及び圧力 

圧縮空気自動供給貯槽は，可搬型空気圧縮機による水素掃気の操作遅

れを考慮した時間まで，貯槽等内の水素濃度を８ｖｏｌ％未満に維持す

るための２倍の流量を供給できる容量として，16.5m３とした。圧力は，

安全圧縮空気系から蓄圧する設計であり，0.69MPaである。 

したがって，圧力0.69MPa以上，容量を5.5m３／基の空気貯槽を３基と

する。 
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3 
 

 
名 称 精製建屋の代替安全圧縮空気系の圧縮

空気自動供給貯槽 

数量 基 ２（容量 2.5m３） 

３（容量５m３） 

容量 m３ 

（1 基当たり） 

2.5 

５ 

圧力 ＭＰａ 0.69 以上 

機器仕様に関する注記  

【設定根拠】 

精製建屋の代替安全圧縮空気系の圧縮空気自動供給貯槽（以下，本シー

トでは「圧縮空気自動供給貯槽」という。）は，重大事故時に以下の機能を

有する。 

 

圧縮空気自動供給貯槽は，精製建屋の圧縮空気設備の安全圧縮空気系が

停止した場合において，自動で水素掃気を行い，機器圧縮空気供給ユニッ

トに切り替えるまでの間，貯槽等内の水素濃度を未然防止濃度未満に維持

するために必要な量の圧縮空気を供給する。 

  

１．数量，容量及び圧力 

圧縮空気自動供給貯槽は，可搬型空気圧縮機による水素掃気の操作遅

れを考慮した時間まで，貯槽等内の水素濃度を８ｖｏｌ％未満に維持す

るための２倍の流量を供給できる容量として，20m３とした。圧力は，安

全圧縮空気系から蓄圧する設計であり，0.69MPaである。 

したがって，圧力0.69ＭＰａ以上，容量を2.5m３／基の空気貯槽を２

基，容量５m３／基の空気貯槽を３基とする。 
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名 称 可搬型空気圧縮機（注１） 

容量 m３／h 

（1 台当たり） 

約 15（注２）（約 220（注３）） 

 

機器仕様に関する注記 注１：容量約 450m３／h と容量約 220m３／

h の 2 種類があり，ここでは容量

約 220m３／h のものについて記し

ている。 

注２：要求値を示す 

注３：公称値をしめす。 

【設定根拠】 

可搬型空気圧縮機は，重大事故時に以下の機能を有する。 

 

 高レベル廃液等を内包する機器の水素掃気機能が喪失した場合，可搬型

空気圧縮機により，水素掃気配管及び機器圧縮空気供給配管（除染用配管

等）のうちいずれかの１系統への圧縮空気の供給を実施し，事故を収束させ

る。 

可搬型空気圧縮機による，水素掃気配管及び機器圧縮空気供給配管（除染

用配管等）への圧縮空気の供給が機能しなかった場合は，続けて水素爆発が

生じるおそれがないよう上記とは別の空気供給配管である及び機器圧縮空

気供給配管（かくはん用，計測制御用等）（２系統以上）のうち，いずれか

の１系統から圧縮空気の供給を実施する。 

また，可搬型空気圧縮機は，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝

建屋に対し，個別に圧縮空気を供給する。 

可搬型空気圧縮機のうち容量約 220m３／h のものの保有数は，４台（うち

２台は故障時バックアップ，１台は待機除外時バックアップ）である。 

 

１．容量 

可搬型空気圧縮機は，放射線分解により発生する水素による爆発の有効

性評価（再処理事業変更許可申請書添付書類八）において，精製建屋及びウ

ラン・プルトニウム混合脱硝建屋へ設計流量相当を供給するとしており，必

要な圧縮空気流量は約 15m３／h となる。このため，可搬型空気圧縮機につ

いても同様に 15m３／h 以上とし，公称値を約 220m３／h とする。 
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名 称 圧縮空気自動供給ユニット 

容量 m３[normal] 約 15（注１） 

機器仕様に関する注記 注１：要求値を示す。 

【設定根拠】 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の代替安全圧縮空気系の圧縮空気自

動供給ユニット（以下，本シートでは「圧縮空気自動供給ユニット」とい

う。）は，重大事故時に以下の機能を有する。 

 

圧縮空気自動供給ユニットは，精製建屋の圧縮空気設備の安全圧縮空気

系が停止した場合において，自動で水素掃気を行い，機器圧縮空気供給ユニ

ットに切り替えるまでの間，貯槽等内の水素濃度を未然防止濃度未満に維

持するために必要な量の圧縮空気を供給する。 

  

１．数量，容量及び圧力 

圧縮空気自動供給ユニットは，可搬型空気圧縮機による水素掃気の操

作遅れを考慮した時間まで，貯槽等内の水素濃度を８ｖｏｌ％未満に維

持するための２倍の流量を供給できる容量として，15m３とする(詳細は

添付（１）参照)。 

 

  

375



 

名 称 代替安全圧縮空気系の 

機器圧縮空気自動供給ユニット 

容量 m３[normal] 約 10(分離建屋)，約 52(精製建屋)，約

20(ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋)

（注１） 

機器仕様に関する注記 注１：要求値を示す。 

【設定根拠】 

代替安全圧縮空気系の機器圧縮空気自動供給ユニット（以下，本シートで

は「圧縮空気自動供給ユニット」という。）は，重大事故時に以下の機能を

有する。 

 

機器圧縮空気自動供給ユニットは，水素掃気配管の圧力が低下した場合

に自動で圧縮空気を供給できる設計にすると共に，水素発生量の増加を考

慮した場合に，十分な量の圧縮空気の供給継続ができるよう，手動で圧縮空

気を供給する。 

  

１．数量，容量及び圧力 

機器圧縮空気自動供給ユニットは，可搬型空気圧縮機による水素掃気

の操作遅れを考慮した時間まで，貯槽等内の水素濃度を８ｖｏｌ％未満

に維持するための２倍の流量を供給できる容量とする(詳細は添付

（１）参照)。 
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名 称 代替安全圧縮空気系の 

圧縮空気手動供給ユニット 

容量 m３[normal] 約 10(分離建屋)，約 62(精製建屋)，約

31(ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋)

（注１） 

機器仕様に関する注記 注１：要求値を示す。 

【設定根拠】 

代替安全圧縮空気系の圧縮空気手動供給ユニット（以下，本シートでは

「圧縮空気手動供給ユニット」という。）は，重大事故時に以下の機能を有

する。 

 

発生防止対策が機能しない場合に備え、圧縮空気手動供給ユニットは，水

素発生量の増加を考慮した十分な量の圧縮空気の供給を手動で実施できる

設計とする。 

  

１．数量，容量及び圧力 

圧縮空気手動供給ユニットは，可搬型空気圧縮機による水素掃気の操

作遅れを考慮した時間まで，貯槽等内の水素濃度を８ｖｏｌ％未満に維

持するための10倍の流量を供給できる容量とする(詳細は添付（１）参

照)。 
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名 称 可搬型排風機 

容量 m３／h 

（1 台当たり） 

約 2,400ｍ３／ｈ（注１） 

機器仕様に関する注記 注１：公称値をしめす。 

注２：セルに導出される廃ガスは凝縮器

により，蒸気は凝縮されるため廃

ガスの流量として考慮すべきもの

は，沸騰による水素発生量の増加

を考慮した，機器内の水素濃度を

未然防止濃度に維持するために必

要な圧縮空気流量のみであるた

め，設定根拠は水素爆発へ対処と

同様である。 

【設定根拠】（注２） 

可搬型排風機は，重大事故時に以下の機能を有する。 

 放射性物質を含む気体を導出したセルからの放射性物質の平常運転時の

排気経路以外の経路からの放出を防止するため，可搬型フィルタ（高性能粒

子フィルタ）を有する放出影響緩和設備を通じて主排気筒から大気中へ管

理放出する。 

可搬型排風機の保有数は以下の通り。 

・前処理建屋：１台 

・分離建屋：１台， 

・精製建屋：１台， 

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋：１台 

・高レベル廃液ガラス固化建屋：１台 

・上記の必要数５台に加え、予備として故障時及び待機除外時のバック

アップを６台，合計 11 台を確保する。 

 

１．容量 

沸騰による水素発生量の増加を考慮した，機器内の水素濃度を未然防

止濃度に維持するために必要な圧縮空気流量に対し余裕を考慮した流量

は，流量が 大となる建屋において約 130m３／h である。（添付(2)参

照）また，設計相当流量の場合，流量が 大となる高レベル廃液ガラス

固化建屋において約 200m３／h である(添付(3)参照)。 

圧縮空気の供給による導出先セルからの平常運転時の排気経路以外の

経路からの放出を防止するため，約 200m３／h に対し余裕のある容量と

して，公称値を約 2,400ｍ３／ｈとする。 

 

  

378



 

別添(1) 

 

圧縮空気自動供給貯槽並びに圧縮空気自動供給ユニット，機器圧縮空気自動供給

ユニット及び圧縮空気手動供給ユニットの容量について 

 

1.圧縮空気自動供給貯槽 

水素掃気機能が喪失した場合に，重大事故等対処施設の放射線分解により発

生する水素による爆発に対処するための設備の分離建屋の代替安全圧縮空気系

の圧縮空気自動供給貯槽及び精製建屋の代替安全圧縮空気系の圧縮空気自動供

給貯槽（以下では「圧縮空気自動供給貯槽」という。）から水素爆発を想定する

機器に圧縮空気の供給が継続される時間を以下のとおり評価する。 

水素爆発を想定する機器内の水素濃度を８ｖｏｌ％以下に維持するために必

要な圧縮空気流量及び平常運転時の水素掃気用安全圧縮空気系からの圧縮空気

流量の比率を下式により求める。 

Ｆ
ｒａｔｉｏ

＝
Ｆ

８ｖｏｌ％
２

Ｆ
ｄｅｓｉｇｎ

 

ここで， 

Ｆ
ｒａｔｉｏ

：水素爆発を想定する機器内の水素濃度を８ｖｏｌ％以下に維持

するために必要な圧縮空気流量及び平常運転時の水素掃気用

安全圧縮空気系からの圧縮空気流量の比率（－） 

Ｆ
８ｖｏｌ％

：水素爆発を想定する機器内の水素濃度を８ｖｏｌ％以下に維持

するために必要な圧縮空気流量（ｍ３／ｈ［ｎｏｒｍａｌ］） 

Ｆ
ｄｅｓｉｇｎ

：平常運転時の水素掃気用安全圧縮空気系からの圧縮空気流量

（ｍ３／ｈ［ｎｏｒｍａｌ］） 

得られた比率に，平常運転時において水素爆発を想定する機器にそれぞれ供
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給されている圧縮空気の流量の建屋毎の和をかけることで，水素爆発を想定す

る機器内の水素濃度を８ｖｏｌ％以下に維持できる圧縮空気量の２倍を供給す

るために必要な建屋入口での圧縮空気流量を求めることができる。 

水素掃気機能が喪失した直後に，圧縮空気自動供給貯槽から供給される圧縮

空気流量を初期圧縮空気流量とする。圧縮空気の供給に伴い圧縮空気自動供給

貯槽の圧縮空気ボンベの圧力が減少し，供給される空気流量も減少する。圧縮

空気貯槽又は圧縮空気ユニットからの供給開始後１分毎の圧縮空気自動供給貯

槽の圧縮空気ボンベの圧力の減少は下式により求める。 

ΔＰ＝0.1013×
Ｆ

ｓｅｒｖｅ

60
×

1

Ｖ
×

Ｔ＋273.15

273.15
 

ここで， 

ΔＰ ：同一の空気流量で圧縮空気を１分間供給したときの圧力の減少量

（ＭＰａ） 

Ｆ
ｓｅｒｖｅ

：圧縮空気貯槽又は圧縮空気ユニットから供給される各建屋入口

での圧縮空気流量（ｍ３／ｈ） 

Ｖ ：圧縮空気自動供給貯槽の圧縮空気ボンベの体積（ｍ３） 

Ｔ ：空気温度（℃） 

圧力減少に伴う空気供給流量の減少は下式により求める。 

Ｆ’
ｓｅｒｖｅ

＝Ｆ
ｓｅｒｖｅ

×
Ｐ

ｈｅａｄｅｒ
－ΔＰ

Ｐ
ｈｅａｄｅｒ

0.5

 

ここで， 

Ｆ’
ｓｅｒｖｅ

：圧縮空気自動供給貯槽から供給される減圧後の各建屋入口で

の圧縮空気流量（ｍ３／ｈ） 

Ｐ
ｈｅａｄｅｒ

：圧縮空気自動供給貯槽の圧縮空気ボンベの圧力（ＭＰａ） 
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圧縮空気自動供給貯槽から供給される，減圧後の各建屋入口での圧縮空気流

量が水素爆発を想定する機器内の水素濃度を８ｖｏｌ％以下に維持できる圧縮

空気を供給するために必要な建屋入口での圧縮空気流量を下回るまで圧力減少

及び供給流量減少の評価を繰り返し，圧縮空気自動供給貯槽から水素爆発を想

定する機器に圧縮空気の供給が継続される時間を求める。 

上記の計算により得られた圧縮空気自動供給貯槽から水素爆発を想定する

機器に圧縮空気の供給が継続される時間が，分離建屋の可搬型空気圧縮機から

の空気の供給時間に操作遅れを考慮した 11 時間 10 分を超える時の容量を，分

離建屋の圧縮空気自動供給貯槽の容量として設定する。同様に，精製建屋の可

搬型空気圧縮機からの空気の供給時間に操作遅れを考慮した 11 時間 45 分を超

える時の容量を，分離建屋の圧縮空気自動供給貯槽の容量として設定する。 

 

2.圧縮空気自動供給ユニット，機器圧縮空気自動供給ユニット及び圧縮空気手動供

給ユニット 

水素掃気機能が喪失した場合，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の圧縮空

気自動供給ユニットから水素爆発を想定する機器への圧縮空気を自動で供給す

る。また，分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋に設置

する機器圧縮空気自動ユニットは，水素掃気配管の圧力が低下した場合に自動

で圧縮空気を供給できる設計にすると共に，水素発生量の増加を考慮した場合

に，十分な量の圧縮空気の供給継続ができるよう，手動で圧縮空気の供給を開

始できる設計とする。 

圧縮空気自動供給ユニット及び機器圧縮空気自動供給ユニットは，減圧弁に

より圧縮空気供給圧力を機械的に調整し，圧縮空気供給流量を一定に維持する

設計とする。 

圧縮空気自動供給ユニット及び機器圧縮空気自動供給ユニットからの圧縮
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空気流量は，可搬型空気圧縮機からの圧縮空気の供給開始までに，機器内の水

素濃度を未然防止濃度未満に維持できる設計とする。圧縮空気の供給流量は，

水素発生Ｇ値の不確かさを考慮し，可搬型空気圧縮機からの圧縮空気の供給開

始時点で，未然防止濃度以下に維持するための流量の２倍以上の流量を確保で

きる設計とする。また，溶液の沸騰又はかくはん効果による水素発生量の増加

を想定した場合，可搬型空気圧縮機からの圧縮空気供給開始までに未然防止濃

度に至る可能性のある機器に対しては，未然防止濃度以下に維持するための流

量の 10 倍以上の流量を確保できる設計とする。 

 

＜ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の圧縮空気自動供給ユニットからの圧縮空気

流量＞ 

・硝酸プルトニウム貯槽：0.043m3/h(8vol%維持流量)×２＝0.086m3/h 

・混合槽Ａ：0.033m3/h(8vol%維持流量)×２＝0.066m3/h 

・混合槽Ｂ：0.033m3/h(8vol%維持流量)×２＝0.066m3/h 

・一時貯槽：0.043m3/h(8vol%維持流量)×２＝0.086m3/h 

合計：0.31m3/h 

 

空気供給を持続する時間は，17 時間 40 分であり， 低限の空気量として約 5.5m3

の空気が必要である。 

 

＜分離建屋の機器圧縮空気自動供給ユニットからの圧縮空気流量＞ 

・プルトニウム溶液受槽：0.02m3/h(8vol%維持流量)×２＝0.04m3/h 

・プルトニウム溶液中間受槽：0.02m3/h(8vol%維持流量)×２＝0.04m3/h 

・第２一時貯留処理槽：0.02m3/h(8vol%維持流量)×２＝0.04m3/h 

合計：0.12m3/h 
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空気供給を持続する時間は，8 時間 40 分であり， 低限の空気量として約 1.1m3の

空気が必要である。 

 

＜精製建屋の機器圧縮空気自動供給ユニットからの圧縮空気流量＞ 

・プルトニウム溶液供給槽：0.02m3/h(vol%維持流量)×２＝0.04m3/h 

・プルトニウム溶液受槽：0.02m3/h(8vol%維持流量)×２＝0.04m3/h 

・油水分離槽：0.02m3/h(8vol%維持流量)×２＝0.04m3/h 

・プルトニウム濃縮缶供給槽：0.058m3/h(8vol%維持流量)×２＝0.116m3/h 

・プルトニウム溶液一時貯槽：0.058m3/h(8vol%維持流量)×２＝0.116m3/h 

・プルトニウム濃縮液受槽：0.042m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.42m3/h 

・プルトニウム濃縮液一時貯槽：0.065m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.65m3/h 

・プルトニウム濃縮液計量槽：0.042m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.42m3/h 

・リサイクル槽：0.042m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.42m3/h 

・プルトニウム濃縮液中間貯槽：0.042m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.42m3/h 

・希釈槽：0.048m3/h(8vol%維持流量)×２＝0.096m3/h 

・第２一時貯留処理槽：0.02m3/h(8vol%維持流量)×２＝0.04m3/h 

・第３一時貯留処理槽：0.029m3/h(8vol%維持流量)×２＝0.058m3/h 

合計：2.88m3/h 

 

空気供給を持続する時間は，9 時間 15 分であり， 低限の空気量として約 27m3 の

空気が必要である。 

 

 

＜ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の機器圧縮空気自動供給ユニットからの圧縮

空気流量＞ 
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・硝酸プルトニウム貯槽：0.043m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.43m3/h 

・混合槽Ａ：0.033m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.33m3/h 

・混合槽Ｂ：0.033m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.33m3/h 

・一時貯槽：0.043m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.43m3/h 

合計：1.52m3/h 

 

空気供給を持続する時間は，13 時間 30 分であり， 低限の空気量として約 27m3の

空気が必要である。 

 

＜分離建屋の圧縮空気手動供給ユニットからの圧縮空気流量＞ 

・プルトニウム溶液受槽：0.02m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.2m3/h 

・プルトニウム溶液中間受槽：0.02m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.2m3/h 

・第２一時貯留処理槽：0.02m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.2m3/h 

合計：0.6m3/h 

空気供給を持続する時間は，11 時間 10 分であり， 低限の空気量として約 6.7m3

の空気が必要である。 

 

＜精製建屋の圧縮空気手動供給ユニットからの圧縮空気流量＞ 

・プルトニウム溶液供給槽：0.02m3/h(vol%維持流量)×10＝0.2m3/h 

・プルトニウム溶液受槽：0.02m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.2m3/h 

・油水分離槽：0.02m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.2m3/h 

・プルトニウム濃縮缶供給槽：0.058m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.58m3/h 

・プルトニウム溶液一時貯槽：0.058m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.58m3/h 

・プルトニウム濃縮液受槽：0.042m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.42m3/h 

・プルトニウム濃縮液一時貯槽：0.065m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.65m3/h 
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・プルトニウム濃縮液計量槽：0.042m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.42m3/h 

・リサイクル槽：0.042m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.42m3/h 

・プルトニウム濃縮液中間貯槽：0.042m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.42m3/h 

・希釈槽：0.048m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.48m3/h 

・第２一時貯留処理槽：0.02m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.2m3/h 

・第３一時貯留処理槽：0.029m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.29m3/h 

合計：5.06m3/h 

 

空気供給を持続する時間は，11 時間 45 分であり， 低限の空気量として約 60m3の

空気が必要である。 

 

＜ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の圧縮空気手動供給ユニットからの圧縮空気

流量＞ 

・硝酸プルトニウム貯槽：0.043m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.43m3/h 

・混合槽Ａ：0.033m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.33m3/h 

・混合槽Ｂ：0.033m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.33m3/h 

・一時貯槽：0.043m3/h(8vol%維持流量)×10＝0.43m3/h 

合計：1.52m3/h 

 

空気供給を持続する時間は，20 時間であり， 低限の空気量として約 31m3 の空気

が必要である。 
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添付(2) 

沸騰による水素発生量の増加を考慮した 

機器内の水素濃度を未然防止濃度に維持するために必要な圧縮空気流量に対

し， 

余裕を考慮した流量について 

 

沸騰による具体的な水素発生量の増加度合いは文献等で明確に記載されてい

ないことから、沸騰時水素発生速度は以下の係数を乗じることにより求める。 

・溶液温度が 70℃に至る場合、水素発生速度を 5 倍にする（ただし、液深効

果でＧ値を 1/20 にしている機器は、沸点到達時から 100 倍） 

未然防止濃度（水素濃度４vol％）を維持するための圧縮空気流量は，水素発

生速度／0.04 とした。また，機器 1基当たりの圧縮空気流量が２×10－２ｍ３／h

未満の場合は，圧縮空気流量を２×10－２ｍ３／hとした。 

機器毎及び建屋毎の圧縮空気流量を第 1表～第５表に示す。 

このうち，圧縮空気流量が 大となる建屋は高レベル廃液ガラス固化建屋で

あって，圧縮空気流量は 130m３／h である。 
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第 1 表 必要圧縮空気流量（前処理建屋） 

機器名称 

非沸騰時 沸騰時 
水素発生 

速度 
（Ｎｍ３／ｈ） 

水素発生 
速度 

（Ｎｍ３／ｈ） 

４vol%維持 
掃気流量 

（Ｎｍ３／ｈ） 
ハル洗浄槽 A(外側) 1.08E-05 1.08E-05 2.0E-02 

ハル洗浄槽 B(外側) 1.08E-05 1.08E-05 2.0E-02 

水バッファ槽 6.22E-04 6.22E-04 2.0E-02 

中継槽 A 2.11E-03 1.06E-02 2.65E-01 

中継槽 B 2.11E-03 1.06E-02 2.65E-01 

リサイクル槽 A 6.04E-04 3.02E-03 7.55E-02 

リサイクル槽 B 6.04E-04 3.02E-03 7.55E-02 

不溶解残渣回収槽 A 3.35E-05 1.68E-04 2.0E-02 

不溶解残渣回収槽 B 3.35E-05 1.68E-04 2.0E-02 

計量前中間貯槽 A 7.55E-03 3.78E-02 9.44E-01 

計量前中間貯槽 B 7.55E-03 3.78E-02 9.44E-01 

計量・調整槽 5.68E-03 2.85E-02 7.11E-01 

計量後中間貯槽 5.68E-03 2.85E-02 7.11E-01 

計量補助槽 1.59E-03 7.96E-03 1.99E-01 

中間ポット A 3.93E-05 1.97E-04 2.0E-02 

中間ポット B 3.93E-05 1.97E-04 2.0E-02 

合計 3.43E-02 1.69E-01 4.33E+00 
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第２表 必要圧縮空気流量（分離建屋） 

機器名称 

非沸騰時 沸騰時 
水素発生 

速度 
（Ｎｍ３／ｈ） 

水素発生 
速度 

（Ｎｍ３／ｈ） 

４vol%維持 
掃気流量 

（Ｎｍ３／ｈ） 

抽出塔 5.29E-03 5.29E-03 1.33E-01 

第１洗浄塔 3.28E-03 3.28E-03 8.120E-02 

第２洗浄塔 1.53E-03 1.53E-03 3.82E-02 

ＴＢＰ洗浄塔 4.88E-03 4.88E-03 1.23E-01 

プルトニウム分配塔 2.59E-03 2.59E-03 6.47E-02 

ウラン洗浄塔 5.38E-04 5.38E-04 2.0E-02 

プルトニウム洗浄器 2.03E-04 2.03E-04 2.0E-02 

プルトニウム溶液受槽 1.14E-03 1.14E-03 2.86E-02 

プルトニウム溶液中間貯槽 1.14E-03 1.14E-03 2.86E-02 

第１一時貯留処理槽 6.77E-03 3.39E-02 8.46E-01 

第２一時貯留処理槽 1.56E-03 1.56E-03 3.90E-02 

第３一時貯留処理槽 3.80E-03 1.91E-02 4.76E-01 

第４一時貯留処理槽 3.19E-03 1.60E-02 3.99E-01 

第５一時貯留処理槽 1.36E-03 1.36E-03 3.41E-02 

第６一時貯留処理槽 1.03E-02 5.16E-02 1.23E+00 

第７一時貯留処理槽 5.32E-04 2.67E-03 6.66E-02 

第８一時貯留処理槽 2.93E-03 1.47E-02 3.67E-01 

第９一時貯留処理槽 4.55E-03 4.55E-03 1.14E-01 

第 10 一時貯留処理槽 3.66E-05 3.66E-05 2.0E-02 

第１洗浄器 4.31E-05 4.31E-05 2.0E-02 

高レベル廃液供給槽Ａ 1.13E-03 5.64E-03 1.41E-01 

高レベル廃液濃縮缶Ａ 4.57E-02 2.29E-01 5.72E+00 

溶解液中間貯槽 5.68E-03 2.85E-02 7.11E-01 

溶解液供給槽 1.36E-03 6.83E-03 1.71E-01 

抽出廃液受槽 1.94E-03 9.68E-03 2.42E-01 

抽出廃液中間貯槽 2.58E-03 1.29E-02 3.23E-01 

抽出廃液供給槽 A 8.07E-03 4.04E-02 1.01E+00 

抽出廃液供給槽 B 8.07E-03 4.04E-02 1.01E+00 

合計 1.30E-01 5.39E-01 1.36E+01 
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第３表 必要圧縮空気流量（精製建屋） 

機器名称 

非沸騰時 沸騰時 
水素発生 

速度 
（Ｎｍ３／ｈ） 

水素発生 
速度 

（Ｎｍ３／ｈ） 

４vol%維持 
掃気流量 

（Ｎｍ３／ｈ） 

プルトニウム溶液供給槽 1.48E-03 1.48E-03 3.70E-02 

抽出塔 1.70E-03 1.70E-03 4.26E-02 

核分裂生成物洗浄塔 1.33E-03 1.33E-03 3.34E-02 

逆抽出塔 2.46E-03 2.46E-03 6.16E-02 

ウラン洗浄塔 6.00E-04 6.00E-04 2.0E-02 

補助油水分離槽 2.79E-04 2.79E-04 2.0E-02 

ＴＢＰ洗浄器 1.89E-04 1.89E-04 2.0E-02 

プルトニウム溶液受槽 1.38E-03 6.92E-03 1.73E-01 

油水分離槽 1.38E-03 6.92E-03 1.73E-01 

プルトニウム濃縮缶供給槽 4.62E-03 2.31E-02 5.78E-01 

プルトニウム溶液一時貯槽 4.63E-03 2.32E-02 5.80E-01 

プルトニウム濃縮缶 7.04E-04 7.04E-04 2.0E-02 

プルトニウム濃縮液受槽 3.35E-03 1.68E-02 4.19E-01 

プルトニウム濃縮液一時貯槽 5.18E-03 2.59E-02 6.48E-01 

プルトニウム濃縮液計量槽 3.35E-03 1.68E-02 4.19E-01 

リサイクル槽 3.38E-03 1.70E-02 4.23E-01 

希釈槽 3.81E-03 1.91E-02 4.77E-01 

プルトニウム濃縮液中間貯槽 3.38E-03 1.70E-02 4.23E-01 

第１一時貯留処理槽 2.84E-03 1.43E-02 3.56E-01 

第２一時貯留処理槽 1.24E-03 6.19E-03 1.55E-01 

第３一時貯留処理槽 2.34E-03 1.18E-02 2.93E-01 

第４一時貯留処理槽 1.67E-04 1.67E-04 2.0E-02 

第７一時貯留処理槽 6.41E-03 6.41E-03 1.61E-01 

合計 5.62E-02 2.20E-01 5.55E+00 
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第４表 必要圧縮空気流量（ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋） 

機器名称 

非沸騰時 沸騰時 
水素発生 

速度 
（Ｎｍ３／ｈ） 

水素発生 
速度 

（Ｎｍ３／ｈ） 

４vol%維持 
掃気流量 

（Ｎｍ３／ｈ） 

硝酸プルトニウム貯槽 3.45E-03 1.73E-02 4.32E-01 

混合槽Ａ 2.61E-03 1.31E-02 3.27E-01 

混合槽Ｂ 2.61E-03 1.31E-02 3.27E-01 

一時貯槽 3.45E-03 1.73E-02 4.32E-01 

合計 1.21E-02 6.07E-02 1.52E+00 

 
第５表 必要圧縮空気流量（高レベル廃液ガラス固化建屋） 

 

機器名称 

非沸騰時 沸騰時 
水素発生 

速度 
（Ｎｍ３／ｈ） 

水素発生 
速度 

（Ｎｍ３／ｈ） 

４vol%維持 
掃気流量 

（Ｎｍ３／ｈ） 

第１高レベル濃縮廃液貯槽 1.21E-02 1.21E+00 3.02E+01 

第２高レベル濃縮廃液貯槽 1.21E-02 1.21E+00 3.02E+01 

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽 2.83E-03 2.83E-01 7.07E+00 

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽 2.83E-03 2.83E-01 7.07E+00 

高レベル廃液混合槽Ａ 3.75E-03 3.75E-01 9.39E+00 

高レベル廃液混合槽Ｂ 3.75E-03 3.75E-01 9.39E+00 

供給液槽Ａ 9.39E-04 9.39E-02 2.35E+00 

供給液槽Ｂ 9.39E-04 9.39E-02 2.35E+00 

供給槽Ａ 3.75E-04 3.75E-02 9.39E-01 

供給槽Ｂ 3.75E-04 3.75E-02 9.39E-01 

第１不溶解残渣廃液一時貯槽 3.35E-05 1.68E-04 2.0E-02 

第２不溶解残渣廃液一時貯槽 3.35E-05 1.68E-04 2.0E-02 

第１不溶解残渣廃液貯槽 2.66E-04 1.34E-03 2.0E-02 

第２不溶解残渣廃液貯槽 2.66E-04 1.34E-03 2.0E-02 

高レベル廃液共用貯槽 
（高レベル濃縮廃液貯蔵時） 

1.21E-02 1.21E+00 3.02E+01 

合計 5.26E-02 2.63E-01 1.30E+02 
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添付(3) 

設計相当流量一覧 

 

水素掃気が必要な機器のみ設計相当流量を以下の第１表から第５表に示す。 

 

第１表 前処理建屋 

 

機器名 
設計相当流量 

（Ｎｍ３／ｈ） 

ハル洗浄槽 A 2 

ハル洗浄槽 B 2 

水バッファ槽 0.5 

中継槽 A 0.5 

中継槽 B 0.5 

リサイクル槽 A 0.5 

リサイクル槽 B 0.5 

不溶解残渣回収槽 A 5 

不溶解残渣回収槽 B 5 

計量前中間貯槽 A 1.1 

計量前中間貯槽 B 1.1 

計量・調整槽 0.9 

計量後中間貯槽 0.9 

計量補助槽 0.5 

中間ポット A 0.5 

中間ポット B 0.5 

合計 22 
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第２表 分離建屋 

 

機器名 
設計相当流量 

（Ｎｍ３／ｈ） 

抽出塔 0.8 

第１洗浄塔 0.5 

第２洗浄塔 0.5 

ＴＢＰ洗浄塔 0.9 

プルトニウム分配塔 0.5 

ウラン洗浄塔 0.5 

プルトニウム洗浄器 0.5 

プルトニウム溶液受槽 0.5 

プルトニウム溶液中間貯槽 0.5 

第１一時貯留処理槽 1 

第２一時貯留処理槽 0.5 

第３一時貯留処理槽 0.6 

第４一時貯留処理槽 0.5 

第５一時貯留処理槽 0.5 

第６一時貯留処理槽 1.6 

第７一時貯留処理槽 0.5 

第８一時貯留処理槽 0.5 

第９一時貯留処理槽 0.65 

第 10 一時貯留処理槽 0.5 

第１洗浄器 0.5 

高レベル廃液供給槽Ａ 0.5 

高レベル廃液濃縮缶Ａ 6.5 

溶解液中間貯槽 0.9 

溶解液供給槽 0.5 

抽出廃液受槽 0.5 

抽出廃液中間貯槽 0.5 

抽出廃液供給槽 A 1.2 

抽出廃液供給槽 B 1.2 

合計 25 
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第３表 精製建屋 

 

機器名 
設計相当流量 

（Ｎｍ３／ｈ） 

プルトニウム溶液供給槽 0.5 

抽出塔 0.5 

核分裂生成物洗浄塔 0.5 

逆抽出塔 0.5 

ウラン洗浄塔 0.5 

補助油水分離槽 0.5 

ＴＢＰ洗浄器 0.5 

プルトニウム溶液受槽 0.5 

油水分離槽 0.5 

プルトニウム濃縮缶供給槽 0.8 

プルトニウム溶液一時貯槽 0.8 

プルトニウム濃縮缶 0.5 

プルトニウム濃縮液受槽 0.7 

プルトニウム濃縮液一時貯槽 1 

プルトニウム濃縮液計量槽 0.7 

リサイクル槽 0.7 

希釈槽 1.6 

プルトニウム濃縮液中間貯槽 0.7 

第１一時貯留処理槽 0.5 

第２一時貯留処理槽 0.5 

第３一時貯留処理槽 0.5 

第４一時貯留処理槽 0.5 

第７一時貯留処理槽 0.8 

合計 15 
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第４表 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 

 

機器名 
設計相当流量 

（Ｎｍ３／ｈ） 

硝酸プルトニウム貯槽 1 

混合槽Ａ 1 

混合槽Ｂ 1 

一時貯槽 1 

合計 4 

 

第５表 高レベル廃液ガラス固化建屋 

 

機器名 
設計相当流量 

（Ｎｍ３／ｈ） 

第１高レベル濃縮廃液貯槽 32 

第２高レベル濃縮廃液貯槽 32 

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽 7.3 

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽 7.3 

高レベル廃液混合槽Ａ 10 

高レベル廃液混合槽Ｂ 10 

供給液槽Ａ 3 

供給液槽Ｂ 3 

供給槽Ａ 1 

供給槽Ｂ 1 

第１不溶解残渣廃液一時貯槽 4.5 

第２不溶解残渣廃液一時貯槽 4.5 

第１不溶解残渣廃液貯槽 27 

第２不溶解残渣廃液貯槽 27 

高レベル廃液共用貯槽 32 

合計 202 
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屋
対
策
班
の
対
策
作
業
員
へ
の
着
装
補
助

放
対
2
班

2
0
:
2
0

放
3

・
可
搬
型
排
気
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
設
置
（
主
排
気
筒
管
理
建
屋
）

放
対
1
班

2
1
:
0
0

放
4

・
放
射
性
希
ガ
ス
の
指
示
値
確
認

放
対
1
班
，
放
対
2
班

放
対
3
班
，
放
対
4
班

放
対
5
班

8
2
:
1
0

放
5

・
捕
集
し
た
排
気
試
料
の
放
射
能
測
定

放
対
1
班
，
放
対
2
班

放
対
3
班
，
放
対
4
班

放
対
5
班

8
3
:
1
0

放
7

・
出
入
管
理
区
画
設
営
（
中
央
制
御
室
用
）

放
対
2
班
，
放
対
3
班

放
対
4
班
，
放
対
5
班

6
1
:
0
0

放
8

・
出
入
管
理
区
画
運
営
（
中
央
制
御
室
用
）

注
）
放
射
性
物
質
の
放
出
後
は
，
5
の
対
応
を
追
加
す
る
（
1
1
：
0
0
以

降
を
想
定
）

放
対
2
班
，
放
対
3
班

放
対
4
班
，
放
対
5
班

6
-

放
1
4

・
中
央
制
御
室
及
び
緊
急
時
対
策
所
へ
の
デ
ー
タ
伝
送
装
置
の
設
置

（
可
搬
型
ガ
ス
モ
ニ
タ
用
）

放
対
1
班

2
1
:
3
0

放
1
6

・
緊
急
時
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
放
射
性
物
質
の
放
出
後
に
実
施

（
1
1
：
0
0
以
降
を
想
定
）
）

放
対
1
班

2
-

※
：
各
作
業
内
容
の
実
施
に
必
要
な
時
間
を
示
す
。
（
複
数
回
に
分
け
て
実
施
の
場
合
は
，
作
業
時
間
の
合
計
）

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0
2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

放
射
線

対
応

作
業
番
号

作
業
内
容

作
業
班

要
員
数

所
要
時
間
※

（
時
：
分
）

経
過
時
間
（
時
：
分
）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0
1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

・
実
施
責
任
者

・
建
屋
対
策
班
長

・
現
場
管
理
者

・
要
員
管
理
班

・
情
報
管
理
班

・
通
信
班
長

・
放
射
線
対
応
班
長

・
建
屋
外
対
応
班
長

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

作
業
番
号

作
業
班

要
員
数

所
要
時
間
※

（
時
：
分
）

経
過
時
間
（
時
：
分
）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0
1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

制
御
建

屋
，
各

建
屋

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

自
主
対
策
設
備
を
用
い
た
対
策

非
常
用

電
源
建

屋
（
共

通
電
源

車
を
用

い
た
冷

却
機
能

の
回

復
）

作
業
番
号

作
業
班

要
員
数

所
要
時
間
※

（
時
：
分
）

経
過
時
間
（
時
：
分
）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0
1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
用
い
た
対
策

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0
2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

要
員
管
理
班
へ
合
流

放
2（

放
対
2班

）

放
1
0（

放
対
3，
4，
5班

）

放
対
2
班

放
8

放
8

放
8

放
1
0

放
1
0

放
8

放
8

放
1
0

放
1
0

放
6

放
1
8

放
8

放
8

放
1
0

放
8

放
対
2
班

放
4，
5

放
1
8

放
7

放
対
1
班

放
6

放
対
1
班

放
6

放
1
0

放
対
3
，
4
班

放
対
2
班

放
対
5
班

放
1
0

放
対
3
，
4
班

放
8

放
1
0

放
1
0

放
8

放
対
3
，
4
班

放
対
1
班

放
対
3
，
4
班

放
8

放
対
2
班

放
対
5
班

放
対
3
，
4
班

放
1
0

放
8

放
1
3

放
対
1
班

放
対
2
，
3
，
4
，
5
班

放
対
3
，
4
班

放
4，
5

放
7

放
対
5
班

放
対
3
，
4
班

放
1
6

放
対
5
班

放
10

放
4，
5，
6

放
1
5

放
8（

放
対
5班

）
，
放
10
（
放
対
3，
4班

）

放
1
0

放
4，
5

放
4，
5

放
対
2
班

放
対
3
，
4
班

放
5

放
対
1
班

放
対
2
班

放
対
1
班

放
4，
5

放
5

放
4，
5，
6

放
8

放
8

放
対
2
班

放
1
3

放
対
1
班

放
1
4

放
1
4

放
対
3
，
4
班

作
業
番
号
8

作
業
番
号
6

Q
班

R
班

Q
班

R
班

Q
班

R
班

Q
班

R
班

Q
班

R
班

Q
班

R
班

Q
班

R
班

Q
班

対
策
に
必
要
と
な
る
要
員
が
集
ま
り
次
第
，
共
通
電
源
車
を
用
い
た
冷
却
機
能
の
回
復
作
業
を
開
始
す
る
。

R
班

第
1
.3
-
1
6
図
　
共
通
電
源
車
を
用
い
た
水
素
掃
気
機
能
の
回
復
の
作
業
と
所
要
時
間
（
1
／
7
）
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-
-

・
現
場
環
境
確
認
（
屋
内
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
認
及
び
可
搬
型

通
話
装
置
の
設
置
）

建
屋
内
3
7
班
，
建
屋
内
3
8
班

建
屋
内
3
9
班

6
1
:
2
0

A
A

1
3

・
可
搬
型
水
素
濃
度
計
設
置

建
屋
内
4
6
班
，
建
屋
内
4
7
班

4
0
:
3
0

A
A

3
1

・
水
素
濃
度
測
定

建
屋
内
1
3
班
，
建
屋
内
4
3
班

建
屋
内
4
6
班

6
3
:
1
0

A
A

2
2

・
可
搬
型
貯
槽
温
度
計
設
置
及
び
貯
槽
等
温
度
計
測

建
屋
内
1
4
班
，
建
屋
内
1
5
班

4
1
:
1
0

A
A

2
3

・
貯
槽
等
温
度
計
測

建
屋
内
1
5
班

2
0
:
4
0

A
A

1
・
可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス
敷
設

建
屋
内
2
2
班
，
建
屋
内
2
3
班

4
1
:
3
0

A
A

2
・
可
搬
型
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
計
，
可
搬
型
水
素
掃
気
系
統
圧

縮
空
気
圧
力
計
設
置
及
び
可
搬
型
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
計
設
置

建
屋
内
2
4
班
，
建
屋
内
2
5
班

4
0
:
2
5

A
A

3
・
可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
，
接
続

建
屋
内
2
4
班
，
建
屋
内
2
5
班

4
0
:
3
5

A
A

4
・
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
起
動

建
屋
内
2
4
班
，
建
屋
内
2
5
班

4
0
:
1
5

A
A

5
・
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
の
供
給
開
始
，
可
搬
型
水
素
掃
気
系
統

圧
縮
空
気
圧
力
確
認

放
対
6
班

2
0
:
1
0

A
A

6
・
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
及
び
貯
槽
掃
気
流
量
確
認
，
貯
槽

掃
気
流
量
調
整
，
可
搬
型
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
確
認

建
屋
内
2
2
班
，
建
屋
内
2
3
班

4
0
:
5
0

A
A

3
0

・
計
器
監
視
（
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
，
貯
槽
掃
気
流
量
）

・
可
搬
型
発
電
機
及
び
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
等
へ
の
燃
料
の
補
給

建
屋
内
1
1
班
，
建
屋
内
1
2
班

4
－

※
：
各
作
業
内
容
の
実
施
に
必
要
な
時
間
を
示
す
。
（
複
数
回
に
分
け
て
実
施
の
場
合
は
，
作
業
時
間
の
合
計
）

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

4
7
:
0
0

4
4
:
0
0

4
5
:
0
0

4
6
:
0
0

4
0
:
0
0

4
1
:
0
0

4
2
:
0
0

4
3
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

4
8
:
0
0

4
9
:
0
0

前
処
理

建
屋

作
業
番
号

作
業
内
容

作
業
班

要
員
数

所
要
時
間
※

（
時
：
分
）

経
過
時
間
（
時
：
分
）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0
3
8
:
0
0

3
9
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

作
業
番
号

作
業
内
容

作
業
班

要
員
数

所
要
時
間
※

（
時
：
分
）

経
過
時
間
（
時
：
分
）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0
1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
8
:
0
0

2
1
:
0
0

K
A
1
4

建
屋
内
37
，
3
8，
3
9班

建
屋
内
22
，
2
3班

A
A
6

建
屋
内
24
，
2
5班

A
C
コ
2
2

A
A
1

A
A
7

放
対
6
班

A
A
1
8

建
屋
内
22
，
2
3班

A
A
1
0

A
C
コ
1
4（

建
屋
内
22
班
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

A
C
コ
2
2（

建
屋
内
23
班
）

（
蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）

（
蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）

（
蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

建
屋
内
14
，
1
5班

A
A
2
1（

建
屋
内
14
班
）
（
蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

A
A
2
3（

建
屋
内
15
班
）

F
9
（
建
屋
内
1
5班

）
（
使
用
済
燃
料
損
傷
対
策
）

F
1
1（

建
屋
内
1
4班

）
（
使
用
済
燃
料
損
傷
対
策
）

建
屋
内
15
班

A
A
2
2

A
A
2
5（

蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）

建
屋
内
11
班

建
屋
内
12
班

建
屋
内
11
班

建
屋
内
12
班

建
屋
内
11
班

建
屋
内
12
班

建
屋
内
11
班

建
屋
内
12
班

建
屋
内
11
班

建
屋
内
11
班

建
屋
内
12
班

A
A
1
9（

建
屋
内
12
班
）

F
1
1（

建
屋
内
1
1班

）

（
使
用
済
燃
料
損
傷
対

（
蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

K
A
3
1（

建
屋
内
47
班
）
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

K
A
3
3（

建
屋
内
46
班
）
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

建
屋
内
46
，
4
7班

K
A
3
1（

建
屋
内
47
班
）
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

建
屋
内
46
班 K
A
3
3（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

建
屋
内
43
班

K
A
3
3
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

第
1
.3
-
1
6
図
　
共
通
電
源
車
を
用
い
た
水
素
掃
気
機
能
の
回
復
の
作
業
と
所
要
時
間
（
2
／
7
）
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-
-

・
現
場
環
境
確
認
（
屋
内
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
認
及
び
可
搬
型

通
話
装
置
の
設
置
）

建
屋
内
7
班
，
建
屋
内
8
班

建
屋
内
9
班

6
1
:
2
0

A
B

2
7

・
可
搬
型
貯
槽
温
度
計
設
置
及
び
貯
槽
等
温
度
計
測

建
屋
内
4
班

2
1
:
4
5

A
B

3
1

・
貯
槽
等
温
度
計
測

建
屋
内
3
班

2
0
:
3
0

A
B

3
3

・
高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
缶
溶
液
温
度
測
定

建
屋
内
6
班

2
0
:
1
5

A
B

1
・
可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス
敷
設
，
接
続

建
屋
内
3
班

2
0
:
5
0

A
B

2
・
可
搬
型
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
計
及
び
可
搬
型
水
素
掃
気
系
統

圧
縮
空
気
圧
力
計
設
置

建
屋
内
1
0
班

2
1
:
2
0

A
B

4
・
可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
，
接
続

建
屋
内
3
班

2
0
:
4
0

A
B

5
・
可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
，
接
続

建
屋
内
3
班

2
0
:
1
0

A
B

6
・
可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
，
接
続

建
屋
内
7
班

2
0
:
1
0

A
B

7
・
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
起
動

建
屋
内
7
班

2
0
:
2
5

A
B

8
・
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
の
供
給
開
始
，
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空

気
圧
力
確
認

建
屋
内
7
班

2
0
:
1
5

A
B

9
・
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
及
び
貯
槽
掃
気
流
量
確
認
，
貯
槽

掃
気
流
量
調
整
，
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
確
認

建
屋
内
8
班
，
建
屋
内
9
班

4
0
:
5
0

A
B

4
2

・
圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽
又
は
機
器
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ

ト
圧
力
確
認

建
屋
内
4
3
班
，
建
屋
内
4
4
班

4
1
:
2
0

A
B

4
4

・
圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽
圧
力
確
認
，
弁
操
作

建
屋
内
3
班

2
0
:
1
0

A
B

2
0

・
可
搬
型
水
素
濃
度
計
設
置
1

建
屋
内
5
班
，
建
屋
内
4
4
班

4
0
:
3
0

A
B

3
9

・
水
素
濃
度
測
定
1

建
屋
内
5
班
，
建
屋
内
8
班

建
屋
内
4
3
班
，
建
屋
内
4
4
班

8
2
:
3
0

A
B

4
0

・
可
搬
型
水
素
濃
度
計
設
置
2

建
屋
内
4
5
班
，
建
屋
内
4
6
班

4
0
:
3
0

A
B

4
1

・
水
素
濃
度
測
定
2

建
屋
内
9
班
，
建
屋
内
4
3
班

建
屋
内
4
4
班
，
建
屋
内
4
5
班

8
2
:
2
0

A
B

3
8

・
計
器
監
視
（
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
，
貯
槽
掃
気
流
量
）

・
可
搬
型
発
電
機
及
び
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
等
へ
の
燃
料
の
補
給

建
屋
内
4
班
，
建
屋
内
5
班

4
－

※
：
各
作
業
内
容
の
実
施
に
必
要
な
時
間
を
示
す
。
（
複
数
回
に
分
け
て
実
施
の
場
合
は
，
作
業
時
間
の
合
計
）

1
9
:
0
0

1
1
:
0
0
1
2
:
0
0

作
業
番
号

1
4
:
0
0

1
3
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
5
:
0
0

分
離

建
屋

作
業
内
容

作
業
班

要
員
数

所
要
時
間
※

（
時
：
分
）

経
過
時
間
（
時
：
分
）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0
2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

A
B4
3

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

A
B4
3

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

A
B4
3

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

建
屋
内
10
班

A
B 現
管
補
助

A
B
3

A
B
2
2

A
B
1
0

建
屋
内
3班

A
B
4
4

A
B
受
皿

建
屋
内
7班

A
B
2
3

A
B
1
3

A
B
4

建
屋
内
3

建
屋
内
8，
9班

A
B
3
9（

建
屋
内
8班

）
，
A
B
41
（
建
屋
内
9班

）
A
B
1
6（

建
屋
内
8班

）
，
A
B
17
（
建
屋
内
9班

）

建
屋
内
44
班

建
屋
内
43
班

建
屋
内
44
班

建
屋
内
44
班

建
屋
内
43
班

建
屋
内
44
班

建
屋
内
43
班

建
屋
内
44
班

A
B
3
9

A
B
3
9

C
A
3
1

A
B
4
1

A
B
3
9

A
B
4
3

A
B
4
1

A
B
4
3

A
B
3
9

A
B
4
1

A
B
4
3

A
B
4
3

A
B
4
1

A
B
4
3

A
B
4
1

A
B
3

建
屋
内
4班

建
屋
内
5班

建
屋
内
4班

建
屋
内
5班

建
屋
内
4班

建
屋
内
5班

建
屋
内
4班

A
B
2
7（

建
屋
内
4班

）
，
A
B
30
（
建
屋
内
5班

）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
水
素
爆
発
発
生
防
止
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

（
蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

A
B
2
3（

建
屋
内
7班

）
，
A
B
24
（
建
屋
内
8，
9

建
屋
内
7，
8，
9班

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

建
屋
内
3班

A
B
受
皿
（
蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

建
屋
内
4班

A
B
3
8

A
B
3
2（

蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）

A
B
コ
1
2（

蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）

建
屋
内
3班

A
B
3
0（

蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）建

屋
内
6班

A
B
コ
1
2（

蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）

建
屋
内
44
班

C
A1
3
（
建
屋
内
46
班
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

C
A3
0
（
建
屋
内
45
班
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

建
屋
内
45
班

K
A3
2（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

建
屋
内
5班

A
B9

建
屋
内
43
班

建
屋
内
8班

建
屋
内
43
班

建
屋
内
44
班

建
屋
内
43
班

建
屋
内
44
班

建
屋
内
43
班

K
A3
3（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

建
屋
内
45
，
46
班

K
A3
2（

建
屋
内
46
班
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

A
B2
4

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

建
屋
内
44
班

建
屋
内
43
班

建
屋
内
43
班

建
屋
内
44
班

建
屋
内
44
班

建
屋
内
44
班

建
屋
内
9班

K
A3
1（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

建
屋
内
5，
44
班

A
B2
4

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

A
B4
1

A
B4
1

A
B4
2

建
屋
内
43
班

A
B4
1

A
B4
2

A
B4
2

A
B
41

A
B4
1

A
B
9

A
B
3
9

A
B
3
9

A
B
4
2

A
B
4
2

A
B
3
9

A
B
4
2

A
B
3
9

建
屋
内
45
班

A
B
4
2

F
1（

使
用
済
燃
料
損
傷
対
策
）

A
B3
9

A
B3
9

A
B3
9

A
B4
2

建
屋
内
43
班

A
B4
3

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

K
A
31
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

A
B4
3

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

A
B2
4

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

A
B4
3

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

(
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

第
1
.3
-
1
6
図
　
共
通
電
源
車
を
用
い
た
水
素
掃
気
機
能
の
回
復
の
作
業
と
所
要
時
間
（
3
／
7
）
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-
-

・
現
場
環
境
確
認
（
屋
内
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
認
及
び
可
搬
型

通
話
装
置
の
設
置
）

建
屋
内
1
1
班
，
建
屋
内
1
2
班

建
屋
内
2
6
班

6
1
:
2
0

A
C

2
・
可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス
及
び
可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
，
接
続

建
屋
内
2
7
班

2
0
:
3
0

A
C

3
・
可
搬
型
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
計
及
び
可
搬
型
水
素
掃
気
系
統

圧
縮
空
気
圧
力
計
設
置

建
屋
内
2
4
班
，
建
屋
内
2
5
班

4
0
:
4
5

A
C

4
・
可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
接
続

建
屋
内
2
4
班
，
建
屋
内
2
5
班

4
0
:
1
5

A
C

5
・
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
起
動

建
屋
内
2
7
班

2
0
:
2
0

A
C

6
・
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
の
供
給
開
始
，
水
素
掃
気
用
圧
縮
空
気

圧
力
確
認

建
屋
内
2
2
班

2
0
:
1
5

A
C

7
・
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
及
び
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
確

認
，
貯
槽
掃
気
流
量
調
整
，
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
確
認

建
屋
内
2
1
班
，
建
屋
内
2
2
班

4
1
:
0
5

A
C

3
3

・
圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽
又
は
機
器
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ

ト
圧
力
確
認

建
屋
内
1
3
班
，
建
屋
内
1
9
班

建
屋
内
2
0
班
，
建
屋
内
2
5
班

8
0
:
5
0

A
C

3
5

・
圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽
圧
力
確
認
，
弁
操
作

建
屋
内
2
1
班

2
0
:
1
0

A
C

1
5

・
可
搬
型
水
素
濃
度
計
設
置

建
屋
内
1
3
班
，
建
屋
内
2
7
班

4
0
:
3
0

A
C

3
2

・
水
素
濃
度
測
定

建
屋
内
1
3
班
，
建
屋
内
1
5
班

建
屋
内
1
9
班
，
建
屋
内
2
0
班

建
屋
内
2
4
班
，
建
屋
内
2
5
班

建
屋
内
2
6
班

1
4

2
:
0
0

A
C

2
1

・
可
搬
型
貯
槽
温
度
計
設
置
及
び
貯
槽
等
温
度
計
測

建
屋
内
1
4
班
，
建
屋
内
1
5
班

4
1
:
3
0

A
C

2
4

・
貯
槽
等
温
度
計
測

建
屋
内
1
5
班

2
0
:
3
0

A
C

3
1

・
計
器
監
視
（
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
，
貯
槽
掃
気
圧
縮
空

気
流
量
）

・
可
搬
型
発
電
機
及
び
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
等
へ
の
燃
料
の
補
給

建
屋
内
2
6
班
，
建
屋
内
2
7
班

4
－

※
：
各
作
業
内
容
の
実
施
に
必
要
な
時
間
を
示
す
。
（
複
数
回
に
分
け
て
実
施
の
場
合
は
，
作
業
時
間
の
合
計
）

2
3
:
0
0

1
7
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

1
8
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

4
:
0
0

1
2
:
0
0

1
6
:
0
0

2
2
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
3
:
0
0

2
1
:
0
0

2
0
:
0
0

精
製

建
屋

作
業
番
号

作
業
内
容

作
業
班

要
員
数

所
要
時
間
※

（
時
：
分
）

経
過
時
間
（
時
：
分
）

1
9
:
0
0

0
:
0
0

A
C
1
6
（
建
屋
内
26
班
）

建
屋
内
11
，
1
2，
2
6班

A
C
1
9
（
建
屋
内
11
，
1
2班

）

A
C
3
4（

建
屋
内
21
班
）

A
C
1

A
C
3
4

A
C
1
7

A
C
1
5

建
屋
内
21
，
2
2班

A
C
8（

建
屋
内
2
4班

）

A
C
3
2（

建
屋
内
25
班
）

A
C
1
6

建
屋
内
27
班

C
A
1
6

建
屋
内
24
，
2
5班

A
C
3
4

建
屋
内
22
班

A
C
1
1

建
屋
内
21
班

建
屋
内
13
班

A
C
3
2

A
C
3
4

A
C
1
6

建
屋
内
20
班

A
C
3
2

A
C
2
6

建
屋
内
20
班

A
C
1
6

A
C
2
5

建
屋
内
19
班

建
屋
内
25
班

A
C
3
2

A
C
3
4

建
屋
内
26
班

建
屋
内
27
班

A
C
3
2（

建
屋
内
26
班
）

建
屋
内
26
班

建
屋
内
27
班

建
屋
内
26
班

建
屋
内
27
班

建
屋
内
26
班

建
屋
内
27
班

建
屋
内
26
班

建
屋
内
27
班

C
A
3
1（

建
屋
内
27
班
）（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）（

蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
水
素
爆
発
発
生
防
止
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）

A
C3
4

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

A
C1
6

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

A
C2
1

（
蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

AC
14

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

AC
33

建
屋
内
13
，
2
7班

A
C
5（

建
屋
内
2
7班

）

建
屋
内
1
3班

建
屋
内
1
5班

建
屋
内
19
班

C
A

現
場
環
境

建
屋
内
2
0班

A
C3
3

建
屋
内
26
班
AC
31

建
屋
内
2
5班

A
C3
3

A
C4

建
屋
内
24
班

C
A
31
（
水
素
爆
発
発
生
防
止
）

A
C9

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

建
屋
内
2
5班

C
A3
0（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

A
C1
3（

建
屋
内
14
班
）
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

A
C3
2（

建
屋
内
15
班
）

A
C2
2（

蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

建
屋
内
14
、
1
5班

建
屋
内
15
班

C
A
14
（
拡
大
防
止
（
発
生
防
止
）
）

A
C1
6

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

A
C1
6

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

A
C2
2（

建
屋
内
15
班
）

第
1
.3
-
1
6
図
　
共
通
電
源
車
を
用
い
た
水
素
掃
気
機
能
の
回
復
の
作
業
と
所
要
時
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（
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／
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-
-

・
現
場
環
境
確
認
（
屋
内
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
認
及
び
可
搬
型

通
話
装
置
の
設
置
）

建
屋
内
1
9
班
，
建
屋
内
2
2
班

建
屋
内
2
3
班

6
1
:
2
0

C
A

1
・
可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス
敷
設
，
接
続

建
屋
内
1
3
班

2
0
:
4
0

C
A

2
・
可
搬
型
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
計
及
び
可
搬
型
水
素
掃
気
系
統

圧
縮
空
気
圧
力
計
設
置

建
屋
内
2
0
班

2
0
:
3
0

C
A

3
・
可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
，
接
続

建
屋
内
1
3
班

2
0
:
2
0

C
A

4
・
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
の
供
給
開
始
，
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空

気
圧
力
確
認

建
屋
内
2
0
班

2
0
:
1
0

C
A

5
・
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
及
び
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
確

認
，
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
調
整
，
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
確

認
建
屋
内
2
0
班
，
建
屋
内
2
2
班

4
0
:
3
0

C
A

3
1

・
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
又
は
機
器
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ

ニ
ッ
ト
圧
力
確
認

建
屋
内
2
1
班
，
建
屋
内
2
4
班

建
屋
内
2
7
班
，
建
屋
内
4
3
班

建
屋
内
4
7
班

1
0

1
:
2
0

C
A

3
3

・
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
圧
力
確
認
，
弁
操
作

建
屋
内
4
7
班

2
0
:
1
0

C
A

1
3

・
可
搬
型
水
素
濃
度
計
設
置

建
屋
内
4
5
班
，
建
屋
内
4
6
班

4
0
:
3
0

C
A

3
0

・
水
素
濃
度
測
定

建
屋
内
1
7
班
，
建
屋
内
2
0
班

建
屋
内
2
3
班
，
建
屋
内
2
4
班

建
屋
内
2
5
班
，
建
屋
内
2
7
班

建
屋
内
4
3
班
，
建
屋
内
4
5
班

建
屋
内
4
7
班

1
8

2
:
5
0

C
A

2
1

・
可
搬
型
貯
槽
温
度
計
設
置
及
び
貯
槽
等
温
度
計
測

建
屋
内
2
4
班
，
建
屋
内
2
5
班

4
1
:
1
0

C
A

2
9

・
計
器
監
視
（
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
，
貯
槽
掃
気
圧
縮
空

気
流
量
）

・
可
搬
型
発
電
機
及
び
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
等
へ
の
燃
料
の
補
給

建
屋
内
1
8
班
，
建
屋
内
1
9
班

4
－

※
：
各
作
業
内
容
の
実
施
に
必
要
な
時
間
を
示
す
。
（
複
数
回
に
分
け
て
実
施
の
場
合
は
，
作
業
時
間
の
合
計
）

1
4
:
0
0

9
:
0
0

1
1
:
0
0
1
2
:
0
0

8
:
0
0

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
混

合
脱
硝

建
屋

作
業
番
号

作
業
内
容

作
業
班

要
員
数

所
要
時
間
※

（
時
：
分
）

4
:
0
0

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0
2
2
:
0
0

経
過
時
間
（
時
：
分
）

1
3
:
0
0

1
5
:
0
0

1
0
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

2
3
:
0
0

1
9
:
0
0

1
8
:
0
0

（
蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

C
A
1
6（

建
屋
内
22
，
2
3班

）
建
屋
内
19
，
2
2，
2
3班

A
C
3
2（

建
屋
内
19
班
）

A
C
1
8

C
A
受
皿

建
屋
内
13
班

建
屋
内
20
班

C
A
2
7

建
屋
内
20
，
2
2班

C
A
受
皿
（
建
屋
内
2
2

C
A
9

建
屋
内
43
班

建
屋
内
47
班

C
A
3
0

A
B
4
2
（
水
素
爆
発
発
生
防
止
）

C
A
3
0（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

C
A
3
3

C
A
3
0（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

C
A
3
2（

水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

建
屋
内
27
班

C
A
3
0（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

C
A
3
2（

水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

建
屋
内
47
班

建
屋
内
27
班

C
A
3
0（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

A
C
3
1（

計
器
監
視
燃
料
の
補
給
）

建
屋
内
47
班

C
A
3
0（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

C
A
3
2（

水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

C
A
3
2（

水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

A
C
3
2
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

建
屋
内
24
班

建
屋
内
21
班

A
C
1
1（

水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

C
A
1
9（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

建
屋
内
47
班

C
A
3
2

C
A
3
1

C
A
1
8
（
建
屋
内
19
班
）
，
C
A1
4（

建
屋
内
1
8班

）
建
屋
内
18
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
18
班

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

（
蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

建
屋
内
4
5，
4
6班

C
A
3
0（

建
屋
内
45

A
B
4
0（

建
屋
内
46
班
）
(拡

大
防
止
(
放
出
防
止
)
)

建
屋
内
45
班

A
B4
0

(拡
大
防

止
(放

出

防
止
))

建
屋
内
43
班

C
A3
1

(水
素
爆

発
発
生
防

止
)

建
屋
内
47
班

建
屋
内
27
班

A
C2
6

(蒸
発
乾

固
拡
大
防

建
屋
内
47
班

建
屋
内
47
班

建
屋
内
20
班

C
A受

皿

(蒸
発
乾
固

発
生
防
止
)

C
A
21

(蒸
発
乾
固

発
生
防
止
)

建
屋
内
24
班

建
屋
内
25
班

A
C
32

(拡
大
防

止
(放

出

防
止
))

建
屋
内
27
班

C
A1
4

(拡
大
防
止

(放
出
防

止
))

A
Cコ
1
1

(蒸
発
乾

固
拡
大
防

建
屋
内
17
班

F
2(
使
用
済
燃
料
損
傷
対
策
)

建
屋
内
24
班

建
屋
内
23
班

C
A2
3

(蒸
発
乾
固

発
生
防
止
)

F
4

(使
用
済
燃
料

損
傷
対
策
)

C
A1
3

C
A3
2

（
水
素
爆

発
拡
大
防

C
A3
2

（
水
素
爆
発
拡

大
防
止
）

C
A3
2

（
水
素
爆
発

拡
大
防
止
）

C
A3
1

(水
素
爆
発

発
生
防
止
)

C
A3
2

（
水
素
爆

発
拡
大
防

C
A3
1

(水
素
爆

発
発
生
防

止
)

C
A3
2

（
水
素
爆
発

拡
大
防
止
）

C
A3
1

(水
素
爆

発
発
生
防

止
)

C
A3
2

（
水
素
爆

発
拡
大
防

止
）

C
A3
1

(水
素
爆
発

発
生
防
止
)

C
A3
2

（
水
素
爆
発

拡
大
防
止
）

C
A
31

(水
素
爆
発
発

生
防
止
)

C
A
21

(蒸
発
乾
固

発
生
防
止
)

C
A2
1

(蒸
発
乾
固

発
生
防
止
)

建
屋
内
24
，
2
5班

F
2
（
建
屋
内
2
5班

）
(
使
用
済
燃
料
損
傷
対
策
)

C
A
3
0

C
A
3
0（

建
屋
内
24
班
）

(拡
大
防
止

(放
出
防

止
))

第
1
.3
-
1
6
図
　
共
通
電
源
車
を
用
い
た
水
素
掃
気
機
能
の
回
復
の
作
業
と
所
要
時
間
（
5
／
7
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・
現
場
環
境
確
認
（
屋
内
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
認
及
び
可
搬
型

通
話
装
置
の
設
置
）

建
屋
内
4
0
班
，
建
屋
内
4
1
班

建
屋
内
4
2
班

6
1
:
2
0

K
A

1
8

・
可
搬
型
貯
槽
温
度
計
設
置
及
び
貯
槽
等
温
度
計
測

建
屋
内
2
8
班
，
建
屋
内
2
9
班

建
屋
内
3
0
班
，
建
屋
内
3
1
班

建
屋
内
3
2
班
，
建
屋
内
3
3
班

1
2

2
:
3
0

K
A

1
・
可
搬
型
建
屋
外
ホ
ー
ス
及
び
可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
，
接

続
，
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
起
動

建
屋
内
2
8
班
，
建
屋
内
2
9
班

建
屋
内
3
0
班
，
建
屋
内
3
1
班

建
屋
内
3
2
班

1
0

5
:
3
0

K
A

2
・
可
搬
型
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
計
及
び
可
搬
型
水
素
掃
気
系
統

圧
縮
空
気
圧
力
計
又
は
か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
計
設
置

建
屋
内
3
3
班
，
建
屋
内
3
4
班

4
1
:
4
5

K
A

3
・
可
搬
型
建
屋
内
ホ
ー
ス
接
続

建
屋
内
3
5
班

2
1
:
1
0

K
A

4
・
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
の
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
へ

の
圧
縮
空
気
の
供
給
，
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
又
は
か
く
は

ん
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
確
認

建
屋
内
3
7
班

2
0
:
1
5

K
A

5
-
1

・
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
又
は
か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧

力
及
び
貯
槽
掃
気
流
量
確
認
，
貯
槽
掃
気
流
量
調
整

建
屋
内
3
7
班
，
建
屋
内
3
8
班

4
0
:
3
5

K
A

5
-
2

・
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
確
認

建
屋
内
3
9
班
，
建
屋
内
4
0
班

4
1
:
0
5

K
A

1
2

・
可
搬
型
水
素
濃
度
計
設
置
1

建
屋
内
4
5
班
，
建
屋
内
4
6
班

4
0
:
3
0

K
A

3
1

・
水
素
濃
度
測
定
1

建
屋
内
4
5
班
，
建
屋
内
4
6
班

建
屋
内
4
7
班

6
2
:
1
0

K
A

3
2

・
可
搬
型
水
素
濃
度
計
設
置
2

建
屋
内
4
5
班
，
建
屋
内
4
6
班

4
0
:
3
0

K
A

3
3

・
水
素
濃
度
測
定
2

建
屋
内
4
3
班
，
建
屋
内
4
5
班

建
屋
内
4
6
班

6
2
:
2
0

K
A

3
0

・
計
器
監
視
（
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
又
は
か
く
は
ん
系
統

圧
縮
空
気
圧
力
，
貯
槽
掃
気
流
量
)

・
可
搬
型
発
電
機
及
び
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
等
へ
の
燃
料
の
補
給

建
屋
内
4
1
班
，
建
屋
内
4
2
班

4
－

※
：
各
作
業
内
容
の
実
施
に
必
要
な
時
間
を
示
す
。
（
複
数
回
に
分
け
て
実
施
の
場
合
は
，
作
業
時
間
の
合
計
）

8
:
0
0

1
7
:
0
0

高
レ
ベ

ル
廃
液

ガ
ラ
ス

固
化
建

屋

作
業
番
号

作
業
内
容

作
業
班

要
員
数

所
要
時
間
※

（
時
：
分
）

経
過
時
間
（
時
：
分
）

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0
1
2
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0
2
2
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
4
:
0
0

1
8
:
0
0

2
3
:
0
0

1
3
:
0
0

A
B
4
1

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

A
A
1
3

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

A
B
3
9

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

K
A
1
4（

建
屋
内
40
班
）
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

K
A
受
皿
（
建
屋
内
4
1，
42
班
）
（
蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

建
屋
内
40
，
4
1，
4
2

建
屋
内
33
，
3
4

K
A
1
8（

建
屋
内
33
班
）
，
K
A2
2（

建
屋
内
3
4班

）
K
A
2
4（

建
屋
内
33
班
）
，
K
A2
5
（
建
屋
内
3
4班

）

建
屋
内
35
班

建
屋
内
37
班

K
A
5
-1

建
屋
内
37
，
3
8班

K
A
4
（
建
屋
内
3
7班

）
，
K
A
15
（
建
屋
内
3
8班

）

建
屋
内
39
，
4
0

建
屋
内
41
班

建
屋
内
42
班

K
A
受
皿
（
蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

建
屋
内
41
班

建
屋
内
42
班

建
屋
内
41
班

（
蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

（
蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）

K
A
2
2（

蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）

K
A
7（

水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

K
A
1
5（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

（
拡
大
防
止
（
放
出
防

K
A
7（

水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

K
A
7（

水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

K
A
1
5（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

建
屋
内
28
，
2
9，
3
0班

K
A
1
1-
2（

拡
大
防
止
（
発
生
防
止
）
）

K
A
1

AB
40
（
建
屋
内
4
6班

）
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

AB
41
（
建
屋
内
4
5班

）
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

K
A
3
3

建
屋
内
45
，
4
6班

K
A
3
1（

建
屋
内
46
班
）

K
A
3
3（

建
屋
内
46
班
）

K
A
1
2

建
屋
内
45
班

K
A
3
2

建
屋
内
46
班

建
屋
内
45
，
4
6班

K
A
1
2K
A
1
2

建
屋
内
45
班

K
A
3
3

K
A
3
1

K
A
3
1

建
屋
内
45
班

建
屋
内
46
班

K
A
3
3

K
A
3
1

建
屋
内
46
班

建
屋
内
45
班

K
A
3
3

K
A
3
3

建
屋
内
46
班

K
A
3
3

K
A
3
3

K
A
3
1

建
屋
内
45
班
K
A
3
1

建
屋
内
45
班

K
A
3
3

A
B
4
1（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

K
A
3
1

建
屋
内
45
班

建
屋
内
43
班

建
屋
内
46
班

K
A
3
1

A
A
1
3（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

建
屋
内
47
班

C
A
3
2（

水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

建
屋
内
46
班

建
屋
内
47
班 K
A
3
3

K
A
3
1

K
A
3
1

K
A
3
1

建
屋
内
46
班

建
屋
内
47
班

A
A
3
1

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

A
A
3
1

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

A
A
1
3（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

K
A
1（

建
屋
内
3
1，
32
班
）
，
KA
2
（
建
屋
内
3
3班

）
建
屋
内
31
，
3
2，
3
3班

K
A
1
8（

蒸
発
乾
固

発
生
防
止
）

建
屋
内
30
班

K
A
2
4（

蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）

K
A
1
9（

蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

建
屋
内
29
班

建
屋
内
31
，
3
2班

（
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
起
動
含
む
）

建
屋
内
28
班

第
1
.3
-
1
6
図
　
共
通
電
源
車
を
用
い
た
水
素
掃
気
機
能
の
回
復
の
作
業
と
所
要
時
間
（
6
／
7
）
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-
-

・
建
屋
外
対
応
班
長
の
作
業
の
補
助

建
屋
外
対
応
班
員

1
-

燃
1

・
軽
油
用
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
用
容
器
（
ド
ラ

ム
缶
等
）
へ
の
燃
料
の
補
給
及
び
軽
油
用
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
の
移
動

（
分
離
建
屋
用
1
台
，
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
用
1
台
並
び

に
精
製
建
屋
及
び
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
用
1
台
）

燃
料
給
油
3
班

1
-

燃
2

・
軽
油
用
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
可
搬
型
発
電
機
用
容
器
（
ド
ラ
ム
缶

等
）
へ
の
燃
料
の
補
給
及
び
軽
油
用
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
の
移
動
（
分
離

建
屋
用
1
台
，
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
用
1
台
，
高

レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
用
1
台
及
び
排
気
監
視
測
定
設
備
用
1

台
）

燃
料
給
油
3
班

1
-

燃
3

・
軽
油
用
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
可
搬
型
発
電
機
用
容
器
（
ド
ラ
ム
缶

等
）
へ
の
燃
料
の
補
給
及
び
軽
油
用
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
の
移
動
（
前
処

理
建
屋
用
1
台
）

燃
料
給
油
3
班

1
-

燃
4

・
軽
油
用
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
用
容
器
（
ド
ラ

ム
缶
等
）
へ
の
燃
料
の
補
給
及
び
軽
油
用
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
の
移
動

（
前
処
理
建
屋
用
1
台
）

燃
料
給
油
3
班

1
-

外
3

・
ホ
イ
-
ル
ロ
ー
ダ
の
確
認

建
屋
外
1
班
，
建
屋
外
8
班

3
0
:
1
0

外
5

・
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
整
備
（
除
雪
）

（
対
応
す
る
作
業
班
の
1
人
が
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
に
て
作
業
す
る
。
）

建
屋
外
1
班
，
建
屋
外
2
班

建
屋
外
4
班
，
建
屋
外
5
班

建
屋
外
6
班
，
建
屋
外
8
班

1
1

-

※
：
各
作
業
内
容
の
実
施
に
必
要
な
時
間
を
示
す
。
（
複
数
回
に
分
け
て
実
施
の
場
合
は
，
作
業
時
間
の
合
計
）

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0
1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0
2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

建
屋
外

作
業
番
号

作
業
内
容

作
業
班

要
員
数

所
要
時
間
※

（
時
：
分
）

経
過
時
間
（
時
：
分
）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

燃
料
給
油
3班

建
屋
外
1，
8班

燃
3

燃
5

燃
5

燃
5

燃
5

外
4
6（

建
屋
外
5班

）
建
屋
外
1，
8班

外
3（

建
屋
外
8班

）
外
9（

建
屋
外
2班

）

外
6
6（

建
屋
外
2班

）

建
屋
外
2，
8班

外
3
0（

建
屋
外
4班

）
建
屋
外
4，
8班

外
4
7（

建
屋
外
8班

）

建
屋
外
4班

外
4
2

外
5
1

建
屋
外
5班

外
2
1（

建
屋
外
1班

）
外
1
7-
1（

建
屋
外
1班

）外
5（

建
屋
外
8班

）

外
1
7-
1（

建
屋
外
1班

）

第
1
.3
-
1
6
図
　
共
通
電
源
車
を
用
い
た
水
素
掃
気
機
能
の
回
復
の
作
業
と
所
要
時
間
（
7
／
7
）
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令和 2年 1月 10日 R2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補足説明資料２－６（３６条） 
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ＳＡバウンダリ系統図（参考図） 
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前処理建屋 
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分離建屋 
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精製建屋 
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ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 

 
 

420



に
つ

い
て

は
商

業
機

密
上

の
観

点
か
ら

公
開

で
き
ま
せ
ん
。

421



に
つ
い
て
は
商
業
機
密
上
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。

422



に
つ
い
て
は
商
業
機
密
上
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。

423



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高レベル廃液ガラス固化建屋 
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令和 2年 4月 13日 R4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補足説明資料２－７（３６条） 
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接続図 

429



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続） 

 
 

前処理建屋の水素爆発に対処するための設備における 
可搬型設備と常設設備の接続図（地下１階） 

430



 

 

（電源設備はコネクタにより接続） 
 
 

前処理建屋の水素爆発に対処するための設備における 
可搬型設備と常設設備の接続図（地下１階） 

431



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続） 
 
 

前処理建屋の水素爆発に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図（地上１階 １／２） 

432



 
 

 
（電源設備はコネクタにより接続） 

 
 

前処理建屋の水素爆発に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図（地上１階 １／２） 

 

433



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続） 

 
 
 

前処理建屋の水素爆発に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図（地上１階 １／２） 
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前処理建屋の水素爆発に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図（地上１階 ２／２） 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続） 
 
 

前処理建屋の水素爆発に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図（地上２階） 
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（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続） 
 
 

前処理建屋の水素爆発に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図（地上２階） 

 

 

437



 

 

 

（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 
 

 
 
 

 分離建屋の水素爆発に対処するための設備における 
可搬型設備と常設設備の接続図 分離建屋（地下 2 階） 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 
 

 
 
 

 分離建屋の水素爆発に対処するための設備における 
可搬型設備と常設設備の接続図 分離建屋（地下 1 階） 
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（電源設備はコネクタにより接続） 

 
 
 

 分離建屋の水素爆発に対処するための設備における 
可搬型設備と常設設備の接続図 分離建屋（地上 1 階） 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 
 

 
 
 

 分離建屋の水素爆発に対処するための設備における 
可搬型設備と常設設備の接続図 分離建屋（地上 1 階） 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 
 

 
 
 

 分離建屋の水素爆発に対処するための設備における 
可搬型設備と常設設備の接続図 分離建屋（地上 2 階） 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 
 

 
 

 
 分離建屋の水素爆発に対処するための設備における 
可搬型設備と常設設備の接続図 分離建屋（地上 3 階） 
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（電源設備はコネクタにより接続） 

 
 分離建屋の水素爆発に対処するための設備における 
可搬型設備と常設設備の接続図 分離建屋（地上４階） 
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（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続） 
 

 分離建屋の水素爆発に対処するための設備における 
可搬型設備と常設設備の接続図 分離建屋（地上４階） 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続） 
 
 
 

精製建屋の水素爆発に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 
精製建屋（地下１階） 

略称
Ｐｕ：プルトニウム

可搬型重大事故等
対処設備保管場所

T.M.S.L.約+48,500

Ｐｕ濃縮缶

対象貯槽 接続口

Ｐｕ濃縮液受槽
リサイクル槽

希釈槽
Ｐｕ濃縮液計量槽

Ｐｕ濃縮液中間貯槽

Ｐｕ濃縮液一時貯槽
第３一時貯留処理槽

②

水素爆発を未然に防止するための空気の供給

第２接続口 ホース接続口

Ｎ

精 製 建 屋

約92ｍ

約
71
ｍ

④③②

機器圧縮空気自動供給ユニット

対象貯槽 接続箇所

Ｐｕ溶液受槽
油水分離槽

Ｐｕ濃縮缶供給槽
Ｐｕ溶液一時貯槽
Ｐｕ濃縮液受槽

Ｐｕ濃縮液計量槽
Ｐｕ濃縮液中間貯槽
Ｐｕ濃縮液一時貯槽

リサイクル槽
希釈槽

第２一時貯留処理槽
第３一時貯留処理槽

①

水素爆発の再発を防止するための空気の供給

圧縮空気手動供給ユニット
ホース接続箇所

①

対象貯槽 接続箇所

－
③

若しくは
④

水素爆発を未然に防止するための空気の供給

第２接続口 ホース接続箇所

⑦⑥⑤

対象貯槽 接続箇所

－
⑥

若しくは
⑦

水素爆発の再発を防止するための空気の供給

第２接続口 ホース接続箇所

水素爆発の再発を防止するための空気の供給

第２接続口 ホース接続口

対象貯槽 接続口

Ｐｕ濃縮液受槽
リサイクル槽

希釈槽
Ｐｕ濃縮液計量槽

Ｐｕ濃縮液中間貯槽

Ｐｕ濃縮液一時貯槽
第３一時貯留処理槽

⑤

446



 
 
 
 

 

（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続） 
 
 
 

精製建屋の水素爆発に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 
精製建屋（地上１階）その１ 

③②①

略称
Ｐｕ：プルトニウム

T.M.S.L.約+53,500

可搬型重大事故等
対処設備保管場所

④
⑤
⑥

Ｐｕ濃縮缶

圧縮空気自動供給貯槽

対象貯槽 接続口

Ｐｕ溶液供給槽
Ｐｕ溶液受槽
油水分離槽

Ｐｕ濃縮缶供給槽
Ｐｕ濃縮缶

Ｐｕ溶液一時貯槽
Ｐｕ濃縮液受槽

Ｐｕ濃縮液計量槽
Ｐｕ濃縮液中間貯槽
Ｐｕ濃縮液一時貯槽

リサイクル槽
希釈槽

第２一時貯留処理槽
第３一時貯留処理槽
第７一時貯留処理槽

①

水素爆発を未然に防止するための空気の供給

第１接続口 ホース接続口

対象貯槽 接続口

Ｐｕ溶液供給槽
Ｐｕ溶液受槽
油水分離槽

Ｐｕ濃縮缶供給槽
Ｐｕ溶液一時貯槽

Ｐｕ濃縮液受槽
Ｐｕ濃縮液計量槽
Ｐｕ濃縮液中間貯槽
Ｐｕ濃縮液一時貯槽

リサイクル槽

希釈槽
第２一時貯留処理槽
第３一時貯留処理槽

④

水素爆発の再発を防止するための空気の供給

第１接続口 ホース接続口

⑦

⑧

Ｎ

精 製 建 屋

約92ｍ

約
71
ｍ

対象貯槽 接続箇所

－ ⑤若しくは⑥

－ ⑦若しくは⑧

水素爆発の再発を防止するための空気の供給

ホース接続箇所

対象貯槽 接続箇所

－ ②若しくは③

－ ⑦若しくは⑧

水素爆発を未然に防止するための空気の供給

ホース接続箇所

圧縮空気手動供給ユニット

 

447



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（電源設備はコネクタにより接続） 

 
 
 

精製建屋の水素爆発に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 
精製建屋（地上１階）その２ 

放射性配管分岐第１セル

T.M.S.L.約+53,500

可搬型重大事故等
対処設備保管場所

Ｐｕ濃縮缶

代替セル排気系による対応

電源ケーブル接続口

対象機器 接続口

－ ①若しくは②

①

②

Ｎ

精 製 建 屋

約92ｍ

約
71
ｍ

略称
Ｐｕ：プルトニウム
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続） 
 
 
 
 

精製建屋の水素爆発に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 
精製建屋（地上２階） 

T.M.S.L.約+60,500

③②①

水素爆発を未然に防止するための空気の供給

第２接続口 ホース接続口

Ｎ

精 製 建 屋

約92ｍ

約
71
ｍ

対象貯槽 接続箇所

－ ②若しくは③

水素爆発を未然に防止するための空気の供給

ホース接続箇所

対象貯槽 接続口

Ｐｕ溶液供給槽
Ｐｕ溶液受槽
油水分離槽

Ｐｕ濃縮缶供給槽
第２一時貯留処理槽

第７一時貯留処理槽

①

可搬型重大事故等
対処設備保管場所

略称
Ｐｕ：プルトニウム

⑥⑤④

水素爆発の再発を防止するための空気の供給

第２接続口 ホース接続口

対象貯槽 接続箇所

－ ⑤若しくは⑥

水素爆発の再発を防止するための空気の供給

ホース接続箇所

対象貯槽 接続口

Ｐｕ溶液供給槽
Ｐｕ溶液受槽
油水分離槽

Ｐｕ濃縮缶供給槽
第２一時貯留処理槽

第７一時貯留処理槽

④
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続） 
 
 
 

精製建屋の水素爆発に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 
精製建屋（地上３階） 

可搬型重大事故等
対処設備保管場所

T.M.S.L.約+64,000

略称
Ｐｕ：プルトニウム

Ｎ

精 製 建 屋

約92ｍ

約
71
ｍ

③②①
水素爆発を未然に防止するための空気の供給

第２接続口 ホース接続口

対象貯槽 接続箇所

－ ②若しくは③

水素爆発を未然に防止するための空気の供給

ホース接続箇所

対象貯槽 接続口

Ｐｕ濃縮缶
Ｐｕ溶液一時貯槽 ①

⑥⑤④

水素爆発の再発を防止するための空気の供給

第２接続口 ホース接続口

対象貯槽 接続箇所

－ ⑤若しくは⑥

水素爆発の再発を防止するための空気の供給

ホース接続箇所

対象貯槽 接続口

Ｐｕ濃縮缶
Ｐｕ溶液一時貯槽 ④
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続） 
 
 
 

精製建屋の水素爆発に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 
精製建屋（地上４階）その１ 

T.M.S.L.約+65,500

可搬型重大事故等
対処設備保管場所

Ｎ

精 製 建 屋

約92ｍ

約
71
ｍ

対象貯槽 接続口

Ｐｕ濃縮缶
第７一時貯留処理槽 ①

水素爆発の再発を防止するための空気の供給

第１接続口 ホース接続口

対象貯槽 接続箇所

－ ②若しくは③

水素爆発の再発を防止するための空気の供給

ホース接続箇所
①
②③

略称
Ｐｕ：プルトニウム
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（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続） 
 
 
 
 
 

精製建屋の水素爆発に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 
精製建屋（地上４階）その２ 

可搬型フィルタ可搬型排風機

T.M.S.L.約+65,500

可搬型重大事故等
対処設備保管場所

Ｎ

精 製 建 屋

約92ｍ

約
71
ｍ

代替セル排気系による対応

電源ケーブル接続口

①
②

対象機器 接続口

－ ①若しくは②

水素爆発の再発を防止するための設備

ダクト接続箇所

対象機器 接続箇所

－ ③及び④

④

③

常設設備側 可搬型設備側 

452



（電源設備はコネクタにより接続）

精製建屋の水素爆発に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図

精製建屋（地上４階）その３

可搬型フィルタ可搬型排風機

T.M.S.L.約+65,500

可搬型重大事故等
対処設備保管場所

Ｎ

精 製 建 屋

約92ｍ

約
71
ｍ

代替セル排気系による対応

電源ケーブル接続口

①
②

対象機器 接続口

－ ①若しくは②

水素爆発の再発を防止するための設備

ダクト接続箇所

対象機器 接続箇所

－ ③及び④

④

③

453



（電源設備はコネクタにより接続している）

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の水素爆発に対処するための設備における

可搬型設備と常設設備の接続図（地下２階）

454

については核不拡散の観点から公開できません。



（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続している）

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の水素爆発に対処するための設備における

可搬型設備と常設設備の接続図（地下２階）

455

については核不拡散の観点から公開できません。



（電源設備はコネクタにより接続している）

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の水素爆発に対処するための設備における

可搬型設備と常設設備の接続図（地上１階）

456

については核不拡散の観点から公開できません。



（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している）

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の水素爆発に対処するための設備における

可搬型設備と常設設備の接続図（地上１階）

457

については核不拡散の観点から公開できません。



（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している）

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の水素爆発に対処するための設備における

可搬型設備と常設設備の接続図（地上２階）

458

については核不拡散の観点から公開できません。



（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している）

高レベル廃液ガラス固化建屋の水素爆発に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地下３階）

常設設備側可搬型設備側
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

 
高レベル廃液ガラス固化建屋の水素爆発に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地下２階）その１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常設設備側 可搬型設備側 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 
 
高レベル廃液ガラス固化建屋の水素爆発に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地下２階）その２ 
 
  

常設設備側 可搬型設備側 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 
 
高レベル廃液ガラス固化建屋の水素爆発に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地下１階）その１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常設設備側 可搬型設備側 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 
 
高レベル廃液ガラス固化建屋の水素爆発に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地下１階）その２ 
 
 
 

常設設備側 可搬型設備側 

463



 
 
 

 
 

（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続している） 
 
高レベル廃液ガラス固化建屋の水素爆発に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地下１階）その３ 
 
 

常設設備側 可搬型設備側 

464



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
  
 
 

（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 
 
高レベル廃液ガラス固化建屋の水素爆発に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地上１階）その１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常設設備側 可搬型設備側 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 
 
高レベル廃液ガラス固化建屋の水素爆発に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地上１階）その２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常設設備側 可搬型設備側 
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（電源設備はコネクタにより接続している） 
 
高レベル廃液ガラス固化建屋の水素爆発に対処するための設備における電源設備の接続図 

高レベル廃液ガラス固化建屋（地上１階）その３ 
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令和 2年 4月 13日 R3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補足説明資料２－８（３６条） 
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保管場所図 
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前処理建屋 
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別紙－９ 

令和２年４月 13日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保管場所図 
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精製建屋 
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ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 
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高レベル廃液ガラス固化建屋 
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令和 2年 4月 13日 R4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補足説明資料２－9条（３６条） 
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アクセスルート図 
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別紙－９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アクセスルート 

 
 
 

483



 
前

処
理

建
屋

の
水

素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
一
括
供
給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

４
階

）
 

484



 

前
処

理
建
屋

の
水

素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
一
括
供
給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

３
階

）
 

 

485



 

前
処

理
建
屋

の
水

素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
一
括
供
給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

１
階

）
 

486



 

 
前

処
理

建
屋

の
水

素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
一
括
供
給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
上

１
階

）
 

487



 

前
処

理
建
屋

の
水

素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

４
階

）
 

488



 
前

処
理

建
屋

の
水

素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

３
階

）
 

489



 

 
前

処
理

建
屋

の
水

素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

１
階

）
 

490



 
 

前
処

理
建
屋

の
水

素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
上

１
階

）
 

 

491



 

  
前

処
理

建
屋

の
水

素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
上

３
階

）
 

492



 
 

前
処

理
建
屋

の
水

素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

４
階

）
 

493



 
 

前
処

理
建
屋

の
水

素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

３
階

）
 

494



 

前
処

理
建
屋

の
水

素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

１
階

）
 

 

495



 

 
前

処
理

建
屋

の
水

素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
上

１
階

）
 

 

496



 

 
 

前
処

理
建
屋

の
水

素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
上

２
階

）
 

 

497



 

 
 

前
処

理
建
屋

の
セ

ル
へ

の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対

応
の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

下
４

階
）

 

498



 
前

処
理

建
屋

の
セ

ル
へ

の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対

応
の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

下
３

階
）

 

499



 

 
前

処
理

建
屋

の
セ

ル
へ

の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対

応
の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

下
２

階
）

 

500



 

前
処

理
建
屋

の
セ

ル
へ

の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対

応
の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

下
１

階
）

 
 

501



 
  

前
処

理
建
屋

の
セ

ル
へ

の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対

応
の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

上
１

階
）

 
 

502



 
  

前
処

理
建
屋

の
セ

ル
へ

の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対

応
の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

上
２

階
）

 
 

503



 

  
前

処
理

建
屋

の
セ

ル
へ

の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対

応
の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

上
３

階
）

 
 

504



 

 
 

前
処

理
建
屋

の
セ

ル
へ

の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対

応
の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

上
４

階
）

 

505



 

 
 

前
処

理
建
屋

の
セ

ル
へ

の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対

応
の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

上
５

階
）

 
 

506



 
 

分
離

建
屋
の

水
素

爆
発

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の
ア
ク
セ
ス
ル

ー
ト

（
前

処
理

建
屋

 
地

上
１

階
）

 
 

507



 
 

 
 
 

 

 

 

分
離

建
屋
の

水
素

爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の
ア
ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

下
２

階
）
 

操
作

場
所

 

508



 

 

分
離

建
屋
の

水
素

爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の
ア
ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

下
１

階
）
 

 
 

操
作

場
所

 

509



 

 

  

分
離

建
屋
の

水
素

爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の
ア
ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

上
１

階
）

 

操
作

場
所

 

510



 

 

 

分
離

建
屋
の

水
素

爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の
ア
ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

上
２

階
）
 

 
 

操
作

場
所

 
操

作
場

所
 

511



 

 

 

  

分
離

建
屋
の

水
素

爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の
ア
ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

上
３

階
）

 

操
作

場
所

 

512



 
 

 
 

 

 
 

 
 
分

離
建

屋
の

水
素

爆
発

の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の
ア
ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
前

処
理

建
屋

 
地

上
１

階
）

 

 
 

513



 

 

  

分
離

建
屋
の

水
素

爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の
ア
ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

下
２

階
）
 

操
作

場
所

 

514



 

 

 

 
  
 
  
 
  
分

離
建

屋
の

水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の

ア
ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

下
１

階
）
 

 
 操

作
場

所
 

515



 

 

   
 
 

分
離

建
屋
の

水
素

爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の
ア
ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

上
１

階
）
 

操
作

場
所

 

516



 

  

分
離

建
屋
の

水
素

爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の
ア
ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

上
２

階
）
 

操
作

場
所

 
操

作
場

所
 

517



 

  

分
離

建
屋
の

水
素

爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
の
ア
ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

上
３

階
）

 

 

操
作

場
所

 
操

作
場

所
 

518



 
  

分
離

建
屋
の

セ
ル

へ
の

導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対
応

の
ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

１
階

）
 

519



 

 

 

 

分
離

建
屋
の

セ
ル

へ
の

導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対
応

の
ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
上

１
階

）
 

操
作

場
所

 

520



 

  

分
離

建
屋
の

セ
ル

へ
の

導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対
応

の
ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
上

２
階

）
 

操
作

場
所

 

521



 
 

分
離

建
屋
の

セ
ル

へ
の

導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対
応

の
ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
上

３
階

）
 

 

522



 

  

分
離

建
屋
の

セ
ル

へ
の

導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
に
よ
る
対
応

の
ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
上

４
階

）
 

操
作

場
所

 

操
作

場
所

 

523



 
 

精
製
建
屋
の

水
素
爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト

（
地
下
３

階
）
 

計
測
場
所

監
視
項
目

①
貯

槽
等
温

度
（
希

釈
槽
）

②
貯

槽
等
温

度
（
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
濃

縮
液
一

時
貯
槽

）

③
貯

槽
等
温

度
（
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
供

給
槽
）

①
②

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南
２

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南
１

③

524



 
 

精
製
建
屋
の

水
素
爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト

（
地
下
２

階
）
 

計
測
場
所

監
視
項
目

①
貯

槽
等
温

度
（
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
濃

縮
液
中

間
貯
槽

）

②
貯

槽
等
温

度
（
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
濃

縮
液
計

量
槽
）

③
貯

槽
等
温

度
（
油

水
分
離

槽
）

④
貯

槽
等
温

度
（
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
溶

液
受
槽

）

⑤
貯

槽
等
温

度
（
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
濃

縮
缶
供

給
槽
）

⑥
貯

槽
等
温

度
（
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
濃

縮
液
受

槽
）

貯
槽
等
温

度
（
リ

サ
イ
ク

ル
槽
）

⑦
貯

槽
等
温

度
（
第

７
一
時

貯
留
処

理
槽
）

①
②

③
④

⑤
⑥

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
２

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
１

⑦

525



 
 

精
製
建
屋
の

水
素
爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト

（
地
下
１

階
）
 

計
測

場
所

監
視

項
目

①

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

受
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
リ

サ
イ

ク
ル

槽
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
希

釈
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

一
時

貯
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

計
量

槽
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

中
間

貯
槽

）

①
②

計
測

場
所

監
視

項
目

②
水

素
濃

度

③

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

受
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
リ

サ
イ

ク
ル

槽
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
希

釈
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

一
時

貯
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

計
量

槽
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

中
間

貯
槽

）

④
機

器
圧

縮
空

気
自

動
供

給
ユ

ニ
ッ

ト
圧

力

⑤
貯

槽
等

温
度

（
第

２
一

時
貯

留
処

理
槽

）

貯
槽

等
温

度
（

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
）

⑥
貯

槽
等

温
度

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
溶

液
一

時
貯

槽
）

③

④

⑤

⑥

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
２

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
１

計
測
場
所

監
視

項
目

①

貯
槽
掃
気

圧
縮
空

気
流

量
（

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

供
給

槽
）

貯
槽
掃
気

圧
縮
空

気
流

量
（

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

）

貯
槽
掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
油

水
分

離
槽

）

貯
槽
掃
気

圧
縮
空

気
流

量
（

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

）

貯
槽
掃
気

圧
縮
空

気
流

量
（

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

）

貯
槽
掃
気

圧
縮
空

気
流

量
（

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
）

貯
槽
掃
気

圧
縮
空

気
流

量
（

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
）

貯
槽
掃
気

圧
縮
空

気
流

量
（

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
）

操
作
場
所

 

526



 
 

精
製
建
屋
の

水
素
爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト

（
地
上
１

階
）

計
測

場
所

監
視

項
目

①
水

素
掃

気
系

統
圧

縮
空

気
圧

力

②
圧

縮
空

気
自

動
供

給
貯

槽
圧

力

③
貯

槽
等

温
度

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

）

①

②

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
２

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
１

③

操
作
場
所

 

527



 
 

精
製
建
屋
の

水
素
爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト

（
地
上
２

階
）

計
測
場
所

監
視
項
目

①

貯
槽
掃
気

圧
縮
空

気
流
量

（
第
２

一
時
貯

留
処
理

槽
）

貯
槽
掃
気

圧
縮
空

気
流
量

（
第
７

一
時
貯

留
処
理

槽
）

貯
槽
掃
気

圧
縮
空

気
流
量

（
プ
ル

ト
ニ
ウ

ム
溶
液

供
給
槽

）

貯
槽
掃
気

圧
縮
空

気
流
量

（
プ
ル

ト
ニ
ウ

ム
溶
液

受
槽
）

貯
槽
掃
気

圧
縮
空

気
流
量

（
油
水

分
離
槽

）

貯
槽
掃
気

圧
縮
空

気
流
量

（
プ
ル

ト
ニ
ウ

ム
濃
縮

缶
）

②
セ

ル
導
出

ユ
ニ
ッ

ト
流
量

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
２

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
１

①

②

操
作

場
所

 

528



 
精

製
建
屋
の

水
素
爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト

（
地
上
３

階
）
 

計
測
場
所

監
視
項
目

①
貯

槽
掃
気

圧
縮
空

気
流
量

（
プ
ル

ト
ニ
ウ

ム
濃
縮

缶
）

②
貯

槽
掃
気

圧
縮
空

気
流
量

（
プ
ル

ト
ニ
ウ

ム
溶
液

一
時
貯

槽
）

貯
槽
掃
気

圧
縮
空

気
流
量

（
プ
ル

ト
ニ
ウ

ム
濃
縮

缶
）

①

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
２

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
１

②

操
作

場
所

 

529



 
精

製
建
屋
の

水
素
爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト

（
地
上
４

階
）
 

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南
２

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南
１

530



 
 

精
製
建
屋
の

水
素
爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト

（
地
下
３

階
）

①
②

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南
２

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南
１

計
測
場
所

監
視
項
目

①
貯

槽
等
温

度
（
希

釈
槽
）

②
貯

槽
等
温

度
（
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
濃

縮
液
一

時
貯
槽

）

③
貯

槽
等
温

度
（
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
供

給
槽
）

③

531



 
 

精
製
建
屋
の

水
素
爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト

（
地
下
２

階
）
 

①
②

③
④

⑤
⑥

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南
２

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南
１

計
測
場
所

監
視
項
目

①
貯

槽
等
温

度
（
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
濃

縮
液
中

間
貯
槽

）

②
貯

槽
等
温

度
（
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
濃

縮
液
計

量
槽
）

③
貯

槽
等
温

度
（
油

水
分
離

槽
）

④
貯

槽
等
温

度
（
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
溶

液
受
槽

）

⑤
貯

槽
等
温

度
（
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
濃

縮
缶
供

給
槽
）

⑥
貯

槽
等
温

度
（
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
濃

縮
液
受

槽
）

貯
槽
等
温

度
（
リ

サ
イ
ク

ル
槽
）

⑦
貯

槽
等
温

度
（
第

７
一
時

貯
留
処

理
槽
）

⑦

532



 
精

製
建
屋
の

水
素
爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト

（
地
下
１

階
）
 

①
②

③

④

⑤

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南
２

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南
１

計
測

場
所

監
視

項
目

②
水

素
濃

度

③

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

受
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
リ

サ
イ

ク
ル

槽
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
希

釈
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

一
時

貯
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

計
量

槽
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

中
間

貯
槽

）

④
貯

槽
温

度
（

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
）

貯
槽

温
度

（
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽

）

⑤
貯

槽
温

度
（

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽
）

計
測

場
所

監
視

項
目

①

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

受
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
リ

サ
イ

ク
ル

槽
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
希

釈
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

一
時

貯
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

計
量

槽
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

中
間

貯
槽

）

計
測

場
所

監
視

項
目

①

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
溶

液
供

給
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
溶

液
受

槽
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
油

水
分

離
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

供
給

槽
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
溶

液
一

時
貯

槽
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
第

２
一

時
貯

留
処

理
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽

）

操
作
場
所

 

533



 
精

製
建
屋
の

水
素
爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト

（
地
上
１

階
）

 

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
２

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
１

②

①

③

計
測
場
所

監
視
項
目

①
圧

縮
空
気

手
動
供

給
ユ
ニ

ッ
ト
接

続
系
統

圧
力

②
か

く
は
ん

系
統
圧

縮
空
気

圧
力

③
貯

槽
等
温

度
（
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
濃

縮
缶
）

操
作

場
所

 

534



 
精

製
建
屋
の

水
素
爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト

（
地
上
２

階
）

 

①

計
測

場
所

監
視

項
目

①

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
第

２
一

時
貯

留
処

理
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
第

７
一

時
貯

留
処

理
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
溶

液
供

給
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
溶

液
受

槽
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
油

水
分

離
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

供
給

槽
）

②
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南
２

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南
１

②

操
作

場
所

 

535



 
精

製
建
屋
の

水
素
爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト

（
地
上
３

階
）

 

①

計
測

場
所

監
視

項
目

①
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
（

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶
）

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
２

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
１

操
作

場
所

 

536



 
精

製
建
屋
の

水
素
爆
発

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト

（
地
上
４

階
）

 

①

計
測
場
所

監
視
項
目

①
貯

槽
掃
気

圧
縮
空

気
流
量

（
第
７

一
時
貯

留
処
理

）

貯
槽
掃
気

圧
縮
空

気
流
量

（
プ
ル

ト
ニ
ウ

ム
濃
縮

缶
）

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
２

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
１

操
作
場
所

 

537



 
精

製
建
屋
の

セ
ル
へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
の
ア
ク

セ
ス
ル
ー

ト
（
地
下

２
階
）

 

計
測
場
所

監
視
項
目

①
導

出
先
セ

ル
圧
力

①

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
２

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
１

538



 
精

製
建
屋
の

セ
ル
へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
の
ア
ク

セ
ス
ル
ー

ト
（
地
下

１
階
）

 

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南
２

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南
１

操
作
場
所

 

539



 
精

製
建
屋
の

セ
ル
へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
の
ア
ク

セ
ス
ル
ー

ト
（
地
上

１
階
）

 

①

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
２

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
１

計
測
場
所

監
視
項
目

①
導

出
先
セ

ル
圧
力

操
作
場
所

 

540



 
精

製
建
屋
の

セ
ル
へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
の
ア
ク

セ
ス
ル
ー

ト
（
地
上

２
階
）

 

計
測
場
所

監
視
項
目

①
セ

ル
導
出

ユ
ニ
ッ

ト
フ
ィ

ル
タ
差

圧

①

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
２

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
１

操
作
場
所

 

541



 
精

製
建
屋
の

セ
ル
へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
の
ア
ク

セ
ス
ル
ー

ト
（
地
上

３
階
）

 

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
２

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
１

542



 

精
製

建
屋
の

セ
ル
へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
の
ア
ク

セ
ス
ル
ー

ト
（
地
上

４
階
）

 

①

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
２

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南
１

計
測
場
所

監
視
項
目

①
フ

ィ
ル
タ

差
圧

操
作
場
所

 

543



 
精

製
建
屋
の

セ
ル
へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
の
ア
ク

セ
ス
ル
ー

ト
（
地
上

５
階
）

 

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南
２

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南
１

操
作

場
所

 

544



操
作

場
所

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝
建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気

の
供
給

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

下
１

階
）

545

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝
建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気

の
供
給

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

上
１

階
）

操
作
場
所

546

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空

気
の

供
給

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

上
２

階
）

操
作
場
所

547

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



対
象
な
し

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建
屋
の
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空

気
の

供
給

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

下
１

階
）

548

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建
屋
の
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空

気
の

供
給

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

上
１

階
）

操
作
場
所

549

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



操
作
場
所

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建
屋
の
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空

気
の

供
給

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

上
２

階
）

550

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



操
作

場
所

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
の
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

２
階
） 

551

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



ウ
ラ

ン
・
プ
ル

ト
ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
の
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

１
階
） 

操
作

場
所

552

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
の
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系

に
よ

る
対

応
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
上
１
階
） 

操
作

場
所

553

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



操
作

場
所

 

ウ
ラ

ン
・
プ
ル

ト
ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
の
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系

に
よ

る
対

応
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（
地
上

２
階
） 

554

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。



測
定

場
所

監
視

項
目

①
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

Ｂ
）

②
貯

槽
温

度
（

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

）

貯
槽

温
度

（
第

２
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
一

時
貯

槽
）

③
貯

槽
温

度
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

）

④
貯

槽
温

度
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

）

①

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

②

③ ④

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供

給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

３
階

）
 

操
作
場
所

555



 

 
 

⑤

③ ①

⑥

②

④

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

⑨

⑧ ⑦

⑩

測
定
場
所

監
視
項
目

①
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
）

②
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
）

③
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽
）

④

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
）

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
）

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽
）

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽
）

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽
）

⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ
）

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ
）

⑥
か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧
力

⑦
貯
槽
温
度
（
第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
）

⑧
貯
槽
温
度
（
第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
）

⑨
貯
槽
温
度
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽
）

⑩
水
素
濃
度
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ
）

水
素
濃
度
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ
）

操
作
場
所

 

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供

給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

２
階

）
 

556



 

 
 

測
定

場
所

監
視

項
目

①
水

素
掃

気
系

統
圧

縮
空

気
圧

力

②
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
（

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
第

２
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
一

時
貯

槽
）

③
水

素
濃

度
（

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

）

水
素

濃
度

（
第

２
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
一

時
貯

槽
）

④
貯

槽
温

度
（

供
給

液
槽

Ａ
）

貯
槽

温
度

（
供

給
槽

Ａ
）

⑤
貯

槽
温

度
（

供
給

液
槽

Ｂ
）

貯
槽

温
度

（
供

給
槽

Ｂ
）

①

②

③

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

北

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南

④ ⑤

操
作
場
所

 

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供

給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

１
階

）
 

557



 

 
 

測
定
場
所

監
視
項
目

①
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
供
給
液
槽
Ａ
）

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
供
給
槽
Ａ
）

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
供
給
液
槽
Ｂ
）

②
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
供
給
槽
Ｂ
）

③
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量

①

②

③

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

北

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南

操
作
場
所

 

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供

給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
上

１
階

）
 

558



 
  

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供

給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
上

２
階

）
 

対
象
な
し

 

559



 
 

 

測
定
場
所

監
視
項
目

①
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ
）

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ
）

①

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋
の
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供

給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

３
階

）
 

操
作
場
所

 

560



 
 

 

測
定

場
所

監
視

項
目

①
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

）

②
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
（

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

）

③
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
（

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

）

④

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
第

１
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
一

時
貯

槽
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
第

２
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
一

時
貯

槽
）

⑤
水

素
濃

度
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

）

水
素

濃
度

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

Ｂ
）

① ② ③

④

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

北

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南

⑤

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋
の
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気

の
供

給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

２
階

）
 

操
作
場
所

 
操
作
場
所

 

561



 
 

測
定

場
所

監
視

項
目

①
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
（

供
給

液
槽

Ａ
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
供

給
槽

Ａ
）

②
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
（

供
給

液
槽

Ｂ
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
供

給
槽

Ｂ
）

③

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
第

１
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
一

時
貯

槽
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
第

２
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
一

時
貯

槽
）

④
水

素
濃

度
（

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

）

水
素

濃
度

（
第

２
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
一

時
貯

槽
）

①

②

③

④

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋
の
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供

給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
下

１
階

）
 

操
作
場
所

 

562



 
  

 

測
定

場
所

監
視

項
目

①
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

Ｂ
）

②
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
（

供
給

液
槽

Ａ
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
供

給
槽

Ａ
）

③
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
（

供
給

液
槽

Ｂ
）

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
供

給
槽

Ｂ
）

④
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量

②

①

③

④

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

北

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南

操
作
場
所

 

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋
の
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供

給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
上

１
階

）
 

563



 
  

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋
の
水
素
爆
発
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供

給
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
（

地
上

２
階

）
 

対
象
な
し

 

564



 

 
 

 

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

北

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋
の

セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系

に
よ
る

対
応

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

下
４

階
）

 

 

対
象
な
し

 

565



 

  

測
定
場
所

監
視
項
目

①
導
出
先
セ
ル
圧
力

①

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

北

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋
の

セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系

に
よ
る

対
応

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

下
３

階
）

 

 

対
象
な
し

 

566



 
 

  

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋
の

セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系

に
よ
る

対
応

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

下
２

階
）

 

 

対
象
な
し

 

567



 
   

測
定
場
所

監
視
項
目

①
廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力

②
代
替
セ
ル
排
気
系
フ
ィ
ル
タ
差
圧

①

②

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋
の

セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替
セ
ル
排
気
系
に

よ
る

対
応

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

（
地

下
１

階
）

 

 

操
作
場
所

 

568



 
   

測
定

場
所

監
視

項
目

①
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
フ

ィ
ル

タ
差

圧

①

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
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重大事故等対処に用いる計測制御設備の測定原理 
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別紙１ 

水素濃度計の測定原理 

１．水素濃度計の測定原理 

水素掃気系統から圧縮空気が各機器に供給されていることは，各機器

への水素掃気配管に設置される可搬型貯槽掃気圧縮空気流量計により確認

する。また，セル導出ユニットに設置する可搬型セル導出ユニット流量計

を用いて，供給した圧縮空気が水素爆発を想定する機器を経由して排出さ

れることを確認する。さらに，代表機器の水素濃度を測定することで，水

素濃度が上昇しないことを監視する。 

機器内の水素濃度を測定するために用いる可搬型水素濃度計は，熱伝

導式のものを用いる。熱伝導式の水素検出器は，第１図に示すとおり，白

金線コイルにより加熱された検知素子にガスが接触すると，ガス固有の熱

伝導率により熱放散の状態が変わり，検知素子の温度が変化する。この変

化はガス濃度にほぼ比例することから，白金線の抵抗値の変化をブリッジ

回路の偏差電圧として取り出し水素濃度を測定することができる。なお，

機器内水素濃度の計測範囲0～25vol％において，計器仕様は最大±

1.25vol％の誤差を生じる可能性があるが，この誤差があることを理解し

た上で，水素爆発を想定する機器内の水素濃度の推移，傾向（トレンド）

を監視する。 
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図１．可搬型水素濃度計の測定原理の概要図 

 

２．可搬型水素濃度計の構成について 

機器内の水素濃度の測定においては，以下の装置をユニット化した可

搬型水素濃度計を用いて測定を行う。各装置及び配管は可能な限りステン

レス鋼製とし，硝酸の影響を受け難いように設計する。 

これにより使用する条件下において水素濃度測定への影響は十分小さ

い設計とする。 

 (１) 冷却器 

自然空冷式のコイル型冷却器である。冷却器はサンプリングガスを

可搬型水素濃度計入口において予め冷却することにより，機器から吸

入する可能性のある水蒸気及び硝酸蒸気を除去することで，水素濃度

計本体の検出器の劣化を防止する。 

 (２) 凝縮液回収容器 

凝縮液回収容器は冷却器において発生した凝縮液を回収する容器で

ある。凝縮液回収容器は凝縮液の液位をサイドグラスから目視できる

ガス検知素子

補償素子

ガス濃度指示計
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設計とし，必要に応じて遮へい材を設置できる構成とする。凝縮水が

蓄積した場合には，凝縮液を水素爆発を想定する機器内へ排出できる

設計とする。 

 (３) 吸着剤カラム 

吸着剤カラムはソーダ石灰により硝酸蒸気を吸着する機能を有する。

これにより，水素濃度計本体の劣化を防止する。 

 (４) 真空ポンプ 

真空ポンプは，水素濃度を測定する機器に設置される配管を介して，

水素濃度の測定に必要なサンプリングガスを水素濃度計に導入する容

量を有する。真空ポンプは防爆構造のポンプを採用し，必要に応じて

交換可能な設計とする。 

 (５) 水素濃度計 

水素濃度計は，熱伝導式の汎用品を用いる。水素濃度計は防爆構造

とし，ボルト操作等で容易に交換可能な設計とする。 

 (６) 電源装置及び指示計ユニット 

電源装置は，バッテリ、ＤＣ／ＡＣインバータ，充電器，ＡＣ／Ｄ

Ｃパワーサプライから構成され，外部電源からの給電無しで動作可能

な設計とする。また，外部電源復旧後は，100Ｖの電源により充電及び

動作可能な設計とする。指示計ユニットは水素濃度を容易に目視でき

るように設置する。 
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３．可搬型水素濃度計内での水素燃焼及び爆轟の可能性について 

可搬型水素濃度計では，以下の理由から水素燃焼及び爆轟が生じない

ことを確認した。 

機器内の水素濃度の測定は，水素爆発を想定する機器内に圧縮空気が

供給されている状態に限定する。これにより，サンプリングガスは可燃限

界濃度である４ｖｏｌ％を超えないことから，可搬型水素濃度計内での水

素燃焼及び爆轟は生じない。 
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４．可搬型水素濃度計からの水素漏えい防止及び汚染拡大対策 

可搬型水素濃度計を用いた水素爆発を想定する機器内の水素濃度の計

測は，計測後のガスを水素爆発を想定する機器内又は塔槽類廃ガス処理設

備に戻す構成となっており，外部に対して閉じた系とし，系外への漏えい

が発生しないよう，ステンレス鋼チューブと構成機器をカプラで接続する。 

よって，可搬型水素濃度計からの水素漏えい及び汚染拡大の可能性は

低い。 
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５．可搬型水素濃度計の計測タイミングについて 

圧縮空気供給前において，分離建屋，精製建屋およびウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋の水素爆発を想定する機器へ空気貯槽等から圧縮空気

が供給されるため，初動から対策における水素濃度推移は緩慢である。ま

た，水素濃度の上昇傾向を把握するためには，複数回の間隔を設けた測定

が必要であり，時間を要する。 

前処理建屋，ガラス固化建屋においては，水素濃度の上昇が非常に緩

慢であり，水素濃度の上昇傾向を把握できない。 

分離建屋、精製建屋およびウラン・プルトニウム混合脱硝建屋におい

て，何らかの原因により空気貯槽等から圧縮空気が供給されない場合，制

限時間までの時間が極端に短くなる可能性がある。 

このため，水素爆発を想定する機器へ圧縮空気を供給することを優先

し，当該対策後に水素濃度が下がっていることを確認し，対策が成功して

いる状態を監視する。 

水素濃度の上昇速度の速い精製建屋の重要度高機器の水素濃度推移の

例を図１に示す。空気貯槽からの圧縮空気に対して水素の発生のみを考慮

している。実際は酸素等の発生があるため、初動対応から対策を実施する

期間における水素濃度の傾向は横ばいに近くなると考えられる。 

前処理建屋、高レベル廃液ガラス固化建屋の例を図２に示す。水素の

発生のみを考慮した水素濃度推移でも，ほぼ横ばいであり，初動対応から

対策を実施する期間において水素濃度の傾向に変化はない。 

このため，対策を優先し，対策後に水素濃度推移に上昇傾向が無いこ

とを監視する。 
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図１．精製建屋の代表機器の水素濃度の推移 

図２．前処理建屋，高レベル廃液ガラス固化建屋の 

代表機器の水素濃度の推移の例 
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試験検査 
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主要設備の試験・検査 

 

(１) 水素爆発の発生防止に使用する設備 

 (ａ) 水素掃気配管・弁の試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 
漏えい確認 

外観点検 

通常運転圧で漏えいの有無を確

認する（流路を構成する弁につ

いては，組み立て後のトルク代

替による確認も可）。 

外観上,異常が無いことを確認

する。 

停止中 分解点検 

流路を構成する弁について，分

解し状態確認後，消耗品を交換

する。 

 

 (ｂ) 機器圧縮空気供給配管・弁の試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 
漏えい確認 

外観点検 

通常運転圧で漏えいの有無を確

認する（流路を構成する弁につ

いては，組み立て後のトルク代

替による確認も可）。 

外観上,異常が無いことを確認

する。 

停止中 分解点検 

流路を構成する弁について,分

解し状態確認後，消耗品を交換

する。 

 

(ｂ) 建屋内空気中継配管の試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 外観点検 
外観上,異常が無いことを確認

する。 
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 (ｃ) 圧縮空気自動供給貯槽の試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 
漏えい確認 

外観点検 

通常運転圧で漏えいの有無を確

認する（流路を構成する弁につ

いては，組み立て後のトルク代

替による確認も可）。 

外観上,異常が無いことを確認

する。 

停止中 分解点検 

流路を構成する弁について,分

解し状態確認後，消耗品を交換

する。 

 

(ｄ) 圧縮空気自動供給ユニット、機器圧縮空気自動供給ユニットの試験

検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 

分解点検 

単体作動確認 

外観点検 

分解し状態確認後，消耗品を交

換する。 

組み立て後，異常なく動作する

ことを確認する。 

外観上，異常が無いことを確認

する。 

停止中 分解点検 

流路を構成する弁について,分

解し状態確認後，消耗品を交換

する。 

 

 (ｃ) 可搬型建屋外ホース，可搬型建屋内ホースの試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 

外観点検 
外観上,異常が無いことを確認

する。 

動作確認 

流量調節弁について，稼動部の

動作に異常が無いことを確認す

る。必要に応じ取替える。 
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(ｄ) 可搬型空気圧縮機の試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 

分解点検 

単体作動確認 

外観点検 

可搬型空気圧縮機について，分

解し状態確認後，消耗品を交換

する。 

組み立て後，異常なく動作する

ことを確認する。 

外観上，異常が無いことを確認

する。 

 

 (ｅ) 機能性能試験 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 機能性能試験 

構成品（事故対処時の系統構成

に必要となる可搬型重大事故等

対処設備等）を状態確認＊する 

＊：使用前事業者検査においては設計の妥当性確認を目的とし,建屋内で

常設,可搬型重大設備の可能な範囲での接続確認を実施（系統構築が

可能なことを確認）。 
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(２)  水素爆発拡大防止設備 

 (ａ) 機器圧縮空気供給配管・弁（流路，弁）の試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 
漏えい確認 

外観点検 

通常運転圧で漏えいの有無を確

認する（流路を構成する弁につ

いては，組み立て後のトルク代

替による確認も可）。 

外観上,異常が無いことを確認

する。 

停止中 分解点検 

流路を構成する弁について,分

解し状態確認後，消耗品を交換

する。 

 

(ｂ) 可搬型建屋外ホース，可搬型建屋内ホースの試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 

外観点検 
外観上,異常が無いことを確認

する。 

動作確認 

流路を構成する弁について,可

動部の動作に異常が無いことを

確認する。必要に応じ取替える。 

 

(ｄ) 手動圧縮空気自動供給ユニットの試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 

分解点検 

単体作動確認 

外観点検 

分解し状態確認後，消耗品を交

換する。 

組み立て後，異常なく動作する

ことを確認する。 

外観上，異常が無いことを確認

する。 

停止中 分解点検 

流路を構成する弁について,分

解し状態確認後，消耗品を交換

する。 
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(ｂ) 建屋内空気中継配管の試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 外観点検 
外観上,異常が無いことを確認

する。 

 

(ｃ) 可搬型空気圧縮機の試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 

分解点検 

単体作動確認 

外観点検 

可搬型空気圧縮機について，解

し状態確認後，消耗品を交換す

る。 

組み立て後，異常なく動作する

ことを確認する。 

外観上，異常が無いことを確認

する。 

 

(ｂ) 可搬型建屋外ホース，可搬型建屋内ホースの試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 

外観点検 
外観上,異常が無いことを確認

する。 

動作確認 

流路を構成する弁について,可

動部の動作に異常が無いことを

確認する。必要に応じ取替える。 

 

(ｄ) 水素爆発拡大防止設備の機能性能試験 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 機能性能試験 

構成品（事故対処時の系統構成

に必要となる可搬型重大事故等

対処設備等）を状態確認＊する 

＊：使用前事業者検査においては設計の妥当性確認を目的とし,建屋内で

常設,可搬型重大設備の可能な範囲での接続確認を実施（系統構築が

可能なことを確認）。 
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(3) セル導出設備 

(ａ) 塔槽類廃ガス処理設備からセルに導出するユニットの試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 外観点検 

塔槽類廃ガス処理設備からセル

に導出するユニットについて，

外観上,異常が無いことを確認

する。 

停止中 
分解点検 

漏えい確認 

流路を構成する弁について,分

解し状態確認後，消耗品を交換

する。 

通常運転圧で漏えいの有無を確

認する（流路を構成する弁につ

いては，組み立て後のトルク代

替による確認も可）。 

 

(ｂ) セル導出設備の配管・弁，隔離弁 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 外観点検 

セル導出設備の配管・弁，隔離

弁について，外観上,異常が無い

ことを確認する。 

 

(ｂ) セル導出ユニットフィルタの試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 

分解点検 

単体作動確認 

外観点検 

分解し状態確認後，消耗品を交

換する。 

組み立て後，異常なく動作する

ことを確認する。 

外観上，異常が無いことを確認

する。 
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(ｃ) 可搬型ダクトの試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 外観点検 
外観上,異常が無いことを確認

する。 

 

(ｄ) セル導出設備の機能性能試験 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 機能性能試験 

構成品（系統構成に必要となる

可搬型重大事故等対処設備等）

を状態確認＊する 

＊：使用前事業者検査においては設計の妥当性確認を目的とし,建屋内で

常設,可搬型重大設備の可能な範囲での接続確認を実施（系統構築が

可能なことを確認）。 
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(4) 代替セル排気系 

(ａ) 主排気筒へ放出するユニットの試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 外観点検 

セル内への導出ユニットについ

て，外観上,異常が無いことを確

認する。 

停止中 
分解点検 

漏えい確認 

流路を構成する弁について,分

解し状態確認後，消耗品を交換

する。 

通常運転圧で漏えいの有無を確

認する（流路を構成する弁につ

いては，組み立て後のトルク代

替による確認も可）。 

 

(ｂ) 代替セル排気系のダクト・ダンパの試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 外観点検 

建屋換気設備（流路）について，

外観上,異常が無いことを確認

する。 

停止中 単体作動確認 

建屋換気設備のダンパについ

て，動作に異常が無いことを確

認する。 

 

(ｃ) 可搬型ダクト，フィルタの試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 外観点検 

可搬型ダクト，フィルタについ

て，外観上,異常が無いことを確

認する（フィルタについては保

管状況の確認）。 
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(ｄ) 可搬型排風機の試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 

分解点検 

単体作動確認 

外観点検 

可搬型排風機について，分解し

状態確認後，消耗品を交換する。 

組み立て後，異常なく動作する

ことを確認する（電動機の電

圧・電流確認含む）。 

外観上，異常が無いことを確認

する。 

 

(ｅ) 代替セル排気系の機能性能試験 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 機能性能試験 

構成品（系統構成に必要となる

可搬型重大事故等対処設備等）

を状態確認＊する 

＊：使用前事業者検査においては設計の妥当性確認を目的とし,建屋内で

常設,可搬型重大設備の可能な範囲での接続確認を実施（系統構築が

可能なことを確認）。 
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